
【愛知大学卒業生アンケート調査報告特集（4）

「愛知大学 1960 年代後半期（1967～1970）における法経学部 法学科、経済学科

（豊橋校舎、名古屋校舎）卒業生の在学状況とその後の軌跡（前編）」】

．はじめに

愛知大学名誉教授（地理学）、愛知大学東亜同文書院大学記念センター元センター長 藤田 佳久

本稿は、愛知大学東亜同文書院記念セン

ターが 4 年前から開学時以降、少しずつ行

ってきた愛知大学卒業生について、1967 年

から 1970 年までの在学時の状況とその後

の軌跡について明らにするための個別アン

ケート調査について、第 4 回目の結果報告

である。なお、アンケート対象は、法経学部

の豊橋校舎、名古屋校舎の法学科、経済学

科、経営学科の卒業生、同 2 部、および、

文学部（豊橋校舎）、そして大学院（豊橋校

舎、名古屋校舎）、専攻科（豊橋校舎）この

時期に存在していた各校舎夜間短大につい

ては、すでに前前号で紹会したので、それを

参照していただければ幸いである。

今回のアンケート調査は、2023 年の 3 月

に実施した。回答者の年齢は、ほぼ 70 歳代

後半で、年長者は 80 歳代にも及ぶ高齢域の

方々である。すでに亡くなられた方々も多

く、またご高齢のために体調不良の方々も

多く、回答のむつかしい方々が多かった。そ

れだけに、前号でも述べたように、実施が

10 年遅れたと反省している。

しかし、回答をお寄せいただいた方々は、

愛大時代と社会人時代をしっかりと記憶さ

れ、ご自分の人生を振り返りつつ、人生への

思いと愛知大学への思いと期待、そしてご

提案までいただいた。その思いに我々は応

えるべく、それぞれの方々からの知恵の中

の「温故知新」をくみ取りたいものだと願っ

ている。あらためてご回答にご協力いただ

いた卒業生各位に心から厚くお礼申し上げ

たい。

今回の 1967～1970 年の卒業年次生たち

の学生時代は、1960 年代から始まった日本

経済の高度経済成長の波にのった時期であ

った。入学前の新幹線開通（1964）や東京オ

リンピック（1964）はまさに日本経済の序章

的発展のシンボルであった。所得増とイン

フレが始まり、大都市のさらなる人口集中

による都市化が進み、輸出も伸びて経済発

展を支えた。そのため、大学への進学率は高

まり、高等教育の大衆化と言われたりした。

そして当時その急増する大学進学者の多く

を私学が受け手となった。しかし、校舎不足

や学生への対応の遅れ、カリキュラム改革、

教授法などの課題も噴出し、各私学は財源

に悩み、それが授業料の値上げにつながり、

学生との紛争が起こった。1970 年ごろのデ

ータでは、379 大学のうち 139 校でいわゆ

る大学紛争が生じ、国立大学も 88％に当た

る 66 校で紛争が見られた。大学が大きく変

質せざるを得ない中で旧体制が学生たちか

らの批判を浴びた。東大医学部紛争はその

象徴であり、それは東大安田講堂の紛争に
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至っている。

愛知大学でも前述のごとく 1970 年には

総学生数は 1960 年の倍増となり、1 万人に

達した。受験競争の激化の中での対応であ

った。当然教室、学生施設、教員などの不足、

カリキュラム整備などなどに問題が生じ、

従来からの学生自治会との協議により授業

料アップの決定が困難になり、前年からの

学費値上げ反対運動、また名古屋校舎では

学生組織が不安定化した紛争、さらに、折か

らの国による大学立法化への反発も加わり、

両校舎でストライキも行われた。この時期、

世界でもアメリカでのベトナム戦争への反

戦、フランスでの五月革命、中国での文化大

革命などの学生運動が幅広く生じ、注目さ

れた。

一方、このような動きの中で、愛大では、

前年（1966）には創立 20周年を迎えたあと、

両校舎で校舎、研究館、学生会館などが次々

に建設され、『中日大辞典』の刊行、生協設

立、文学部史学科に地理学専修設置など、キ

ャンパス整備の進展も見た。

いずれにせよ、この時期は愛大内外での

ダイナミックな動きがあり、愛大自体もそ

のような環境変化に対応した。一方、学生と

して在学した今回の卒業生たちは、このよ

うな時代の転換変化の中でどのように生き、

自己を育んだのかは一つの大きな注目点と

いえそうである。

また、卒業後は高度経済成長期の好況の

中で就職し、新規の事業や幅の広がった経

済活動の中へ飛び立ったが、1973 年（昭和

48 年）には石油資源をめぐる欧米資本とア

ラブ産油国の対立から、産油国側の産油量

規制から「オイルショック」が世界を駆け巡

り、日本もその中で苦境に立たされた。庶民

は品不足のうわさから、チリ紙や洗剤、砂糖

など日用品の買い占めに走ったりして、大

騒ぎになり、日本国民全体が、日本経済も世

界のシステムの一環に巻き込まれているこ

とを痛感させられた。それは高度経済成長

期の波に乗って就職したこの時期の卒業生

にとっても、仕事に慣れ始めた時期にあた

り、初めての試金石になったはずである。そ

れにどのようにこの時期の卒業生たちは対

応し、クリアしたかも注目される点である。
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【愛知大学卒業生アンケート調査報告特集（4）

「愛知大学 1960 年代後半期（1967～1970）における法経学部 法学科、経済学科

（豊橋校舎、名古屋校舎）卒業生の在学状況とその後の軌跡（前編）」】

．調査の方法と回答者

愛知大学名誉教授（地理学）、愛知大学東亜同文書院大学記念センター元センター長 藤田 佳久

調査の方法は、1967 年から 1970 年にか

けての卒業年次生である法経学部（豊橋

校舎、名古屋校舎）、文学部（豊橋校舎）、

法経学部 2 部（豊橋校舎、名古屋校舎）、

大学院（豊橋校舎、名古屋校舎）、専攻科

（豊橋校舎）の該当者を対象として、卒業

生名簿に従って郵送方法によった。その

郵送者数と回答者の数は前ページの表に

示した。前述したように、回答数は多くな

いが、この時期には対象者が高齢化し、70

歳代の後半であり、物故者や体調不良者

も多く、後述したように記述中心のアン

ケートの記入の回答が困難であったケー

スが多くなっていたこと、また、郵送先は

同窓会名簿を利用したが、多くが住所不

定で戻りが多く、移転先が同窓会に伝え

られておらず、本人へ届かなかったケー

スも多かったことによる。この時期の卒

業生は日本経済の好調な時期とそのあと

のオイルショックなどで、かなり転勤が

多かった影響だと思われ、その時代を表

しているとも解釈できる。

調査内容はアンケートによる記述式を

中心とした。その内容はアンケート表を

添付して示したのでご参照いただきたい。

その内容は、（A）入学時の出身地や入学

先、卒業年次など、本人の基本的状況、（B）

在学中の学業状況、（C）在学中のクラブ、

サークル活動、（D）就職状況、（E）愛知

大学卒業生としての意識、などである。な

お、アンケート用紙は各学部ごとに若干

差がにある。それぞれの整理については、

高木秀和氏（本学非常勤講師）、森田亮子

氏、梶原純子氏にサポートしていただい

た。

たただだしし、、今年度の結果報告については、

スペースの関係で、法経学部の２学科（法、

経済）（豊橋校舎、名古屋校舎）までとし

法経学部経営学科（豊橋校舎、名古屋校

舎）、文学部、法経学部 2 部（豊橋校舎、

名古屋校舎）、大学院、専攻科は【後編】

として次号に収録させていただく。ご容

赦いただきたい。

では以下、その結果についてみていく

ことにする。
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           　 愛知大学同窓生（昭和42～45年度卒業生）へのアンケートです

  アンケートの回答をお願いいたします。 [　　　　　] の中で該当する番号に大きく〇をつけてください。複数回答でも
結構です。また、自由記載へのご協力をお願いいたします。記入欄が不足の場合は別用紙への記載も可能です。
よろしくお願いいたします。

 A.  あなたの入学時のことなどを差し支えない範囲でお答え下さい。

　お名前　  (                                                    )       　性別［　①男　　②女　］

           入学年次は　(　昭和　　　　　　 　年　)　　卒業年次は　(　昭和　　　    年3月　)   
           生年月日は　(　昭和　　　年　　　月　)　　　現在（2022.1.1）　(　　　  　歳　)
　入学前のお住まい　 　(　　　　　   　　県都府道　　　　　　  　　市郡　　　　  　　　　　町村)
　入学後のお住まい　 　(　　　　　   　　県都府道　　　　　　  　　市郡　　　　  　　　　　町村)
　　　　　　　　それは　  ［①寮　②下宿　③アパート　④自宅　⑤ほか（　　　　  　　　　　　　　　　　　　）］
　入学される前の学校 ［　①国内　 ②国外　］ 高校名またはその他(　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　)
　　　   
  本学への入学は      ［　①卒業後　②編入 ］
  　　　　　　　　　　　　　　②を選んだ方：編入前の学校名　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
  どのように本学を知りましたか　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
  本学のあなたの入学先は  ［①豊橋　②名古屋（車道）］ キャンパス
　　　　　　　　　　　　(　　　　　　　　 　　　　　　 学部　　　　　　　　　　　　　  学科　　　　　　　　　　 　 　専攻)
  本学へ入学した理由は

  本学へ合格した経緯は　    
   ［　①入試　   ②推薦　   ③面接　　④ほか（　　　　　　　           　           　　　     　       　　　　）］
  授業料はどのように工面しましたか
 　［　①親から　 ②親戚・縁者から　 ③奨学金から　 ④アルバイトから　⑤ほか（　　　　　　　　　  　　  　　）］
  生活費はどのように工面しましたか
　　［　①親から　 ②親戚・縁者から 　③奨学金から　 ④アルバイトから　⑤ほか（　　　　　　　　　　　   　　）］
  途中で転学部、転学科、転専攻した場合  　［　①豊橋　　②名古屋（車道）　］ キャンパス
　　  　(　昭和　　　　　年に　　 　　　　　　　　 学部　　　　　　　　　　　　  学科　　　　　　　　　 　専攻　) へ
  その理由は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

B. あなたの在学中の学業は
  学業の位置は　　［　①学業が主　　　②どちらかといえば学業　　　③学業はまずまず　　　④学業は従　］
　その理由は　　　　　　　　　　　　　

　興味をもったり、面白かった学業分野や授業は　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　印象に残った先生とその理由は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

BL-1 L-2 E-1 E-2
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　ゼミを選択していた方は、どんような内容で、担当の先生は　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　

　卒業研究を行った方は、その研究テーマは、その理由は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　先生との交流はありましたか。その交流内容は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　図書館を利用していましたか。図書館をどのように活用されましたか　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　在学中の全体としての満足度は［　①大いに満足　②まずまず満足　③まあまあ　④あまり満足していない　］
　その理由は

　学業の成果がその後の人生に与えた影響は　　［　①大いに影響　　②まずまず　　③まあまあ　　④あまり　］
　どのような影響でしたか

C. あなたのクラブ・サークル活動は
　クラブ・サークル活動に参加していた方は、クラブ・サークル名は　　(　　　　　　　  　　    　　　　　　　　)
　よく参加しましたか　　［　①よく参加した　　②まずまず　　③あまり参加しなかった　］
　どのような活動内容でしたか

　クラブ・サークル活動をやってよかった点は  or  クラブ・サークル活動をしなかった理由は

　クラブ・サークル活動はその後の人生に影響がありましたか
　　　　［①大いにあった　　②まずまず　　③まあまあ　　④あまりなかった］
　その理由や、良かった点は

　学外のクラブ・サークル活動をされた場合、どのような活動でしたか

　その後の社会参加との関わり合いがありましたか

D. 就職、就業について①
　卒業時に就職活動をされましたか
　　　　　[①かなり積極的　②やや積極的　③普通に　④あまりしない　⑤全くしない]
　その理由は

　あなたの卒業時の就職環境は　
　　　　　[　①かなり厳しい　　②やや厳しい　　③普通　　④あまり厳しくない　　⑤全く厳しくない　]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　裏面へ続く→
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D. 就職、就業について②
　卒業時に就職先、分野を決めていましたか。なぜその分野でしたか

　希望した分野の職種、企業、機関名、組織へ就職できましたか
　　　　　[　①はい　　②なんとか　　③意識せず　　④意に反して　]
　それが可能であった理由は

　差し支えなければ、就職先の企業名、機関名、組織名をお答えください
　　　(　　　　　　　　　　　　　　　               　　　　　　     　所在地　　　　　　　             　　　　　)
　就職のさい、お世話になった方は
　　　　　[①大学就職課　②愛大卒業生　③知人、友人　④自力　⑤就職先　⑥ほか（　　　　　　　　　　　）]
　就職先では「愛知大学卒業」という経歴は、意識したことはありましたか　　[①はい　②少し　③特になし]
　その理由は

　転職をされていれば、転職先をお答えください。
　①(会社名:　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　/業種:　　　　　　　　　　　　　　　　/所在地:
　②(会社名:　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　/業種:　　　　　　　　　　　　　　　　/所在地:
　定年後、再就職されていれば、就職先をお答えください。
　①(会社名:　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　/業種:　　　　　　　　　　　　　　　　/所在地:
  就職先や社会人として、愛大卒業生は他大学出身者と比較してどのように評価できると思われますか

  愛知大学卒業生を他大学卒業生と比較すると、どのような点に特徴がありますか（ありましたか）

E.　愛知大学卒業生として
　愛知大学の設立主旨は、「世界平和と日本文化への寄与を根幹とし、国際的教養をもつ人材育成、地域社
会文化への貢献」であり、さらに「知を愛する真理の探求」、湧き上がった「自由、受難」などが掲げられています。こ
れらの大学の理念が、あなたにどのように反映されたかについてお教え下さい。

　愛知大学のルーツは上海にあった「東亜同文書院」にあり、そのため愛知大学は戦後旧制大学として設立認可
されました。当初、書院生や他の学校からの編入、入学生も多数にのぼりました。あなたは、そのような愛知大学創
設期の歴史を知っていましたか
　　　　　　[　①よく知っている　　　　　　②少し知っている　　　　　　③知らない　]　　　
  ①②の方は、どのようにして知ったのですか

　皆さんの在学中、あるいはその前後にいわゆる「愛大事件」があり、本間学長は最後まで学生の弁護に徹しまし
た。この事件に対して、あなたは知っていますか
　　　　　　[　①よく知っている　　　　　　②少し知っている　　　　　　③知らない　]　　　
  「愛大事件」を知っている方（上記①②の方）は、どのように感じられましたか
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 　あなたは母校としての愛知大学に　　　　[　①大変関心　　②多少関心　　③普通　　④あまり関心ない　]
　 その理由は

 　あなたは愛知大学の情報を何から得ていますか
       [　①テレビ、新聞　　　②大学のホームページ　　　③「愛大通信」　　　④さまざまな会合　　⑤受験雑誌　
         ⑥同窓生 　　 ⑦同窓会報　　　⑧愛大新聞（豊橋、名古屋）　⑧ほか（　　　　　　　　　　　　　　）]
　 愛知大学にどのような情報を期待しますか

　昭和40年代には他大学と同様に「学園紛争」がありました。愛知大学の場合、契機は何だったとお考えですか

　愛知大学での「学園紛争」をあなたはどのように把握していましたか

　その「学園紛争」はその後の大学生活や同窓会活動・就職、社会などに影響はありましたか。あれば具体的に

   あなたは同窓会（支部活動も）に参加してますか　　　　[　①はい　　　②よく　　　③時々　　　④いいえ　]
   その理由。また、先輩や後輩とどのようなつながりがありましたか

　 同窓会の魅力をどのようにアップしたらよいとお考えですか。要望や提案があればご自由に

　 今日の愛知大学をどのように見ておられますか。要望や提案があればご自由に

　 愛知大学の後輩の学生に伝えたいことをご自由に

　 人生をふりかえって、あなたは  　[  ①大いに満足  ②まずまず満足  ③普通 　④少し不満  ⑤大変不満足  ]
   満足度と、愛大卒業生との関係は　[ ①大いに関係  ②多少関係  ③普通  ④あまり関係ない　⑤全くない ]
　 最後にあらためて、あなたが愛知大学から得たものは何ですか。あれば座右の銘もお答えください

　あなたが、あなたの人生経験や研究をまとめ、自費出版も含めて刊行したものがあればご紹介ください

　あなたの愛大時代の印象的な思い出がありましたらご記入下さい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　―以上、ありがとうございました―　　　　　　　　　　　　　　　　
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【愛知大学卒業生アンケート調査報告特集（4）

「愛知大学 1960 年代後半期（1967～1970）における法経学部 法学科、経済学科

（豊橋校舎、名古屋校舎）卒業生の在学状況とその後の軌跡（前編）」】

３．愛知大学「法経学部」（法学科、経済学科）卒業生たちの

在学時代とその後の軌跡

愛知大学名誉教授（地理学）、愛知大学東亜同文書院大学記念センター元センター長� � 藤田� 佳久

第 1 章� 豊橋校舎「法経学部� 法学科」卒業生の場合

�．生年、卒業年、出身校など�

（１）生年、卒業年、出身校

� ここでは豊橋校舎の法経学部の法学科の

卒業生へのアンケート結果から見ていく。

法経学部のコンセプトは、法学と経済を完

全に分離せず、両者も融合しつつ学べる環

境をめざしたところにあった。しかし、法学

はまさに法律を学ぶという特殊性もあり、

法学科入学生は法学部へ入学した気分であ

ったと思われる。しかも、法学の教授陣は学

長の本間先生が、戦後の最高裁の事務局長

に就任して、最高裁の民主化を進めた実績

もあり、そのほかの教授も日本学術会議に

選ばれるほどの力量を持っており、法学科

への入学は日本経済の発展と、日本社会の

ダイナミクスの中で価値ある分野だと思わ

れていたといえる。

� 表 1－A-1 は 1967 年から 1970 年の卒業

生たちの生年を示した。このアンケートの

中では、1941 年から 1948 年まで広がり、

1947 年、1948 年あたりから増えていて、戦

後のベビーブームにつながっている。愛大

でも学生数が増加した時期で、この時期の

後半は大学進学率も高まった時期である。

� 表 1－A-2 は、入学生の出身県を示したも

ので、豊橋校舎に近接する、東西三河と尾張

が多くを占める。しかし、愛知県以外もその

合計は愛知県出身者と近い数を示し、中部

地方に広がっていたことがわかる。これは

キャンパス内の旧陸軍兵舎が学生寮として

安い寮費で提供されており、その影響もあ

ったためと思われる。石原裕次郎と三船敏

郎が主演した映画「黒部の太陽」にはこれら

多くの寮生のうち 1、2 年生が中心になって

出演し、黒四ダム建設の工事人夫としてト

ンネル内に突如あふれ出た大量の地下水に

追われ、混乱する肉薄の演技に、観客の眼を

釘付けにした。

表 1－A-3 は判明分の出身高校の一覧で

ある。

（２）愛知大学の認知と志望動機

� 表 1－A-5 は本学を知った理由である。地

元校であるという回答が最も多く、この時

期、本学がこの地域で知られるようになっ

ていたことがわかる。旧制大学としてスタ

ートした本学は、進学資料でも広く注目さ

れ、高校教員による推薦も多く、すでに愛大
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高桑先生、合宿指導と大学史に詳しく、温厚

で指導力も優れていた神谷先生、誠実で研

究熱心な柳沢先生、熱心で司法試験を進め

た前田先生、熱心な夏目先生、自由でユニー

ク、ユーモアもあったドイツ語の板倉先生、

コンパの交わりの英語の千葉先生、興味深

い講義の木田先生、ハゼ釣りも教えてくれ

た本間忠彦先生などなどである。集中講義

であったが碧海純一、川島武宣両先生の特

別講義も。

尚ゼミのテーマは、黒木ゼミでは入会林

野、婚姻慣行など法社会学実践、家族法、浜

田ゼミでは民法、不法行為、民法債権債務、

神谷ゼミでは国際連合憲章など国際法、本

間忠彦ゼミでは手形・小切手法、権利の移

設、川島武宣ゼミでは法社会学の購読、柳沢

ゼミでは国際政治法の分析手法、前田ゼミ

では民法の判決研究、木田ゼミでは刑法と

判決をめぐる討論、胡麻本ゼミでは労働法、

酒井ゼミでは憲法、三田高三郎ゼミでは民

事訴訟法、など。（なお、ここではあくまで

回答があった分のゼミだけを示した）。

（３）卒業論文

以上から、自己の総決算ともいえる卒業

論文のテーマを示す。（忘却も多いが、回答

分のみ）。

1967 年

「共謀共同正犯の理論」（当時の過激デ

モに対する国家の圧力への批判）、「協

議離婚」、「借地借家法 1 条の 2 につい

て」、「戦後日本における労働運動史」

（学生運動が盛んであったことからの

関心）。

1968 年

「無罪と有罪の限界」、「人事訴訟手續

きの考察」、「公害」（当時の社会的問題

と法的根拠）、「違法立法審査権につい

て、―外国との比較をふくめての考察

―」

1969 年

「売り主の瑕瑾担保責任の研究」、「養

子法について」（家族の近代化との関

係）、「兵庫県田島地区農村の出稼ぎ実

態」（杜氏を中心に）、「北方領土と問題

点」、「（テーマ忘却）」

1970 年

「植木枝盛の男女同権論」（学会賞受

賞）、「（民法関係）」、「中近東の空の下

で」（中東戦争に関心）、「根抵当権につ

いて」、「ベトナム戦争」（ライブの国際

情勢を追う）、「入会林野の現代的諸問

題―入会権の近代化―」（学会賞受賞）、

「志摩地方（越賀）における足入れ婚に

ついて」（婚姻の現地調査）、「憲法、裁

判官の心理的裁量」、「心臓移植に関す

る刑事学的一考察」（和田教授の事例か

ら）、「（労働基準監督官試験を受験する

ため）」、「不作為犯の一考察」（作為的で

ない悪事研究）

それぞれのゼミ活動と時代性が反映して

いるように思われる。

（４）先生との交流

年次別に挙げる。

1967 年

ゼミで「伊豆の一泊旅行。ゼミ後には豊

橋市内でいわゆるコンパ」、「コンパあ

り」、「早朝の工程でゴルフうちの胡麻

本先生の球拾いをして、お宅で鍋をご

ちそうになった。」

卒の教員も推薦者になっていたことがわか

る。一方、後発の新制大学も各地に誕生し

て、これまでのこの地域での人文社会系の

独占という状態は緩くなった。

表 1－A-7 は、実際に愛知大学へ入学した

理由である。最も多いのは授業料の安さで

あり、通学の至便さであった。終戦直後に開

学した愛大は、戦後の焼け野が原の中で、戦

時下で果たせなかった学びを熱望する青年

や大人たちのために、各教員が東海地方各

地の都市で働く勤労青年たちも意識して

「土曜講座」を開催し、すぐに 1 万人を超

える受講生を数えた。NHK 浜松放送局は毎

週土曜日に「愛大土曜講座」を放送してくれ

たほどであった。それが愛大に新たな夜間 2

部を誕生させる原動力になった。したがっ

て、愛大は勤労青年たちの学習の場を提供

するためにも授業料の安い大学づくりも目

指した。愛大の安い授業料の伝統はこの方

針からきている。当初は国立大学の授業料

とほぼ同じ程度であった。それだけに、愛大

当局は学長自ら寄付金集めに走り、それを

知った当時の愛知県知事桑原幹根は自らそ

のリーダーになって、県下の企業や様々な

組織、一般人からの愛大への寄付集めに力

を入れたほどであった。この時期になると、

経済も上向きになっていくが、それでもア

ルバイトなどで授業料や生活費を工面する

学生は多かった（表 1－A-9・10）。そのほか、

本命の法律を学びたい、愛大の環境、学風な

ども入学理由に挙げられている。また、愛大

を滑り止めにしたケースも見られるが、親

や高校教員から強く愛大を進められ入学し

たとの回答もある。

．学生生活と満足度

（１）学業のウェイト

次は学業生活と在学中の満足度について

である。

表 1－B-1 は、在学中の学業のウェイトに

ついて示したものである。それによると、

「学業が主」であったとする回答が全体の

53％を占め、さらに「どちらかと言えば学

業」という回答も加えると 76％が学業を中

心的に学んだことがわかる。法学は各分野

の関係法を習得する必要があり、それが学

業中心の生活になっていたものであろう。

表 1－B-2 は、その関心分野の回答である。

憲法、民法、刑法、法社会学などを中心に、

各人の関心の広がりがうかがわれる。また、

専門課程とともに教養課程も学んでおり、

人文、社会科学、語学などの科目があげられ

ている。

（２）印象に残った先生たちや講義、ゼミ

表 1－B-3とB-4は印象に残った先生たち

と、自分が属したゼミについての回答であ

る。まず B-3 では教養課程の分野も含め多

くの先生があげられている。もっとも多く

名前が挙がった先生は、黒木三郎先生であ

るが、所属ゼミの最も多いのも黒木先生で

あり、これら両表はゼミとの関係が見られ

る。所属ゼミでは次いで木田、浜田、前田、

柳沢、神谷、胡麻本とつづく。黒木ゼミでは、

法社会学という戦後に浮上した新たな分野

に対して、入会林野の問題に取り組むフィ

ールドワーク共同研究があり、座学だけで

ない臨場感の体験が、先生の温厚な人柄の

魅力とともに受講学生に人気であったこと

が読み取れる。回答から先生への寸評を若

干示すと、温厚誠実な浜田先生、講義内容も

話し方も秀逸で格調高い山中先生、そして

84

同文書院記念報　Vol. 32（2024.03.31）



高桑先生、合宿指導と大学史に詳しく、温厚

で指導力も優れていた神谷先生、誠実で研

究熱心な柳沢先生、熱心で司法試験を進め

た前田先生、熱心な夏目先生、自由でユニー

ク、ユーモアもあったドイツ語の板倉先生、

コンパの交わりの英語の千葉先生、興味深

い講義の木田先生、ハゼ釣りも教えてくれ

た本間忠彦先生などなどである。集中講義

であったが碧海純一、川島武宣両先生の特

別講義も。

尚ゼミのテーマは、黒木ゼミでは入会林

野、婚姻慣行など法社会学実践、家族法、浜

田ゼミでは民法、不法行為、民法債権債務、

神谷ゼミでは国際連合憲章など国際法、本

間忠彦ゼミでは手形・小切手法、権利の移

設、川島武宣ゼミでは法社会学の購読、柳沢

ゼミでは国際政治法の分析手法、前田ゼミ

では民法の判決研究、木田ゼミでは刑法と

判決をめぐる討論、胡麻本ゼミでは労働法、

酒井ゼミでは憲法、三田高三郎ゼミでは民

事訴訟法、など。（なお、ここではあくまで

回答があった分のゼミだけを示した）。

（３）卒業論文

以上から、自己の総決算ともいえる卒業

論文のテーマを示す。（忘却も多いが、回答

分のみ）。

1967 年

「共謀共同正犯の理論」（当時の過激デ

モに対する国家の圧力への批判）、「協

議離婚」、「借地借家法 1 条の 2 につい

て」、「戦後日本における労働運動史」

（学生運動が盛んであったことからの

関心）。

1968 年

「無罪と有罪の限界」、「人事訴訟手續

きの考察」、「公害」（当時の社会的問題

と法的根拠）、「違法立法審査権につい

て、―外国との比較をふくめての考察

―」

1969 年

「売り主の瑕瑾担保責任の研究」、「養

子法について」（家族の近代化との関

係）、「兵庫県田島地区農村の出稼ぎ実

態」（杜氏を中心に）、「北方領土と問題

点」、「（テーマ忘却）」

1970 年

「植木枝盛の男女同権論」（学会賞受

賞）、「（民法関係）」、「中近東の空の下

で」（中東戦争に関心）、「根抵当権につ

いて」、「ベトナム戦争」（ライブの国際

情勢を追う）、「入会林野の現代的諸問

題―入会権の近代化―」（学会賞受賞）、

「志摩地方（越賀）における足入れ婚に

ついて」（婚姻の現地調査）、「憲法、裁

判官の心理的裁量」、「心臓移植に関す

る刑事学的一考察」（和田教授の事例か

ら）、「（労働基準監督官試験を受験する

ため）」、「不作為犯の一考察」（作為的で

ない悪事研究）

それぞれのゼミ活動と時代性が反映して

いるように思われる。

（４）先生との交流

年次別に挙げる。

1967 年

ゼミで「伊豆の一泊旅行。ゼミ後には豊

橋市内でいわゆるコンパ」、「コンパあ

り」、「早朝の工程でゴルフうちの胡麻

本先生の球拾いをして、お宅で鍋をご

ちそうになった。」

卒の教員も推薦者になっていたことがわか

る。一方、後発の新制大学も各地に誕生し

て、これまでのこの地域での人文社会系の

独占という状態は緩くなった。

表 1－A-7 は、実際に愛知大学へ入学した

理由である。最も多いのは授業料の安さで

あり、通学の至便さであった。終戦直後に開

学した愛大は、戦後の焼け野が原の中で、戦

時下で果たせなかった学びを熱望する青年

や大人たちのために、各教員が東海地方各

地の都市で働く勤労青年たちも意識して

「土曜講座」を開催し、すぐに 1 万人を超

える受講生を数えた。NHK 浜松放送局は毎

週土曜日に「愛大土曜講座」を放送してくれ

たほどであった。それが愛大に新たな夜間 2

部を誕生させる原動力になった。したがっ

て、愛大は勤労青年たちの学習の場を提供

するためにも授業料の安い大学づくりも目

指した。愛大の安い授業料の伝統はこの方

針からきている。当初は国立大学の授業料

とほぼ同じ程度であった。それだけに、愛大

当局は学長自ら寄付金集めに走り、それを

知った当時の愛知県知事桑原幹根は自らそ

のリーダーになって、県下の企業や様々な

組織、一般人からの愛大への寄付集めに力

を入れたほどであった。この時期になると、

経済も上向きになっていくが、それでもア

ルバイトなどで授業料や生活費を工面する

学生は多かった（表 1－A-9・10）。そのほか、

本命の法律を学びたい、愛大の環境、学風な

ども入学理由に挙げられている。また、愛大

を滑り止めにしたケースも見られるが、親

や高校教員から強く愛大を進められ入学し

たとの回答もある。

．学生生活と満足度

（１）学業のウェイト

次は学業生活と在学中の満足度について

である。

表 1－B-1 は、在学中の学業のウェイトに

ついて示したものである。それによると、

「学業が主」であったとする回答が全体の

53％を占め、さらに「どちらかと言えば学

業」という回答も加えると 76％が学業を中

心的に学んだことがわかる。法学は各分野

の関係法を習得する必要があり、それが学

業中心の生活になっていたものであろう。

表 1－B-2 は、その関心分野の回答である。

憲法、民法、刑法、法社会学などを中心に、

各人の関心の広がりがうかがわれる。また、

専門課程とともに教養課程も学んでおり、

人文、社会科学、語学などの科目があげられ

ている。

（２）印象に残った先生たちや講義、ゼミ

表 1－B-3とB-4は印象に残った先生たち

と、自分が属したゼミについての回答であ

る。まず B-3 では教養課程の分野も含め多

くの先生があげられている。もっとも多く

名前が挙がった先生は、黒木三郎先生であ

るが、所属ゼミの最も多いのも黒木先生で

あり、これら両表はゼミとの関係が見られ

る。所属ゼミでは次いで木田、浜田、前田、

柳沢、神谷、胡麻本とつづく。黒木ゼミでは、

法社会学という戦後に浮上した新たな分野

に対して、入会林野の問題に取り組むフィ

ールドワーク共同研究があり、座学だけで

ない臨場感の体験が、先生の温厚な人柄の

魅力とともに受講学生に人気であったこと

が読み取れる。回答から先生への寸評を若

干示すと、温厚誠実な浜田先生、講義内容も

話し方も秀逸で格調高い山中先生、そして
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（６）在学中の満足度と人生への影響

まず表 1－B-8 は、在学中の満足レベルに

ついての回答である。それによると「大いに

満足」全体は 47％でほぼ半数の回答者の満

足度が高い。それに「まずまず満足」のレベ

ルを加えると、全体の約 80％が満足してい

ることになり、全体としては回答者が愛知

大学に納得していたということになる。

その満足の理由を見ると、その多くに優

れたそして個性豊かな教授陣が揃い、その

教授陣との交流も盛んで、色々な考え方を

身につけられたこと、多様な学友たちとの

色々な活動を通してのつながりができ、そ

の後の人生に友を得たこと、ゼミ活動から

職も得たこと、などを挙げている。

表 1－B-9 は、愛知大学での学業がその後

の人生に与えた影響についての回答を示し

た。それによると、「大いに影響があった」

とする回答は 35％、それに「まずまず影響

があった」とする回答を加えると 62％にな

る。一方、「あまり影響を受けなかった」と

いう回答は 18％あり、それに無回答分を加

えると 25％があまり影響がなかったという

ことになる。前 B-8 表に比べると卒業後の

社会人となってからの影響力が低めになっ

ている。しかし、その 25％の回答者その理

由を見ると、すべてが無記入になっていて、

理由は明らかでない。法律関係以外の職業

に就いたということかもしれない。という

のは「影響があった」とする回答者の理由を

見ると、例えば「法的な思考、政治、経済へ

の批判的な精神、社会問題のとらえ方がで

きるようになった」、「地方行政の仕事に法

的知識が大いに役立った」、「仕事で法曹関

係や学者との付き合いができるようになっ

た」、「在野精神が養われた」ほか、県警や司

法畑で大いに役立っている、などとする回

答が多いからである。

いずれにせよ、法学科を卒業し、その関係

の職業に就いた卒寮生は満足度が高いとい

うことであろう。

．クラブ、サークル活動

次は、「クラブ、サークル活動への参加活

動状況」である。この時期になるとクラブや

サークルもだいぶ増え、愛知大学全体でも

活況を帯びていった。

表 1－C-2 は、クラブ、サークルへの参加

状況である。回答者だけの状況であるが、全

体としてみると、「よく参加した」、と「まず

まず参加した」グループと、「あまり参加し

なかった」と「なし」の無回答との数は 19

対 15 になり、前者のクラブ、サークル派と

でもいうべきグループの方がやや多いとい

える。この前者のグループうち、社会文化系

では、その参加理由に「目標を持ち、互いに

競えられる」（愛法会）、「先輩、仲間との交

わりや刺激しあい、そしてコンパに楽しみ」、

「理論と現実の理解ができる」、「色々な体

験ができる」（新聞会）、「個展の開催」（美

術）、「自分の趣味の範囲を広げ、音楽出版へ

の就職を狙い達成」（男性合唱団）、「友人が

でき、発表会も」（中国語会話同好会）、「多

くの友人と一生の友」（法学研究会）、「友人

ができた」（ジャズ）。

一方、スポーツ系クラブでは、「先輩、後

輩、OB とのつながり」（ヨット）、「友人が

できた」（剣道）（軟式野球）、「集中力、姿勢、

精神力を売る」（剣道）、「ペアを組んで友人

ができた」（軟式テニス）、「仲間ができた」

（少林寺拳法）、など。

人文社会系、スポーツ系とも友人を求め

1968 年

「夏には佐久市までゼミ合宿、ほかの

ゼミ生の参加も」、「ゼミ、コンパのほ

か、終戦時まで判事であった時の先生

の活談などを拝聴」、「コンパの交流会

アリ」、「先生宅でゼミ生と懇親会あり」

1969 年

「地域の実態調査研究の時の交流」、

「ゼミ合宿、そして卒業後も懇親会、先

生を就職先へ講師として招いた」、

「先生のご逝去までで交流。就職や結

婚の世話もしていただいた。ご著書の

出版時のたびに校正などをお手伝いし

た。還暦や傘寿記念論文集刊行時も」、

「ゼミ合宿、愛大公館での夏季講習、愛

大山の家（津具村）での合宿」

1970 年

「先生が早稲田に移られた後も東京で

お会いした。都知事選前にも」、「自分が

東京へ就職したあと先生宅へ訪問し

た。」、「年 2 回の合宿と、先生宅への訪

問など」、「愛法会（司法試験受験講座）

では前田、夏目先生に夏休み中もご指

導を受けた。」、「数回出版パーテイに参

加し、たびたび情報交換も」、「黒木ゼミ

や法社会学研究会では、津具村や三重

県でよく合宿した。」、「先生宅への訪問

と奥様の手料理とのコンパ」、「先生と

のコンパ」、「卒論提出後、先生から題材

がよかったとほめられた」、「木田、夏

目、神谷先生の講義後は会食をした」

（５）図書館利用

ゼミや卒論研究には図書館が利用された

が、その利用状況である。

1967 年

「司法試験や卒論執筆に利用した」、

「参考書を探しに」、「関係書の借用と

管内利用をした」

1968 年

「ゼミ発表の判例集をよく利用した」、

「卒論に活用」、「一人活用」、「新聞をよ

く利用」、「ほとんどなし」

1969 年

「卒業研究で」、「常に利用していた」、

「卒論の資料収集で」、「利用せず」、「行

ったことなし」

1970 年

「講義の合間によく利用。閲覧、新聞、

貸出」、「授業の間に準備を含め利用」、

「ほかの先生のテキストを読むため

に」、「あまり利用しなかった」、「存在を

知らなかった」、「授業の予習、判例集は

よくつかった」、「卒論作成に」、「卒論作

成と資料収集に」、「授業内容の調査、労

働基準監督官試験の受験勉強に」、「授

業の合間にほとんど毎日利用した」

以上、回答者の個別記述を示した。全体と

しては利用している状況が見られたが、一

部には利用してない回答もあった。

愛知大学にとって、図書館は大学の根幹

とする考えがあったが、当時はまだ予算も

限られ、施設も旧陸軍の木造建物を利用す

る形で不十分であった。しかし、この時期の

直前の 1966 年に 4 階建ての研究館と 2 階建

ての図書館が建設され、大学の基本的基盤

の充実が図られた。いわばこの時期が本格

的な図書館の出発点となり、次の 1970 年代

から飛躍的な発展に向かうことになる。回

答はその直前の状況を示したものといえる。
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（６）在学中の満足度と人生への影響

まず表 1－B-8 は、在学中の満足レベルに

ついての回答である。それによると「大いに

満足」全体は 47％でほぼ半数の回答者の満

足度が高い。それに「まずまず満足」のレベ

ルを加えると、全体の約 80％が満足してい

ることになり、全体としては回答者が愛知

大学に納得していたということになる。

その満足の理由を見ると、その多くに優

れたそして個性豊かな教授陣が揃い、その

教授陣との交流も盛んで、色々な考え方を

身につけられたこと、多様な学友たちとの

色々な活動を通してのつながりができ、そ

の後の人生に友を得たこと、ゼミ活動から

職も得たこと、などを挙げている。

表 1－B-9 は、愛知大学での学業がその後

の人生に与えた影響についての回答を示し

た。それによると、「大いに影響があった」

とする回答は 35％、それに「まずまず影響

があった」とする回答を加えると 62％にな

る。一方、「あまり影響を受けなかった」と

いう回答は 18％あり、それに無回答分を加

えると 25％があまり影響がなかったという

ことになる。前 B-8 表に比べると卒業後の

社会人となってからの影響力が低めになっ

ている。しかし、その 25％の回答者その理

由を見ると、すべてが無記入になっていて、

理由は明らかでない。法律関係以外の職業

に就いたということかもしれない。という

のは「影響があった」とする回答者の理由を

見ると、例えば「法的な思考、政治、経済へ

の批判的な精神、社会問題のとらえ方がで

きるようになった」、「地方行政の仕事に法

的知識が大いに役立った」、「仕事で法曹関

係や学者との付き合いができるようになっ

た」、「在野精神が養われた」ほか、県警や司

法畑で大いに役立っている、などとする回

答が多いからである。

いずれにせよ、法学科を卒業し、その関係

の職業に就いた卒寮生は満足度が高いとい

うことであろう。

．クラブ、サークル活動

次は、「クラブ、サークル活動への参加活

動状況」である。この時期になるとクラブや

サークルもだいぶ増え、愛知大学全体でも

活況を帯びていった。

表 1－C-2 は、クラブ、サークルへの参加

状況である。回答者だけの状況であるが、全

体としてみると、「よく参加した」、と「まず

まず参加した」グループと、「あまり参加し

なかった」と「なし」の無回答との数は 19

対 15 になり、前者のクラブ、サークル派と

でもいうべきグループの方がやや多いとい

える。この前者のグループうち、社会文化系

では、その参加理由に「目標を持ち、互いに

競えられる」（愛法会）、「先輩、仲間との交

わりや刺激しあい、そしてコンパに楽しみ」、

「理論と現実の理解ができる」、「色々な体

験ができる」（新聞会）、「個展の開催」（美

術）、「自分の趣味の範囲を広げ、音楽出版へ

の就職を狙い達成」（男性合唱団）、「友人が

でき、発表会も」（中国語会話同好会）、「多

くの友人と一生の友」（法学研究会）、「友人

ができた」（ジャズ）。

一方、スポーツ系クラブでは、「先輩、後

輩、OB とのつながり」（ヨット）、「友人が

できた」（剣道）（軟式野球）、「集中力、姿勢、

精神力を売る」（剣道）、「ペアを組んで友人

ができた」（軟式テニス）、「仲間ができた」

（少林寺拳法）、など。

人文社会系、スポーツ系とも友人を求め

1968 年

「夏には佐久市までゼミ合宿、ほかの

ゼミ生の参加も」、「ゼミ、コンパのほ

か、終戦時まで判事であった時の先生

の活談などを拝聴」、「コンパの交流会

アリ」、「先生宅でゼミ生と懇親会あり」

1969 年

「地域の実態調査研究の時の交流」、

「ゼミ合宿、そして卒業後も懇親会、先

生を就職先へ講師として招いた」、

「先生のご逝去までで交流。就職や結

婚の世話もしていただいた。ご著書の

出版時のたびに校正などをお手伝いし

た。還暦や傘寿記念論文集刊行時も」、

「ゼミ合宿、愛大公館での夏季講習、愛

大山の家（津具村）での合宿」

1970 年

「先生が早稲田に移られた後も東京で

お会いした。都知事選前にも」、「自分が

東京へ就職したあと先生宅へ訪問し

た。」、「年 2 回の合宿と、先生宅への訪

問など」、「愛法会（司法試験受験講座）

では前田、夏目先生に夏休み中もご指

導を受けた。」、「数回出版パーテイに参

加し、たびたび情報交換も」、「黒木ゼミ

や法社会学研究会では、津具村や三重

県でよく合宿した。」、「先生宅への訪問

と奥様の手料理とのコンパ」、「先生と

のコンパ」、「卒論提出後、先生から題材

がよかったとほめられた」、「木田、夏

目、神谷先生の講義後は会食をした」

（５）図書館利用

ゼミや卒論研究には図書館が利用された

が、その利用状況である。

1967 年

「司法試験や卒論執筆に利用した」、

「参考書を探しに」、「関係書の借用と

管内利用をした」

1968 年

「ゼミ発表の判例集をよく利用した」、

「卒論に活用」、「一人活用」、「新聞をよ

く利用」、「ほとんどなし」

1969 年

「卒業研究で」、「常に利用していた」、

「卒論の資料収集で」、「利用せず」、「行

ったことなし」

1970 年

「講義の合間によく利用。閲覧、新聞、

貸出」、「授業の間に準備を含め利用」、

「ほかの先生のテキストを読むため

に」、「あまり利用しなかった」、「存在を

知らなかった」、「授業の予習、判例集は

よくつかった」、「卒論作成に」、「卒論作

成と資料収集に」、「授業内容の調査、労

働基準監督官試験の受験勉強に」、「授

業の合間にほとんど毎日利用した」

以上、回答者の個別記述を示した。全体と

しては利用している状況が見られたが、一

部には利用してない回答もあった。

愛知大学にとって、図書館は大学の根幹

とする考えがあったが、当時はまだ予算も

限られ、施設も旧陸軍の木造建物を利用す

る形で不十分であった。しかし、この時期の

直前の 1966 年に 4 階建ての研究館と 2 階建

ての図書館が建設され、大学の基本的基盤

の充実が図られた。いわばこの時期が本格

的な図書館の出発点となり、次の 1970 年代

から飛躍的な発展に向かうことになる。回

答はその直前の状況を示したものといえる。
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なお、表 1－D-9 は、定年後などの再就職

で、いわば、現役時代の実績の評価だともい

える。定年後も元気で、なお仕事に精出して

頑張ってきた愛大卒生の特徴ともいえる。

最後に、職場での愛大卒生の評価につい

ての回答は、記述ゆえに定量化しにくいが、

大学評価としては「中部の名門といわれ」、

「南山と競い合っていた」などが回答され

ているが、職場では、愛大卒生が多いところ

では「卒業生が多く力強い」、「地元の評価は

高いが、地元以外ではあまり知られていな

い」、人物としては「専攻分野でまじめに習

得する」、「実力的にそん色ないが、技術系は

東京圏が重用される傾向」、「自己の信念の

強さ、仕事への熱意あり」、「派手さはないが

真面目で忍耐強い」、「物事へのまじめさと

人の好さは各段」、「愛大生としてのプライ

ドをもっている」、などの特性を示す回答の

ほかに、「社会ではあくまで人物本位なので

それを考えたことはなかった」という回答

は複数あり、「とくに意識したことはない」

という回答も複数あった。職種とか役職と

か、地域とかで認識に差があるように思わ

れる。全体としては愛大卒生が積極的に職

場で奮闘している姿が伝わってくる。

．愛知大学卒業生として

（１）愛大設立趣旨の回答者への影響

愛知大学は、1901 年、戦前の中国上海に

設立された東亜同文書院を継承する形で、

最後の東亜同文書院大学（旧制大学）学長の

本間喜一（愛大 2、4 代学長）の下で豊橋に

設立された。戦後の新制日本にふさわしく

その歩みゆく道も示しつつ、世界平和への

希求の下で、「国際人の養成」と大都市以外

に初めて設立された旧制大学として「地域

文化への貢献」を目指した。この理念を卒業

生たちはどう受け止めたかの回答である。

回答は記述式なので、卒業年次別に紹介す

る。

1967 年

「地域社会への貢献として、総務省行

政相談員を 27 年、社会福祉協議会会長

を 14 年間務めた。」、「反戦、平和、自

由、平等などの思想、思考に大いに影響

を受けた」

1968 年

「自由・受難」が大きい、組織の中で「な

にくそ」と思った」、「自由に学習ができ

た」

1969 年

「自分の人生に大変参考になった」、

「より幅広い判断ができたと思ってい

る」、「すべての人は平等を貫いてきた」、

「理念は自然と消化して自分のなかに

血肉化している」、「まさに私の授業内

容の根幹をなしている」

1970 年

「戦前の日本に時計の針を戻してはな

らないという信念」、「外国旅行をして

視野を広げた」、「特にないが、憲法で学

んだ人権自由が大切だと知った」、「自

由、受難は社会へ出てから感じるもの

があった」、「知を愛す。いまでも教壇に

立っている」、「自分のためでなく、人の

ため、社会のために皆が幸せに暮らせ

るための道徳を痛感」、「働く際に多少、

意識している」、「生涯にわたって学ぶ

姿勢を身に着けた」

など、強く影響を受けたとする回答が多

く、愛大卒生の精神的根幹をかなり形成し

ていたこと、またそれが実現したことが強

調され、お互いの付き合い仲間を生み出し

ていったことがわかる。

なお、回答者のクラブ、サークル名は表 1

－C-1 に示した。法学部の所属だけあって、

法学研究会、愛法会、法社会学研究会のメン

バーが目立つ。

そして表 1－C-4 は、クラブ、サークル活

動の影響レベルをまとめた。無回答はこれ

らに加入していないとみなして除外すると、

「大いにあった」と「まずまずあった」を合

わせると 64％、それに「まあまあ」を加え

ると 77％になり、その多くが評価している

ことがわかる。一方、「あまりなかった」と

する回答者はその理由が無記入であった。

．就業状況と人生

こうして最終学年に至ると就職活動が始

まる。この時期、高度経済成長期へ突き進ん

でいったため、就職問題はそんなに深刻で

はなかった。

表 1－D-1 は、そのような状況下での就職

活動をどの程度したかの回答である。それ

によると、最も多いのは「普通」だとする。

それ以上の「かなり積極的」と「やや 6 名

は積極的」と合わせて 2 割に過ぎない。一

方、「あまりしない」、「全くしない」は併せ

て 12 人で 35％であり、あまり、積極的に就

職活動をする雰囲気は緩かったといえる。

それは表 1－D-2 に示す就職時の環境にも

表れており、一般的にはそんなに問題では

なく、特定の資格を有する職場などの場合

は間口が狭かったということであろう。当

時の一般企業にはまだ大卒は少なく、経済

成長発展の中で、大卒需要は増え、就職希望

者はほぼ希望通りの就職先を得たといえる

（表 1－D-4）。また、当時は現在のような大

学側の手取足取り的な就職指導もなく、自

ら自力で就職したケースが多く（表 1－D-

6）、その際、愛知大学卒を自信とプライドを

以て意識した（表 1－D-7）。

表 1－D-5 は回答していただけた就職先

の一覧である。一般企業、建設企業、鉄道、

報道、金融、公務、教員、法令会社の順に示

した。回答によれば、その多くは希望した職

種、職場が示されたことになる。全体として

は、全国的一般企業と公務員が多い。うち、

全国的一般企業は東京を中心に全国に広が

っており、求めた希望職種を選んだという

ことであろう。したがって就職した企業で

初めての愛大卒生だと回答したケースも見

られる。全国的な金融機関に就職したケー

スでは、英語では名大生にも負けなかった

と、就職の裏側を開陳している。自ら自分の

手で切り開いた職場であった。その一方、地

元金融機関、豊田市役所、愛知県警にはすで

に多くの愛大卒生が就職していた。例えば、

豊田市にはすでに 30 人以上の愛大卒生が

就職していたとある。教員はここでは 3 人

だけだが実際にはもっと多い。公務員につ

いても同様で、地元奉仕型の職場で、法学部

卒の戦後の新しい職場だといえる。

表 1－D-8 は転職先である。この時期企業

では終身雇用制が一般化していたが、何ら

かの事情で転職するケースはよく見られる

ことである。それを見ると、その多くが東海

地方の企業であり。それ以前に愛大卒とし

て全国へ飛び立った卒業生が、家の都合な

どで里帰り的にこの地域へ帰ってこられた

といえそうである。卒業後の 1973 年にはバ

ブルの崩壊があり、その影響もあったかも

しれない。
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なお、表 1－D-9 は、定年後などの再就職

で、いわば、現役時代の実績の評価だともい

える。定年後も元気で、なお仕事に精出して

頑張ってきた愛大卒生の特徴ともいえる。

最後に、職場での愛大卒生の評価につい

ての回答は、記述ゆえに定量化しにくいが、

大学評価としては「中部の名門といわれ」、

「南山と競い合っていた」などが回答され

ているが、職場では、愛大卒生が多いところ

では「卒業生が多く力強い」、「地元の評価は

高いが、地元以外ではあまり知られていな

い」、人物としては「専攻分野でまじめに習

得する」、「実力的にそん色ないが、技術系は

東京圏が重用される傾向」、「自己の信念の

強さ、仕事への熱意あり」、「派手さはないが
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ドをもっている」、などの特性を示す回答の
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それを考えたことはなかった」という回答
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か、地域とかで認識に差があるように思わ
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生たちはどう受け止めたかの回答である。
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る。
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政相談員を 27 年、社会福祉協議会会長

を 14 年間務めた。」、「反戦、平和、自

由、平等などの思想、思考に大いに影響

を受けた」

1968 年

「自由・受難」が大きい、組織の中で「な

にくそ」と思った」、「自由に学習ができ

た」

1969 年

「自分の人生に大変参考になった」、

「より幅広い判断ができたと思ってい

る」、「すべての人は平等を貫いてきた」、

「理念は自然と消化して自分のなかに

血肉化している」、「まさに私の授業内

容の根幹をなしている」

1970 年

「戦前の日本に時計の針を戻してはな

らないという信念」、「外国旅行をして

視野を広げた」、「特にないが、憲法で学

んだ人権自由が大切だと知った」、「自

由、受難は社会へ出てから感じるもの

があった」、「知を愛す。いまでも教壇に

立っている」、「自分のためでなく、人の

ため、社会のために皆が幸せに暮らせ

るための道徳を痛感」、「働く際に多少、

意識している」、「生涯にわたって学ぶ

姿勢を身に着けた」

など、強く影響を受けたとする回答が多

く、愛大卒生の精神的根幹をかなり形成し

ていたこと、またそれが実現したことが強

調され、お互いの付き合い仲間を生み出し

ていったことがわかる。

なお、回答者のクラブ、サークル名は表 1

－C-1 に示した。法学部の所属だけあって、

法学研究会、愛法会、法社会学研究会のメン

バーが目立つ。

そして表 1－C-4 は、クラブ、サークル活

動の影響レベルをまとめた。無回答はこれ

らに加入していないとみなして除外すると、

「大いにあった」と「まずまずあった」を合

わせると 64％、それに「まあまあ」を加え

ると 77％になり、その多くが評価している

ことがわかる。一方、「あまりなかった」と

する回答者はその理由が無記入であった。

．就業状況と人生

こうして最終学年に至ると就職活動が始

まる。この時期、高度経済成長期へ突き進ん

でいったため、就職問題はそんなに深刻で

はなかった。

表 1－D-1 は、そのような状況下での就職

活動をどの程度したかの回答である。それ

によると、最も多いのは「普通」だとする。

それ以上の「かなり積極的」と「やや 6 名

は積極的」と合わせて 2 割に過ぎない。一

方、「あまりしない」、「全くしない」は併せ

て 12 人で 35％であり、あまり、積極的に就

職活動をする雰囲気は緩かったといえる。

それは表 1－D-2 に示す就職時の環境にも

表れており、一般的にはそんなに問題では

なく、特定の資格を有する職場などの場合

は間口が狭かったということであろう。当

時の一般企業にはまだ大卒は少なく、経済

成長発展の中で、大卒需要は増え、就職希望

者はほぼ希望通りの就職先を得たといえる

（表 1－D-4）。また、当時は現在のような大

学側の手取足取り的な就職指導もなく、自

ら自力で就職したケースが多く（表 1－D-

6）、その際、愛知大学卒を自信とプライドを

以て意識した（表 1－D-7）。

表 1－D-5 は回答していただけた就職先

の一覧である。一般企業、建設企業、鉄道、

報道、金融、公務、教員、法令会社の順に示

した。回答によれば、その多くは希望した職

種、職場が示されたことになる。全体として

は、全国的一般企業と公務員が多い。うち、

全国的一般企業は東京を中心に全国に広が

っており、求めた希望職種を選んだという

ことであろう。したがって就職した企業で

初めての愛大卒生だと回答したケースも見

られる。全国的な金融機関に就職したケー

スでは、英語では名大生にも負けなかった

と、就職の裏側を開陳している。自ら自分の

手で切り開いた職場であった。その一方、地

元金融機関、豊田市役所、愛知県警にはすで

に多くの愛大卒生が就職していた。例えば、

豊田市にはすでに 30 人以上の愛大卒生が

就職していたとある。教員はここでは 3 人

だけだが実際にはもっと多い。公務員につ

いても同様で、地元奉仕型の職場で、法学部

卒の戦後の新しい職場だといえる。

表 1－D-8 は転職先である。この時期企業

では終身雇用制が一般化していたが、何ら

かの事情で転職するケースはよく見られる

ことである。それを見ると、その多くが東海

地方の企業であり。それ以前に愛大卒とし

て全国へ飛び立った卒業生が、家の都合な

どで里帰り的にこの地域へ帰ってこられた

といえそうである。卒業後の 1973 年にはバ

ブルの崩壊があり、その影響もあったかも

しれない。
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ているということがうかがわれたが、「合唱

団で繰り返し校歌をうたったが、それに気

づかなかった」とする回答や、「意識しなか

った」という回答も複数見られた。

（２）東亜同文書院の認知について

上海にあった東亜同文書院は、敗戦によ

って閉校となったが、最後の学長であり院

長であった本間喜一の機転で敗戦前に、富

山県の元呉羽紡績内に分校を設置し、最後

の入学生を確保したほか、上海の本校舎か

ら学徒出陣して帰校した学生（書院生）や、

工場などへ学徒動員され、書院や上海の日

本人収容所に収容された学生（書院生）、全

体で書院生約 500 人が、翌年天皇の裁可を

得て旧制大学として設立された愛知大学へ

編入学することになった。そのほか帰校先

がなくなった外地にあった大学や高専の学

生や東京空襲で大学の復旧が困難な東京の

大学生の一部、戦後 GHQ によって取り潰

された神宮皇学館大学の一部の学生なども

加わって愛知大学へ編入された。こうして

愛知大学は書院大学を中心にしたまさに

「引揚げ総合大学」あるいは「東アジア大

学」として誕生した。編入生がほとんどで

あり、予科 3 年、学部 3 年の合計 6 学年同

時オープンという前校史をそのまま継承す

る前例のない形の出発であった。多くの編

入生たちは、豊橋校舎のキャンパス内の膨

大な兵舎の後を利用した寮に入り、学業を

再開した。彼らはまさに愛知大学の原点と

なったのである。

これらの書院生は、今回の愛大卒生の時

代にはすでに卒業しており、直接大学で共

学するチャンスはなかったが、この書院生

たちの歴史、遺構、伝承がどう継承されたか

の回答である。

表 1－E-2 は、書院生への認知レベルの回

答で、それによると、ほとんどは知ってお

り、全体の 3 分の 1 は「よく知っている」

としている。その情報源は、愛知大学の出版

物、図書館の関係本、両親から、愛大卒生や

在学生から、同窓会情報、新聞、テレビ、『東

亜同文書院と愛知大学』から、『東亜同文書

院大学史』から、入学時の知識から、リーフ

レット、浜田先生、寮の先輩、のちの記念館

見学、受験案内本、中国法制の教授、などで、

そんな中で「本間先生と会食したときの話、

また、ご子息の忠彦先生からも聞いた」とい

う幸運な卒業生（1969）もいた。また先輩か

ら、すごく優秀な先輩たちだと教えられた、

など、色々なチャンネルで知識を得ており、

みな多大な関心を持っていたことがわかる。

（３）愛大事件の認知について

1952 年（昭和 27）5 月 7 日の深夜、豊橋

キャンパスに侵入したふたり組を見つけた

学生が捕まえた事件で、学生にとっては手

柄だったのに、その二人が警察官だったこ

とから、学生が逮捕されるということで紛

争となり、大学の自由と国家権力の対立と

いうことになり、学生の言い分を信じた最

高裁事務総長を 2 年間つとめ帰ってきたば

かりの本間学長が弁護に立ち、最高裁まで

長期の裁判で無罪を勝ち取るという大事件

があった。メディアの過熱報道によって愛

大は赤い大学としてレッテルを貼られ、地

元からの寄付金がなくなるなど多大な迷惑

を受けた。しかし、本間学長の正義論の実在

化が学生や多くの支持を得て、愛知大学が

大学当局と学生が初めてのスクラムを組ん

で共有化できた出来事でもあった。この時

期の卒業生はこの事件後 15 年ほど経過し

ている。それだけにそれがどのように卒業

生の中で共有化され、あるいは風化された

かについてのアンケートである。

まず、表 1－E-3 は、この「愛大事件」の

認知度の回答である。回答者 34 名のうち、

知っているは 70％で、知らない、あるいは

無回答が 30％であり、まだこの事件が昨年

のこの調査同様に認知されていることがわ

かる。そこでここでは、認知している卒業生

の、その認知内容の回答を年次別にみてみ

る。

1967 年

「学長の信念と学生への愛情を感じた」

1968 年

「学問の自由が侵された感あり、当時

の学生の行動は当然だ。ただ実情が世

間には伝わっておらず、愛大への印象

が悪くなった」、「酒井先生の憲法の講

義が心の残った」、「大学の自治は守る

べきだ」複数

1969 年

「学長の精神とその情熱はすばらし

い」、「東大のポポロ事件とともに、警察

権力によって脅かされそうになった。

本間先生は本当に立派だと思った」、

「現在から見ると考えられない事件だ」

1970 年

「本間先生、夏目先生、天野さんの感動

した、『愛知大学 20 年史』で知った」、

「良く学生と話し合いをしていたのが

印象的」、「愛大は最後まで学生を守っ

たのは誇りに思う、地元の人には嫌わ

れたかもしれないが、我々のころは「愛

大と学生さん」と良くしてもらい、我々

は豊橋の人と街が好きになった」、「学

長のすばらしさを感じる」複数、「警察

に非があると思う」、「警察が何しに学

内に入ったのか、不思議。でっち上げで

はないか」

全体としては、本間学長の体を張った正

義を貫いた姿勢に卒業生たちは共感してい

る。一方、「詳細がわからない」や「ばから

しい」との回答もあり。事件の詳細を伝え

ていくことは重要であると思われる。

（４）母校愛大への関心とその理由

次は母校愛大への関心である。表１－E-4

は、その関心度の分布を示した。それによる

と 70％以上が「多少以上の関心」を持ち、

「普通」という人数も加えると 90％以上が

関心を持っていることがわかる。その理由

を見てみる。

1967 年

「中国研究が突出」、「南山と並ぶ大学

でいてほしい」

1968 年

「母校だから」複数

1969 年

「近年の行政を巻き込む地域活動を知

ったから」、「今でもゼミの交流がある」、

「現役や後輩の行方に強い関心あり」、

「母校」、「転職先の企業に愛大卒生が

沢山いるから」

1970 年

「学生課「愛知大学の名をたたえよ」へ

の思い」、「卒業生としての誇りあり」、

「今も愛着あり」、「学生生活が人生で

最高だったから」、「少数者の自負」、「資

本主義社会で今日まで行きてまなび、

その中で自らの生き方を学ぶ」、「自分
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ているということがうかがわれたが、「合唱

団で繰り返し校歌をうたったが、それに気

づかなかった」とする回答や、「意識しなか

った」という回答も複数見られた。

（２）東亜同文書院の認知について

上海にあった東亜同文書院は、敗戦によ

って閉校となったが、最後の学長であり院

長であった本間喜一の機転で敗戦前に、富

山県の元呉羽紡績内に分校を設置し、最後

の入学生を確保したほか、上海の本校舎か

ら学徒出陣して帰校した学生（書院生）や、

工場などへ学徒動員され、書院や上海の日

本人収容所に収容された学生（書院生）、全

体で書院生約 500 人が、翌年天皇の裁可を

得て旧制大学として設立された愛知大学へ

編入学することになった。そのほか帰校先

がなくなった外地にあった大学や高専の学

生や東京空襲で大学の復旧が困難な東京の

大学生の一部、戦後 GHQ によって取り潰

された神宮皇学館大学の一部の学生なども

加わって愛知大学へ編入された。こうして

愛知大学は書院大学を中心にしたまさに

「引揚げ総合大学」あるいは「東アジア大

学」として誕生した。編入生がほとんどで

あり、予科 3 年、学部 3 年の合計 6 学年同

時オープンという前校史をそのまま継承す

る前例のない形の出発であった。多くの編

入生たちは、豊橋校舎のキャンパス内の膨

大な兵舎の後を利用した寮に入り、学業を

再開した。彼らはまさに愛知大学の原点と

なったのである。

これらの書院生は、今回の愛大卒生の時

代にはすでに卒業しており、直接大学で共

学するチャンスはなかったが、この書院生

たちの歴史、遺構、伝承がどう継承されたか

の回答である。

表 1－E-2 は、書院生への認知レベルの回

答で、それによると、ほとんどは知ってお

り、全体の 3 分の 1 は「よく知っている」

としている。その情報源は、愛知大学の出版

物、図書館の関係本、両親から、愛大卒生や

在学生から、同窓会情報、新聞、テレビ、『東

亜同文書院と愛知大学』から、『東亜同文書

院大学史』から、入学時の知識から、リーフ

レット、浜田先生、寮の先輩、のちの記念館

見学、受験案内本、中国法制の教授、などで、

そんな中で「本間先生と会食したときの話、

また、ご子息の忠彦先生からも聞いた」とい

う幸運な卒業生（1969）もいた。また先輩か

ら、すごく優秀な先輩たちだと教えられた、

など、色々なチャンネルで知識を得ており、

みな多大な関心を持っていたことがわかる。

（３）愛大事件の認知について

1952 年（昭和 27）5 月 7 日の深夜、豊橋

キャンパスに侵入したふたり組を見つけた

学生が捕まえた事件で、学生にとっては手

柄だったのに、その二人が警察官だったこ

とから、学生が逮捕されるということで紛

争となり、大学の自由と国家権力の対立と

いうことになり、学生の言い分を信じた最

高裁事務総長を 2 年間つとめ帰ってきたば

かりの本間学長が弁護に立ち、最高裁まで

長期の裁判で無罪を勝ち取るという大事件

があった。メディアの過熱報道によって愛

大は赤い大学としてレッテルを貼られ、地

元からの寄付金がなくなるなど多大な迷惑

を受けた。しかし、本間学長の正義論の実在

化が学生や多くの支持を得て、愛知大学が

大学当局と学生が初めてのスクラムを組ん

で共有化できた出来事でもあった。この時

期の卒業生はこの事件後 15 年ほど経過し

ている。それだけにそれがどのように卒業

生の中で共有化され、あるいは風化された

かについてのアンケートである。

まず、表 1－E-3 は、この「愛大事件」の

認知度の回答である。回答者 34 名のうち、

知っているは 70％で、知らない、あるいは

無回答が 30％であり、まだこの事件が昨年

のこの調査同様に認知されていることがわ

かる。そこでここでは、認知している卒業生

の、その認知内容の回答を年次別にみてみ

る。

1967 年

「学長の信念と学生への愛情を感じた」

1968 年

「学問の自由が侵された感あり、当時

の学生の行動は当然だ。ただ実情が世

間には伝わっておらず、愛大への印象

が悪くなった」、「酒井先生の憲法の講

義が心の残った」、「大学の自治は守る

べきだ」複数

1969 年

「学長の精神とその情熱はすばらし

い」、「東大のポポロ事件とともに、警察

権力によって脅かされそうになった。

本間先生は本当に立派だと思った」、

「現在から見ると考えられない事件だ」

1970 年

「本間先生、夏目先生、天野さんの感動

した、『愛知大学 20 年史』で知った」、

「良く学生と話し合いをしていたのが

印象的」、「愛大は最後まで学生を守っ

たのは誇りに思う、地元の人には嫌わ

れたかもしれないが、我々のころは「愛

大と学生さん」と良くしてもらい、我々

は豊橋の人と街が好きになった」、「学

長のすばらしさを感じる」複数、「警察

に非があると思う」、「警察が何しに学

内に入ったのか、不思議。でっち上げで

はないか」

全体としては、本間学長の体を張った正

義を貫いた姿勢に卒業生たちは共感してい

る。一方、「詳細がわからない」や「ばから

しい」との回答もあり。事件の詳細を伝え

ていくことは重要であると思われる。

（４）母校愛大への関心とその理由

次は母校愛大への関心である。表１－E-4

は、その関心度の分布を示した。それによる

と 70％以上が「多少以上の関心」を持ち、

「普通」という人数も加えると 90％以上が

関心を持っていることがわかる。その理由

を見てみる。

1967 年

「中国研究が突出」、「南山と並ぶ大学

でいてほしい」

1968 年

「母校だから」複数

1969 年

「近年の行政を巻き込む地域活動を知

ったから」、「今でもゼミの交流がある」、

「現役や後輩の行方に強い関心あり」、

「母校」、「転職先の企業に愛大卒生が

沢山いるから」

1970 年

「学生課「愛知大学の名をたたえよ」へ

の思い」、「卒業生としての誇りあり」、

「今も愛着あり」、「学生生活が人生で

最高だったから」、「少数者の自負」、「資

本主義社会で今日まで行きてまなび、

その中で自らの生き方を学ぶ」、「自分
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私学が受け入れる状況となり、各大学では

急には校舎、設備、教員、カリキュラム改革

が進まず、特権的雰囲気が残る大学に対し

て、あふれる学生から不満の声が上がり、や

がて叛乱が生じた。折しも、アメリカ学生の

ベトナム反戦運動、フランスの五月革命、中

国の天安門事件など、世界からの刺激も加

わり、1968 年には東大での医学部学生の無

報酬診療問題の紛争が、ほかの国公私立大

学へも波及し、翌年には安田講堂の攻防戦

に至り、東大入試の中止などに波及した。そ

のため、国はさまざまな立法措置で対応し、

以降大学行政に強く関与することになった。

愛知大学も 1970 年には全学部の学生数

が 1 万人に達し、1965 年の 2 倍となった。

その学生増加傾向の中、1966 年から授業料

値上げの学生自治会との交渉が始まった。

それまでの誇りは、授業料値上げは大学側

と学生自治会との協議事項であった。それ

は勤労学生にも学問をという戦後からの信

念によるものであったが、この時期の高度

経済成長と猛烈なインフレで全国的にも授

業料の安さを知られたこの仕組みが、増大

する学生の受け入れとそれに見合う施設、

教育の充実にはなお年額 2 万円の授業料値

上げに抑えながらも値上げをせざるを得ず、

ついに学生との団体交渉は決裂し、名古屋

校舎の学生から反対の声が上がり、豊橋校

舎でもバリケードが組まれ、両校舎での紛

争へ広がった。折しも名古屋校舎側の自治

会が成立せず、学生運動は自治会中心から

一般学生も組み込んだ共闘体制が組まれた。

これは愛大だけでなく大学紛争化した大学

ではかなり共通化した。それだけ一般学生

もこの問題に意識を高めた大学問題への当

事者意識が共有されたということであった

と思われる。

今回のアンケートでは、まさにこの時期

に大学紛争の渦中にあった卒業生が対象と

なり、それについてのその契機、紛争把握、

その影響についての見解などを回答しても

らった。以下、その見解を年代順に示す。

1967 年

「その契機は、はしかみたいなもの」

1968 年

「大学自体、真実は何かということで

しょう」、「流行病」、「よくわからない」

1969 年

「学費値上げ」、「学園紛争ではなく社

会紛争の大学への飛び火である」、「「学

費値上げ反対」をスローガンに、一般学

生を広く巻き込み、自治会の主導権争

い（保守、既成左翼、新左翼）に利用し

たものであるとも」、「「学費を下げよ」

というキャッチコピーが一番気に入っ

ていた。契機については知らない」、「無

関心だった」

1970 年

「学費の値上げ、大高の土地活用、マス

プロ教育など、他に安保条約、沖縄返還、

ベトナム戦争」、「学生自身が目標を以

て大学生活を送らねばならない。学生

に問題がある」、「学内的には学費値上

げ」、「授業料値上げ、70 年安保、ベト

ナム戦争反対」、「権力への反逆の風潮」、

「日本中が政治的出混乱した時代、学

生も同様で、政治に関心を持ち、学生な

りに真剣に考え、行動した結果である」、

「早大の中核派に影響を受けて過激に

なった印象（授業料値上げだった）」、

「民青と革マルの争いのように思っ

た」、「学園紛争の把握」

には地元愛知で経営センスがあると思

っている」

（５）愛大情報の入手源

では愛知大学の情報をどのように入手し

ているのか。その回答を表1－E-5に示した。

それによると、最も多いのは、やはり「同

窓会報」で、実数 34 名の回答者の 20 名と

約 6 割を占めている。次いで「愛大通信」

で、約 30％である。この二つが突出し、そ

れを追ってテレビ、新聞のメディアである。

大学のホームページは 10％台に過ぎない。

年齢からみて、電子媒体よりは紙媒体の方

が適しているということであろう。ただし、

もっとも多い「同窓会報」は年 1 回の発行

であり、同窓生が愛大ファンだとすれば十

分な回数ではない。スマホの普及を見ると

それによる情報提供と活用をさらに進める

必要があるだろう。

ところで、この時期の愛大卒生はどのよ

うな情報を愛大に求めているかについてで

ある。それを次に示した。

1967 年

「研究成果とその内容」、「現在の学生

たちの活躍や就職状況、また、優秀な教

授陣の活躍状況」、「法科大学院の成果」

1968 年

「司法試験、公認会計士試験、税理士試

験の合格者数、政治家、会社経営者の活

躍状況」、「テレビ、新聞などへの露出度

が少ないのでは」、「大学と社会とのか

かわり、活動状況を」

1969 年

「教授陣の論文発表、発信力の強化（特

に中国問題など）、学生の学業、文化、

スポーツなど諸分野での活躍状況」、

「社会出活躍する愛大卒業生を」

1970 年

「学生募集要項の内容」、「社会で活躍

している人材の紹介」、「愛大がデリバ

ティブで損失した情報は同窓会には報

告されていない。卒業生としては心配

した」、「地元や海外企業との合併事業

情報（特に中国、台湾）」、「学生に対す

る学問研究分野の強み情報」

以上のように、卒業生は愛大の教員学生、

卒業生の研究、社会への発信力とその内容

に強い関心と期待を持っていることがわか

る。特に教員の研究内容情報については前

回以降も含め、関心が高い。以前、全教員の

年度ごとの研究成果は「大学通信」に掲載さ

れ、それぞれの研究内容もわかり、外部への

発信力にもなっていた。それをまずは復活

することを提案したい。卒業生の要望に対

応できるように思われるし、教員間の相互

理解も進むものと思われるからである。

（６）大学紛争について

本稿の巻頭でもふれたように、今回の卒

業生の在学時期は日本の多くの各大学での

学園紛争期、さらに愛知大学における学園

紛争期にあたる。1960 年代から始まる日本

経済の高度経済成長は、社会構造の上でも

「1 億総中流意識化」を実現した。1960 年

当初にはまだ大学進学率が 10％台にとどま

り、大学進学者はまだ「エリート階層」的な

存在であったし、大学自体もまだ特権的な

存在として君臨していた。しかし、所得向上

とともに戦後のベビーブーム世代を中心に

進学率が高まり、急激に「大学の大衆化、マ

スプロ化」状況が生まれ、その増加分は当初
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私学が受け入れる状況となり、各大学では

急には校舎、設備、教員、カリキュラム改革

が進まず、特権的雰囲気が残る大学に対し

て、あふれる学生から不満の声が上がり、や

がて叛乱が生じた。折しも、アメリカ学生の

ベトナム反戦運動、フランスの五月革命、中

国の天安門事件など、世界からの刺激も加

わり、1968 年には東大での医学部学生の無

報酬診療問題の紛争が、ほかの国公私立大

学へも波及し、翌年には安田講堂の攻防戦

に至り、東大入試の中止などに波及した。そ

のため、国はさまざまな立法措置で対応し、

以降大学行政に強く関与することになった。

愛知大学も 1970 年には全学部の学生数

が 1 万人に達し、1965 年の 2 倍となった。

その学生増加傾向の中、1966 年から授業料

値上げの学生自治会との交渉が始まった。

それまでの誇りは、授業料値上げは大学側

と学生自治会との協議事項であった。それ

は勤労学生にも学問をという戦後からの信

念によるものであったが、この時期の高度

経済成長と猛烈なインフレで全国的にも授

業料の安さを知られたこの仕組みが、増大

する学生の受け入れとそれに見合う施設、

教育の充実にはなお年額 2 万円の授業料値

上げに抑えながらも値上げをせざるを得ず、

ついに学生との団体交渉は決裂し、名古屋

校舎の学生から反対の声が上がり、豊橋校

舎でもバリケードが組まれ、両校舎での紛

争へ広がった。折しも名古屋校舎側の自治

会が成立せず、学生運動は自治会中心から

一般学生も組み込んだ共闘体制が組まれた。

これは愛大だけでなく大学紛争化した大学

ではかなり共通化した。それだけ一般学生

もこの問題に意識を高めた大学問題への当

事者意識が共有されたということであった

と思われる。

今回のアンケートでは、まさにこの時期

に大学紛争の渦中にあった卒業生が対象と

なり、それについてのその契機、紛争把握、

その影響についての見解などを回答しても

らった。以下、その見解を年代順に示す。

1967 年

「その契機は、はしかみたいなもの」

1968 年

「大学自体、真実は何かということで

しょう」、「流行病」、「よくわからない」

1969 年

「学費値上げ」、「学園紛争ではなく社

会紛争の大学への飛び火である」、「「学

費値上げ反対」をスローガンに、一般学

生を広く巻き込み、自治会の主導権争

い（保守、既成左翼、新左翼）に利用し

たものであるとも」、「「学費を下げよ」

というキャッチコピーが一番気に入っ

ていた。契機については知らない」、「無

関心だった」

1970 年

「学費の値上げ、大高の土地活用、マス

プロ教育など、他に安保条約、沖縄返還、

ベトナム戦争」、「学生自身が目標を以

て大学生活を送らねばならない。学生

に問題がある」、「学内的には学費値上

げ」、「授業料値上げ、70 年安保、ベト

ナム戦争反対」、「権力への反逆の風潮」、

「日本中が政治的出混乱した時代、学

生も同様で、政治に関心を持ち、学生な

りに真剣に考え、行動した結果である」、

「早大の中核派に影響を受けて過激に

なった印象（授業料値上げだった）」、

「民青と革マルの争いのように思っ

た」、「学園紛争の把握」

には地元愛知で経営センスがあると思

っている」

（５）愛大情報の入手源

では愛知大学の情報をどのように入手し

ているのか。その回答を表1－E-5に示した。

それによると、最も多いのは、やはり「同

窓会報」で、実数 34 名の回答者の 20 名と

約 6 割を占めている。次いで「愛大通信」

で、約 30％である。この二つが突出し、そ

れを追ってテレビ、新聞のメディアである。

大学のホームページは 10％台に過ぎない。

年齢からみて、電子媒体よりは紙媒体の方

が適しているということであろう。ただし、

もっとも多い「同窓会報」は年 1 回の発行

であり、同窓生が愛大ファンだとすれば十

分な回数ではない。スマホの普及を見ると

それによる情報提供と活用をさらに進める

必要があるだろう。

ところで、この時期の愛大卒生はどのよ

うな情報を愛大に求めているかについてで

ある。それを次に示した。

1967 年

「研究成果とその内容」、「現在の学生

たちの活躍や就職状況、また、優秀な教

授陣の活躍状況」、「法科大学院の成果」

1968 年

「司法試験、公認会計士試験、税理士試

験の合格者数、政治家、会社経営者の活

躍状況」、「テレビ、新聞などへの露出度

が少ないのでは」、「大学と社会とのか

かわり、活動状況を」

1969 年

「教授陣の論文発表、発信力の強化（特

に中国問題など）、学生の学業、文化、

スポーツなど諸分野での活躍状況」、

「社会出活躍する愛大卒業生を」

1970 年

「学生募集要項の内容」、「社会で活躍

している人材の紹介」、「愛大がデリバ

ティブで損失した情報は同窓会には報

告されていない。卒業生としては心配

した」、「地元や海外企業との合併事業

情報（特に中国、台湾）」、「学生に対す

る学問研究分野の強み情報」

以上のように、卒業生は愛大の教員学生、

卒業生の研究、社会への発信力とその内容

に強い関心と期待を持っていることがわか

る。特に教員の研究内容情報については前

回以降も含め、関心が高い。以前、全教員の

年度ごとの研究成果は「大学通信」に掲載さ

れ、それぞれの研究内容もわかり、外部への

発信力にもなっていた。それをまずは復活

することを提案したい。卒業生の要望に対

応できるように思われるし、教員間の相互

理解も進むものと思われるからである。

（６）大学紛争について

本稿の巻頭でもふれたように、今回の卒

業生の在学時期は日本の多くの各大学での

学園紛争期、さらに愛知大学における学園

紛争期にあたる。1960 年代から始まる日本

経済の高度経済成長は、社会構造の上でも

「1 億総中流意識化」を実現した。1960 年

当初にはまだ大学進学率が 10％台にとどま

り、大学進学者はまだ「エリート階層」的な

存在であったし、大学自体もまだ特権的な

存在として君臨していた。しかし、所得向上

とともに戦後のベビーブーム世代を中心に

進学率が高まり、急激に「大学の大衆化、マ

スプロ化」状況が生まれ、その増加分は当初
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ている。そこで参加レベルごとの理由につ

いてみてみる。

まずは「参加」組の回答

「地域に友人を作り、仕事にも還元で

きている」、「母校の隆盛発展を期待し、

会員相互の交流を進め、ブロック長、支

部長、同窓会副会長として組織的活動

にも従事」、「定期的に旧交を楽しんで

いる」、「各地区ごとの会に出席し、新た

な交流への発展も」、「時々参加」、「在職

中は「愛大会」も組織され深い交流あり、

ゴルフも盛んだった」、「年賀状のやり

取り、訪問も」

一方、「不参加」組の回答

「現在あまり活動がない」、「何か役員

が各支部の飲み会に行っている感じが

してきた」、「地元支部へ」、「参加してい

ない」、「案内がない。ゼミの先輩とは

時々」、「同窓生とのつながりが作れな

かった」、「一度だけ支部は出席。あまり

プラスにならなかった」、「卒業生が少

ないので、先輩後輩とのつながりがで

きない」、「以前は支部活動もしていた

が、人間関係で」、「サークル活動の方で

つながっている」、「参加する気がなか

った」、「東京時代はよく参加した。今は

ホームカミングデイ参加くらい」、「高

校の同窓会で手いっぱい」、「若い時は

参加。転勤後参加できず」、「10 年ほど

は参加、仕事の関係で出席できず。つな

がりはある」、「広い東京で生きるのが

精いっぱい。時々声掛けはいただいた」

以上から、「参加していない」多くの卒業

生も同窓会にかかわりを持っていたことが

浮かび上がってくる。今後の高齢化の中で

人とのつながりはより重要になるだけに、

健康に気をつけてほしいと願う。

次は「同窓会の魅力づくり」の回答

1967 年

「最近支部長から盛り上がらないとの

話。OB の力量不足か」、「むつかしい。

リーダーがいない」

1968 年

「若い人も顔を出せるように」、「参加

者をどう増やすか」

1969 年

「地域組織の地道な活動。名古屋キャ

ンパスを活用するイベントも」、「重心

が名古屋へ行ってしまい豊橋が薄れて

しまって少し寂しい」

1970 年

「参加しやすい雰囲気づくり。同じ年

誘い合う」、「短大も含め、各地からのキ

ャンパスツアーを」、「市議会選挙に力

を入れても活動報告がない」、「全国各

地の情報をもっと流す」

（８）大学への要望、提案

1967 年

「傑出したモノ、こと、人を前面に PR

して特徴を」、「笹島校舎のごとく有名

校として発展を」、「かつては南山がラ

イバル、今は他校にも負けそう。実績を

上げて」、「末長い発展を」

1968 年

「入試難易度のアップを」、「司法試験

の合格者増を、研究成果を公表し、知

名度のアップを」、「法曹関係、中国関

係で特色ある大学を」、「豊橋に本部を

置くくらい、豊橋校舎の充実を」

1969 年

1967 年

「授業料値上げに対する抗議活動。当

時は貧困学生が多かった。社会人とし

て入学した人も多く、入試も困難化し、

浪人が過半数を占めていたかも」、「学

校内だけのこと」、「ノンポリでした」

1968 年

「無関心」、「よくわからない」、「迷惑な

話」、「記憶になし」

1969 年

「集会に参加」、「社会紛争に参加して

いた組織に一部が学内に存在していた

ということ」、「民青の活動に協力する

者は企業や公共団体の側からは反社会

的勢力として睨まれていた。就職に不

利になるかと遠のいていた」、「一部の

学生が活動しているのみと思っていた」

1970 年

「思いも共有できる部分もあったが、

スト、団交、ゲバ棒、ヘルメットは全く

相容れるものではありませんでした。」、

「学友とは話し合いをした」、「自治会

の諸君は全国的に燃え上がった全共闘

運動に引っ張られていたように思う」、

「革マルの拠点はあったが、そんなに

過激なものではなく、大衆団交も平穏

だったように思う。夜おにぎりが出た

ことも」、「青年期のはしか」、「生協（日

共）、自治会（革マル）として認識して

いた」、「部室が自治会に近くだったの

で、立て看板で知った」、「学問をするう

えで実りのない活動だと理解」、「わか

らない」、「無関心」、「その影響」

1967 年

「影響なし」、「教員採用試験に落ちた

のは、影響があったかどうかわからな

いが、自分一人でした。企業ではあった

かも」、「トヨタ本社へは入れなくなっ

た」

1968 年

「授業が休校になり不満だった」、「特

になし」4 件。

1969 年

「就職時面接で問われたが、直接関

ないと」、「教員採用試験で問われ、どう

思ったかとも質問あり」、「全くなし」

1970 年

「高度経済成長下で就職環境もよく、

過激でない限り問題はなかった」、「な

し」4 件、「就職に影響した」、「全く影

響はなかった。自分としては「それなり

にやった」自負があった」、「銀行試験で

質問されたように思う」、「大学生活で

は授業が減少した以外は全く影響な

し」、「警察の公安に就職したので影響

はあったといえそう」

以上、法学の卒業生だけに多面的な関心

もあり、一方学びに徹して無関心もあった

ということも言えそうである。

（７）同窓会とのつながり

愛大卒業生はそのあと同窓会に参加する

ことができる。ここは先輩、同輩、後輩との

交流の場でもある。愛大の同窓会は開学以

来古い歴史を持ち、途中からは東亜同文書

院の同窓会も合流している。ではこのよう

な同窓会とのつながりを見てみる。

表 1－E-10 はアンケートした時期に同窓

会への参加状況を問うた結果である。それ

によると 34 名中 20 名の多数が参加してお

らず、時々も含め参加者は 14 名にとどまっ
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ている。そこで参加レベルごとの理由につ

いてみてみる。

まずは「参加」組の回答

「地域に友人を作り、仕事にも還元で

きている」、「母校の隆盛発展を期待し、

会員相互の交流を進め、ブロック長、支

部長、同窓会副会長として組織的活動

にも従事」、「定期的に旧交を楽しんで

いる」、「各地区ごとの会に出席し、新た

な交流への発展も」、「時々参加」、「在職

中は「愛大会」も組織され深い交流あり、

ゴルフも盛んだった」、「年賀状のやり

取り、訪問も」

一方、「不参加」組の回答

「現在あまり活動がない」、「何か役員

が各支部の飲み会に行っている感じが

してきた」、「地元支部へ」、「参加してい

ない」、「案内がない。ゼミの先輩とは

時々」、「同窓生とのつながりが作れな

かった」、「一度だけ支部は出席。あまり

プラスにならなかった」、「卒業生が少

ないので、先輩後輩とのつながりがで

きない」、「以前は支部活動もしていた

が、人間関係で」、「サークル活動の方で

つながっている」、「参加する気がなか

った」、「東京時代はよく参加した。今は

ホームカミングデイ参加くらい」、「高

校の同窓会で手いっぱい」、「若い時は

参加。転勤後参加できず」、「10 年ほど

は参加、仕事の関係で出席できず。つな

がりはある」、「広い東京で生きるのが

精いっぱい。時々声掛けはいただいた」

以上から、「参加していない」多くの卒業

生も同窓会にかかわりを持っていたことが

浮かび上がってくる。今後の高齢化の中で

人とのつながりはより重要になるだけに、

健康に気をつけてほしいと願う。

次は「同窓会の魅力づくり」の回答

1967 年

「最近支部長から盛り上がらないとの

話。OB の力量不足か」、「むつかしい。

リーダーがいない」

1968 年

「若い人も顔を出せるように」、「参加

者をどう増やすか」

1969 年

「地域組織の地道な活動。名古屋キャ

ンパスを活用するイベントも」、「重心

が名古屋へ行ってしまい豊橋が薄れて

しまって少し寂しい」

1970 年

「参加しやすい雰囲気づくり。同じ年

誘い合う」、「短大も含め、各地からのキ

ャンパスツアーを」、「市議会選挙に力

を入れても活動報告がない」、「全国各

地の情報をもっと流す」

（８）大学への要望、提案

1967 年

「傑出したモノ、こと、人を前面に PR

して特徴を」、「笹島校舎のごとく有名

校として発展を」、「かつては南山がラ

イバル、今は他校にも負けそう。実績を

上げて」、「末長い発展を」

1968 年

「入試難易度のアップを」、「司法試験

の合格者増を、研究成果を公表し、知

名度のアップを」、「法曹関係、中国関

係で特色ある大学を」、「豊橋に本部を

置くくらい、豊橋校舎の充実を」

1969 年

1967 年

「授業料値上げに対する抗議活動。当

時は貧困学生が多かった。社会人とし

て入学した人も多く、入試も困難化し、

浪人が過半数を占めていたかも」、「学

校内だけのこと」、「ノンポリでした」

1968 年

「無関心」、「よくわからない」、「迷惑な

話」、「記憶になし」

1969 年

「集会に参加」、「社会紛争に参加して

いた組織に一部が学内に存在していた

ということ」、「民青の活動に協力する

者は企業や公共団体の側からは反社会

的勢力として睨まれていた。就職に不

利になるかと遠のいていた」、「一部の

学生が活動しているのみと思っていた」

1970 年

「思いも共有できる部分もあったが、

スト、団交、ゲバ棒、ヘルメットは全く

相容れるものではありませんでした。」、

「学友とは話し合いをした」、「自治会

の諸君は全国的に燃え上がった全共闘

運動に引っ張られていたように思う」、

「革マルの拠点はあったが、そんなに

過激なものではなく、大衆団交も平穏

だったように思う。夜おにぎりが出た

ことも」、「青年期のはしか」、「生協（日

共）、自治会（革マル）として認識して

いた」、「部室が自治会に近くだったの

で、立て看板で知った」、「学問をするう

えで実りのない活動だと理解」、「わか

らない」、「無関心」、「その影響」

1967 年

「影響なし」、「教員採用試験に落ちた

のは、影響があったかどうかわからな

いが、自分一人でした。企業ではあった

かも」、「トヨタ本社へは入れなくなっ

た」

1968 年

「授業が休校になり不満だった」、「特

になし」4 件。

1969 年

「就職時面接で問われたが、直接関

ないと」、「教員採用試験で問われ、どう

思ったかとも質問あり」、「全くなし」

1970 年

「高度経済成長下で就職環境もよく、

過激でない限り問題はなかった」、「な

し」4 件、「就職に影響した」、「全く影

響はなかった。自分としては「それなり

にやった」自負があった」、「銀行試験で

質問されたように思う」、「大学生活で

は授業が減少した以外は全く影響な

し」、「警察の公安に就職したので影響

はあったといえそう」

以上、法学の卒業生だけに多面的な関心

もあり、一方学びに徹して無関心もあった

ということも言えそうである。

（７）同窓会とのつながり

愛大卒業生はそのあと同窓会に参加する

ことができる。ここは先輩、同輩、後輩との

交流の場でもある。愛大の同窓会は開学以

来古い歴史を持ち、途中からは東亜同文書

院の同窓会も合流している。ではこのよう

な同窓会とのつながりを見てみる。

表 1－E-10 はアンケートした時期に同窓

会への参加状況を問うた結果である。それ

によると 34 名中 20 名の多数が参加してお

らず、時々も含め参加者は 14 名にとどまっ
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「政治的混乱の中で色々なセットの考

え方を学び、勉強になった。自分は自分

及び人のために何ができるか」、「自由

に学ぶ。アルバイトもしながら」

（１１）刊行物など

市原正隆『吾亦紅』市原青緑 句集

山川孝吉『地理 10 分間テスト』山川出

版社

小野田哲「岡崎まちづくり論文で中日

新聞賞」

日笠羽司名『社会福祉法人の決算監

査』清文社

（１２）人生の満足度と愛大卒業との関係

最後に、これまでの人生の満足度につい

ての回答である。表 1－E-14 はそれを示し

ている。それによると、「大いに満足」と「ま

ずまず満足」が全体の 76％を示しており、

すべては「普通」以上を示している。それぞ

れがそれぞれの道で努力し、満足を得たと

いうことであろう。では、その人生の満足度

と愛知大学卒業との関係はどうであるか。

それを示したのが表 1－E-15 である。「多少

以上」でも「関係あり」とする回答は 53％

で過半を占める。特に「大いに関係有り」と

する回答は全体の 30％を占め、「愛大から得

たもの」との関係は深く、強く満足度に寄与

したことがわかる。

（１３）愛大時代の思い出

（次ページ参照）

「地味で目立たない。存在意義、存続発

展の要件の再確認を。現中
．．

学部の特色

を」、「豊橋校舎の充実を」、「昔に比べる

と学生の質がアップしていると聞くが」

1970 年

「理系・情報・教育各学部の増設を。ま

た附属中学高校の設立も」、「発展して

ほしい」、「この項は同窓会報からのみ

の情報しかない」、「かつては中国問題

に愛大がコミットしていたのに、今は

全くない。どうしたのか。」、「地方の学

生を集める努力がない。メディアでと

り上げられるスポーツ、学術もない」、

「以前は東亜同文書院の流れで中国関

係研究が売りだったのに、むつかしく

なったのか。笹島校舎を活用開放利用

し、地域社会文化への貢献を」、「18 歳

成人になったからもっと早くから専門

教育を始め、人により巣立ちを変えた

らどうか」、「政治に関心なく、規制の個

人主義、利己主義化に問題を感じてい

る」、「もっと PR を」、「全国から優秀な

学生を集めてほしい」、「学問研究体制

が悪い。もっと著書の発刊を多くし、全

国的ブランドを確立してほしい」

（９）後輩の学生たちへ伝えたいこと

1967 年

「目標を定めて人生設計するプロにな

れ」、「勉学、スポーツに励んでほしい」、

「みな頑張っていると思い

1968 年

「しっかり勉強し、資格も」、学んだこ

とに自信を」、「とにかく勉強を」、「人生

は勉強の連続、学生時代はその基礎固

め」

1969 年

「4 年間は優。時間を大切に」、「目標を

持ちその達成感を」、「愛大の自由や工

夫を十分に生かせ」

1970 年

「愛大卒は一生ついて回ることを肝

に」、「物を言う人間に」、「生き方に芯と

新年を持ちたい」、「自信と誇りを」、

「破天荒な学生が出ることを」、「誇り

を」「自然豊かな豊橋の知で勉学を」、

「自由、活発に」、「日本人としての誇り

他国に飲み込まれないように」、「建学

の精神とその発展を」

（１０）愛知大学から得たもの

1967 年

「知を愛する心と友情。あきらめない」、

「学生生活が人生にプラスになった」、

「常に批判的精神を持てた」（カントの

教え）、「グローバルな視野」

1968 年

「憲法も法なり。論理的思考を」、「山本

五十六のやってみせ、言って聞かせ、さ

せて見せ、褒めやらねば人は動かじ」、

「入学式の学長の言葉「人生は恥のか

きどおし」」、「自由、受難、個の確立」、

「自律、自ら進んで取り組む、温故知新」

1969 年

「自主自立」、「良い大学、良い学生、良

い仲間（先輩、同輩、後輩）。偶然は偶

然を喜ぶものだけに起こる」、「自由、闊

達」、「自由と忍耐」

1970 年

「大學設立趣意書の精神」、「柳沢栄次

郎先生のまじめに研究に取り組む姿。

社会への奉仕活動」、「DO YOUR BEST」、
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「政治的混乱の中で色々なセットの考

え方を学び、勉強になった。自分は自分

及び人のために何ができるか」、「自由

に学ぶ。アルバイトもしながら」

（１１）刊行物など

市原正隆『吾亦紅』市原青緑 句集

山川孝吉『地理 10 分間テスト』山川出

版社

小野田哲「岡崎まちづくり論文で中日

新聞賞」

日笠羽司名『社会福祉法人の決算監

査』清文社

（１２）人生の満足度と愛大卒業との関係

最後に、これまでの人生の満足度につい

ての回答である。表 1－E-14 はそれを示し

ている。それによると、「大いに満足」と「ま

ずまず満足」が全体の 76％を示しており、

すべては「普通」以上を示している。それぞ

れがそれぞれの道で努力し、満足を得たと

いうことであろう。では、その人生の満足度

と愛知大学卒業との関係はどうであるか。

それを示したのが表 1－E-15 である。「多少

以上」でも「関係あり」とする回答は 53％

で過半を占める。特に「大いに関係有り」と

する回答は全体の 30％を占め、「愛大から得

たもの」との関係は深く、強く満足度に寄与

したことがわかる。

（１３）愛大時代の思い出

（次ページ参照）

「地味で目立たない。存在意義、存続発

展の要件の再確認を。現中
．．

学部の特色

を」、「豊橋校舎の充実を」、「昔に比べる

と学生の質がアップしていると聞くが」

1970 年

「理系・情報・教育各学部の増設を。ま

た附属中学高校の設立も」、「発展して

ほしい」、「この項は同窓会報からのみ

の情報しかない」、「かつては中国問題

に愛大がコミットしていたのに、今は

全くない。どうしたのか。」、「地方の学

生を集める努力がない。メディアでと

り上げられるスポーツ、学術もない」、

「以前は東亜同文書院の流れで中国関

係研究が売りだったのに、むつかしく

なったのか。笹島校舎を活用開放利用

し、地域社会文化への貢献を」、「18 歳

成人になったからもっと早くから専門

教育を始め、人により巣立ちを変えた

らどうか」、「政治に関心なく、規制の個

人主義、利己主義化に問題を感じてい

る」、「もっと PR を」、「全国から優秀な

学生を集めてほしい」、「学問研究体制

が悪い。もっと著書の発刊を多くし、全

国的ブランドを確立してほしい」

（９）後輩の学生たちへ伝えたいこと

1967 年

「目標を定めて人生設計するプロにな

れ」、「勉学、スポーツに励んでほしい」、

「みな頑張っていると思い

1968 年

「しっかり勉強し、資格も」、学んだこ

とに自信を」、「とにかく勉強を」、「人生

は勉強の連続、学生時代はその基礎固

め」

1969 年

「4 年間は優。時間を大切に」、「目標を

持ちその達成感を」、「愛大の自由や工

夫を十分に生かせ」

1970 年

「愛大卒は一生ついて回ることを肝

に」、「物を言う人間に」、「生き方に芯と

新年を持ちたい」、「自信と誇りを」、

「破天荒な学生が出ることを」、「誇り

を」「自然豊かな豊橋の知で勉学を」、

「自由、活発に」、「日本人としての誇り

他国に飲み込まれないように」、「建学

の精神とその発展を」

（１０）愛知大学から得たもの

1967 年

「知を愛する心と友情。あきらめない」、

「学生生活が人生にプラスになった」、

「常に批判的精神を持てた」（カントの

教え）、「グローバルな視野」

1968 年

「憲法も法なり。論理的思考を」、「山本

五十六のやってみせ、言って聞かせ、さ

せて見せ、褒めやらねば人は動かじ」、

「入学式の学長の言葉「人生は恥のか

きどおし」」、「自由、受難、個の確立」、

「自律、自ら進んで取り組む、温故知新」

1969 年

「自主自立」、「良い大学、良い学生、良

い仲間（先輩、同輩、後輩）。偶然は偶

然を喜ぶものだけに起こる」、「自由、闊

達」、「自由と忍耐」

1970 年

「大學設立趣意書の精神」、「柳沢栄次

郎先生のまじめに研究に取り組む姿。

社会への奉仕活動」、「DO YOUR BEST」、
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Tし

去

く思ぱ出＞
1967 19£9， 

.. 
応援団活動①4年閏南栄町のアバー

宿の際、敷地北辺にト「芙蓉荘」の2階で暮
新聞会の活動 兵舎跡が有り、泊らした。6畳ー間で学習

った事が一度有りま塾（生徒3名）は今につ
た。又クラプハウスながっている。今でも

学食を含めて福利厚生 東辺に 有り、松林の当時の生徒から年賀状 ゼミで実態調査をした がひどかったと思う。 に2階建ての木造校舎が届く。＠M年生の半年 事 貧乏大学に貧乏学生 様で、毎日入り浸っ間は卒論に集中し、
（私も含めて）の印象 いました。電車、美

「共謀共同正犯の理
があった。 なギョ ーザ屋、 etc.

論」は学会賞を頂い 特別の印象的な思い出
た。 なし。 寮祭(20周年）でみん

4人の仲の良い同窓生と なと寮歌を歌ったこ

はいまだに年賀状の交 と、 学会賞を受賞し表
I 色々な友達が作れた。

換をしています。良き 彰されたこと
特別な活動もしてい

豊橋駅から超満員のス
友を得れた事が最大の 浜田ゼミの合宿をよ< | た。クールバスで通学した
思い出でt 覚えています。車山高

思い出があリます。 原の涼しいところで、 学生よ教授および大学
791/a 団体生活を送り、毎朝 臓員の方々と仲良く、

おいしい朝ご飯をいた ，会食や旅行をともにし
だいたことが鮮明にと たり、大変楽しい大学最高にまぶしい光輝く 残っていますoh残念な 生活を送ることができ新鮮な時代。私 の人生

創立20周年事業。図書 ことは卒業のその日か ました。資格取得の際の原点と思う。母子家
館・研究官の新築。愛 ら 同窓生との交流が無 の教授の指導は今も忘庭で農業を母と二人で
大事件免訴。中日大辞 くなって

r
じ
と

まったこと れる.こ、、とができませ守った頃。学生運動が
典の創刊。渥美線の愛 です。在学中から県人 ん。はげしかった。いつも
大前駅が出来たこと。 ＇会とか同級会の組織が

ポケット に地球を入れ
文化大革命ハンガース あればと今になり、思

て、目がキラキラして
トの学生に対し前田教 う。特に地方出身者に

いたと思う。
授が牛乳をもって涙な ，は …。

がらに説得している姿
に 、 教授と学生の距離 青春の一時期、つ●か
の近さを感じたもので らず己の意志で行動で

ョットと社会勉強（ア した。 きた。
ルパイトを通じて）

何を置いても先見性の

J9t8 特になし。 あるいい先生方だった

ということでしょう。

木田純一先生が亡くな 會

られた時速達で連絡が

来たこと。ゴルフの試

合結果で朝日新聞に名
前が載ったこと。

寮で4年間、友と生活し
ゼミば勉強になりまし た思い出は懐かしい。
た。学生同士の交流競 大学4年の時、ロシアに

寮での飲食、タコおど
走もあり、充実した時 旅をしたこと。青春時

り、大学からは松山さ
間せぁりました。 代を過ごした4年間は尊

ん・細迫教授．
い。

豊豊橋橋校校舎舎「「法法経経学学部部　　法法学学科科」」（（１１33））思思いい出出
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表 1系 

 
  

A-1

A-3

A-5

A-7

A-9・10

A-2

昭和16年
昭和17年
昭和18年
昭和19年
昭和20年
昭和21年
昭和22年
昭和23年
昭和24年
昭和25年
昭和26年
無回答

合計

法経学部法学科　豊橋校舎（昭和42～45年卒）

生年
卒業年

東三河 豊橋
豊川
新城

西三河 岡崎
豊田
幸田町
西尾
高浜

尾張 名古屋
一宮
小牧

知多 半田

静岡県 磐田市
静岡市

岐阜県 各務原市
谷汲町
美濃市

三重県 海山町

長野県 木曽川市
千曲市
塩尻市

その他 福井県
滋賀県
山口県

合計

出身地
東三河 国府

新城
豊橋市立

西三河 安城
岡崎北
岡崎
西尾

名古屋 一宮
小牧
名古屋市立北
惟信

尾張・ 尾張高校
知多 日本福祉大学付属

静岡県 磐田南
静岡工業

岐阜県 揖斐
岐阜東
武儀

三重県 尾鷲

長野県 桔梗ヶ原
木曽西
屋代

その他 岩国（山口）
鯖江（福井）
高島（滋賀）
八日市（滋賀）
無回答

合計

出身高校

授業料 生活費
1. 親から
2. 親戚・縁者から
3. 奨学金から
4. アルバイトから
5. 給料から

合計

授業料・生活費の工面　　　　　　　　　※複数回答あり

人数
私大では授業料が安かった
自宅通学が可能、通学に便利
法律を学びたかったから
親類の勧め
親・兄弟（卒業生）の勧め
豊橋は生活費が安かった
高校教員（卒業生）の影響
優秀な教授陣
高名な法学者による講義が受けられる。
環境がよかった
中国語の授業の充実
県内私大の中では評価がまずまず
公務員志望のため
より良い就職のため
商社への就職希望のため
自分の成績から
合格した大学の中では学風が安心
他大学に落ちたから
国立大学を落ちたから
大卒の資格をとり公務員か教員を希望

入学理由　　　　　　　　※回答者のみ集計、複数回答あり

人数
地元（愛知県内）
大学案内、進学資料
雑誌
高校で見た資料
高校教員（うち2人は社会科教員で卒業生）
兄（卒業生）
先輩
在学生（うち1人は親類）
知人
出身地ではないが豊橋で勤務していたため
薬師岳の遭難事故
愛大事件

本学を知った理由　　 　※回答者のみ集計、複数回答あり
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表 1系 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

人数
新聞会、新聞部、愛大新聞
応援団
剣道部
水上競技部
弓道部
少林寺拳法
ヨット部
軟式野球同好会
軟式テニス部
ゴルフ部
ワンダーフォーゲル部
美術部
ジャズ
男声合唱団
法学研究会、愛法会、法社会学研究会
中国語会話同好会

参加していたクラブ・サークル名　　　 ※複数回答あり

C-1

C-2

C-4

人数
よく参加した
まずまず
あまり参加しなかった
なし、無回答

クラブ・サークル活動の参加状況

人数
大いにあった
まずまず
まあまあ
あまりなかった
無回答

クラブ・サークル活動の影響

通学バス（豊橋） 

表 1系 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

B-1

B-2

B-8

B-9

B-3

B-4

人数
学業が主
どちらかといえば学業
学業はまずまず
学業は従
無回答

学業の位置

人数
大いに満足
まずまず満足
まあまあ
あまり満足していない
まあまあ、あまり満足していない
無回答

在学中の満足度

人数
大いに影響
まずまず
まあまあ
あまり
無回答

学業の成果が人生に与えた影響

人数
黒木三郎(家族法、民法、法社会学）
木田純一（刑法）
浜田稔（民法）
前田耕三(民法）
柳沢英二郎（国際政治法）
神谷龍男（国際法）
胡麻本蔦一（労働法）
三田高三郎(民事訴訟法）
酒井吉栄（憲法）
本間忠彦（手形・小切手法）
板倉ゼミ？

ゼミ

人数
黒木三郎
木田純一
浜田　稔
神谷龍男
麦倉達生
柳沢英二郎
前田耕造
高桑純夫
夏目文雄
川島武宜
碧海純一
胡麻本蔦一
山中康雄
酒井吉栄
三田高三郎
久曾神昇
鈴木泰山
本間忠彦
鈴木拓郎
今泉潤太郎
千葉孝夫
田中(刑法）
生物の先生（大内義郎か）
その他（学生課の浜田先生、
応援団の先生）
無回答

印象に残った先生　　　　　　※複数回答

人数
労働法
憲法
民法
刑法、刑事訴訟法
法哲学
法社会学
民法（家族法）
法律学全般
国際法
国際政治
公法

文学（久曽神先生）
哲学
社会科学概論
中国語
地政学（なくて残念）
なし
無回答

興味　　　　　　　　　　※複数回答

100

同文書院記念報　Vol. 32（2024.03.31）



表 1系 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

人数
新聞会、新聞部、愛大新聞
応援団
剣道部
水上競技部
弓道部
少林寺拳法
ヨット部
軟式野球同好会
軟式テニス部
ゴルフ部
ワンダーフォーゲル部
美術部
ジャズ
男声合唱団
法学研究会、愛法会、法社会学研究会
中国語会話同好会

参加していたクラブ・サークル名　　　 ※複数回答あり

C-1

C-2

C-4

人数
よく参加した
まずまず
あまり参加しなかった
なし、無回答

クラブ・サークル活動の参加状況

人数
大いにあった
まずまず
まあまあ
あまりなかった
無回答

クラブ・サークル活動の影響

通学バス（豊橋） 

表 1系 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

B-1

B-2

B-8

B-9

B-3

B-4

人数
学業が主
どちらかといえば学業
学業はまずまず
学業は従
無回答

学業の位置

人数
大いに満足
まずまず満足
まあまあ
あまり満足していない
まあまあ、あまり満足していない
無回答

在学中の満足度

人数
大いに影響
まずまず
まあまあ
あまり
無回答

学業の成果が人生に与えた影響

人数
黒木三郎(家族法、民法、法社会学）
木田純一（刑法）
浜田稔（民法）
前田耕三(民法）
柳沢英二郎（国際政治法）
神谷龍男（国際法）
胡麻本蔦一（労働法）
三田高三郎(民事訴訟法）
酒井吉栄（憲法）
本間忠彦（手形・小切手法）
板倉ゼミ？

ゼミ

人数
黒木三郎
木田純一
浜田　稔
神谷龍男
麦倉達生
柳沢英二郎
前田耕造
高桑純夫
夏目文雄
川島武宜
碧海純一
胡麻本蔦一
山中康雄
酒井吉栄
三田高三郎
久曾神昇
鈴木泰山
本間忠彦
鈴木拓郎
今泉潤太郎
千葉孝夫
田中(刑法）
生物の先生（大内義郎か）
その他（学生課の浜田先生、
応援団の先生）
無回答

印象に残った先生　　　　　　※複数回答

人数
労働法
憲法
民法
刑法、刑事訴訟法
法哲学
法社会学
民法（家族法）
法律学全般
国際法
国際政治
公法

文学（久曽神先生）
哲学
社会科学概論
中国語
地政学（なくて残念）
なし
無回答

興味　　　　　　　　　　※複数回答
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表 1系 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

D-8

D-9

名称 業種 所在地
イチハラビジネス研究所 経営コンサルタント（自営） 岐阜県
ガステックサービス（株） LPガス販売 西尾市
東興産業(株) 輸入器機販売 名古屋市
大和ハウス工業(株) 営業 名古屋市
アオイ化学工業(株) 土木建築資材 広島県
(株)河合楽器製作所 企画・事務・教室運営 浜松市、東京都
(株)マーチ 玩具専門店 岐阜県
富加建設 建設業 岐阜県
医療法人宝美会 医療(介護含）業 豊川市
三栄ニチエム 内装材料 名古屋市

転職（各１）

名称 業種 所在地
岐阜大学医学部付属病院 岐阜県
豊川市国際交流協会 団体 豊川市
竹中製作所（自営） 自動車関連 滋賀県東近江市
サーラE＆L　名古屋 LPガス販売 西尾市
岐阜県東濃新興局 産業労働課 岐阜県多治見市

８の②で65才まで就業 事務職
おのだ鍼灸院 鍼灸・マッサージ師 岡崎市
①(株)セノン ①警備 ①東京都世田谷区
②(株)ダイワライフネクスト ②マンション管理 ②東京都新宿区
さかい労働安全相談事務所（自営） 労務・安全事コンサルタント 小牧市の自宅
民間6社 顧問・参与 東三河・名古屋
定年後は子会社へ。また別会社の嘱託など。

再就職（各１）

表 1系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

D-4

D-2

D-1

D-6

D-7

D-5

人数
かなり積極的
やや積極的
普通に
あまりしない
全くしない
無回答

就職活動をしたか

人数
かなり厳しい
やや厳しい
普通
あまり厳しくない
全く厳しくない
自分にはかなり厳しい、
一般的には普通
無回答

卒業時の就職環境

人数
はい
なんとか
意識せず
意に反して
無回答

希望した分野への就職

人数
大学就職課
愛大卒業生
知人、友人
自力
就職先（OB、知人）
ほか（教授、親、縁故など）
なし
無回答

就職活動でお世話になった方 ※複数回答あり

人数
はい
少し
特になし
無回答

愛大卒を意識したか

名称 所在地 人数
三菱機器販売（株） 島根県
東洋ラジエーター（株） 東京・滋賀県
(株)カワイ楽譜 東京都
(株)極東機械製作所 広島県
日通商事(株)太洋日産自動車販売部 東京都
大同製鋼(株) 名古屋市
富士化学工業(株) 東京都
日立化成工業(株) 東京都

(株)野田建設 岐阜県
鉄建建設 東京都
徳倉建設株式会社 名古屋市

名古屋鉄道 名古屋市
近江鉄道 彦根市

読売新聞　西部本社編集局 北九州市

岡崎信用金庫 岡崎市
協和銀行 東京都

愛知県警 愛知県
岡崎市役所 岡崎市
豊田市役所 豊田市
豊川市役所 豊川市
蒲郡市役所 蒲郡市
半田市役所 半田市
岐阜県勤労福祉センター 岐阜県
塩尻市役所 長野県

愛知県立高校教員 愛知県
佐織町立小学校教員 佐織町
神奈川県秦野市立大根小学校 神奈川県

経済法令研究会 東京都

就職先
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表 1系 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

D-8

D-9

名称 業種 所在地
イチハラビジネス研究所 経営コンサルタント（自営） 岐阜県
ガステックサービス（株） LPガス販売 西尾市
東興産業(株) 輸入器機販売 名古屋市
大和ハウス工業(株) 営業 名古屋市
アオイ化学工業(株) 土木建築資材 広島県
(株)河合楽器製作所 企画・事務・教室運営 浜松市、東京都
(株)マーチ 玩具専門店 岐阜県
富加建設 建設業 岐阜県
医療法人宝美会 医療(介護含）業 豊川市
三栄ニチエム 内装材料 名古屋市

転職（各１）

名称 業種 所在地
岐阜大学医学部付属病院 岐阜県
豊川市国際交流協会 団体 豊川市
竹中製作所（自営） 自動車関連 滋賀県東近江市
サーラE＆L　名古屋 LPガス販売 西尾市
岐阜県東濃新興局 産業労働課 岐阜県多治見市

８の②で65才まで就業 事務職
おのだ鍼灸院 鍼灸・マッサージ師 岡崎市
①(株)セノン ①警備 ①東京都世田谷区
②(株)ダイワライフネクスト ②マンション管理 ②東京都新宿区
さかい労働安全相談事務所（自営） 労務・安全事コンサルタント 小牧市の自宅
民間6社 顧問・参与 東三河・名古屋
定年後は子会社へ。また別会社の嘱託など。

再就職（各１）
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表 1系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

E-2

E-3

E-4

E-5

E-10

E-14

E-15

人数
大いに関係
多少関係
普通
あまり関係ない
全くない
普通、あまり関係ない
無回答

満足度と愛大卒業生との関係

人生をふりかえって
人数

大いに満足
まずまず満足
普通
少し不満
大変不満足
無回答

人数
1. テレビ、新聞
2. 大学のホームページ
3. 「愛大通信」
4. さまざまな会合
5. 受験雑誌
6. 同窓生
7. 同窓会報
8. 愛大新聞
9. ほか
無回答

愛知大学の情報　　　 ※複数回答あり

人数
大変関心
多少関心
普通
あまり関心ない
無回答

母校・愛知大学への関心

人数
よく知っている
少し知っている
知らない
忘れました
無回答

愛大事件

人数
よく知っている
少し知っている
知らない
無回答

東亜同文書院
人数

はい
よく
時々
いいえ
無回答

同窓会に参加しているか
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第 2 章 名古屋校舎「法経学部 法学科」卒業生の場合

はじめに

それぞれの前文は前の各章で書き示した

ので、この章以下は回答を中心にみていく。

この回答者の前年の 1961 年に名古屋校舎

でも法学、経済の専門課程が設置され、名古

屋校舎で教養、専門併せて 4 年間在学する

ことが可能になった。

．生年、卒業年、出身校など

表 2－A-1 はこの対象時期に名古屋校舎

法学科への入学生の属性の内、入学、卒業の

各年次を示した。最古参の入学生は戦前の

昭和 17 年生まれ。入学時は 20 歳を超え、

戦後向学心に燃えていたのであろう。アン

ケートの回答時点では 81 歳。そのほかの入

学生は戦後のベビーブームが始まる直前ま

での入学である。回答総数は 24 人と多くは

ないが貴重な回答を寄せてくれた。

表 2－A-2 は出身地を示し、表 2－A-3 は

出身校を示した。校舎のある名古屋を中心

に尾張、岐阜、三重に広がるが、豊橋校舎よ

りは隣接県だけに集まっている。それまで

は専門課程は豊橋校舎だけだった影響が見

られるように思われる。

表 2－A-5 は、愛知大学を知った理由であ

る。身内や高校などの関係者からの情報で、

通える地元の大学だなど、新たな専門課程

の設置情報を知ったからであろう。

表 2－A-7 は、実際に入学した理由である。

通学に便利、授業料の安さ、滑り止めなどの

利便性があげられている一方、学びたい学

問、校風、書院以来の伝統など、愛大の個性、

学風に入学理由を挙げている点も目立って

いる。戦後の開設ながら、愛大の存在が知ら

れるようになってきたといえる。

表 2－A-9・10 は、授業料や生活費の工面

についての回答で、授業料の安さはベース

にありながら、アルバイトや奨学金で頑張

る学生も一定数いたことがわかる。その点

にも愛大生のパワーの根源があったように

思われる。

．学生生活と満足度

（１）学業のウェイト

表 2－B-1 は学業のウェイトについての

回答である。全体には「学業を主にしてい

た」回答が 40％と最も多く、「どちらかと言

えば学業」という回答者を含むと、60％にな

る。これらの回答者は「とにかく学びたい」、

「司法試験を目指したい」「アルバイトもせ

ずに学んだ」、「公務員を希望していた」、「社

会人経験から入学したので、知識や知見を

得たかった」、図書館をフルに使い勉学」、「3

年生になって、ようやく世界の動きに関心

を持ったから」、などの個別回答が見られた。

一方、「学業はまずまず」派や「学業は従」

派は、その多くが「アルバイトで学業を支

え」たり、「バイトが中心に移行した」など

が多く、その他「クラブ活動」や「学生運動」、

「もっぱら旅行を楽しむ」など幅のある生

活を中心にした回答も見られた。

表 2－B-2 は、学業の中での興味を持った

分野についての回答である。

まず、法学では、民法をトップとして各分

野に広がり関心が広がっていたことがわか

る。教養課程の科目では、国文、世界史、日

本史、中国語などの語学や体育、時事問題に
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「ゼミ中心」

以上、回答分では、先生たちとのつながり

は多様な形で充実していたように思われる。

ただし、「ない」というケースも一定数はあ

ったようだ。そんな場合でもゼミではつな

がっていたようだ。

（４）図書館利用

1967 年

「もっぱら新聞。卒論時にはよく利用」、

「鶴舞図書館で歴史資料をよく読ん

だ」、「あまり、時に」2 件

1968 年

「好きな本を借りた」、「利用していた」、

「時に」、「ない」2 件

1969 年

「比較的活用。名古屋校舎の図書館は

狭く、蔵書も少なかったように思う」、

「本を買う金がなかったので、よく利

用した」、「三重県内の図書館を利用し

た」、「公共の図書館のほうを利用した」、

「あまりない」2 件

1970 年

「憲法ゼミで、テーマが決まると関連

図書を何十冊も読んだ」、「卒論でよく

利用した」、「ほとんど利用していない」

この時期の名古屋校舎の図書館は、その

直前まで学部でも名古屋校舎が前期 2 年間

であったため、図書館の規模は小さかった

が、そんな中で利用者のレベルは大きな差

があったようだ。

（５）在学中の満足度と人生への影響

表 2－B-8 は在学中の満足度の回答であ

る。

①大いに満足は全体の 28％だが、②まずま

ず満足 を加えると 84％を占める。

1967 年

［大いに満足］

「素晴らしい先生方や先輩との交流が

ふかまったから」、「知識が増加したか

ら」

［まずまず満足］

「高校だけだったら味わえない友人関

係の人脈ができた」、「バトミントンク

ラブで楽しく充実」

［まあまあ満足］

「軽音楽に入りたかったが、バイトが

多忙でできなかった」、

1968 年

［大いに満足］

「大学生活を自由に謳歌、満喫した」、

「法律の知識を十分に吸収できた」、

「生協活動を通じて友人が沢山できた」

［まずまず満足］

「教授が熱心だった」、「新しいことに

触れた」、「クラブ活動メンバーや友人

との交流」無記入複数

1969 年

［大いに満足］

「家の都合で商業高校へ進学したとき、

親が大学進学も許してくれ、本学へ進

学。その過程で、法律や簿記も学び、行

政書士と宅地建物取引主任の資格も取

り、それを生かす形で関係機関に就職

し、活躍できた。学生時代に身についた

姿勢が大いに役にたった」

［まずまず満足］

無記入 2 件

1970 年

も関心が広がっており、教養課程科目が学

生にとって意味を持っていたことがわかる。

それに関係して、表 2－B-3 は、「印象に

残った先生たち」への回答である。やはり民

法の黒木先生がトップで、民法系の先生た

ちが上位にあげられている一方、広く各分

野へのちらばりもわかる。民法の黒木先生

や山中先生たちは、法社会学という戦後の

新しい分野を切り開いたパイオニアであり、

漁村の漁場や山村での林野の入会関係の伊

勢、志摩など現地での実態調査が座学だけ

とは違って、学生たちに新鮮な関心をもた

らしたのであろう。

それは表 2－B-4 のゼミの選択先につい

ても同様な傾向にあることがわかる。黒木

ゼミでは民法、家族法、浜田ゼミの民法、鈴

木ゼミでは先生が優れた研究者であり、日

本史を踏まえ、貴重な戦時下の厳しい体験

も語った。川崎ゼミの国際法、柳沢ゼミのベ

トナム戦争、酒井ゼミは学生との合宿対話、

山中ゼミのわかりやすい債権法、などが注

目された。

（２）卒業論文

それらとの関係で、次に卒論研究のテー

マの回答を示した。

1967 年

「家族制度論」、「家族制度復活論」、「金

分奏属性の重要性」、「教育における理

論的諸問題」、「ベトナム戦争」

1968 年

「国際法と日本との関係」、「貸担保責

任、故意、過失、建物などの移転発生」、

「自衛隊について」

1969 年

「東春日井郡 48 ケ町村地租改正反対

運動」、「復帰前の沖縄の労働運動」、「民

法第 5 編法廷婚主義と事実婚の法的保

護」、「中華人民共和国刑法総則の和訳」、

「アルゼンチン刑法の和訳」、「土地取

引」

1970 年

「基本的人権に関する一考察」、「中高

年の就職状況」、「人権の 2 大制約原理」、

「意思表示の錯誤」（学会賞受賞）

（３）先生との交流

「先生との交流」については、以下の回答

あり。

1966 年

「サークル活動で」、「黒木ゼミの同窓

会へ 5～10 年間出席した」、「黒木先生

とはフィールドでの実態調査や先生宅

での懇親で大きな影響あり。平成 12 年

から 3 年間母校愛大で教員採用試験講

座の講師」も担当させてもらった」

1967 年

「卒業後、何度も裁判所でお会いした」、

「授業のみ」、「なし」

1968 年

「奥山方広寺での合宿」、「ゼミ中心の

討論」、「ない」2 件

1969 年

「少人数で発表回数が多く、大変でし

た。全員先生を尊敬し、卒業後も交流し

た」、「大林、野村両先生、生協からの理

事長をされていた」、「卒論テーマを相

談し、テーマも進められ、学会賞をいた

だいた」、「ない」2 件

1970 年

「卒業時に先生宅を訪問し、畳の上ま

で本が積まれていてびっくりした」、
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「ゼミ中心」

以上、回答分では、先生たちとのつながり

は多様な形で充実していたように思われる。

ただし、「ない」というケースも一定数はあ

ったようだ。そんな場合でもゼミではつな

がっていたようだ。

（４）図書館利用

1967 年

「もっぱら新聞。卒論時にはよく利用」、

「鶴舞図書館で歴史資料をよく読ん

だ」、「あまり、時に」2 件

1968 年

「好きな本を借りた」、「利用していた」、

「時に」、「ない」2 件

1969 年

「比較的活用。名古屋校舎の図書館は

狭く、蔵書も少なかったように思う」、

「本を買う金がなかったので、よく利

用した」、「三重県内の図書館を利用し

た」、「公共の図書館のほうを利用した」、

「あまりない」2 件

1970 年

「憲法ゼミで、テーマが決まると関連

図書を何十冊も読んだ」、「卒論でよく

利用した」、「ほとんど利用していない」

この時期の名古屋校舎の図書館は、その

直前まで学部でも名古屋校舎が前期 2 年間

であったため、図書館の規模は小さかった

が、そんな中で利用者のレベルは大きな差

があったようだ。

（５）在学中の満足度と人生への影響

表 2－B-8 は在学中の満足度の回答であ

る。

①大いに満足は全体の 28％だが、②まずま

ず満足 を加えると 84％を占める。

1967 年

［大いに満足］

「素晴らしい先生方や先輩との交流が

ふかまったから」、「知識が増加したか

ら」

［まずまず満足］

「高校だけだったら味わえない友人関

係の人脈ができた」、「バトミントンク

ラブで楽しく充実」

［まあまあ満足］

「軽音楽に入りたかったが、バイトが

多忙でできなかった」、

1968 年

［大いに満足］

「大学生活を自由に謳歌、満喫した」、

「法律の知識を十分に吸収できた」、

「生協活動を通じて友人が沢山できた」

［まずまず満足］

「教授が熱心だった」、「新しいことに

触れた」、「クラブ活動メンバーや友人

との交流」無記入複数

1969 年

［大いに満足］

「家の都合で商業高校へ進学したとき、

親が大学進学も許してくれ、本学へ進

学。その過程で、法律や簿記も学び、行

政書士と宅地建物取引主任の資格も取

り、それを生かす形で関係機関に就職

し、活躍できた。学生時代に身についた

姿勢が大いに役にたった」

［まずまず満足］

無記入 2 件

1970 年

も関心が広がっており、教養課程科目が学

生にとって意味を持っていたことがわかる。

それに関係して、表 2－B-3 は、「印象に

残った先生たち」への回答である。やはり民

法の黒木先生がトップで、民法系の先生た

ちが上位にあげられている一方、広く各分

野へのちらばりもわかる。民法の黒木先生

や山中先生たちは、法社会学という戦後の

新しい分野を切り開いたパイオニアであり、

漁村の漁場や山村での林野の入会関係の伊

勢、志摩など現地での実態調査が座学だけ

とは違って、学生たちに新鮮な関心をもた

らしたのであろう。

それは表 2－B-4 のゼミの選択先につい

ても同様な傾向にあることがわかる。黒木

ゼミでは民法、家族法、浜田ゼミの民法、鈴

木ゼミでは先生が優れた研究者であり、日

本史を踏まえ、貴重な戦時下の厳しい体験

も語った。川崎ゼミの国際法、柳沢ゼミのベ

トナム戦争、酒井ゼミは学生との合宿対話、

山中ゼミのわかりやすい債権法、などが注

目された。

（２）卒業論文

それらとの関係で、次に卒論研究のテー

マの回答を示した。

1967 年

「家族制度論」、「家族制度復活論」、「金

分奏属性の重要性」、「教育における理

論的諸問題」、「ベトナム戦争」

1968 年

「国際法と日本との関係」、「貸担保責

任、故意、過失、建物などの移転発生」、

「自衛隊について」

1969 年

「東春日井郡 48 ケ町村地租改正反対

運動」、「復帰前の沖縄の労働運動」、「民

法第 5 編法廷婚主義と事実婚の法的保

護」、「中華人民共和国刑法総則の和訳」、

「アルゼンチン刑法の和訳」、「土地取

引」

1970 年

「基本的人権に関する一考察」、「中高

年の就職状況」、「人権の 2 大制約原理」、

「意思表示の錯誤」（学会賞受賞）

（３）先生との交流

「先生との交流」については、以下の回答

あり。

1966 年

「サークル活動で」、「黒木ゼミの同窓

会へ 5～10 年間出席した」、「黒木先生

とはフィールドでの実態調査や先生宅

での懇親で大きな影響あり。平成 12 年

から 3 年間母校愛大で教員採用試験講

座の講師」も担当させてもらった」

1967 年

「卒業後、何度も裁判所でお会いした」、

「授業のみ」、「なし」

1968 年

「奥山方広寺での合宿」、「ゼミ中心の

討論」、「ない」2 件

1969 年

「少人数で発表回数が多く、大変でし

た。全員先生を尊敬し、卒業後も交流し

た」、「大林、野村両先生、生協からの理

事長をされていた」、「卒論テーマを相

談し、テーマも進められ、学会賞をいた

だいた」、「ない」2 件

1970 年

「卒業時に先生宅を訪問し、畳の上ま

で本が積まれていてびっくりした」、
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人を得た」（バドミントン）、「人脈の増

加」（新聞部）

1968 年

「人とのつながり」（馬術）、「仲間が多

く気分が晴れた」（ダンス）

1969 年

「友達ができ、展覧会へ行くようにな

った」（美術）、「女子がいなかったのは

残念」（新聞）

1970 年

「マネジャーとしてマネジメントを学

んだ」、ほかに、通学に時間がかかり、

残念ながら部活に参加できなかったと

いう回答もあった。

C-4 クラブ、サークル活動の影響

これについては、表 2－C-4 に示した。ほ

ぼ半数が無回答なので、クラブ、サークルに

ははいっていなかったと思われる。一方、そ

れに入っていたグル－プは、それぞれのか

かわり度合いのランクに分かれている。非

加入者も含め、色々個人的な状況が影響し

たものと思われる。回答から見ると、クラ

ブ、サークルにかかわったグループほど人

生への影響も強かったといえそうである。

C-5 クラブ、サークルの人生への影響

1967 年

「全日本シニア 70～74歳で第 3位と現

在も継続中」（バドミントン）、「最近ま

で関係する先輩、後輩たちと年 1 回飲

み会を」（新聞会）、「音楽が人生に豊か

な潤いを与えてくれた」

1968 年

「日本の馬術界での立ち位置が確立さ

れた」、「日本のトップを目指した」、「対

人関係がスムーズに」（馬術部）

「自信ができ、大きなホールでもこな

せた」（ダンス）

1969 年

「今も絵筆をとっている」（美術）、「あ

まり熱心ではない」（ワンダーフォーゲ

ル）

1970 年

「企画、運営力」

回答者の多くは、その後の人生にも十分

に影響しているように思われる。

C-6 社会参加への状況

1967 年 「児童養護施設でのボランティ

ア」（バドミントン）、「クラブはできな

かったが就職後に音楽活動開始」

1968 年

「多くの人と関係ができた」（馬術）（ダ

ンス）

．就業状況と人生

次にいよいよ学卒となって、社会へ出て

いったあとの軌跡である。

表 2－D-1 は、卒業時の就職活動について

の回答を示している。前章でもふれたよう

に、この時期は高度経済成長期のまっただ

中であり、就職は特に選ばない限り、自由に

選択できた。この表でも「普通」との回答が

最も多く、また縁故による就職も多く、ほと

んど就職活動をしなかった卒業生も多かっ

た。そのような中で「積極的に取り組んだ」

のは、当時多かった「縁故先」がなかったり、

縁故とはかかわりない、公務員志望、「早く

決めてしまいたい」、「女子の就職口は少な

かったから」という回答者であった。いっぽ

［大いに満足］

「企業出総務を経験したが、不良債権

の回収を担当し、企業の中で社内講師

となり、新入社員、中堅社員、新任課長

などの研修講師を長年務めることがで

きた」

［まずまず満足］

「公務員になり、行政法、民法の知識が

役立った」、「地方公務員は法律、条令に

沿って公務を遂行するのに役立った」

［あまり満足していない］

「社会へ出てから学問が活かされたこ

とはほとんどない」

表 2－B-9「学業の成果が人生に与えた影

響」

それらをまとめると、次のような表になる。

それによると、「大いに影響」は 11 人（全

体の 44％）、まずまず」の 8 人を加えると、

全体の 76％が与えた影響はあったとしてい

る。

．クラブ、サークル活動

次はクラブ、サークルの活動についてで

ある。

表 2－C-2 は、その参加、加入状況をまと

めたものである。全体としては、それらのレ

ベルは分散的で、無回答は参加、加入してい

ないとみなすと、半数近くがそれに該当す

る。この時期前はクラブ、サークルは黎明期

から離陸期に入り、クラブ、サークルは増加

傾向にあり、学生たちにも余裕が出てきた

時期だといえる。この時期、過半数が何らか

の形でクラブ、サークルに参加するように

なり、発展の兆しが見え始めたといえる。

1967 年

A.［よく参加した活動理由］

「愛知学生選手権ダブルスに優勝（バ

ドミントン）」、「弁論活動」

B.［まずまず参加した活動理由］

「他の女子短大と合宿して楽しかった」

（卓球）、「編集、広告取り、記事執筆を

した」（新聞部）、「他大学と時々合同演

奏会を行った」（ギター）

1968 年

A.［よく参加した活動理由］

「無記」（ブルースターズ）

B.［まずまず参加した活動理由］

「馬の世話とか競技会への参加」（馬

術）、「ダンス競技中心だが、パーティ

が中心になっていった」（ダンス）

1969 年

B.［まずまず参加した活動理由］

「油絵の経験、自由な絵」（美術）、「山

歩きに参加」（ワンゲル）

1970 年

A.［よく参加した活動理由］

「男性のみだったのでパートナー校か

ら女性を招き、段数パーティの企画、運

営を行った」

表 2－C-1 は、どのようなクラブ、サーク

ルがあったかを回答 C から一覧にしてみた

ものである。すでに表 2－C-2 でその概況は

お分かりと思う。ここでは体育会系 7 クラ

ブ・サークル、文科系 6 クラブ・サークル

が計上されている

質問 C-3 より、以上のような部活で得た

ものは、

1967 年

「人間関係がうまくできた」（卓球）、

「自信を持てた」（弁論）、「母校愛と友
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人を得た」（バドミントン）、「人脈の増

加」（新聞部）

1968 年

「人とのつながり」（馬術）、「仲間が多

く気分が晴れた」（ダンス）

1969 年

「友達ができ、展覧会へ行くようにな

った」（美術）、「女子がいなかったのは

残念」（新聞）

1970 年

「マネジャーとしてマネジメントを学

んだ」、ほかに、通学に時間がかかり、

残念ながら部活に参加できなかったと

いう回答もあった。

C-4 クラブ、サークル活動の影響

これについては、表 2－C-4 に示した。ほ

ぼ半数が無回答なので、クラブ、サークルに

ははいっていなかったと思われる。一方、そ

れに入っていたグル－プは、それぞれのか

かわり度合いのランクに分かれている。非

加入者も含め、色々個人的な状況が影響し

たものと思われる。回答から見ると、クラ

ブ、サークルにかかわったグループほど人

生への影響も強かったといえそうである。

C-5 クラブ、サークルの人生への影響

1967 年

「全日本シニア 70～74歳で第 3位と現

在も継続中」（バドミントン）、「最近ま

で関係する先輩、後輩たちと年 1 回飲

み会を」（新聞会）、「音楽が人生に豊か

な潤いを与えてくれた」

1968 年

「日本の馬術界での立ち位置が確立さ

れた」、「日本のトップを目指した」、「対

人関係がスムーズに」（馬術部）

「自信ができ、大きなホールでもこな

せた」（ダンス）

1969 年

「今も絵筆をとっている」（美術）、「あ

まり熱心ではない」（ワンダーフォーゲ

ル）

1970 年

「企画、運営力」

回答者の多くは、その後の人生にも十分

に影響しているように思われる。

C-6 社会参加への状況

1967 年 「児童養護施設でのボランティ

ア」（バドミントン）、「クラブはできな

かったが就職後に音楽活動開始」

1968 年

「多くの人と関係ができた」（馬術）（ダ

ンス）

．就業状況と人生

次にいよいよ学卒となって、社会へ出て

いったあとの軌跡である。

表 2－D-1 は、卒業時の就職活動について

の回答を示している。前章でもふれたよう

に、この時期は高度経済成長期のまっただ

中であり、就職は特に選ばない限り、自由に

選択できた。この表でも「普通」との回答が

最も多く、また縁故による就職も多く、ほと

んど就職活動をしなかった卒業生も多かっ

た。そのような中で「積極的に取り組んだ」

のは、当時多かった「縁故先」がなかったり、

縁故とはかかわりない、公務員志望、「早く

決めてしまいたい」、「女子の就職口は少な

かったから」という回答者であった。いっぽ

［大いに満足］

「企業出総務を経験したが、不良債権

の回収を担当し、企業の中で社内講師

となり、新入社員、中堅社員、新任課長

などの研修講師を長年務めることがで

きた」

［まずまず満足］

「公務員になり、行政法、民法の知識が

役立った」、「地方公務員は法律、条令に

沿って公務を遂行するのに役立った」

［あまり満足していない］

「社会へ出てから学問が活かされたこ

とはほとんどない」

表 2－B-9「学業の成果が人生に与えた影

響」

それらをまとめると、次のような表になる。

それによると、「大いに影響」は 11 人（全

体の 44％）、まずまず」の 8 人を加えると、

全体の 76％が与えた影響はあったとしてい

る。

．クラブ、サークル活動

次はクラブ、サークルの活動についてで

ある。

表 2－C-2 は、その参加、加入状況をまと

めたものである。全体としては、それらのレ

ベルは分散的で、無回答は参加、加入してい

ないとみなすと、半数近くがそれに該当す

る。この時期前はクラブ、サークルは黎明期

から離陸期に入り、クラブ、サークルは増加

傾向にあり、学生たちにも余裕が出てきた

時期だといえる。この時期、過半数が何らか

の形でクラブ、サークルに参加するように

なり、発展の兆しが見え始めたといえる。

1967 年

A.［よく参加した活動理由］

「愛知学生選手権ダブルスに優勝（バ

ドミントン）」、「弁論活動」

B.［まずまず参加した活動理由］

「他の女子短大と合宿して楽しかった」

（卓球）、「編集、広告取り、記事執筆を

した」（新聞部）、「他大学と時々合同演

奏会を行った」（ギター）

1968 年

A.［よく参加した活動理由］

「無記」（ブルースターズ）

B.［まずまず参加した活動理由］

「馬の世話とか競技会への参加」（馬

術）、「ダンス競技中心だが、パーティ

が中心になっていった」（ダンス）

1969 年

B.［まずまず参加した活動理由］

「油絵の経験、自由な絵」（美術）、「山

歩きに参加」（ワンゲル）

1970 年

A.［よく参加した活動理由］

「男性のみだったのでパートナー校か

ら女性を招き、段数パーティの企画、運

営を行った」

表 2－C-1 は、どのようなクラブ、サーク

ルがあったかを回答 C から一覧にしてみた

ものである。すでに表 2－C-2 でその概況は

お分かりと思う。ここでは体育会系 7 クラ

ブ・サークル、文科系 6 クラブ・サークル

が計上されている

質問 C-3 より、以上のような部活で得た

ものは、

1967 年

「人間関係がうまくできた」（卓球）、

「自信を持てた」（弁論）、「母校愛と友
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である。

1967 年

「ボーイッシュで、男らしい」、「元気が

よい」、「国公私立と比較しても遜色な

い」、「バイタリテイに富んでいる」、「芯

が強い」、「東京の一流どころと比べれ

ば二流どころだが、仕事は実力がモノ

をいう」、「就職先、取引先で優秀なひ

とが多かった」、「中庸でバランスの取

れた人が多いと評価」、「あまり意識し

たことなかった」

1968 年

「真面目で普通に仕事をこなしている。

後輩が現町長。父も町長経験者」、「職場

は有名大学ばかりだが、それは問題に

ならない」、「派閥は作らず、おとなし

い」、「先輩が多いし、動きやすいし、努

力家が多い」、「解が少ない」

1969 年

「誠実に仕事に取り組むだけでなく、

自己主張もできる人が多い」、「真面目、

頑張っている」、「副知事まで出世した

方がおり、評価は高い」、「真面目に努力

している」

1970 年

「名古屋市役所では、愛大卒生の評価

は高いとは思わない」、「優秀な人がい

る。副市長や市の幹部になっている」、

「筑波大学大学院で 2 年間学んだ時、

東大、京大、阪大、北大卒業生と一緒に

経済学を学んだが、彼らと対等に学べ

ました」

では、愛大生の特徴をどう見るかの回答

は以下の通り。

1967 年

「何事も積極的なところがよい」、「野

武士的であったが、最近ではその良さ

がなくなっている」、「自分の考えがし

っかりしている」、「自由な校風をもち

あわせている」、「勤勉、堅実な人が多か

ったと思う」、「中庸なバランスの取れ

ている人が多いと思う」、「よくわから

ない」

1968 年

「真面目」、「真面目で控えめ」、「バイ

タリテイと幅広い気質」、「なし」

1969 年「真面目、意欲的」、「真面目」、

「努力された方は出世されていた」、

「特に意識はしていない」

1970 年

「むつかしい質問ですが、仲間意識の

絆は他大学に比べて強いようです」、

「わかりません」

．愛知大学の卒業生として

（１）愛知大学設立趣旨の回答者への影響

この点については、過半数の 16 人が、以

下のようにそれをかなり積極的に受け止め

た回答を寄せている。

1967 年

「教育はもちろん、地域社会での諸活

動（連合自治会長、社会福祉協議会長な

ど）に取り組む際の基底になっていた」、

「正義感が強くなった」、「フィロソフィ

アのもと、自由な発想や考え方」、「正

義、正論がわかる人には信用された」、

「知を愛し、真理を探究する理念はすば

らしい」

1968 年

「国際人としての生き方」、「着実に威

張らず、地味にこなすことができた」、

う、ほとんど就職活動をしなかったのは、

「好景気なので、どんな仕事に就くかも考

えていなかった」、「父が就職先を確保して

くれていた」、「アルバイト先から声がかか

った」などのタイプが多い。逆に「就職活動

をはっきりとしなかった」のは、「大学院進

学」、「体に障害があり」（後で就職決定）、

「卒論に夢中になり、応募に遅れたが 2 次

で銀行にセーフ」、「公務員試験準備」（数件）

などがあげられている。

表 2－D-2 の就職環境を見ると、表 2－D-

1 と関連し、大企業、司法書士、教員、営業、

商社、事務、物流、自動車、新聞印刷、公益

団体、生協、銀行、農業の継承など、幅広い

希望職種とも関連している。

表 2－D-4 は、希望職種への就職ができた

かどうかの回答である。それによると「は

い」と「何とか」を合わせると、ほぼ 70％

の卒業生が希望通りに就職できたことがわ

かる。「希望通りでない」卒業生は 10％台で、

募集がなかったミスマッチも影響した。

その際、就職でお世話になった人を表 2－

D-6 で見ると、「自力」が半分を占め、「大学

就職課」をかなり上回っている。これもゼミ

の先生たちの斡旋であり、当時は今日とは

異なり、大学就職課の斡旋は微力であった。

ゼミの斡旋も含め縁故が多かったことがわ

かる。

また、就職に際し、「愛知大学の卒業生で

あることを意識したかについては、表 2－D-

7 に示すようにほぼ半々であった。すでにこ

の時期、各企業には愛大卒生が就職してお

り、またいろいろな大学からの出身者もい

る職場もあり、意識もした卒業生もいた。公

務員では愛知県庁は愛大卒生が多く、名古

屋市役所には名大卒生が多かった。一方、意

識しない卒業生も半分を占めた。大卒がま

だ少ない当時、初の愛大生の就職というケ

ースや、出身校で評価は決まるのではなく、

仕事をキッチリできるかどうかだという冷

静な回答も見られる。

そして就職先の回答を表 2－D-5①・②、

転職先を表 2－D-8、再就職先を表 2－D-9 に

示した。

まず、表 D-5①は民間企業で、メーカー、

自動車関連、金融、商社、運輸、観光などと

幅広い。経済成長期の初期の勢いが見られ

る業種がならんでいる。表 D-5②は、公務員

関係の職場で、県庁や市役所、教員など法学

部卒生の特徴が出ている。回答数が限られ

ているため、これで全貌がわかるわけでは

ないが、その片鱗をうかがうことはできる。

次いで表 D-8 は、転職先で、落ち着き先

でもある。当初の就職先よりさらに経済成

長が進み、1973 年のオイルショック後の職

場であり、建設系が増加し、大型商業施設の

登場など、2、3 次産業のダイナミックな変

化への表れを確認でき、愛大法学卒業生が

それらの先端産業も担い始めたことがうか

がわれる。

そして、表 D-9、定年後の再雇用の就職先

であり、60 歳代以上の職場になる。すべて

の卒業生が再雇用に臨んだわけではないが、

それまでの仕事の実績が評価されて雇用さ

れる場合も多いことからすれば、愛大卒生

が高齢化社会の進行の中で、それまでの実

績が評価されたということもできる。その

多くは、実務のマネジメント分野の職場が

中心で、メーカーなどの現業はみられない。

また、大学の教員もみられ、専門職で経験を

生かしている卒業生もいる。

最後に、職場での愛大生の評価への回答

110

同文書院記念報　Vol. 32（2024.03.31）



である。

1967 年

「ボーイッシュで、男らしい」、「元気が

よい」、「国公私立と比較しても遜色な

い」、「バイタリテイに富んでいる」、「芯

が強い」、「東京の一流どころと比べれ

ば二流どころだが、仕事は実力がモノ

をいう」、「就職先、取引先で優秀なひ

とが多かった」、「中庸でバランスの取

れた人が多いと評価」、「あまり意識し

たことなかった」

1968 年

「真面目で普通に仕事をこなしている。

後輩が現町長。父も町長経験者」、「職場

は有名大学ばかりだが、それは問題に

ならない」、「派閥は作らず、おとなし

い」、「先輩が多いし、動きやすいし、努

力家が多い」、「解が少ない」

1969 年

「誠実に仕事に取り組むだけでなく、

自己主張もできる人が多い」、「真面目、

頑張っている」、「副知事まで出世した

方がおり、評価は高い」、「真面目に努力

している」

1970 年

「名古屋市役所では、愛大卒生の評価

は高いとは思わない」、「優秀な人がい

る。副市長や市の幹部になっている」、

「筑波大学大学院で 2 年間学んだ時、

東大、京大、阪大、北大卒業生と一緒に

経済学を学んだが、彼らと対等に学べ

ました」

では、愛大生の特徴をどう見るかの回答

は以下の通り。

1967 年

「何事も積極的なところがよい」、「野

武士的であったが、最近ではその良さ

がなくなっている」、「自分の考えがし

っかりしている」、「自由な校風をもち

あわせている」、「勤勉、堅実な人が多か

ったと思う」、「中庸なバランスの取れ

ている人が多いと思う」、「よくわから

ない」

1968 年

「真面目」、「真面目で控えめ」、「バイ

タリテイと幅広い気質」、「なし」

1969 年「真面目、意欲的」、「真面目」、

「努力された方は出世されていた」、

「特に意識はしていない」

1970 年

「むつかしい質問ですが、仲間意識の

絆は他大学に比べて強いようです」、

「わかりません」

．愛知大学の卒業生として

（１）愛知大学設立趣旨の回答者への影響

この点については、過半数の 16 人が、以

下のようにそれをかなり積極的に受け止め

た回答を寄せている。

1967 年

「教育はもちろん、地域社会での諸活

動（連合自治会長、社会福祉協議会長な

ど）に取り組む際の基底になっていた」、

「正義感が強くなった」、「フィロソフィ

アのもと、自由な発想や考え方」、「正

義、正論がわかる人には信用された」、

「知を愛し、真理を探究する理念はすば

らしい」

1968 年

「国際人としての生き方」、「着実に威

張らず、地味にこなすことができた」、

う、ほとんど就職活動をしなかったのは、

「好景気なので、どんな仕事に就くかも考

えていなかった」、「父が就職先を確保して

くれていた」、「アルバイト先から声がかか

った」などのタイプが多い。逆に「就職活動

をはっきりとしなかった」のは、「大学院進

学」、「体に障害があり」（後で就職決定）、

「卒論に夢中になり、応募に遅れたが 2 次

で銀行にセーフ」、「公務員試験準備」（数件）

などがあげられている。

表 2－D-2 の就職環境を見ると、表 2－D-

1 と関連し、大企業、司法書士、教員、営業、

商社、事務、物流、自動車、新聞印刷、公益

団体、生協、銀行、農業の継承など、幅広い

希望職種とも関連している。

表 2－D-4 は、希望職種への就職ができた

かどうかの回答である。それによると「は

い」と「何とか」を合わせると、ほぼ 70％

の卒業生が希望通りに就職できたことがわ

かる。「希望通りでない」卒業生は 10％台で、

募集がなかったミスマッチも影響した。

その際、就職でお世話になった人を表 2－

D-6 で見ると、「自力」が半分を占め、「大学

就職課」をかなり上回っている。これもゼミ

の先生たちの斡旋であり、当時は今日とは

異なり、大学就職課の斡旋は微力であった。

ゼミの斡旋も含め縁故が多かったことがわ

かる。

また、就職に際し、「愛知大学の卒業生で

あることを意識したかについては、表 2－D-

7 に示すようにほぼ半々であった。すでにこ

の時期、各企業には愛大卒生が就職してお

り、またいろいろな大学からの出身者もい

る職場もあり、意識もした卒業生もいた。公

務員では愛知県庁は愛大卒生が多く、名古

屋市役所には名大卒生が多かった。一方、意

識しない卒業生も半分を占めた。大卒がま

だ少ない当時、初の愛大生の就職というケ

ースや、出身校で評価は決まるのではなく、

仕事をキッチリできるかどうかだという冷

静な回答も見られる。

そして就職先の回答を表 2－D-5①・②、

転職先を表 2－D-8、再就職先を表 2－D-9 に

示した。

まず、表 D-5①は民間企業で、メーカー、

自動車関連、金融、商社、運輸、観光などと

幅広い。経済成長期の初期の勢いが見られ

る業種がならんでいる。表 D-5②は、公務員

関係の職場で、県庁や市役所、教員など法学

部卒生の特徴が出ている。回答数が限られ

ているため、これで全貌がわかるわけでは

ないが、その片鱗をうかがうことはできる。

次いで表 D-8 は、転職先で、落ち着き先

でもある。当初の就職先よりさらに経済成

長が進み、1973 年のオイルショック後の職

場であり、建設系が増加し、大型商業施設の

登場など、2、3 次産業のダイナミックな変

化への表れを確認でき、愛大法学卒業生が

それらの先端産業も担い始めたことがうか

がわれる。

そして、表 D-9、定年後の再雇用の就職先

であり、60 歳代以上の職場になる。すべて

の卒業生が再雇用に臨んだわけではないが、

それまでの仕事の実績が評価されて雇用さ

れる場合も多いことからすれば、愛大卒生

が高齢化社会の進行の中で、それまでの実

績が評価されたということもできる。その

多くは、実務のマネジメント分野の職場が

中心で、メーカーなどの現業はみられない。

また、大学の教員もみられ、専門職で経験を

生かしている卒業生もいる。

最後に、職場での愛大生の評価への回答
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「すべての面で自由があり、自分で考

えるようになった」

1969 年

「仕事を取り組むうえで、色々な幅広

い知識、見識を広げ、色々な角度から考

え、行動する思考を大切にした」、「一

生大切にしてきた」、「憲法の規定、理

念が大学教育ではぐくまれた」

1970 年

「平和を探求することはよいこと」、

「愛知県にあるから愛知大学ではなく、

知（ロゴス）を愛するからだと覚えてい

ます」、「29 歳の時に、ドイツのミュン

ヘン市の都市計画を調査した。大学 1

年の時に習ったドイツ語だけで話をし、

東京で発表した。第 2 外国語は大学で

基礎だけ学べば、社会人になったとき

には、さらに学習しやすくなることを

発見した」

（２）東亜同文書院の認知について

愛知大学は戦後の旧制大学として豊橋市

に開設されたが、開設にあたっては中国上

海にあった東亜同文書院の存在がベースに

なっている。その点の認識の回答を以下に

示す。まず、全体の認知を表 2－E-2 に示し

た。それによるとほとんどが認知している

が、「少し知っている」が多数を占めている。

在学していた書院生が卒業した後、その認

知レベルが低下しつつあることがわかる。

では、具体的な情報源はどうであろうかを

以下に示す。

1967 年

「入学前に先生や友達から聞いてい

た」、「同窓会報から知った」、「高校の

先生や先輩から知った」、「愛大新聞会

の過去の資料より知った」、「愛大発行

の資料より」、「入学案内より」複数 3 件。

「『東亜同文書院大学と愛知大学』の小

冊子より」

1968 年

「自分の祖父の兄弟が東亜同文書院に

入学していたと聞いた」、「書院入学の

先輩が会社にいた」

1969 年

「愛大の大学史から」、「在学時代、大

学と自治会の共通理念であった」、「愛

大の設立史から」、「愛大入学後、同年生

から」2 件

1970 年

「学生便覧や同窓会報から」、「大学か

ら届いた文書から」、「かつて中日新聞

に掲載されていたこともあり、図書館

の資料からも」

以上、やはり入学年の早い方が情報を得

ているようだが、大学当局の発信力の弱さ

がうかがわれる。

（３）「愛大事件」の認知について

次は 1952 年に発生した「愛大事件」の認

知レベルである。表 2－E-3 はそれを示して

いる。前項の東亜同文書院の認知と同様な

傾向を示しているが、この時期、本間学長の

学生への弁護がつづいていたことからすれ

ば、関心がやや低下したともいえる。その具

体的な認知を次に見てみる。

1967 年

「立派な学生たちだった」、「愛知大学

新聞」に自分の意見や事実関係を掲載

した」、「学問は自由であるべき。正義

のために権力と戦った学生、そして学

生を弁護された本間先生の信念を感じ

る」

1969 年

「「大学自治を守る」先生の行動。大学

の生命を守るため先頭に立たれた先生

たちに敬服する」、「戦後も戦前の特高

警察のような卑劣な監視がされていた。

大学と学生が一致して反撃していた。

本間学長は大学を愛した。大学の自治

を守り、国家権力を排除する気骨のあ

る先生だと尊敬する」、「反権力思想が

強いと思いました」、「大学としてのポ

リシー」

1970 年

「学内に警察官が入ってきて、大学の

自治が脅かされ、あってはならない事

件だと考えている」、「国家権力が大学

へ侵入してきた」

以上、本間先生への尊敬、共感が強く感じ

られる。回答の中には、この事件は柔道部が

起したものだという誤解や、この事件の意

味を問う回答も見られた。

（４）母校愛大への関心とその理由

ここでは次に卒業生の「母校愛大」への関

心についての回答を見てみる。それをまと

めて示したのが、表 2－E-4 である。この回

答から見ると、全員が関心を寄せており、特

に強い関心を 40％の卒業生が持っているこ

とがわかる。その理由を卒業年次別に以下

に示す。

1967 年

「就職先に「愛友会」という OB 会と

いう組織がある」、「孫が二人愛大に在

学中である」、「出身母校だから」、「愛

大と後輩の活躍に関心がある」、「愛大

に誇りを持っている」、「愛大の行く末

と発展に関心がある」、「名古屋周辺地

域ではもっとも立地が良く、卒業生も

多くなった」

1968 年

「発展してほしい」複数、「同窓会、多

くの大会や会合を期待」、「私の子供や

甥、姪のだれも入学できないほどの学

力の高い大学になった」、「名古屋校舎

に期待」

1969 年

「私の人生の原点だから」、「愛知大学

で学んだのだから」複数、「愛知大学の

母校としての誇りは強い。しかし、大学

は◎◎的（ママ）と考えている。よりよ

い大学として発展してほしいが、卒業

後は各々の過ごし方が大切だ」

1970 年

「国会議員、地方の首長、県会議員、社

長などの出身校が愛大であるのがうれ

しいし、誇れる」、「母校として、中部地

域での存在感をもっと発揮してほし

い」、「入学時は名古屋市内の私立大学

では、愛大のレベルは高かったが、昨今

は他大学とほぼ同レベルになってしま

い、残念だ」

以上、卒業生からは、ほかの学科の卒業生

も含め、真に愛大の発展を望む声が強い。そ

れはそれに対応しきれていない近年の愛大

側への配慮と応援歌のようにも読める。

（５）愛大情報の入手源

では、卒業生たちは愛大情報をどのよう

な方法で入手しているのであろうか。表 2－
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「すべての面で自由があり、自分で考

えるようになった」

1969 年

「仕事を取り組むうえで、色々な幅広

い知識、見識を広げ、色々な角度から考

え、行動する思考を大切にした」、「一

生大切にしてきた」、「憲法の規定、理

念が大学教育ではぐくまれた」

1970 年

「平和を探求することはよいこと」、

「愛知県にあるから愛知大学ではなく、

知（ロゴス）を愛するからだと覚えてい

ます」、「29 歳の時に、ドイツのミュン

ヘン市の都市計画を調査した。大学 1

年の時に習ったドイツ語だけで話をし、

東京で発表した。第 2 外国語は大学で

基礎だけ学べば、社会人になったとき

には、さらに学習しやすくなることを

発見した」

（２）東亜同文書院の認知について

愛知大学は戦後の旧制大学として豊橋市

に開設されたが、開設にあたっては中国上

海にあった東亜同文書院の存在がベースに

なっている。その点の認識の回答を以下に

示す。まず、全体の認知を表 2－E-2 に示し

た。それによるとほとんどが認知している

が、「少し知っている」が多数を占めている。

在学していた書院生が卒業した後、その認

知レベルが低下しつつあることがわかる。

では、具体的な情報源はどうであろうかを

以下に示す。

1967 年

「入学前に先生や友達から聞いてい

た」、「同窓会報から知った」、「高校の

先生や先輩から知った」、「愛大新聞会

の過去の資料より知った」、「愛大発行

の資料より」、「入学案内より」複数 3 件。

「『東亜同文書院大学と愛知大学』の小

冊子より」

1968 年

「自分の祖父の兄弟が東亜同文書院に

入学していたと聞いた」、「書院入学の

先輩が会社にいた」

1969 年

「愛大の大学史から」、「在学時代、大

学と自治会の共通理念であった」、「愛

大の設立史から」、「愛大入学後、同年生

から」2 件

1970 年

「学生便覧や同窓会報から」、「大学か

ら届いた文書から」、「かつて中日新聞

に掲載されていたこともあり、図書館

の資料からも」

以上、やはり入学年の早い方が情報を得

ているようだが、大学当局の発信力の弱さ

がうかがわれる。

（３）「愛大事件」の認知について

次は 1952 年に発生した「愛大事件」の認

知レベルである。表 2－E-3 はそれを示して

いる。前項の東亜同文書院の認知と同様な

傾向を示しているが、この時期、本間学長の

学生への弁護がつづいていたことからすれ

ば、関心がやや低下したともいえる。その具

体的な認知を次に見てみる。

1967 年

「立派な学生たちだった」、「愛知大学

新聞」に自分の意見や事実関係を掲載

した」、「学問は自由であるべき。正義

のために権力と戦った学生、そして学

生を弁護された本間先生の信念を感じ

る」

1969 年

「「大学自治を守る」先生の行動。大学

の生命を守るため先頭に立たれた先生

たちに敬服する」、「戦後も戦前の特高

警察のような卑劣な監視がされていた。

大学と学生が一致して反撃していた。

本間学長は大学を愛した。大学の自治

を守り、国家権力を排除する気骨のあ

る先生だと尊敬する」、「反権力思想が

強いと思いました」、「大学としてのポ

リシー」

1970 年

「学内に警察官が入ってきて、大学の

自治が脅かされ、あってはならない事

件だと考えている」、「国家権力が大学

へ侵入してきた」

以上、本間先生への尊敬、共感が強く感じ

られる。回答の中には、この事件は柔道部が

起したものだという誤解や、この事件の意

味を問う回答も見られた。

（４）母校愛大への関心とその理由

ここでは次に卒業生の「母校愛大」への関

心についての回答を見てみる。それをまと

めて示したのが、表 2－E-4 である。この回

答から見ると、全員が関心を寄せており、特

に強い関心を 40％の卒業生が持っているこ

とがわかる。その理由を卒業年次別に以下

に示す。

1967 年

「就職先に「愛友会」という OB 会と

いう組織がある」、「孫が二人愛大に在

学中である」、「出身母校だから」、「愛

大と後輩の活躍に関心がある」、「愛大

に誇りを持っている」、「愛大の行く末

と発展に関心がある」、「名古屋周辺地

域ではもっとも立地が良く、卒業生も

多くなった」

1968 年

「発展してほしい」複数、「同窓会、多

くの大会や会合を期待」、「私の子供や

甥、姪のだれも入学できないほどの学

力の高い大学になった」、「名古屋校舎

に期待」

1969 年

「私の人生の原点だから」、「愛知大学

で学んだのだから」複数、「愛知大学の

母校としての誇りは強い。しかし、大学

は◎◎的（ママ）と考えている。よりよ

い大学として発展してほしいが、卒業

後は各々の過ごし方が大切だ」

1970 年

「国会議員、地方の首長、県会議員、社

長などの出身校が愛大であるのがうれ

しいし、誇れる」、「母校として、中部地

域での存在感をもっと発揮してほし

い」、「入学時は名古屋市内の私立大学

では、愛大のレベルは高かったが、昨今

は他大学とほぼ同レベルになってしま

い、残念だ」

以上、卒業生からは、ほかの学科の卒業生

も含め、真に愛大の発展を望む声が強い。そ

れはそれに対応しきれていない近年の愛大

側への配慮と応援歌のようにも読める。

（５）愛大情報の入手源

では、卒業生たちは愛大情報をどのよう

な方法で入手しているのであろうか。表 2－
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②それへの認識のキーワード

1967 年

「自分の人生観、教育観に合わないか

ら、あまり関心なし」、「賛成」、「クラス

に運動家がいたが、仲良くやっていた」、

「応援団が新聞会へなぐりこんだよう

だと」、「全く覚えていない」

1968 年

「若者の特権」、「知らない」複数

1969 年

「大学人が方向性でまとまっていなか

った。自分は自治会の自主性は大切だ

と思うが、学園破壊や閉鎖などには賛

成しない」、「過激派学生の学生運動へ

の分断行為」、「テレビや新聞報道で」、

「覚えていない」

1970 年

「テレビ、新聞で見たし、学生集会にも

参加した」、「世の流れ」複数、「参加し

なかった」

③ その影響のキーワード

1967 年

「影響はなかった」、回答者全員。

1968 年卒

「あまり感じなかったように思う」複

数

1969 年

「わたしの在学期中はまだ大きな紛争

前だったため、大きな影響はなかった」、

「個人的にはなかったが、自治会の分

裂したのが悲しかった」、「特にない」複

数

1970 年

「ノンポリ学生だったので、社会生活

への影響はなかった。」、「影響なし」、

他の回答者も同じ。

以上、学園紛争については、1970 年代に

入ってから全国の大学と同様に、動きがあ

ったが、愛大では授業料値上げ問題から火

が付いたので、この時期の在学中は嵐の前

の静けさというかほぼ平穏であったといえ

る。そのため、回答者にも戸惑いがあり、

1960 年代の安保闘争についてと思われる回

答もあった。質問者側の発問の仕方に問題

があった点お詫びしたい。ただ、1970 年代

に入ってからの大学紛争はここでの回答者

にとっては、卒業後のことだったが、それな

りに外からの眼で客観的に回答していただ

けたと感謝している。「関心がなかった」、

「影響がなかった」という回答が多いのは

そのような環境のせいだとも考えている。

（７）同窓会とのつながり

次に、卒業生を中心にした組織である同

窓会についてのアンケートの回答である。

愛知大学の同窓会は会員の多さと、その歴

史の長さと、東亜同文書院同窓会との合流

もあり、自主的でユニークな組織でもある。

各界での卒業生の活躍を擁し、その柔軟な

まとまりは東海地方ではトップクラスであ

り、今後のさらなる発展が期待されている

一方、会費納入の地域差の克服など、その

在り方の議論も活発である。

まず、同窓会への参加状況の頻度別回答

を表 2－E-7 に示した。それによると、無回

答者 1 人を除くと、時々以上は参加してい

ることがわかるが、そのうちでは「時々参

加」が 60％以上を占めている。そして「よ

く参加している」以上の回答は、30％以上を

占めていて、これらの同窓会員が会を実質

的に盛り上げ、サポートしているというこ

とであろう。

E-5 はその回答をまとめたものである。

それによると、最も多いのは「同窓会報」

である。これは卒業生にはほぼ年 1 回配布

される確実性の高い情報誌であるからであ

ろう。それゆえに情報の内容、量をめぐって

後述するように要望は強い。次いで「テレ

ビ、新聞」で、教職員経営による愛大にとっ

ては弱い部分であり、卒業生からの教職員

発信への期待感は強い。近年は高齢者の

方々も使用するようになったスマホによる

「大学のホームページ」のアクセスは多く

ない。ここは未開拓の分野であり、早急な対

応が必要であろう。また、同窓会を必ずしも

カバーしていない「愛大通信」がその次あた

りに並ぶが、「愛大通信」をスマホでも見ら

れるようにすることも可能であろう。

では、法学科の卒業生は、どんな情報を求

めているかである。それを次に示す。

1967 年

「卒業生たちの就職情報」、「後輩の活

躍情報」、「活躍している卒業生や学生

諸君のサークル」、「教員の研究や活躍

情報」、「愛知大学がなにを目指すかの

将来像」、「海外支部の活動状況」

1968 年

「愛大のレベルアップ」、「同窓生の社

会活動状況を」、「野球部などの再度の

活動を」

1969 年

「愛知大学の研究成果を社会へ発信し

てほしい」、「エクステンションの復活

を」、「学生の動向」、「就職先情報」、「今

のままでも」

1970 年

「学部学科専攻の構成などの情報」、

「大学院も」、「国会議員、首長などの紹

介」、「学部 3、4 年生の就職にも参考に

なる卒業生の活躍情報を」、「三重県に

いると愛知大学の情報は新聞上にも掲

載されない。そこで東海版などの利用

で、広い範囲への情報発信の工夫を」

以上、色々参考になる提案があるように

思われる。

（６）大学紛争について

この時期の卒業生の前には 1960 年代前

半に日米安全保障条約改定をめぐる紛争が

あり、大学だけでなく広く国民を巻き込む

紛争があった。それは次の 1970 年代に生じ

る本格的な大学紛争への序曲的なところも

あった。それについて、①その契機、②それ

への認識、③その影響への各回答である。

①その契機のキーワード

1967 年

「安保反対」、「若者の情熱」、「学費問題

と社会情勢」、「学費値上げ」、「学生自治

会」、「他の大学からの影響」、「なし」、

「知らなかった」、「わからない」複数

1968 年

「安保問題」、「一部の学生」、「平和と民

主主義の会の友人」、「東京や他の大学

との連動」、「ベトナム戦争」

1969 年

「安保」、「過激派学生の介入」、「大学の

マスプロ化、授業料値上げんなどの説

明不十分、全共闘との関連は不明」、「よ

く理解できず」複数。

1970 年

「学園内のセクト争い。他大学からの

影響」、「当時の社会、経済状況」、「無関

心」
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②それへの認識のキーワード

1967 年

「自分の人生観、教育観に合わないか

ら、あまり関心なし」、「賛成」、「クラス

に運動家がいたが、仲良くやっていた」、

「応援団が新聞会へなぐりこんだよう

だと」、「全く覚えていない」

1968 年

「若者の特権」、「知らない」複数

1969 年

「大学人が方向性でまとまっていなか

った。自分は自治会の自主性は大切だ

と思うが、学園破壊や閉鎖などには賛

成しない」、「過激派学生の学生運動へ

の分断行為」、「テレビや新聞報道で」、

「覚えていない」

1970 年

「テレビ、新聞で見たし、学生集会にも

参加した」、「世の流れ」複数、「参加し

なかった」

③ その影響のキーワード

1967 年

「影響はなかった」、回答者全員。

1968 年卒

「あまり感じなかったように思う」複

数

1969 年

「わたしの在学期中はまだ大きな紛争

前だったため、大きな影響はなかった」、

「個人的にはなかったが、自治会の分

裂したのが悲しかった」、「特にない」複

数

1970 年

「ノンポリ学生だったので、社会生活

への影響はなかった。」、「影響なし」、

他の回答者も同じ。

以上、学園紛争については、1970 年代に

入ってから全国の大学と同様に、動きがあ

ったが、愛大では授業料値上げ問題から火

が付いたので、この時期の在学中は嵐の前

の静けさというかほぼ平穏であったといえ

る。そのため、回答者にも戸惑いがあり、

1960 年代の安保闘争についてと思われる回

答もあった。質問者側の発問の仕方に問題

があった点お詫びしたい。ただ、1970 年代

に入ってからの大学紛争はここでの回答者

にとっては、卒業後のことだったが、それな

りに外からの眼で客観的に回答していただ

けたと感謝している。「関心がなかった」、

「影響がなかった」という回答が多いのは

そのような環境のせいだとも考えている。

（７）同窓会とのつながり

次に、卒業生を中心にした組織である同

窓会についてのアンケートの回答である。

愛知大学の同窓会は会員の多さと、その歴

史の長さと、東亜同文書院同窓会との合流

もあり、自主的でユニークな組織でもある。

各界での卒業生の活躍を擁し、その柔軟な

まとまりは東海地方ではトップクラスであ

り、今後のさらなる発展が期待されている

一方、会費納入の地域差の克服など、その

在り方の議論も活発である。

まず、同窓会への参加状況の頻度別回答

を表 2－E-7 に示した。それによると、無回

答者 1 人を除くと、時々以上は参加してい

ることがわかるが、そのうちでは「時々参

加」が 60％以上を占めている。そして「よ

く参加している」以上の回答は、30％以上を

占めていて、これらの同窓会員が会を実質

的に盛り上げ、サポートしているというこ

とであろう。

E-5 はその回答をまとめたものである。

それによると、最も多いのは「同窓会報」

である。これは卒業生にはほぼ年 1 回配布

される確実性の高い情報誌であるからであ

ろう。それゆえに情報の内容、量をめぐって

後述するように要望は強い。次いで「テレ

ビ、新聞」で、教職員経営による愛大にとっ

ては弱い部分であり、卒業生からの教職員

発信への期待感は強い。近年は高齢者の

方々も使用するようになったスマホによる

「大学のホームページ」のアクセスは多く

ない。ここは未開拓の分野であり、早急な対

応が必要であろう。また、同窓会を必ずしも

カバーしていない「愛大通信」がその次あた

りに並ぶが、「愛大通信」をスマホでも見ら

れるようにすることも可能であろう。

では、法学科の卒業生は、どんな情報を求

めているかである。それを次に示す。

1967 年

「卒業生たちの就職情報」、「後輩の活

躍情報」、「活躍している卒業生や学生

諸君のサークル」、「教員の研究や活躍

情報」、「愛知大学がなにを目指すかの

将来像」、「海外支部の活動状況」

1968 年

「愛大のレベルアップ」、「同窓生の社

会活動状況を」、「野球部などの再度の

活動を」

1969 年

「愛知大学の研究成果を社会へ発信し

てほしい」、「エクステンションの復活

を」、「学生の動向」、「就職先情報」、「今

のままでも」

1970 年

「学部学科専攻の構成などの情報」、

「大学院も」、「国会議員、首長などの紹

介」、「学部 3、4 年生の就職にも参考に

なる卒業生の活躍情報を」、「三重県に

いると愛知大学の情報は新聞上にも掲

載されない。そこで東海版などの利用

で、広い範囲への情報発信の工夫を」

以上、色々参考になる提案があるように

思われる。

（６）大学紛争について

この時期の卒業生の前には 1960 年代前

半に日米安全保障条約改定をめぐる紛争が

あり、大学だけでなく広く国民を巻き込む

紛争があった。それは次の 1970 年代に生じ

る本格的な大学紛争への序曲的なところも

あった。それについて、①その契機、②それ

への認識、③その影響への各回答である。

①その契機のキーワード

1967 年

「安保反対」、「若者の情熱」、「学費問題

と社会情勢」、「学費値上げ」、「学生自治

会」、「他の大学からの影響」、「なし」、

「知らなかった」、「わからない」複数

1968 年

「安保問題」、「一部の学生」、「平和と民

主主義の会の友人」、「東京や他の大学

との連動」、「ベトナム戦争」

1969 年

「安保」、「過激派学生の介入」、「大学の

マスプロ化、授業料値上げんなどの説

明不十分、全共闘との関連は不明」、「よ

く理解できず」複数。

1970 年

「学園内のセクト争い。他大学からの

影響」、「当時の社会、経済状況」、「無関

心」
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1969 年

「時代は移るので大学の評価も変わる。

本学の伝統である「中国」の研究を進め

てほしい。今や東大や慶大の方が目立

ちます」、「優秀な学生が多い」

1970 年

「愛大の存在感が感じられない。他大

学は名古屋市役所の北側やナゴヤドー

ムの北側の広い敷地に次々と新しいキ

ャンパスを築いている。X 大は文系理

系の拡充をはかっているし、Y 大は薬

学創設を図っている中で、愛大の立ち

位置はあいまいだ。入学当時は Z 大の

次あたりのレベルだったのに、今や他

大学などに追い越されそうだ。そんな

他大学とは違う都心中心に広がる地区

からの優秀な生徒をターゲットにすべ

きだ」、「名古屋駅付近のキャンパスは

立派だけれど、豊橋校舎のような哲学

の道や緑地がない」

（９）後輩の学生たちへ伝えたいこと

今回の卒業生の多くは、仕事中心の社会

生活を終え、これまでの人生を振り返るこ

との立場にある。それだけに、後輩たちへの

伝授したいことも多いと思う。ここではそ

れを開陳してもらった。

1967 年

「最終的には自己判断だ」、「自分は愛

大で学びました」と気楽に切り出せる

ようにしてほしい」、「よく勉強して誇

りを持てる人に」、「女性が社会進出す

る時代。女子学生が増えました。愛大生

のより広い分野での活躍を期待してい

ます」

「中庸のバランスを大切に進んでほし

い」

1968 年

「社会でいっぱい活躍している愛大卒

生がいます」、「努力あるのみ」、「地方

公共団体（愛知県、名古屋市など）での

愛大卒生が沢山います。誇りを持って

ください」、「人間性豊かに、変化に対

応できるように自分を磨く」

1969 年

「理論的に、事実をもとに、平和、独立

心、など」、「実力をつけること」

1970 年卒

「去年、コロナ禍に絡んで、給付金詐欺

を後輩が起こした。マスメディアはこ

ぞって、愛大生、愛大生と報道した。恥

ずかしいこと。昨今、幼稚さが蔓延、大

学は学生に良し悪しを教えるべきだ」、

「「知を愛すること」をベースに、学業

と自分を大切に」

以上。卒業生の眼は愛大を愛するがゆえ

に、厳しい目もある。そこが卒業生の良いと

ころである。

（１０）愛知大学から得たもの

最後に、愛知大学から得たものは何であ

ったかについての回答である。年次別に示

す。

1967 年

「自由」、「クラブ活動。後悔無し」、「仲

間との共同研究の必要性」「座右の銘：

根性」、「知識」、「人生塞翁が馬」、「原論

の自由」、「「愛知大学」という名称がよ

い」、「曲学阿世（真理をねじ曲げて世間

や時勢にこびへつらい、人気を得よう

とする）人にはなりたくない」、「大学教

そこで①参加理由、②同窓会の魅力アッ

プ方法、などについての回答を見てみる。

①同窓会への参加理由についての回答

1967 年

「1 学年上に同じ高校の先輩がおり、同

輩 7 人が同じクラスにいた」、「おなじ

ような職種の仲間と情報交換」、「10 年

前まで名古屋支部会長を務めた」、「全

国大会 2 回、地方大会 1 回参加したの

み。後輩とのつながりなし。ゼミの同級

生との同窓会が中心」、「参加できない

のは、転勤、魅力不足、知人がいないた

め」

1968 年

「組織の一員だから」、「職場に同窓生

が 10 人いたため」、「参加のチャンスは

なかったが、表彰はされた」

1969 年

「尾張支部ができた時のみ参加」、「ゼ

ミやサークルの仲間との付き合いが中

心」、「同級生との付き合いが中心」、「関

心がない」複数

1970 年

「最近はコロナで参加できなかったが、

開催されたら参加したい」、「関心がな

い」

②同窓会の魅力アップについての回答

1967 年

「同じゼミで研究した仲間たちとの交

流会を契機に、良さを見つけていきた

い」、「特にない」

1968 年

「社会的に運動する必要あり」、「コロ

ナ終了後、再度 PR して野球、柔道など

のベストファイブを作り強化したい」

1969 年

「社会の成功者や有名になった人ばか

りの広報、報道ではなく、地域や職場で

地道に努力している人にも光を。それ

が本学の誇りだ」、「特にない」

1970 年

「特にない」

（８）大学への要望、提案

愛知大学卒業生としては、これまでのア

ンケートでも、母校意識が強く、母校を愛す

るがゆえに、強くあるいは遠慮がちにその

熱い思いを抱いてきたように見える。今回

のこのアンケートでもその思いを伝えても

らうべく回答を期待した。以下、それを紹介

する。

1967 年

「国家試験合格者多数を出し、全国的

に名前を知らしめていると思う。また、

名古屋駅近くにキャンパスができて、

通学に至便となったため、今後学生数

が増加すると思う。」、「豊橋校舎を大切

にしてほしい。大学の雰囲気は十分あ

る」、「自分の大学時代に比べ、ややスマ

ート化した感がある」、「愛大の記事と

かフェイスブックの愛大記事が気にな

る」、「立派になったと思う」、「卒業か

ら半世紀、2 学部新設、法学部に司法と

行政コースが置かれ、女子学生も増え、

施設充実、海外に同窓会支部の発足な

どなど、建学の精神は不変だけど、時代

の流れを感じます」、「発展を遂げてい

ると思います」

1968 年

「発展していると思う。私大では一番」、

「書きづらいが、学究は伸びたが、勉学、

広い心、体、スポーツなど翼が欲しい」
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1969 年

「時代は移るので大学の評価も変わる。

本学の伝統である「中国」の研究を進め

てほしい。今や東大や慶大の方が目立

ちます」、「優秀な学生が多い」

1970 年

「愛大の存在感が感じられない。他大

学は名古屋市役所の北側やナゴヤドー

ムの北側の広い敷地に次々と新しいキ

ャンパスを築いている。X 大は文系理

系の拡充をはかっているし、Y 大は薬

学創設を図っている中で、愛大の立ち

位置はあいまいだ。入学当時は Z 大の

次あたりのレベルだったのに、今や他

大学などに追い越されそうだ。そんな

他大学とは違う都心中心に広がる地区

からの優秀な生徒をターゲットにすべ

きだ」、「名古屋駅付近のキャンパスは

立派だけれど、豊橋校舎のような哲学

の道や緑地がない」

（９）後輩の学生たちへ伝えたいこと

今回の卒業生の多くは、仕事中心の社会

生活を終え、これまでの人生を振り返るこ

との立場にある。それだけに、後輩たちへの

伝授したいことも多いと思う。ここではそ

れを開陳してもらった。

1967 年

「最終的には自己判断だ」、「自分は愛

大で学びました」と気楽に切り出せる

ようにしてほしい」、「よく勉強して誇

りを持てる人に」、「女性が社会進出す

る時代。女子学生が増えました。愛大生

のより広い分野での活躍を期待してい

ます」

「中庸のバランスを大切に進んでほし

い」

1968 年

「社会でいっぱい活躍している愛大卒

生がいます」、「努力あるのみ」、「地方

公共団体（愛知県、名古屋市など）での

愛大卒生が沢山います。誇りを持って

ください」、「人間性豊かに、変化に対

応できるように自分を磨く」

1969 年

「理論的に、事実をもとに、平和、独立

心、など」、「実力をつけること」

1970 年卒

「去年、コロナ禍に絡んで、給付金詐欺

を後輩が起こした。マスメディアはこ

ぞって、愛大生、愛大生と報道した。恥

ずかしいこと。昨今、幼稚さが蔓延、大

学は学生に良し悪しを教えるべきだ」、

「「知を愛すること」をベースに、学業

と自分を大切に」

以上。卒業生の眼は愛大を愛するがゆえ

に、厳しい目もある。そこが卒業生の良いと

ころである。

（１０）愛知大学から得たもの

最後に、愛知大学から得たものは何であ

ったかについての回答である。年次別に示

す。

1967 年

「自由」、「クラブ活動。後悔無し」、「仲

間との共同研究の必要性」「座右の銘：

根性」、「知識」、「人生塞翁が馬」、「原論

の自由」、「「愛知大学」という名称がよ

い」、「曲学阿世（真理をねじ曲げて世間

や時勢にこびへつらい、人気を得よう

とする）人にはなりたくない」、「大学教

そこで①参加理由、②同窓会の魅力アッ

プ方法、などについての回答を見てみる。

①同窓会への参加理由についての回答

1967 年

「1 学年上に同じ高校の先輩がおり、同

輩 7 人が同じクラスにいた」、「おなじ

ような職種の仲間と情報交換」、「10 年

前まで名古屋支部会長を務めた」、「全

国大会 2 回、地方大会 1 回参加したの

み。後輩とのつながりなし。ゼミの同級

生との同窓会が中心」、「参加できない

のは、転勤、魅力不足、知人がいないた

め」

1968 年

「組織の一員だから」、「職場に同窓生

が 10 人いたため」、「参加のチャンスは

なかったが、表彰はされた」

1969 年

「尾張支部ができた時のみ参加」、「ゼ

ミやサークルの仲間との付き合いが中

心」、「同級生との付き合いが中心」、「関

心がない」複数

1970 年

「最近はコロナで参加できなかったが、

開催されたら参加したい」、「関心がな

い」

②同窓会の魅力アップについての回答

1967 年

「同じゼミで研究した仲間たちとの交

流会を契機に、良さを見つけていきた

い」、「特にない」

1968 年

「社会的に運動する必要あり」、「コロ

ナ終了後、再度 PR して野球、柔道など

のベストファイブを作り強化したい」

1969 年

「社会の成功者や有名になった人ばか

りの広報、報道ではなく、地域や職場で

地道に努力している人にも光を。それ

が本学の誇りだ」、「特にない」

1970 年

「特にない」

（８）大学への要望、提案

愛知大学卒業生としては、これまでのア

ンケートでも、母校意識が強く、母校を愛す

るがゆえに、強くあるいは遠慮がちにその

熱い思いを抱いてきたように見える。今回

のこのアンケートでもその思いを伝えても

らうべく回答を期待した。以下、それを紹介

する。

1967 年

「国家試験合格者多数を出し、全国的

に名前を知らしめていると思う。また、

名古屋駅近くにキャンパスができて、

通学に至便となったため、今後学生数

が増加すると思う。」、「豊橋校舎を大切

にしてほしい。大学の雰囲気は十分あ

る」、「自分の大学時代に比べ、ややスマ

ート化した感がある」、「愛大の記事と

かフェイスブックの愛大記事が気にな

る」、「立派になったと思う」、「卒業か

ら半世紀、2 学部新設、法学部に司法と

行政コースが置かれ、女子学生も増え、

施設充実、海外に同窓会支部の発足な

どなど、建学の精神は不変だけど、時代

の流れを感じます」、「発展を遂げてい

ると思います」

1968 年

「発展していると思う。私大では一番」、

「書きづらいが、学究は伸びたが、勉学、

広い心、体、スポーツなど翼が欲しい」
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育を通して社会や世界の事柄に目を向

けてもらったと思っています。座右の

銘は「有言実行」」

1968 年

「努力は天才に勝つ」、「多くの大先生、

大先輩との出会い」「物事の見方、考え

かた」

1969 年

「幅広い視野から地道に努めること」、

「団結、団結とは相手をおもいやるこ

とが原点」、「真の法知を愛する」、「法

律的なものの考えかた」

1970 年

「今でも飲み会で集まれる仲間が 10

人近くいること」、「自由」、「不良債権

の回収」については企業内で講師をと

めたが、これも愛大で法学を学んだこ

とでかなえられた」

（１１）刊行物など

1967 年

榊原剛『マイヒストリー わが人生の

「クォーター』（B5 版、251 ペー

ジ、自費出版）

1968 年

仙石明『NPO 法人にて、愛知万博協賛

（モリゾーキッコロの名刺）。大

会事務局長全国入選者』刊行発

刊。

1969 年

加藤憲『僕の青春生協運動』

（１２）人生の満足度と愛大卒業との関係

今回のアンケートの最後は、人生の満足

度と、愛大卒業生との関係を問うたもので

ある。これについては、卒業生のあくまで

個々の主観であり、そのまま客観化できる

ものではないが、その自己判断をしていた

だいた。

まず表 2－E-14 は、「人生を振り返って」

として、大雑把に 5 段階に分けた。回答者

全員が回答してくれた。それによると「まず

まず満足以上」が全体の 80％を占めており、

回答者のほとんどがほぼ 70 年の人生に満

足感を得たといえる。70 年間には様々なこ

とが有ったに違いないが、それらの経験や

体験を吸収し、それらを乗り越えての達成

感がにじみ出ていると受け取りたい。「少し

不満」の方もおられるが、まだやり残したこ

とがあるということであろう。まだ人生が

終わったわけではありません。

次いで表 2－E-15 は、それらの達成感と

愛大卒業生としての関係についての回答で

ある。それも 5 段階に分けた。それによる

と、「多少関係がある」以上とする関係が全

体のほぼ 50％である。「普通」とする段階が

最も多く 30％台をしめ、大卒の資格取得を

目指したということであろう。全体として

はまずまずであろうが、一方、関係性がない

という回答は「あまり関係がない」というレ

ベルの 2 名の回答にとどまった。それがな

ぜであるかは不明であるが、愛大が今後大

学の在り方を検討する際には、少し考慮す

る点でもあろう。

（１３）愛大時代の思い出

（次ページ参照）
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〈思ぃ出〉

1967 1968 
' 

豊橋の学食は50円均
‘ーでカレ ーライスと

門竺］
他大学の同級生(4

弁論活動（サ ー クル ハヤシライスと定食
人）と旅行したり、

活動） （アジフライかちく
ボーリング、 パ チン

クラブ活動につきま わの揚げ物）でし
コ、 映画等して楽し

す。 （二番目はゼミ た。 豊橋駅前にマル が少人数で教授と かった。

合宿） プツ百貨店があっ
ふれあいの深かった

た。 名鉄のパノラマ こと。 今もゼミ生の
中学校、 高校、 愛大

カ ー で通学した記憶
つきあいがある。

と同級生であった友
がなつ かしいです。

グランドもない校舎

人と普通列車で日本 （豊橋校舎と異な

列島を一周したこと 友人が良い関係を り）で過ごしたが、

が思い出に残ってい 作ってくれた。 ゼミでは大いに学習

る。 彼は裁判所退職 愛大（名）生協の設 し、 討議する技術を

後大学で教鞭をと 立運動 学んだ。 一方、 社交

り、 公立小中学校勤 ダンスクラプでは、

務後大学で教鞭を マネジャ ー的立湯か

I とった。 機会があれ せんえつですが、 愛
ら、 マネジメントを

ば互いを語り合いた 知同窓会犬山市部創
身につけた。

いと思うが、 馬齢を
設の発起人。 一部二

重ね、 身体の自由も 部合わせても卒業生 . 4年生の時に卒業論
きかなくなった今日 300 名余、 愛知県の 文を集中的に取り組
では難しくなりまし

テッペンの犬山支部 み、 論文のまとめ
た。

が出来た。 今になっ 方、 書き方が社会人

て困難にぶつかって あまりに遠い昔にな になってからの投稿

00感心していま り、 ほとんど思い出 論文に役立ちまし
やくし岳そうなん。

す。 せない。 スミマセン た。 ・ドイツ語は1年
小学校6年のときの同 間楽しく学びました
級生が亡くなったこ カぐ、 ドイツに行きド
と。 イツ語だけで市庁舎
特になし（但し、 最 76オになると漢字が

も 残念なことのひと 書けない！
で会話しました。 英

つは、 校歌を歌う機
語と共に得意とする

会もなく、 結局は覚
外国語を学生時代に

えることもなく卒業 1970 学んでおくぺきだと

してしまった。 故に
思います。

なつかしさ全くな 友達と海へ行った

しヽ。 ） 
り、 スキ ーに行った

り、 我が市のスケー

トリンクで滑った

り、 放課後に（授業

車道の教室に通った4
中にも）頻繁に麻雀

をやったりしたこと
年間の全てが私の大 が楽しい思い出とし
切な思い出です。 建 て残っている。 （勉
て替え前の…。 強を懸命に行った記

憶はなし） 〔座右の

銘：天網恢恢疎にし

て漏らさず〕

名古屋校舎「法経学部　法学科」（13）思い出
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表 2系 

 
  

A-1

A-5

A-7

A-9・10

昭和15年
昭和16年
昭和17年
昭和18年
昭和19年
昭和20年
昭和21年
昭和22年
昭和23年
昭和24年
昭和25年
未回答

計

法経学部法学科　名古屋校舎（昭和42～45年卒）

出生
卒業年

授業料 生活費
1. 親から
2. 親戚・縁者から
3. 奨学金から
4. アルバイトから
5. 給料から
5. ほか

合計

授業料・生活費の工面　※回答者のみ集計、複数回答あり

人数 内訳
大学案内、進学資料 パンフ、学校案内
先輩 高校の先輩（愛大OB）
兄 兄が卒業した大学
中学・高校教員 先生の推薦、すすめ
高校 高校の資料、高校からの案内、進路指導部の冊子
地元 以前から知っていた。自宅より近い大学を探していた時に知った。
各種情報 自分で

本学を知った理由　　 ※回答者のみ集計、複数回答あり

人数 内訳
自宅通学が可能、通学に便利 家庭事情で下宿ダメ、地元
他私大より学費が安い
大学受験の失敗、学力不足 スベリ止め、国公立学力不足、数学苦手
地元ではレベルが高い 南山の次
自由な校風
文系だから
法律を学びたい
法学部の名門 法学の有名な先生が多い
東亜同文書院がルーツ
伝統がある
中国語を学ぶ
教育内容の広さ
合格したから
特になし

入学理由　　 ※回答者のみ集計、複数回答あり

表 2系 

  
A-3A-2

三河 刈谷
三好町

尾張 名古屋
一宮
小牧
大口町
旭町

知多 武豊町

岐阜 岐阜
瑞浪

三重 鈴鹿
四日市
川越町
楠木町

その他 滋賀県

合計

出身地
三河 愛知県立刈谷

愛知県立豊田西

名古屋 愛知県立熱田
愛知県立中村
愛知県立明和
愛知
名古屋工業
名古屋第一工業
名古屋女子大学付属

尾張 愛知県立一宮商業
愛知県立木曽川
愛知県立小牧
愛知県立尾西
愛知県立瀬戸

知多 愛知県立半田

岐阜県 岐阜県立瑞浪
岐東

三重県 三重県立神戸
三重県立桑名
三重県立津
海星

その他 滋賀県立虎姫

未回答

合計

出身高校

名古屋校舎（車道） 
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表 2系 

  
A-3A-2

三河 刈谷
三好町

尾張 名古屋
一宮
小牧
大口町
旭町

知多 武豊町

岐阜 岐阜
瑞浪

三重 鈴鹿
四日市
川越町
楠木町

その他 滋賀県

合計

出身地
三河 愛知県立刈谷

愛知県立豊田西

名古屋 愛知県立熱田
愛知県立中村
愛知県立明和
愛知
名古屋工業
名古屋第一工業
名古屋女子大学付属

尾張 愛知県立一宮商業
愛知県立木曽川
愛知県立小牧
愛知県立尾西
愛知県立瀬戸

知多 愛知県立半田

岐阜県 岐阜県立瑞浪
岐東

三重県 三重県立神戸
三重県立桑名
三重県立津
海星

その他 滋賀県立虎姫

未回答

合計

出身高校

名古屋校舎（車道） 
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表 2系 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

B-1

B-2

B-8 B-9

B-3

B-4

人数
学業が主
どちらかといえば学業
学業はまずまず
学業は従

学業の位置

人数
大いに満足
まずまず満足
まあまあ
あまり満足していない

在学中の満足度
人数

大いに影響
まずまず
まあまあ
あまり

学業の成果が人生に与えた影響

人数
ゼミ（黒木）

民法
憲法
政治学
国際法
行政法
日本政治史
日本政治思想史
国文学（久曽神）
世界史（池上）
日本史

中国語
語学

体育

商業六法から興味がわいた
世界の動き

興味　　　　　　　　　　※複数回答

人数
黒木三郎（民法、家族法）
山中（民法）
鈴木正四
浜田（濱田）稔（民法）
柳沢（国際政治）
酒井（憲法）
夏目
勝部元
小幡
藤城
宮崎鎮雄
かげ山
債権法の先生
英語の先生
特になし

印象に残った先生　　　　※複数回答

人数
黒木三郎（民法、家族法）
夏目（刑法）
山中（民法、債権）
宮崎（労働法）
鈴木正四（日本史）
柳沢
大林（行政法）
川崎（国際法）
酒井
神谷（国際法）
濱田（民法）
憲法

ゼミ

表 2系 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

C-1

C-2

C-4

人数
ダンス部
社交ダンスクラブ
剣道部
バトミントン部
ワンダーフォーゲル部
馬術部
卓球部

新聞会
ギター
ブルースターズ
美術部
雄弁会

法学研究会

参加していたクラブ・サークル名　※複数回答あり

人数
よく参加した
まずまず
あまり参加しなかった
無回答

クラブ・サークル活動の参加

人数
大いにあった
まずまず
まあまあ
あまりなかった
無回答

クラブ・サークル活動の影響
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表 2系 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

B-1

B-2

B-8 B-9

B-3

B-4

人数
学業が主
どちらかといえば学業
学業はまずまず
学業は従

学業の位置

人数
大いに満足
まずまず満足
まあまあ
あまり満足していない

在学中の満足度
人数

大いに影響
まずまず
まあまあ
あまり

学業の成果が人生に与えた影響

人数
ゼミ（黒木）

民法
憲法
政治学
国際法
行政法
日本政治史
日本政治思想史
国文学（久曽神）
世界史（池上）
日本史

中国語
語学

体育

商業六法から興味がわいた
世界の動き

興味　　　　　　　　　　※複数回答

人数
黒木三郎（民法、家族法）
山中（民法）
鈴木正四
浜田（濱田）稔（民法）
柳沢（国際政治）
酒井（憲法）
夏目
勝部元
小幡
藤城
宮崎鎮雄
かげ山
債権法の先生
英語の先生
特になし

印象に残った先生　　　　※複数回答

人数
黒木三郎（民法、家族法）
夏目（刑法）
山中（民法、債権）
宮崎（労働法）
鈴木正四（日本史）
柳沢
大林（行政法）
川崎（国際法）
酒井
神谷（国際法）
濱田（民法）
憲法

ゼミ

表 2系 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

C-1

C-2

C-4

人数
ダンス部
社交ダンスクラブ
剣道部
バトミントン部
ワンダーフォーゲル部
馬術部
卓球部

新聞会
ギター
ブルースターズ
美術部
雄弁会

法学研究会

参加していたクラブ・サークル名　※複数回答あり

人数
よく参加した
まずまず
あまり参加しなかった
無回答

クラブ・サークル活動の参加

人数
大いにあった
まずまず
まあまあ
あまりなかった
無回答

クラブ・サークル活動の影響
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表 2系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

D-4

D-2

D-1

D-6

D-7

D-5 ①

人数
かなり積極的
やや積極的
普通に
あまりしない
全くしない
無回答

卒業時の就職活動

人数
かなり厳しい
やや厳しい
普通
あまり厳しくない
全く厳しくない
無回答

卒業時の就職環境

人数
はい
なんとか
意識せず
意に反して
無回答

希望した分野への就職

人数
大学就職課
愛大卒業生
知人、友人
自力
就職先（地元の人が在職）
ほか（高校恩師、親など）
無回答

就職でお世話になった人　※複数回答あり

人数
はい
少し
特になし
無回答

愛大卒業生の経歴を意識

名称 所在地 （人）
名古屋相互銀行 名古屋市
三幸（サンコウ）株式会社 東京都中央区
岐阜プラスチック工業（株） 岐阜県各務原市
重機商工（株） 名古屋市千種区
三菱自販（株） 名古屋市中村区
伊藤忠 東京
ブリジストンタイヤ名古屋支店 名古屋
愛知タイヤ 名古屋市
永島観光開発（株） 三重県長島町
濃飛西濃運輸 岐阜県関市

就職先

名称 所在地 （人）
三重県庁 三重県津市
名古屋市役所 名古屋市
刈谷市役所 刈谷市
小牧市役所 小牧市
武豊町役場 武豊町
愛知県小中学校教員 愛知県尾張旭市
日本福祉大学 美浜町
愛大（名）生協 名古屋市
文化施設「聖アンデレセンター」 三重県四日市市

就職先
D-5 ②

表 2系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

D-8

D-9

名称 業種 所在地
大徳工業（株） 総務 豊田市
四日市市役所 専門官（青少年育成） 四日市市
朋和技研工業（株） 建設（設備）業 名古屋市
東海建設（株） 総務事務 名古屋市
真柄建設（株） 建設 名古屋市
ユニー 食品部 西尾市
三重県 事務吏員 津市
東海労働金庫 金融業 名古屋市
三和シャッター工業（株） シャッター・ドア製造販売 名古屋市
松井工業（株） 建設（設備）業 岐阜県大垣市
太平産業（株） 土木建設 名古屋市
コープあいち 食品販売 長久手市
特別養護老人ホーム 介護福祉施設 三重県

転職　　（各1）

名称 業種 所在地

私立・公立大学（常勤講師他）

岐阜県トラック協会濃飛支部 関市
加藤茂税理士事務所 会計事務 豊田市
四日市市文化振興財団 企画アドバイザー 四日市市
松井工業（株）にて定年延長 建設（設備）業 岐阜県大垣市

測量会社 名古屋市
加納病院 医療 名古屋市
ワーカーズコープあいち 事務局長 長久手市
セコムジャスティック 警備業 名古屋市
苅谷商工会議所 管理職 刈谷市
名古屋市消防局西消防署 消防行政 名古屋市
大口町シルバー人材センター 雑役 大口町
成田病院 医療 名古屋市中区

再就職　　（各1）

私立幼稚園（園長）、
私立・公立大学（常勤講師他）
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表 2系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

D-8

D-9

名称 業種 所在地
大徳工業（株） 総務 豊田市
四日市市役所 専門官（青少年育成） 四日市市
朋和技研工業（株） 建設（設備）業 名古屋市
東海建設（株） 総務事務 名古屋市
真柄建設（株） 建設 名古屋市
ユニー 食品部 西尾市
三重県 事務吏員 津市
東海労働金庫 金融業 名古屋市
三和シャッター工業（株） シャッター・ドア製造販売 名古屋市
松井工業（株） 建設（設備）業 岐阜県大垣市
太平産業（株） 土木建設 名古屋市
コープあいち 食品販売 長久手市
特別養護老人ホーム 介護福祉施設 三重県

転職　　（各1）

名称 業種 所在地

私立・公立大学（常勤講師他）

岐阜県トラック協会濃飛支部 関市
加藤茂税理士事務所 会計事務 豊田市
四日市市文化振興財団 企画アドバイザー 四日市市
松井工業（株）にて定年延長 建設（設備）業 岐阜県大垣市

測量会社 名古屋市
加納病院 医療 名古屋市
ワーカーズコープあいち 事務局長 長久手市
セコムジャスティック 警備業 名古屋市
苅谷商工会議所 管理職 刈谷市
名古屋市消防局西消防署 消防行政 名古屋市
大口町シルバー人材センター 雑役 大口町
成田病院 医療 名古屋市中区

再就職　　（各1）

私立幼稚園（園長）、
私立・公立大学（常勤講師他）

125

同文書院記念報　Vol. 32（2024.03.31）



表 2系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

E-2

E-3

E-4

E-5

E-10

E-14

E-15

人数
大いに満足
まずまず満足
普通
少し不満
大変不満足
無回答

人生をふりかえって

人数
1. テレビ、新聞
2. 大学のホームページ
3. 「愛大通信」
4. さまざまな会合
5. 受験雑誌
6. 同窓生
7. 同窓会報
8. 愛大新聞（名・豊）
ほか

無回答

愛知大学の情報　　　　　※複数回答あり

人数
はい
よく
時々
いいえ
無回答

同窓会に参加しているか

人数
大変関心
多少関心
普通
あまり関心ない
無回答

母校・愛知大学への関心

人数
よく知っている
少し知っている
知らない
無回答

愛大事件

人数
よく知っている
少し知っている
知らない
無回答

東亜同文書院

人数
大いに関係
多少関係
普通
あまり関係ない
全くない
無回答

満足度と愛大卒業生との関係
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第 章 豊橋校舎「法経学部 経済学科」卒業生の場合

本章は、豊橋校舎における法経学部経済

学科の 1967 年から 1970 年までの卒業生た

ちの回答である。豊橋校舎の経済学科は、開

学時の旧制愛知大学、そしてのちの新生愛

知大学の研究や学生の勉学およびクラブ活

動の中心核となった学科であり、最も多く

の入学生を迎え、最も多くの卒業生を社会

へ送り出した。名古屋校舎側の経済学科の

受け入れはこの時期の前までは教養課程を

主とした 1、2 年生のみが主で、専門課程は

法学科も含め、豊橋校舎で行われた。そのあ

と名古屋校舎にも専門課程が置かれるが、

すでに豊橋校舎で学んでいた学生たちは豊

橋校舎で引き続き勉学を続けるケースが多

かった。

今回のアンケートでも回答数は、この豊

橋校舎の経済学科が最多であった。しかし、

卒業生の高齢化は進み、70 歳代の後半とな

り、亡くなる卒業生も多く、また病気など健

康を害していた卒業生も多く、さらに卒業

後の高度経済成長期に転勤や移住で卒業生

名簿に多くの不備が増え、回収率は多くな

かった。それでも今回のアンケートの回答

には学科としては最多の 90 名の回答を得

た。回答は、きちんと丁寧にご記入いただい

ており、ご協力に深く感謝を申し上げたい。

．生年、卒業年、出身校など

（１）生年、卒業年、出身校

表 3－A-1 は、今回のアンケートの回答者

たちの生年と卒業年を示した。生年は 1941

年（昭和 16 年）の 83 歳を最高齢とし、最

も若い 1948 年（昭和 23 年の 76 歳まで幅が

ある。卒業年は 1967 年（昭和 42 年）以降

毎年 20 人余りが回答してくれた。珍しく偏

りはほとんどない。

回答者の入学生の出身地を見ると、表 3－

A-2 のようになる。地元東三河、西三河、名

古屋、尾張を主とし、静岡、岐阜、三重の東

海地方が多いが、同時に、北陸、近畿、山陽、

九州など西日本各地から、また一部東北か

らの入学生も多い。上海の東亜同文書院大

学の引揚げ校、旧制大学としての設立、寮の

存在など、愛知大学誕生の歴史が注目され

たものと思われる。

表 3－A-3 は、入学生の具体的な出身校の

一覧である。のちに進学校となる高校のほ

か幅は広い。特に各地の商業高校からの入

学も目立ち、経済学部の受け皿にもなって

いる。戦前、東亜同文書院は入学が府県費生

募集であったため入試は激戦であったが、

各地の旧制中学以外に商業学校がかなり健

闘しており、商業や起業を目指す優れた入

学生も集めていた。その伝統を引き継いだ

愛知大学に商業高校からの志願者があった

ということのように思われる。実際、実現し

なかったが、戦後、愛知大学の法経学部の誕

生直後、本間学長は文科省にさらに「商学

部」を申請している。東亜同文書院の商務科

や東亜同文書院大学の商学部との継承を図

ろうとしたからである。しかし、空襲で焼け

跡の施設は不十分で却下された。

表 3－A-5 は、愛知大学を知った理由の回

答である。最も多いのは、地元の、またこの

地域の大学としてすでに知っていたことで

当然と思われるが、それに並び、出身高校か

らの情報が多い。あとは親戚、友人などの本

人以外の関係者、雑誌などの広報誌、歴史や
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ところで、若干の編入生も入学している

が、その理由についてみると、「東京には住

みたくなかった」、「下宿先は経済学科生ば

かりで気に入った」、「就職したが気に入ら

なくて編入」、「下宿で落ち着いて勉強した

かった」、「下宿先が気に入らなくて、他大学

から」、「教員免許取得のため」、「専門課程

に入る前に豊橋校舎へ編入して落ち着いて

勉強した 58％を占めた」、「大学らしい雰囲

気を求めて車道から豊橋校舎へ編入」とあ

り、他大学から、あるいは学内移動での編入

であった。

．学生生活と満足度

（１）学業のウェイト

表 3－B-1 は、そのウェイトへの回答。そ

れによれば、「①学業が主」、「②どちらかと

言えば学業」の両者で約 60％を占め、うち

①だけで 43％を占めている、またさらに「ま

ずまず派」も含むと 70％に達するから、総

じていえば、多くの回答者は学業に前向き

であったといえる。そこでその理由を①と

②について年次別にその興味分野とともに

みてみる。

1967 年

①「学業が主」

「無理を言って大学へ行かせてもらっ

たから」（計量経済学、以下近経）、

「4 年で必ず卒業する」（近代経済学、

日本経済）、「教職に就くためテスト勉

強に集中」（近経）、「写真研以外は勉強」

（高桑先生の哲学）、「大学生であるか

ら」（英語、仏語）、「会社勤務の後入学、

エネルギー転換期、不況下故勉学」（マ

ルクス経済学、近経社会の現状分析）

②「どちらかと言えば学業」

「故郷を離れ、貧乏学生としては勉学

中心。高校よりも勉学（マル経、経済原

論、経済学史）、「3 年間で単位取得、4

年はゼミと証券会社でバイト」（中国語、

ドラッガーの経営論）、「昼は学校中心。

夜は家庭教師」

1968 年

①「学業が主」

「学生本来の在り方として」（近経、ド

イツ語）、「大学で実力をつけるため」

（大石教授の経営学総論、面白かった）、

「大石ゼミで学業に励み、研究会にも

入った」（経営学分野）、「教員になるた

め。司書などの資格も取得。剣道も」（部

活と授業中心。教員免許も）、「豊橋は物

価も下宿代も安く、時間を勉学に充て

た」（玉木一教授の経済史とゼミ）、「親

から授業料、生活費を贈られ、勉学中心

に」（財政学、近経）

②「どちらかと言えば学業」

「クラブ活動に力入れた」（安藤ゼミ）、

（無記あり）複数

1969 年

①「学業が主」

「専攻科目の先生にひかれた」（中国語、

内モンゴルの砂漠緑化ボランティア）、

「最高学府で真の学問を学び、資質を

高めたい」（貨幣論）、「入学時 2 歳年上

なので頑張った」

②「どちらかと言えば学業」

「生活費のためアルバイトもやったか

ら」（経営・会計関係）、（空白複数）

1970 年

①「学業が主」

「中国語の習得を目指した」（国語、中

国語関係）、「親からの仕送りがあり、ギ
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授業料などの大学の特性情報などが並ぶ。

そのうえで、入学した理由の回答は、大筋

は前表と同じだが、さらに詳細に大学情報

を検討していることがわかる。うち、のちに

文部大臣になった永井道夫が来訪し、取材

した「大学の庭」というアサヒジャーナルに

掲載された愛大記事に触発された回答が見

られるが、他の回答にも散見され、しかも全

国からの入学生にみられ、影響は大きかっ

たと思われる。

表 3－A-9・10 は、こうして入学した愛大

への授業料と生活費の工面である。まず、授

業料であるが、多くは親の支援である一方、

アルバイトや奨学金にも頼っており、当時

の愛大の授業料は、戦時、戦後の家庭環境

下、勤労学生への配慮もあって全国的にも

かなり安い方であったが、それでも自力で

頑張った回答者も多い。また、生活費につい

てもほぼ同様で、自力で工面した回答者も

多かった。日本経済は成長期に入ったとは

いえ、それは就職時には恩恵を受けること

になるが、在学中の学費、生活費問題は学生

たちにとって基本的問題であったように思

われる。なお、入学後の住まいについて見る

と、「自宅」が 61 名と 60％以上を占め、自

宅通学生が多い。次いで「下宿」生が 12 名、

「アパート」が 3 名を数えるが、豊橋は戦

時中、市街地の 8 割以上が空襲で消失した

ため、この回答者では 7 名が入居できてい

る。下宿やアパートの物件を手に入れるの

はまだ大変だったと思われる。中には飯田

線沿いの町や村に下宿したという例も見ら

れた。一方、キャンパス内の旧兵舎後の「寮」

については、寮費も安く、食堂も安価な食事

を提供し、収用人数は多かったが、希望者も

多く、希望通りというわけにはいかなかっ

た。

なお、「寮」については、寮祭も行われ、

全国各地から入学した愛大生による寮文化

の華が咲き、1968 年（昭和 43 年）に公開さ

れた石原裕次郎、三船敏郎主演の映画「黒部

の太陽」では、旧豊川海軍工廠跡に進出した

熊谷組の敷地にダムトンネルが作られ、工

事作業員として寮の 1、2 年生の多くが動員

出演し、クライマックスのトンネル工事現

場の大出水のシーンでは臨場感あふれる熱

演を見せた。

映画「黒部の太陽」ロケ：石原裕次郎、三船敏郎らと翠嵐寮生（当時の愛大の寮） 



ところで、若干の編入生も入学している

が、その理由についてみると、「東京には住

みたくなかった」、「下宿先は経済学科生ば

かりで気に入った」、「就職したが気に入ら

なくて編入」、「下宿で落ち着いて勉強した

かった」、「下宿先が気に入らなくて、他大学

から」、「教員免許取得のため」、「専門課程

に入る前に豊橋校舎へ編入して落ち着いて

勉強した 58％を占めた」、「大学らしい雰囲

気を求めて車道から豊橋校舎へ編入」とあ

り、他大学から、あるいは学内移動での編入

であった。

．学生生活と満足度

（１）学業のウェイト

表 3－B-1 は、そのウェイトへの回答。そ

れによれば、「①学業が主」、「②どちらかと

言えば学業」の両者で約 60％を占め、うち

①だけで 43％を占めている、またさらに「ま

ずまず派」も含むと 70％に達するから、総

じていえば、多くの回答者は学業に前向き

であったといえる。そこでその理由を①と

②について年次別にその興味分野とともに

みてみる。

1967 年

①「学業が主」

「無理を言って大学へ行かせてもらっ

たから」（計量経済学、以下近経）、

「4 年で必ず卒業する」（近代経済学、

日本経済）、「教職に就くためテスト勉

強に集中」（近経）、「写真研以外は勉強」

（高桑先生の哲学）、「大学生であるか

ら」（英語、仏語）、「会社勤務の後入学、

エネルギー転換期、不況下故勉学」（マ

ルクス経済学、近経社会の現状分析）

②「どちらかと言えば学業」

「故郷を離れ、貧乏学生としては勉学

中心。高校よりも勉学（マル経、経済原

論、経済学史）、「3 年間で単位取得、4

年はゼミと証券会社でバイト」（中国語、

ドラッガーの経営論）、「昼は学校中心。

夜は家庭教師」

1968 年

①「学業が主」

「学生本来の在り方として」（近経、ド

イツ語）、「大学で実力をつけるため」

（大石教授の経営学総論、面白かった）、

「大石ゼミで学業に励み、研究会にも

入った」（経営学分野）、「教員になるた

め。司書などの資格も取得。剣道も」（部

活と授業中心。教員免許も）、「豊橋は物

価も下宿代も安く、時間を勉学に充て

た」（玉木一教授の経済史とゼミ）、「親

から授業料、生活費を贈られ、勉学中心

に」（財政学、近経）

②「どちらかと言えば学業」

「クラブ活動に力入れた」（安藤ゼミ）、

（無記あり）複数

1969 年

①「学業が主」

「専攻科目の先生にひかれた」（中国語、

内モンゴルの砂漠緑化ボランティア）、

「最高学府で真の学問を学び、資質を

高めたい」（貨幣論）、「入学時 2 歳年上

なので頑張った」

②「どちらかと言えば学業」

「生活費のためアルバイトもやったか

ら」（経営・会計関係）、（空白複数）

1970 年

①「学業が主」

「中国語の習得を目指した」（国語、中

国語関係）、「親からの仕送りがあり、ギ
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授業料などの大学の特性情報などが並ぶ。

そのうえで、入学した理由の回答は、大筋

は前表と同じだが、さらに詳細に大学情報

を検討していることがわかる。うち、のちに

文部大臣になった永井道夫が来訪し、取材

した「大学の庭」というアサヒジャーナルに

掲載された愛大記事に触発された回答が見

られるが、他の回答にも散見され、しかも全

国からの入学生にみられ、影響は大きかっ

たと思われる。

表 3－A-9・10 は、こうして入学した愛大

への授業料と生活費の工面である。まず、授

業料であるが、多くは親の支援である一方、

アルバイトや奨学金にも頼っており、当時

の愛大の授業料は、戦時、戦後の家庭環境

下、勤労学生への配慮もあって全国的にも

かなり安い方であったが、それでも自力で

頑張った回答者も多い。また、生活費につい

てもほぼ同様で、自力で工面した回答者も

多かった。日本経済は成長期に入ったとは

いえ、それは就職時には恩恵を受けること

になるが、在学中の学費、生活費問題は学生

たちにとって基本的問題であったように思

われる。なお、入学後の住まいについて見る

と、「自宅」が 61 名と 60％以上を占め、自

宅通学生が多い。次いで「下宿」生が 12 名、

「アパート」が 3 名を数えるが、豊橋は戦

時中、市街地の 8 割以上が空襲で消失した

ため、この回答者では 7 名が入居できてい

る。下宿やアパートの物件を手に入れるの

はまだ大変だったと思われる。中には飯田

線沿いの町や村に下宿したという例も見ら

れた。一方、キャンパス内の旧兵舎後の「寮」

については、寮費も安く、食堂も安価な食事

を提供し、収用人数は多かったが、希望者も

多く、希望通りというわけにはいかなかっ

た。

なお、「寮」については、寮祭も行われ、

全国各地から入学した愛大生による寮文化

の華が咲き、1968 年（昭和 43 年）に公開さ

れた石原裕次郎、三船敏郎主演の映画「黒部

の太陽」では、旧豊川海軍工廠跡に進出した

熊谷組の敷地にダムトンネルが作られ、工

事作業員として寮の 1、2 年生の多くが動員

出演し、クライマックスのトンネル工事現

場の大出水のシーンでは臨場感あふれる熱

演を見せた。

映画「黒部の太陽」ロケ：石原裕次郎、三船敏郎らと翠嵐寮生（当時の愛大の寮） 



間信用について」（日本経済の将来につ

いて大いに関心があったため）、「（マル

クス関係）」、「（市場調査に関するテー

マ）」、「人間関係論」

1968 年

「常滑の産業革命」（近代日本の地場産

業の実態）、「（テーマを忘れた）」、「フラ

ンス計画経済」（計画経済がフランスで

も成功していたから）、「価値分析」（大

石ゼミ）、「（社会学的内容）」、「問屋製家

内工業発達史」、「統計による日本経済

発達史」、「日本金融の 2 重構造」、「計

画経済」、「当期業績主義と包括主義」

「（会計学ゼミ）」、「（忘れた）」、「（福祉

関係）」

1969 年

「費用収益対応の原則」（就職後に関

係）、「中国の砂漠」、「福祉国家論」、「三

河地区経済の現状と今後について」、

「流通機構と一商品の貨幣価値」、「資

本論の意義」、「寡占企業間の価値決定

理論の一考察」

1970 年

「テイラーの科学的生産管理システ

ム」、「地方商業の現状と問題点」、「中部

経済と政治情勢」、「中国経済と政治情

勢」（この時期文化大革命中）、「中小企

業のこれからの成長及び存続、戦略と

方法」、「遠州地区福田における織物業」、

「遠州織物の実態調査－製造と販売の

仕組み」、「行動科学」、「企業会計原則の

位置考察」（努力賞）

（４）先生との交流

1967 年

「卒業後も恵生会として先生が関係し

た学生（早稲田、中央）との交流」、「晩

年まで OB 会で交流」、「ゼミのみ」複

数、「学問以外を語る会」、「OB 会を昭

和時代に数回」、「体育会所属のコーチ

と」、「愛大の大島ゼミと青学の大島ゼ

ミと伊豆合宿」、「2 泊 3 日のゼミ研修

合宿と」箱根ゼミ合宿」、「卒業後 10 年

間は交流あり。先生の退職後はなし」

1968 年

「常滑合宿」、「副ゼミ長として先生に

は公私ともお世話になり、結婚時の仲

人もお願いし、卒業後も交流、」「年 1 回

の懇親会」（山田先生が小田原在）、「飲

み会、旅行、卒業生たちとの交流も」、

「部活の先生と（剣道、阿部師範）、「経

済史で知多研修。暖房のある教授の部

屋でのゼミも」、「OB 会と年賀状」、「先

生の別荘で先輩と勉強」、「良い交流。自

宅に訪問。卒業後も」、「研究会で長野木

崎子、浜名湖などで合宿」、「あり。会合

数回」、「私がいた養護施設に先生に来

ていただき、園長と面談。福祉関係へ進

みたいので東京都庁副支部長を紹介し

てくれました」、「クラブ顧問の内田先

生とは食事をし、ジャズ喫茶で話をよ

くした」、「女性の先生で、あまりなかっ

た」、「個人的にも色々教えていただき、

先生の自宅へもお邪魔した」、「雑談」、

「知多でのゼミ合宿」、「事前の予備学

習、発表しあう。少しの経験だが有意義

であった」、「親しくしていただき、結婚

式の仲人」

1970 年

「亡くなられるまで連絡しあいまし

た」、「卒業後もあり」、「社会人になって

から、中国情報の報告に行きました」、

ャンブルはせずに勉学中心」（中小企業

の存続、企業形態と成長の可能性を視

野に入れた経済政策）、「母親のおかげ

で勉学に集中できた」（不動産経営）、

「友人との交流も積極的、同時に学業

も」（経済地理学、現地での実態調査）、

「通学時間が片道 3 時間近くあったの

で、勉学」（近経、宗教学）、（空白複数）

②「どちらかと言えば学業」

「卓球マネジャーでがんばった」、（空

白複数）

以上①と②を中心にとりあげたが、それ

ぞれの環境のもと、自らに意思で強い勉学

の意思を突き進んだことがわかる。ただし、

この評価は主観であり、遠慮がちな回答者

はどうもランクを下げて自己評価した雰囲

気もある。③や④の回答者にそれぞれの理

由が多様に回答されている。

それぞれの個別事情もあるが、全体とし

てみると、クラブへの傾倒がその大きな理

由になっているケースが多い。しかし、そこ

で身に着けたノウハウもその後の人生に役

立ったといえる。しかも、みな学問の関心分

野を挙げており、勉学の意識は高かったと

いえる。

（２）印象に残った先生たちや講義、ゼミ

そこで次は表 3－B-2、B-3、B-4 にそれぞ

れの興味を持った分野、印象に残った先生

たち、そして所属ゼミの回答を示した。

表 3－B-2 は、「興味を持った分野」を一

覧した。科目だけでなくゼミも記入した回

答者がいたので参考までに合わせて示した。

経済学分野だけではなく、教養科目も選ば

れており、幅広く関心が広がっていた。

学科の本流では、近経とマル経が折半さ

れてバランスよく関心を持っていたことが

わかる。それに、のちに学科へ昇格する経営

学関係の科目も加わっており、変化に富ん

だ形で履修されていたことがわかる。

表 3－B-3 は、「印象に残った先生たち」

で、この時期日本経済の成長が広く認識さ

れはじめ、上位は近代経済学や計量経済学、

地域経済学、財政学、経営計画の担当教授ら

が注目され、伝統的なマル経科目担当の教

授陣を少しリードした感が見られる。そし

て併せて教養科目と語学の教授たちも国文

学専門（文学部）のユーモアに富んだ久曽神

教授のように多くの印象を残している。

表 3－B-3 にみられる傾向は、表 3－B-4

の選択されたゼミにもその傾向が反映して

いるようにも見える。従来の経済学を担っ

たマル経の論理や歴史的価値観が、戦後復

興とさらなる経済成長が実感され始めた中

での、新たに登場した近経の論理とそれを

計量化で説明しようとする近経にも関心を

呼び起こしたということであろう。金子教

授に続き、新任で着任した木村、村上、吉尾

各助教授の着任は、そのような動きをささ

え、「数少ない若手の学者先生であった」と

回答者の一人は付記しており、期待感も大

きかったようである。

（３）卒業論文

以上のような環境の中で、どのような卒

論が誕生したのであろうか。以下、回答者が

示した卒論のテーマを年次別に示した。

1967 年

「軽量モデルの作成」、「インフレーシ

ョン会計の焦点」、「国債発行と日本経

済」、「道路交通の現状と問題点」、「企業
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間信用について」（日本経済の将来につ

いて大いに関心があったため）、「（マル

クス関係）」、「（市場調査に関するテー

マ）」、「人間関係論」

1968 年

「常滑の産業革命」（近代日本の地場産

業の実態）、「（テーマを忘れた）」、「フラ

ンス計画経済」（計画経済がフランスで

も成功していたから）、「価値分析」（大

石ゼミ）、「（社会学的内容）」、「問屋製家

内工業発達史」、「統計による日本経済

発達史」、「日本金融の 2 重構造」、「計

画経済」、「当期業績主義と包括主義」

「（会計学ゼミ）」、「（忘れた）」、「（福祉

関係）」

1969 年

「費用収益対応の原則」（就職後に関

係）、「中国の砂漠」、「福祉国家論」、「三

河地区経済の現状と今後について」、

「流通機構と一商品の貨幣価値」、「資

本論の意義」、「寡占企業間の価値決定

理論の一考察」

1970 年

「テイラーの科学的生産管理システ

ム」、「地方商業の現状と問題点」、「中部

経済と政治情勢」、「中国経済と政治情

勢」（この時期文化大革命中）、「中小企

業のこれからの成長及び存続、戦略と

方法」、「遠州地区福田における織物業」、

「遠州織物の実態調査－製造と販売の

仕組み」、「行動科学」、「企業会計原則の

位置考察」（努力賞）

（４）先生との交流

1967 年

「卒業後も恵生会として先生が関係し

た学生（早稲田、中央）との交流」、「晩

年まで OB 会で交流」、「ゼミのみ」複

数、「学問以外を語る会」、「OB 会を昭

和時代に数回」、「体育会所属のコーチ

と」、「愛大の大島ゼミと青学の大島ゼ

ミと伊豆合宿」、「2 泊 3 日のゼミ研修

合宿と」箱根ゼミ合宿」、「卒業後 10 年

間は交流あり。先生の退職後はなし」

1968 年

「常滑合宿」、「副ゼミ長として先生に

は公私ともお世話になり、結婚時の仲

人もお願いし、卒業後も交流、」「年 1 回

の懇親会」（山田先生が小田原在）、「飲

み会、旅行、卒業生たちとの交流も」、

「部活の先生と（剣道、阿部師範）、「経

済史で知多研修。暖房のある教授の部

屋でのゼミも」、「OB 会と年賀状」、「先

生の別荘で先輩と勉強」、「良い交流。自

宅に訪問。卒業後も」、「研究会で長野木

崎子、浜名湖などで合宿」、「あり。会合

数回」、「私がいた養護施設に先生に来

ていただき、園長と面談。福祉関係へ進

みたいので東京都庁副支部長を紹介し

てくれました」、「クラブ顧問の内田先

生とは食事をし、ジャズ喫茶で話をよ

くした」、「女性の先生で、あまりなかっ

た」、「個人的にも色々教えていただき、

先生の自宅へもお邪魔した」、「雑談」、

「知多でのゼミ合宿」、「事前の予備学

習、発表しあう。少しの経験だが有意義

であった」、「親しくしていただき、結婚

式の仲人」

1970 年

「亡くなられるまで連絡しあいまし

た」、「卒業後もあり」、「社会人になって

から、中国情報の報告に行きました」、

ャンブルはせずに勉学中心」（中小企業

の存続、企業形態と成長の可能性を視

野に入れた経済政策）、「母親のおかげ

で勉学に集中できた」（不動産経営）、

「友人との交流も積極的、同時に学業

も」（経済地理学、現地での実態調査）、

「通学時間が片道 3 時間近くあったの

で、勉学」（近経、宗教学）、（空白複数）

②「どちらかと言えば学業」

「卓球マネジャーでがんばった」、（空

白複数）

以上①と②を中心にとりあげたが、それ

ぞれの環境のもと、自らに意思で強い勉学

の意思を突き進んだことがわかる。ただし、

この評価は主観であり、遠慮がちな回答者

はどうもランクを下げて自己評価した雰囲

気もある。③や④の回答者にそれぞれの理

由が多様に回答されている。

それぞれの個別事情もあるが、全体とし

てみると、クラブへの傾倒がその大きな理

由になっているケースが多い。しかし、そこ

で身に着けたノウハウもその後の人生に役

立ったといえる。しかも、みな学問の関心分

野を挙げており、勉学の意識は高かったと

いえる。

（２）印象に残った先生たちや講義、ゼミ

そこで次は表 3－B-2、B-3、B-4 にそれぞ

れの興味を持った分野、印象に残った先生

たち、そして所属ゼミの回答を示した。

表 3－B-2 は、「興味を持った分野」を一

覧した。科目だけでなくゼミも記入した回

答者がいたので参考までに合わせて示した。

経済学分野だけではなく、教養科目も選ば

れており、幅広く関心が広がっていた。

学科の本流では、近経とマル経が折半さ

れてバランスよく関心を持っていたことが

わかる。それに、のちに学科へ昇格する経営

学関係の科目も加わっており、変化に富ん

だ形で履修されていたことがわかる。

表 3－B-3 は、「印象に残った先生たち」

で、この時期日本経済の成長が広く認識さ

れはじめ、上位は近代経済学や計量経済学、

地域経済学、財政学、経営計画の担当教授ら

が注目され、伝統的なマル経科目担当の教

授陣を少しリードした感が見られる。そし

て併せて教養科目と語学の教授たちも国文

学専門（文学部）のユーモアに富んだ久曽神

教授のように多くの印象を残している。

表 3－B-3 にみられる傾向は、表 3－B-4

の選択されたゼミにもその傾向が反映して

いるようにも見える。従来の経済学を担っ

たマル経の論理や歴史的価値観が、戦後復

興とさらなる経済成長が実感され始めた中

での、新たに登場した近経の論理とそれを

計量化で説明しようとする近経にも関心を

呼び起こしたということであろう。金子教

授に続き、新任で着任した木村、村上、吉尾

各助教授の着任は、そのような動きをささ

え、「数少ない若手の学者先生であった」と

回答者の一人は付記しており、期待感も大

きかったようである。

（３）卒業論文

以上のような環境の中で、どのような卒

論が誕生したのであろうか。以下、回答者が

示した卒論のテーマを年次別に示した。

1967 年

「軽量モデルの作成」、「インフレーシ

ョン会計の焦点」、「国債発行と日本経

済」、「道路交通の現状と問題点」、「企業
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と各年とも、②の絶対値が最も多く、1967

年から 1969 年までは毎年同様のパターン

を示している。しかし、1970 年については、

②は最も多いとはいえ、減少し、①から③ま

での差は僅少である。このことはこの年の

満足度がやや低下したことがうかがえる。

1970 年は、愛知大学でも全国的な学園紛争

の波が打ち寄せてきた時期であり、その影

響が学園生活にも影響を与えてきたのでは

ないかと思われる。そこで以下、それぞれの

理由について年次別にみてみる。

1967 年

①大いに満足

「友人ができた」、「友人に恵まれた」、

「社会生活上大いに役立った」、「学業、

遊びに充実」

②まずまず満足

「研究会、ゼミを通じて多くの友人に

恵まれた」、「自由な校風を満喫した」、

「マル経、近経両方を学べた。遊ぶ場が

なく勉学に励めた」、「クラブ活動が十

分できた（フォークダンス）」、「無事に

就職できた」

③まあまあ

「大教室の授業が多く、教授や学生間

のふれあいがなかった」

1968 年

①大いに満足

「自由に自分中心に活動できた。授業

欠席もゆるかった」、「他の大学のよう

にゼミにも参加できないような大学と

は違い、学生数も少なく、ゆっくりした

学生生活を送れた」、「部活」、「多くの友

人、仲間ができた」、「学業、研究会を通

じて多くの友人ができた。以来 50 年、

大いに役立つ」、「寮生活、クラブ活動も

充実。豊橋市民も学生に良くしてくれ

た」

②まずまず満足

「ゼミ、研究会で深く研究できたこと、

その人たちとの交流」、「学内は自由、女

子短との交流も」、「楽しく過ごせた」

1969 年

①大いに満足

「応援団に所属し、授業には必ず出席

することが決まり、幅広い人脈ができ

た」、「主要な専門科目はよく勉強でき

た」「クラブ活動が良好で、友人が多く

できた」

②まずまず満足

「学業、アルバイト、国家試験受験など

いろいろやれた」、「新規にクラブを立

ち上げ、文芸連に参加できた」、「友人が

できた」、「地方出身の多くの友人がで

き、多くのサークルにも参加し、楽しい

大学生活だった」、「自由な環境」

③まあまあ

「ノンポリだったが学風は好きだっ

た」、「大いに学び、大いに遊ぶ」、「寮生

はあまり勉強していない。自分もそう

だった」

1970 年

①大いに満足

「授業料は安くのびのびと勉強でき

た」、「文武両道、自然の緑の環境のな

か、楽しい学生生活でした」、「自分とし

ては一番勉強した 4 年間でした」

②まずまず満足

「自分の知らない知識、不可思議な問

題点をやや解明、および興味を持つこ

とができた」、「学問の自由さがあり、東

海、北陸、西日本の多くの人と交流でき

「先生は私たちの発表を討論され、途

中指針を説明され有意義でした」、「ジ

ャズクラブで内田武彦先生とよく話を

し、京都、東京旅行も」、「クラブの先生

と交流」、「山本先生は経済学研究会（マ

ル経）の顧問。安藤先生は他の大学の学

長になられ、同窓会で話を聞いた」、「ゼ

ミ終了後は先生との食事会を時々持っ

た」、「あり」、「研究室へよく行き交流を

した」、「卒業後はない」、「大いにあり」

以上、回答者の多くは、かなり先生と交流

があったことがわかる。先生たちも学生、卒

業生も積極的に受け入れ、強い絆で結ばれ

ていたことがわかる。全体として「愛大ゼミ

塾」「愛大経済塾」とでもいうような雰囲気

があったようにうかがわれる。

（５）図書館利用

1967 年

「授業の合間に利用」、「時々」、「あまり

利用しない」複数、「講義のない時は図

書館を利用した、「マル経とケインズ経

済に関する図書を勉強した。就職試験

用も」、「趣味関係本を」

1968 年

「必要に応じて」、「大いに利用した。日

刊紙、雑誌、学術書などを乱読し、あと

になってこれが役だった」、「司書、司書

教諭の勉強に」、「ゼミの下調べ、読書の

ため、冬は暖房で快適であった」、「翠嵐

寮生（豊橋校舎）の勉学の場として」、

「外国語テープの活用」、「卒論作成時

によく使用した」、「卒業時、絵の個展の

場として利用」、「新聞を読んだ」

1969 年

「国家試験勉学の場として」、「毎年の

中国語研修のため」、「あまり利用しな

った」複数多数

1970 年

「利用は少なかった」、「経済図書の比

較検討をおこなった」、「4 年次の半分は

学生運動で閉鎖され、十分には利用出

来なかった」、「全国ゼミ大会参加のた

め、仲間たちとよく図書館を利用した」、

「講義のない時に」

以上、図書館の利用については、全体に回

答者の利用は低調のように思われるが、逆

に利用した回答者は徹底的に利用した姿も

浮かんでくる。当時は図書館も充実してい

く直前であり、回答にもあるように、学園紛

争期には閉鎖されていたという状況も影響

したと思われる。

（６）在学中の満足度

以上のような、回答を踏まえ、「在学中の

満足度」について、①大いに満足、②まずま

ず満足、③まあまあ、④あまり満足していな

いの 4 区分で回答をしてもらった。それを

年次別にもまとめると、その集計は次のよ

うになった。

毎年の回答数にはあまり差がないから、

そのまま比較できそうである。それによる

年次 ① ② ③ ④
1967年
1968年
1969年
1970年

　合計　　　　　22　　　　　　41　　　　　　　18　　　　　　　　３　　　　　　　　84　（人）

※無回答は除く 
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と各年とも、②の絶対値が最も多く、1967

年から 1969 年までは毎年同様のパターン

を示している。しかし、1970 年については、

②は最も多いとはいえ、減少し、①から③ま

での差は僅少である。このことはこの年の

満足度がやや低下したことがうかがえる。

1970 年は、愛知大学でも全国的な学園紛争

の波が打ち寄せてきた時期であり、その影

響が学園生活にも影響を与えてきたのでは

ないかと思われる。そこで以下、それぞれの

理由について年次別にみてみる。

1967 年

①大いに満足

「友人ができた」、「友人に恵まれた」、

「社会生活上大いに役立った」、「学業、

遊びに充実」

②まずまず満足

「研究会、ゼミを通じて多くの友人に

恵まれた」、「自由な校風を満喫した」、

「マル経、近経両方を学べた。遊ぶ場が

なく勉学に励めた」、「クラブ活動が十

分できた（フォークダンス）」、「無事に

就職できた」

③まあまあ

「大教室の授業が多く、教授や学生間

のふれあいがなかった」

1968 年

①大いに満足

「自由に自分中心に活動できた。授業

欠席もゆるかった」、「他の大学のよう

にゼミにも参加できないような大学と

は違い、学生数も少なく、ゆっくりした

学生生活を送れた」、「部活」、「多くの友

人、仲間ができた」、「学業、研究会を通

じて多くの友人ができた。以来 50 年、

大いに役立つ」、「寮生活、クラブ活動も

充実。豊橋市民も学生に良くしてくれ

た」

②まずまず満足

「ゼミ、研究会で深く研究できたこと、

その人たちとの交流」、「学内は自由、女

子短との交流も」、「楽しく過ごせた」

1969 年

①大いに満足

「応援団に所属し、授業には必ず出席

することが決まり、幅広い人脈ができ

た」、「主要な専門科目はよく勉強でき

た」「クラブ活動が良好で、友人が多く

できた」

②まずまず満足

「学業、アルバイト、国家試験受験など

いろいろやれた」、「新規にクラブを立

ち上げ、文芸連に参加できた」、「友人が

できた」、「地方出身の多くの友人がで

き、多くのサークルにも参加し、楽しい

大学生活だった」、「自由な環境」

③まあまあ

「ノンポリだったが学風は好きだっ

た」、「大いに学び、大いに遊ぶ」、「寮生

はあまり勉強していない。自分もそう

だった」

1970 年

①大いに満足

「授業料は安くのびのびと勉強でき

た」、「文武両道、自然の緑の環境のな

か、楽しい学生生活でした」、「自分とし

ては一番勉強した 4 年間でした」

②まずまず満足

「自分の知らない知識、不可思議な問

題点をやや解明、および興味を持つこ

とができた」、「学問の自由さがあり、東

海、北陸、西日本の多くの人と交流でき

「先生は私たちの発表を討論され、途

中指針を説明され有意義でした」、「ジ

ャズクラブで内田武彦先生とよく話を

し、京都、東京旅行も」、「クラブの先生

と交流」、「山本先生は経済学研究会（マ

ル経）の顧問。安藤先生は他の大学の学

長になられ、同窓会で話を聞いた」、「ゼ

ミ終了後は先生との食事会を時々持っ

た」、「あり」、「研究室へよく行き交流を

した」、「卒業後はない」、「大いにあり」

以上、回答者の多くは、かなり先生と交流

があったことがわかる。先生たちも学生、卒

業生も積極的に受け入れ、強い絆で結ばれ

ていたことがわかる。全体として「愛大ゼミ

塾」「愛大経済塾」とでもいうような雰囲気

があったようにうかがわれる。

（５）図書館利用

1967 年

「授業の合間に利用」、「時々」、「あまり

利用しない」複数、「講義のない時は図

書館を利用した、「マル経とケインズ経

済に関する図書を勉強した。就職試験

用も」、「趣味関係本を」

1968 年

「必要に応じて」、「大いに利用した。日

刊紙、雑誌、学術書などを乱読し、あと

になってこれが役だった」、「司書、司書

教諭の勉強に」、「ゼミの下調べ、読書の

ため、冬は暖房で快適であった」、「翠嵐

寮生（豊橋校舎）の勉学の場として」、

「外国語テープの活用」、「卒論作成時

によく使用した」、「卒業時、絵の個展の

場として利用」、「新聞を読んだ」

1969 年

「国家試験勉学の場として」、「毎年の

中国語研修のため」、「あまり利用しな

った」複数多数

1970 年

「利用は少なかった」、「経済図書の比

較検討をおこなった」、「4 年次の半分は

学生運動で閉鎖され、十分には利用出

来なかった」、「全国ゼミ大会参加のた

め、仲間たちとよく図書館を利用した」、

「講義のない時に」

以上、図書館の利用については、全体に回

答者の利用は低調のように思われるが、逆

に利用した回答者は徹底的に利用した姿も

浮かんでくる。当時は図書館も充実してい

く直前であり、回答にもあるように、学園紛

争期には閉鎖されていたという状況も影響

したと思われる。

（６）在学中の満足度

以上のような、回答を踏まえ、「在学中の

満足度」について、①大いに満足、②まずま

ず満足、③まあまあ、④あまり満足していな

いの 4 区分で回答をしてもらった。それを

年次別にもまとめると、その集計は次のよ

うになった。

毎年の回答数にはあまり差がないから、

そのまま比較できそうである。それによる

年次 ① ② ③ ④
1967年
1968年
1969年
1970年

　合計　　　　　22　　　　　　41　　　　　　　18　　　　　　　　３　　　　　　　　84　（人）

※無回答は除く 
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た。建学の精神が良い」、「友人ができ

た」、「クラブ活動に没頭できた」

④あまり満足していない

「2 年次に学業に身が入らず、満足感が

ない」、「4 年次はほとんど授業が受けら

れなかった」

以上、回答された理由を紹介した。理由の

無記もあり、そのすべてではないが、それぞ

れのレベルで学業、クラブに頑張り、それぞ

れが最高の宝物といえる友人を確保したと

いうことが大きい。ただ、最後の年次は学園

紛争の波の影響が表れた片鱗が読み取れ、

次期以降にも続くことになる課題となる。

（７）人生への影響

では以上のような愛大での大学生活が、

その後の人生にどのように影響したかであ

る。選択肢は、①大いに影響、②まずまず、

③まあまあ、④あまりの 4 レベルを設定し、

その理由も回答してもらった。以下はその

結果である。

次は年次別レベル別その理由内容である。

1967 年

①大いに満足

「卒業論文への取り組みが自信になっ

た。就職時に評価され、社会人として胸

を張って生活できた」、「積極性」、「社会

変化を分析し、人間関係もスムーズに

対応できた。60 歳で公務員を退職し、

引き続き厚労省の佐賀経済局、市役所、

地元の自治会長を務める」、「学業の成

績はわるかったが、昭和 39 年東京オリ

ンピック後の大不況により、就職がう

まくいかず、なさけなかった」、「思草寮

の 4 年間、少林寺拳法 4 年間で人間関

係と生き方を学んだ」

②まずまず

「就職時に評価され、社会人として胸

を張って生きてきた」、「真面目に勤め

あげたこと。だがしかし、真面目だけで

は社会生活は難しかったこと」、「積極

性」、「会社の営業活動、特に販売促進に

て。受容、販売予測にて」

④まあまあ

「専攻学科と就職先の不一致」、「学び

方自体は影響があったし、生き方には

良い影響があったが、学んだことは参

考にならない」

1968 年

①大いに満足

「イッパツ合格がはやかった。学芸大

のイッパツ目の人と同等」、「人間関係

の対応に私法など社会人としてのモラ

ル、マナーなど会得できた」、「入社時経

理配属で大学、高校で学んだことが即

戦力になった。以降 38 年経理知識のあ

ることが仕事を楽しく、安易にできた」、

「寮生活が人生に大きな影響を与え

た。」

②まずまず

「高卒で 1 年間社会人。大卒で改めて

社会人、4 年間の学業、大学生活が自信

につながったこと感謝しています。あ

※無回答は除く 
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りがとうございました」、「銀行に就職

して、企業分析、特に融資係の時に大い

に役立った」、「学生生活に集中できた

ことは、何事にも集中して考える習性

となり、就職後の仕事の判断、考え方の

基礎になったように思われる。他大学

のように、ゼミもなく大教室で 4 年間

を過ごした生活ではなかった」、「岐阜

県内の銀行に就職して定年まで勤務で

きたこと。またその後も銀行取引先の

お世話になったこと」、「マルクス資本

論」

③まあまあ

「部活などの経験が就職、人間関係に

役立った」、「勉強の仕方を習得できた」、

「学業はあまり成果はないが経験が役

に立った」、「社会に出てからの勉強と

経験」

1969 年

①大いに満足

「学生時代の頑張りが就職（新聞社）に

つながり、資金稼ぎのアルバイトの塾

講師が人前で話す度胸につながりまし

た」

②まずまず

「国家試験に役立った」、「社会人にな

っても、色々な人との出会いと会話の

中で対応できた」、「知識経験が生かせ

た部門に修職できた。

③まあまあ

「もっと部活をすればよかったと思う」

「寮を出て下宿生活の 2 年間は教職課

程に懸命であった」、「砂漠研究」、「学業

はあまり成果はないが、いろいろな経

験が役に立った」

1970 年

①大いに満足

「粘り強く考え、答えを抽出する努力。

リーダーシップ、折衝力」、「人との交わ

りで、積極的に動くことができており、

前向きになっていた」

②まずまず

「中国との仕事に関係したため、語学

力が役立った」、「とことん仕事に打ち

込むことが出来た。37 歳で取締役にな

ることができた」、「在学中の人間関係、

広く考えることの重要性、大学卒業後

の社会貢献」、「転職をくりかえしなが

ら、自分の得手がみつからず、家族から

も社会性がないといわれたが、愛大で

学んだ少しの知識から資格にはほとん

ど合格でき、仕事に活かせて良かった」

以上からみると、各レベルの内容をみる

と、いずれも前向きに頑張ったといえる。

．クラブ、サークル活動

表 3－C-1 は、参加、加入していたクラブ、

サークル名である。経済学科は学生数も多

く、それゆえスポーツの武道系から球技系、

ダンス系、音楽系、人文社会学系までとその

幅の広さもわかる。この時期になると新た

なクラブなどの設立は一段落し、各クラブ

やサークルが活動の深化発展を目指す時期

に入ったように見える。それは表 3－C-2 の

「参加状況」から見てもわかる。「よく参加」

は 63％を占め、それに「まずまず」を加え

ると 72％にも達する。

それらの①「部活内容」、②「部活理由」、③

「人生への影響」の回答を見てみる。

まず、愛大では著名な「「応応援援団団」」について

1969 年卒生は①「関係や礼節、挨拶をとこ

135

同文書院記念報　Vol. 32（2024.03.31）



団生活の秩序を維持し、寮生並びに一般学

生の食生活の安全を支えることができた」。

（なお、学生寮の活動は、寮生間のコミュニ

ケーション、交友、行事など多方面にわたっ

ていて、興味深く、学外の活動に参加できる

時間はなかった。勉学の時間に多くをつか

ったことも、クラブ、サークル活動にあてら

れなかった理由でもある）

また、これらのクラブサークルは、学内だ

けでなく、学外の地方大会や全国大会など

にも積極的に参加している回答が多い。ま

た「社会参加」についても社会貢献、帰郷し

て郷里の高専にクラブや道場を開いたり、

自治会長、公民館館長、小学校そのほかのボ

ランティア活動、地域組織のリーダーなど

にも取り組んでいる回答が多く、クラブ、サ

ークルの経験が随所で生かされている。

．就業状況と人生

ここからは就職状況についての回答であ

る。最初に、回答を大きくまとめて表に示し

た。表 3－D-1 は、「卒業時の就職活動」に

ついてである。全体としては、前述の法学科

とほぼ同様で「積極的」というよりは活動を

ほとんどしなかった状況であった。全体に

は経済成長の状況であったが、1967 年はそ

んな中の不況感もあった。

そんな中で積極的に取り組んだのは、「公

務員志望者」と「簡単に大企業へ入社できる

と思っていたが不況もあり、慌てて就職課

だけにたよらず行動した」という回答者で

ある。「ふつう」、「あまりしない」、「ほとん

どしない」派は、「会社の求人票で受験。当

時は学生が会社訪問することはありえなか

った」、「教員試験は独学で」、「公務員も」、

「学校推薦が多かった」、「長男で家業を継

ぐためには他人の飯を食って来いという父

親の考えで就職。東亜同文書院卒の社長の

ところで 3 年間」。

1968 年では、「積極的」派は「入学時から

就職質へ通った」、「教員になるためやれる

ことはやった」、「会社内容をよく勉強した」、

学校推薦をもらうため勉強」。

一方、「普通派」は「とりあえず家業と違

う職場を経験したかった」、「就職課に任せ

られた良い時代」、「ゼミ生は先生が紹介し

てくれた」、「教育公務員になるため」、「会

社の先輩が決てくれた」、「就職先は決まっ

ていた」、「自営か福祉かのんびりしていた」、

「いとこの会社から」、「親の」、「一社のみ

に決めていた」、「家業を継ぐ」、「希望した

企業が募集せず」、「銀行の知り合いからさ

そわれた」。

1969 年では、「積極派」は、「良い企業を

ねらった」、「新聞記者になりたくて」。

一方、「普通、消極派」は、「すぐ決定した

から」、「縁故。アルバイトの延長で」、「当時

自分がよくわからなくて」、「合格したが、見

学してすぐやめ、他社へ」、「大石ゼミの先輩

の世話で」、「野球関係者のおかげ」、「就職

課の案内」、「希望無」、「教員試験に集中」

「サラリーマンか経営者かの迷い」、「希望

を目指す」など。

1970 年では、「積極派」は、「自分の性格、

長所、短所がわからなくなったため」、「2 年

生から企業へ手紙を出し、学内選考は不合

格だったが、企業の推薦をもらい、ビクター

へ」。

一方、「普通派」は、「進路の決着つかず」、

「家業継承」、「優決定」、「知人から紹介」、

「クラブ活動から」、「地元企業へ」、「大学

とんおしえられた。合宿も連日連夜厳しか

った」、②「辛いことを耐え、忍耐力がみに

ついた」③「何事にも恐れず、積極的に行動

でき、良い結果を残すことができた」

また、「「少少林林寺寺拳拳法法」」について、1967 年卒

生は、「個人プレイでの修行でしたので、4

年間 1 日も休まず修行。4 年制では副将で

部員数はブームに乗り 80 名以上、組織につ

いて勉強しました。4 年後の郷里の米子で山

陰地区一番の道場を作り、人を育てました」。

愛大の代表的な「「硬硬式式野野球球部部」」について

1968 年生卒は、①「ほとんど毎日練習。試

合時は授業の出席よりも部活優先」、②「仲

間を作れたこと」、③「同じ目的、目標」、

「「ワワンンゲゲルル」」について 1967 年卒生は、①

「渡り鳥のように、屋久島、北海道、上高地

キャンプの山行。登山とスキーも」②「友人

ができたこと、これがなければ学生生活に

意味はなかったと」③体力への自信、頑張る

力」

「「フフォォーーククダダンンスス、、社社交交ダダンンスス」」につい

て 1967 年生は、①「フォークは、1 年少し、

社交は 2 年半活動。少し習っていたので本

を見ながら指導した。学内に練習場がない

ので、豊橋ダンスセンターで週 1 練習。部

員 50 名（男 30、女 20）②「ダンスブーム

でダンスパーティーにも参加でき、部員は

喜んだ。女子短の森国太郎先生の社交ダン

スに助手として参加」③「同窓会岡崎支部で

自分の指導で大ダンスパーティーを 2 回開

催、大盛況。収益金が活動費に」

「「自自動動車車部部」」1967 年卒生①「フイギアー

レースやラリー②「卒業後も交流」③「仕事

上も信頼関係あり」、「ギターアンサンブル」

1968 年卒生①「演奏会」②「友人ができ、

今も交流」③「同輩、後輩とはいまも」

「「モモダダンンジジャャズズ研研究究会会」」1968 年卒①「プ

ロになったのもいる。実力あり、各支部で演

奏会、ダンスパーティーも」②「趣味として

一生楽しめる」③「寮生活により、上、下、

同僚との必要なつきあいかたを学んだ」

「「ボボーートト部部」」1969 年卒生①「中川辺、庄

内川、日進町、渥美で合宿。②「人間関係の

大切さ」

「「吹吹奏奏楽楽部部」」1970 年卒①「大阪経済大、

関西学院大と合同演奏会などの演奏会」②

「今も友達で 40 歳以上で忘年会や旅行を

たのしむ」③「無二の親友ができた」

「「国国際際問問題題研研究究会会」」「「経経済済学学研研究究会会」」1970

年卒①「北門から入った木造のサークル棟

にあり」②「ゼミ、サークル活動を通して、

全国ゼミ（経済学）に参加し、3 年次には自

力で愛大大会を開催した。全国 90～100 の

大学が愛大に集まり、研究発表をした。豊橋

公会堂も利用した。名古屋校舎も利用した」

③「現在も人間関係のつながりがある」

「「経経済済学学研研究究会会、、証証券券研研究究会会」」1968 年卒

①「一冊の本をもとにして話合い。個々にテ

ーマをもち、話し合い、発表し、討論。他校

との交流、討論、発表。②「他校の様子がわ

かり、研究人生に幅ができた」③進路が違

い、直接には関係なかったが、研究する計

画、態度などを学んだ」

「「学学園園祭祭「「寮寮」」行行事事にに積積極極的的にに活活動動」」

①1967 年卒生「豊橋校舎の学生寮に入寮し

ていたので、寮行事の参加。3 年次には学寮

食堂委員会の委員長として食堂の運営をお

こなった②「学生寮委員会は寮生のみなら

ず、一般学生も利用するので 3 食のメニュ

ー、一食の価格、栄養管理、栄養士、調理師

の採用の他、年間の収支決算報告などを学

寮全員総会で了承を得ていた」③「学寮の集
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団生活の秩序を維持し、寮生並びに一般学

生の食生活の安全を支えることができた」。

（なお、学生寮の活動は、寮生間のコミュニ

ケーション、交友、行事など多方面にわたっ

ていて、興味深く、学外の活動に参加できる

時間はなかった。勉学の時間に多くをつか

ったことも、クラブ、サークル活動にあてら

れなかった理由でもある）

また、これらのクラブサークルは、学内だ

けでなく、学外の地方大会や全国大会など

にも積極的に参加している回答が多い。ま

た「社会参加」についても社会貢献、帰郷し

て郷里の高専にクラブや道場を開いたり、

自治会長、公民館館長、小学校そのほかのボ

ランティア活動、地域組織のリーダーなど

にも取り組んでいる回答が多く、クラブ、サ

ークルの経験が随所で生かされている。

．就業状況と人生

ここからは就職状況についての回答であ

る。最初に、回答を大きくまとめて表に示し

た。表 3－D-1 は、「卒業時の就職活動」に

ついてである。全体としては、前述の法学科

とほぼ同様で「積極的」というよりは活動を

ほとんどしなかった状況であった。全体に

は経済成長の状況であったが、1967 年はそ

んな中の不況感もあった。

そんな中で積極的に取り組んだのは、「公

務員志望者」と「簡単に大企業へ入社できる

と思っていたが不況もあり、慌てて就職課

だけにたよらず行動した」という回答者で

ある。「ふつう」、「あまりしない」、「ほとん

どしない」派は、「会社の求人票で受験。当

時は学生が会社訪問することはありえなか

った」、「教員試験は独学で」、「公務員も」、

「学校推薦が多かった」、「長男で家業を継

ぐためには他人の飯を食って来いという父

親の考えで就職。東亜同文書院卒の社長の

ところで 3 年間」。

1968 年では、「積極的」派は「入学時から

就職質へ通った」、「教員になるためやれる

ことはやった」、「会社内容をよく勉強した」、

学校推薦をもらうため勉強」。

一方、「普通派」は「とりあえず家業と違

う職場を経験したかった」、「就職課に任せ

られた良い時代」、「ゼミ生は先生が紹介し

てくれた」、「教育公務員になるため」、「会

社の先輩が決てくれた」、「就職先は決まっ

ていた」、「自営か福祉かのんびりしていた」、

「いとこの会社から」、「親の」、「一社のみ

に決めていた」、「家業を継ぐ」、「希望した

企業が募集せず」、「銀行の知り合いからさ

そわれた」。

1969 年では、「積極派」は、「良い企業を

ねらった」、「新聞記者になりたくて」。

一方、「普通、消極派」は、「すぐ決定した

から」、「縁故。アルバイトの延長で」、「当時

自分がよくわからなくて」、「合格したが、見

学してすぐやめ、他社へ」、「大石ゼミの先輩

の世話で」、「野球関係者のおかげ」、「就職

課の案内」、「希望無」、「教員試験に集中」

「サラリーマンか経営者かの迷い」、「希望

を目指す」など。

1970 年では、「積極派」は、「自分の性格、

長所、短所がわからなくなったため」、「2 年

生から企業へ手紙を出し、学内選考は不合

格だったが、企業の推薦をもらい、ビクター

へ」。

一方、「普通派」は、「進路の決着つかず」、

「家業継承」、「優決定」、「知人から紹介」、

「クラブ活動から」、「地元企業へ」、「大学

とんおしえられた。合宿も連日連夜厳しか

った」、②「辛いことを耐え、忍耐力がみに

ついた」③「何事にも恐れず、積極的に行動

でき、良い結果を残すことができた」

また、「「少少林林寺寺拳拳法法」」について、1967 年卒

生は、「個人プレイでの修行でしたので、4

年間 1 日も休まず修行。4 年制では副将で

部員数はブームに乗り 80 名以上、組織につ

いて勉強しました。4 年後の郷里の米子で山

陰地区一番の道場を作り、人を育てました」。

愛大の代表的な「「硬硬式式野野球球部部」」について

1968 年生卒は、①「ほとんど毎日練習。試

合時は授業の出席よりも部活優先」、②「仲

間を作れたこと」、③「同じ目的、目標」、

「「ワワンンゲゲルル」」について 1967 年卒生は、①

「渡り鳥のように、屋久島、北海道、上高地

キャンプの山行。登山とスキーも」②「友人

ができたこと、これがなければ学生生活に

意味はなかったと」③体力への自信、頑張る

力」

「「フフォォーーククダダンンスス、、社社交交ダダンンスス」」につい

て 1967 年生は、①「フォークは、1 年少し、

社交は 2 年半活動。少し習っていたので本

を見ながら指導した。学内に練習場がない

ので、豊橋ダンスセンターで週 1 練習。部

員 50 名（男 30、女 20）②「ダンスブーム

でダンスパーティーにも参加でき、部員は

喜んだ。女子短の森国太郎先生の社交ダン

スに助手として参加」③「同窓会岡崎支部で

自分の指導で大ダンスパーティーを 2 回開

催、大盛況。収益金が活動費に」

「「自自動動車車部部」」1967 年卒生①「フイギアー

レースやラリー②「卒業後も交流」③「仕事

上も信頼関係あり」、「ギターアンサンブル」

1968 年卒生①「演奏会」②「友人ができ、

今も交流」③「同輩、後輩とはいまも」

「「モモダダンンジジャャズズ研研究究会会」」1968 年卒①「プ

ロになったのもいる。実力あり、各支部で演

奏会、ダンスパーティーも」②「趣味として

一生楽しめる」③「寮生活により、上、下、

同僚との必要なつきあいかたを学んだ」

「「ボボーートト部部」」1969 年卒生①「中川辺、庄

内川、日進町、渥美で合宿。②「人間関係の

大切さ」

「「吹吹奏奏楽楽部部」」1970 年卒①「大阪経済大、

関西学院大と合同演奏会などの演奏会」②

「今も友達で 40 歳以上で忘年会や旅行を

たのしむ」③「無二の親友ができた」

「「国国際際問問題題研研究究会会」」「「経経済済学学研研究究会会」」1970

年卒①「北門から入った木造のサークル棟

にあり」②「ゼミ、サークル活動を通して、

全国ゼミ（経済学）に参加し、3 年次には自

力で愛大大会を開催した。全国 90～100 の

大学が愛大に集まり、研究発表をした。豊橋

公会堂も利用した。名古屋校舎も利用した」

③「現在も人間関係のつながりがある」

「「経経済済学学研研究究会会、、証証券券研研究究会会」」1968 年卒

①「一冊の本をもとにして話合い。個々にテ

ーマをもち、話し合い、発表し、討論。他校

との交流、討論、発表。②「他校の様子がわ

かり、研究人生に幅ができた」③進路が違

い、直接には関係なかったが、研究する計

画、態度などを学んだ」

「「学学園園祭祭「「寮寮」」行行事事にに積積極極的的にに活活動動」」

①1967 年卒生「豊橋校舎の学生寮に入寮し

ていたので、寮行事の参加。3 年次には学寮

食堂委員会の委員長として食堂の運営をお

こなった②「学生寮委員会は寮生のみなら

ず、一般学生も利用するので 3 食のメニュ

ー、一食の価格、栄養管理、栄養士、調理師

の採用の他、年間の収支決算報告などを学

寮全員総会で了承を得ていた」③「学寮の集
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たのかもと）」。当時の愛大のバンカラ意識

も評価されたのではないかと思われる。あ

とゼミの先生の紹介、先輩の引き、学校推

薦、知人紹介、友人情報、などの恩恵も受け

たようだ。しかし、中でもやっぱり、自分の

努力が大きい。

表 3－D-6 は「就職でお世話になった人な

ど」についての回答である。最も多いのは

「自力」が全体の約 3分の 1を占めており、

自らの努力で就職したことがわかる。次い

で大学就職課、知人、友人、卒業生とあまり

差はなく続くが、当時多かった「縁故」につ

いては多様であり、それら縁故者も合わせ

ると 2 番目の多さになる。この時期大学の

就職課はあまり目立つ存在ではなかったよ

うだが、次第に学生に照準をあわせ、業務の

中に取り組むようになって来たことがうか

がわれる。そして従来からの伝統的な「縁

故」はなお健在であり、それが就職戦線を和

らげていたようである。当時は色々なネッ

トワークが就職をめぐっては存在し、展開

していたといえる。

なお、このような就職活動時に、「愛大卒」

を意識したかというのが表 3－D-7 の回答

である。無回答は 7 名で、これを外すと、

「はい」が 42％「少し意識した」を加える

と 70％になる。その一方「意識しない」は

30％を占め、独立的に活動を行ったことも

わかる。

以下、大きく「意識する派」と「意識しな

い派」に分けた、年次別に追ってみる。

まずは「意識する派」である。

1967 年

「24 名の同期入社は、いわゆる有名大

が多かったから」、「大卒枠の採用だっ

たから」、「多くの先輩がいてよい意味

の学閥を作っていたから」、「地域貢献

のため堂々と日々精進する」、「知を愛

する大学を卒業したのだから」、「先輩

が 2 人いたから」、「愛大の名誉を高め

るため努力。ただし、職場では個人の能

力が重視された」、「大卒社員はほとん

どいなかったから」、「愛大卒は会社で

粘り強い」、「社長が愛大前身の東亜同

文書院卒」、「縁故就職のとき、一流大学

でないと、といわれたとき」

1968 年

「就職先に愛大卒生が多数いた」、「全

国区の企業に愛大生として挑戦」、「多

くの仲間を作りたかった」、「就職先は

国立大が多かったため」、「赤系の大学

と言われていたので母校に迷惑をかけ

ないように、また後輩の手本になるよ

うにがんばった」、「教員免許では学閥

を感じた」、「紹介いただいた先輩に迷

惑をかけないように」、「愛大卒の先輩

が多数、しかも頑張っていた」5 件、「先

輩の重役がいた」、「有名大の卒生が多

かった」、「愛大に誇りがあった」

1969 年

「愛大の先輩が多かった」4 件、「国公

立大や早慶が多く、地方出身が少なか

ったから」、「愛大に誇りを持っていた

から」

1970 年

「大卒ということで仕事に熱意を持っ

た」、「役場で最初の大卒の採用であっ

たから」、「愛大卒の上司や同期が数名

おり、私学では優秀と評価」、「愛大を誇

りに思った」、「愛大先輩が多数いた」6

件、「就職課長から初入社して、後輩の

ためにも頑張ってほしいと」、「学生運

情報のみ」、「職種目標無し」、「早々内定」、

「3 年次に国家公務員中級職に合格、上級職、

高校教員目指す」、「先輩の会社へ」、「バイ

ト先へ」。

表 3－D-2 は、「卒業時の就職環境につい

て」の回答を示した。

それによると、「普通」が最多で、「やや厳

しい」、「あまり厳しくない」が続く。それは、

前表と対応関係にある。まず、「厳しい」「や

や厳しい」派は回答が多い。それから見る

と、1967 年では、「父を継いで金融を」、「観

光業を」、「決めてない」、「憧れの出版業界

へ」、「憧れの職種を決めていた」複数、「ま

ずは大学院へ」、「地元優先」、「流通、物流」、

「卒業前から就職先へ出入り」、「国家公務

員になりたい」、「不況下選択する余裕なし」

1968 年では、「印刷会社に決定」、「決めて

いた」、「会社内容重視」、「部活先輩の紹介」、

「銀行決定」、「情報産業と金融へ」、「金融

へ」

一方、「普通」「厳しくない」派は、「安定

した営業職を」、「分野決まらず」、「教職に

なりたい」複数、「家業を継ぐ」、「決めてい

ない」複数、「地元岡山へ帰る」、「たまたま」、

「富士市から」、「銀行に決めていた」、「未

決」、「小売」、「食品」。

次に、1969 年では、「積極派」は「商社は

高級で、海外でも仕事ができそうだから」、

「親の勧めで決めていた」、「営業関係」な

ど。

一方、「普通」あるいは「厳しくない」派

は、「人に好かれる小売り」、「公務員」、「会

計事務所へ」、「トヨタ系」、「アルバイト先

へ決定」、「金融系東京本社」、「金融関係へ」

複数、「東京本社」、「社会人野球を求めてい

る会社へ」、「先輩のいる会社から」、「大石

ゼミの紹介」、「知識の生かせる経理財務分

野へ」、「中央での新聞記者」、「故郷鳥取に

本社のある会社」など。

1970 年では、「積極派」は少なく、「地方

公務員を」、「地元企業を」だけである。

「普通」あるいは「厳しくない」派は、「教

職も考えたが一般会社を経験しようと」、

「大学で学んだことの活用」、「営業職なら

無難」、「会社の評判と内容の良さから」、

「「大府市役所」、未決」、「安定した製造業」、

「資本主義は物流」、「建築工務を支えるオ

フィス、パソコンを」、「地元の信用金庫」、

「金銭関係の仕事」、「農林業」、「公務員」、

その他に「食品」「新聞記者」「バイトの仕事

が自分に合っている」など。

表 3－D-4 は、「希望した分野へ就職でき

たか」についての回答者である。それによる

と、無回答 9 名を除くと、全体の半数は「希

望通り」で、「なんとか」の 14 名を加える

と、68％がほぼ希望通りに就職できたとい

える。「意識せず」は 19 名の回答だが、そ

の多くは、縁故、ゼミ紹介、バイト先からの

自然的な流れの回答が多い。「意に反して」

は 7 名を数えるが、理由を回答したのは 1

名で、「倍率が 60～70 倍で、学業不足を感

じた」と回答している。

なお、「希望通り」では、「戦後、東亜同文

書院から京大へ編入し、この会社の常務に

なった書院卒生のおかげで入社できたと、

退職後、書院卒生から聞いた」とある。当時、

書院生からの引きがあったということで、

他にもこのようなケースはあった。あと、

「自力での努力」、その他「普通の入社試験

に合格した」、「大企業の面接で評価された」、

「選考基準にマッチしたと担当常務が教え

てくれた（独立心旺盛な変人を選んでくれ
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たのかもと）」。当時の愛大のバンカラ意識

も評価されたのではないかと思われる。あ

とゼミの先生の紹介、先輩の引き、学校推

薦、知人紹介、友人情報、などの恩恵も受け

たようだ。しかし、中でもやっぱり、自分の

努力が大きい。

表 3－D-6 は「就職でお世話になった人な

ど」についての回答である。最も多いのは

「自力」が全体の約 3分の 1を占めており、

自らの努力で就職したことがわかる。次い

で大学就職課、知人、友人、卒業生とあまり

差はなく続くが、当時多かった「縁故」につ

いては多様であり、それら縁故者も合わせ

ると 2 番目の多さになる。この時期大学の

就職課はあまり目立つ存在ではなかったよ

うだが、次第に学生に照準をあわせ、業務の

中に取り組むようになって来たことがうか

がわれる。そして従来からの伝統的な「縁

故」はなお健在であり、それが就職戦線を和

らげていたようである。当時は色々なネッ

トワークが就職をめぐっては存在し、展開

していたといえる。

なお、このような就職活動時に、「愛大卒」

を意識したかというのが表 3－D-7 の回答

である。無回答は 7 名で、これを外すと、

「はい」が 42％「少し意識した」を加える

と 70％になる。その一方「意識しない」は

30％を占め、独立的に活動を行ったことも

わかる。

以下、大きく「意識する派」と「意識しな

い派」に分けた、年次別に追ってみる。

まずは「意識する派」である。

1967 年

「24 名の同期入社は、いわゆる有名大

が多かったから」、「大卒枠の採用だっ

たから」、「多くの先輩がいてよい意味

の学閥を作っていたから」、「地域貢献

のため堂々と日々精進する」、「知を愛

する大学を卒業したのだから」、「先輩

が 2 人いたから」、「愛大の名誉を高め

るため努力。ただし、職場では個人の能

力が重視された」、「大卒社員はほとん

どいなかったから」、「愛大卒は会社で

粘り強い」、「社長が愛大前身の東亜同

文書院卒」、「縁故就職のとき、一流大学

でないと、といわれたとき」

1968 年

「就職先に愛大卒生が多数いた」、「全

国区の企業に愛大生として挑戦」、「多

くの仲間を作りたかった」、「就職先は

国立大が多かったため」、「赤系の大学

と言われていたので母校に迷惑をかけ

ないように、また後輩の手本になるよ

うにがんばった」、「教員免許では学閥

を感じた」、「紹介いただいた先輩に迷

惑をかけないように」、「愛大卒の先輩

が多数、しかも頑張っていた」5 件、「先

輩の重役がいた」、「有名大の卒生が多

かった」、「愛大に誇りがあった」

1969 年

「愛大の先輩が多かった」4 件、「国公

立大や早慶が多く、地方出身が少なか

ったから」、「愛大に誇りを持っていた

から」

1970 年

「大卒ということで仕事に熱意を持っ

た」、「役場で最初の大卒の採用であっ

たから」、「愛大卒の上司や同期が数名

おり、私学では優秀と評価」、「愛大を誇

りに思った」、「愛大先輩が多数いた」6

件、「就職課長から初入社して、後輩の

ためにも頑張ってほしいと」、「学生運

情報のみ」、「職種目標無し」、「早々内定」、

「3 年次に国家公務員中級職に合格、上級職、

高校教員目指す」、「先輩の会社へ」、「バイ

ト先へ」。

表 3－D-2 は、「卒業時の就職環境につい

て」の回答を示した。

それによると、「普通」が最多で、「やや厳

しい」、「あまり厳しくない」が続く。それは、

前表と対応関係にある。まず、「厳しい」「や

や厳しい」派は回答が多い。それから見る

と、1967 年では、「父を継いで金融を」、「観

光業を」、「決めてない」、「憧れの出版業界

へ」、「憧れの職種を決めていた」複数、「ま

ずは大学院へ」、「地元優先」、「流通、物流」、

「卒業前から就職先へ出入り」、「国家公務

員になりたい」、「不況下選択する余裕なし」

1968 年では、「印刷会社に決定」、「決めて

いた」、「会社内容重視」、「部活先輩の紹介」、

「銀行決定」、「情報産業と金融へ」、「金融

へ」

一方、「普通」「厳しくない」派は、「安定

した営業職を」、「分野決まらず」、「教職に

なりたい」複数、「家業を継ぐ」、「決めてい

ない」複数、「地元岡山へ帰る」、「たまたま」、

「富士市から」、「銀行に決めていた」、「未

決」、「小売」、「食品」。

次に、1969 年では、「積極派」は「商社は

高級で、海外でも仕事ができそうだから」、

「親の勧めで決めていた」、「営業関係」な

ど。

一方、「普通」あるいは「厳しくない」派

は、「人に好かれる小売り」、「公務員」、「会

計事務所へ」、「トヨタ系」、「アルバイト先

へ決定」、「金融系東京本社」、「金融関係へ」

複数、「東京本社」、「社会人野球を求めてい

る会社へ」、「先輩のいる会社から」、「大石

ゼミの紹介」、「知識の生かせる経理財務分

野へ」、「中央での新聞記者」、「故郷鳥取に

本社のある会社」など。

1970 年では、「積極派」は少なく、「地方

公務員を」、「地元企業を」だけである。

「普通」あるいは「厳しくない」派は、「教

職も考えたが一般会社を経験しようと」、

「大学で学んだことの活用」、「営業職なら

無難」、「会社の評判と内容の良さから」、

「「大府市役所」、未決」、「安定した製造業」、

「資本主義は物流」、「建築工務を支えるオ

フィス、パソコンを」、「地元の信用金庫」、

「金銭関係の仕事」、「農林業」、「公務員」、

その他に「食品」「新聞記者」「バイトの仕事

が自分に合っている」など。

表 3－D-4 は、「希望した分野へ就職でき

たか」についての回答者である。それによる

と、無回答 9 名を除くと、全体の半数は「希

望通り」で、「なんとか」の 14 名を加える

と、68％がほぼ希望通りに就職できたとい

える。「意識せず」は 19 名の回答だが、そ

の多くは、縁故、ゼミ紹介、バイト先からの

自然的な流れの回答が多い。「意に反して」

は 7 名を数えるが、理由を回答したのは 1

名で、「倍率が 60～70 倍で、学業不足を感

じた」と回答している。

なお、「希望通り」では、「戦後、東亜同文

書院から京大へ編入し、この会社の常務に

なった書院卒生のおかげで入社できたと、

退職後、書院卒生から聞いた」とある。当時、

書院生からの引きがあったということで、

他にもこのようなケースはあった。あと、

「自力での努力」、その他「普通の入社試験

に合格した」、「大企業の面接で評価された」、

「選考基準にマッチしたと担当常務が教え

てくれた（独立心旺盛な変人を選んでくれ
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かつては野性味があったが、今は小さ

くまとまりすぎている」、「仲間として

は、よく付（つ）いてきてくれた」、「堅

実、総じて比較的地味」2 件（うち 1 件

は銀行員）、「考えたことはないが、自分

は愛大卒として自信をもって人生を生

きている」、「後輩は指向が安定してい

る。ただ一部勉強不足も」、「良い方だ」、

「常識的」、「真面目」、「大量の学生を入

学させている大学の卒業生は無気力で、

意欲がない」、「特に意識せず」3 件

1969 年

「良い方」、「大いに評価できる」、「真面

目さ」、「地道に着実に活躍している人

が多い」、「勤勉で忍耐力あり」、「よく頑

張っていると思う」、「社会へ出てから

の努力が大事だ」、「優秀であろう？」、

「中程度の上」、「人物本位の企業で、出

身大学とは関係なしで評価されてい

る」、「学閥とは無関係に、本人の力量で

評価されていた時代でした」、「全国で

活動するには、地方出身者はやはりハ

ンディがありました」、「できるとは思

わない。入社して彼勉強した。他大学の

ゼミや研修に参加した」、「とくにない」

3 件

1970 年

「自分のまわりは、真面目で実直」、「重

要なポストに着任している先輩が多

い」、「優れている点が多く、仕事熱心と

評価できる」、「地味ではあるが、ある程

度素養があり、良いと思う」、「謙虚で人

付き合いに優れ、管理者向きの人間が

多い」、「大変高く評価されました」、「地

道に努力する」、「普通以上」、「もっと自

信を持ってほしい。毎年 1 名は入組者

を、個性がほしい」、「あまり意識せず」

「普通」など 4 件

次に、「愛大卒生の特徴」について

1967 年

「仕事に常に真剣」、「名門、伝統ある大

学と競い合う精神有」、「真面目に努力

するタイプ」、「よく言えば「おとなし

い」、悪くいえば、「覇気に欠ける」、「あ

まり自己主張せず、協調性あり」、「前向

き、明るい学風」、「他大学卒業生の九

大、熊大、同志社大、立命大、慶大、明

大、早大らといっしょだったが、大学に

起因する特徴というよりも個人に起因

する特徴が目立ち、その人の進む方向

を示していた」、「私大は大体同じレベ

ル」「とくになし」、「わからない」など

6 件

1968 年

「東京の勤務先では薬師岳遭難大学と

して知られていた」、「入社した世界企

業は同一のスタートなので、愛大卒の

ガッツでがんばるのみ」、「まじめ、紳士

的」、「度量が大きく、心のまま動く自由

闊達な人物が多い」、「文系大量合格者

を出した大学の卒業生は無気力、意欲

ない社員が多い」、「地味」「型にはまら

ない人が多い」、「活動力、言動力賀強

い」、「どちらかと言えば、真面目」、「良

しにつけ、悪しきにつけ「骨」（信念）

あり」、「特になし」8 件

1969 年

「学業ができる」、「学業に真面目」、「真

面目」、「控えめだが、粘り強い、そして

人間性が良い」、「ややのんびりタイプ

が多い」、「優秀な諸先輩が数多く見え

た」、「比較できなかった」「特になし」

動が気になった」、「同期に他大学生が 1

人いた」、「愛知県庁には、愛大卒生の中

に上級、初級、その他などの派があった」

以上、「愛大卒生の愛大意識あり」につい

て年次ごとに追った。共通項は、この時期に

就職した職場には愛大の先輩がどんどん増

えていたという状況が伝わってくる。愛大

生卒の拡大期といえそうである。しかも、ま

じめに愛大や後輩に迷惑をかけないように

頑張るという親心が見える。

次に「意識しない派」についてみてみる。

1967 年

「文系新卒入社第 1 号であったためか

手厚く対応してもらったので」、「愛大

はあまり有名ではなかったから」、「教

職では愛教大が主流になっていた。」

1968 年

「会社訪問の時、担当者からは学閥で

はなく、実力主義の会社だといわれた」

1969 年

「学歴は気にせず、会社に貢献できて

こそと思っていた」、「自力で行動して

いたから」、「取材や記事作成に出身大

学が影響することはありません」（大手

新聞記者）

1970 年

（なし）

以上のような環境、条件の中で、決定した

就職先の回答は以下の表のようになる。対

象年度を一括して示した。

表 3－D-5 は、決定した就職先の一覧であ

る。メーカー中心の一般企業、公務員関係、

金融関係とグルーピング化して示した。就

職地は地元愛知を中心に東海地方が多いが、

かなり全国にも広がっており、愛大生の発

展機運は広がっているとも言えそうである、

表 3－D-8 は、転職分を示した。高度経済

成長期に入っていた日本経済は景気変動や

業種転換などの動きもみられ、回答者につ

いていえば、当初の半分ほどの卒業生が転

職し、時代の変化の中で交通運輸などが増

えている。

また表 3－D-9 は、多くは定年後の再就職

先の状況を示した。高齢化もあり、第 3 次

産業、サービス業への就職が目立つ。時代の

変化に対応した流れだということができる。

ところで、以上の就職活動やその後の経

過の中で、愛大生は他の大学生と比べてど

のように評価されたのか、またそこから浮

かび上がる愛大生の特徴はあるのかについ

て年次別に回答から追った。

まずは、「愛大生は他の大学生と比べてど

のように評価されたのか」について

1967 年

「真面目、質実剛健」、「時に応じて、自

信のある人は強い」、「真面目で粘り強

い。控えめなところも」、「後輩たちは可

成り優秀」、「営業分野は前向き、積極

的」、「岐阜市消防本部内では高い評価、

「大学は関係なく、本人の努力次第」、

「教職では教育系大学に比べ専門科目

で努力必要」、「先輩、後輩に愛大卒がい

ないのでわからない」2 件、「文系のた

め、比較したことなし」、「やや良」、「わ

からない」

1968 年

「中京地区では知名度もあり、評価さ

れている」、「先輩がいなかったのです

べて挑戦だったが、評価されてきた」、

「個人差もあるので一概には言えない。
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かつては野性味があったが、今は小さ

くまとまりすぎている」、「仲間として

は、よく付（つ）いてきてくれた」、「堅

実、総じて比較的地味」2 件（うち 1 件

は銀行員）、「考えたことはないが、自分

は愛大卒として自信をもって人生を生

きている」、「後輩は指向が安定してい

る。ただ一部勉強不足も」、「良い方だ」、

「常識的」、「真面目」、「大量の学生を入

学させている大学の卒業生は無気力で、

意欲がない」、「特に意識せず」3 件

1969 年

「良い方」、「大いに評価できる」、「真面

目さ」、「地道に着実に活躍している人

が多い」、「勤勉で忍耐力あり」、「よく頑

張っていると思う」、「社会へ出てから

の努力が大事だ」、「優秀であろう？」、

「中程度の上」、「人物本位の企業で、出

身大学とは関係なしで評価されてい

る」、「学閥とは無関係に、本人の力量で

評価されていた時代でした」、「全国で

活動するには、地方出身者はやはりハ

ンディがありました」、「できるとは思

わない。入社して彼勉強した。他大学の

ゼミや研修に参加した」、「とくにない」

3 件

1970 年

「自分のまわりは、真面目で実直」、「重

要なポストに着任している先輩が多

い」、「優れている点が多く、仕事熱心と

評価できる」、「地味ではあるが、ある程

度素養があり、良いと思う」、「謙虚で人

付き合いに優れ、管理者向きの人間が

多い」、「大変高く評価されました」、「地

道に努力する」、「普通以上」、「もっと自

信を持ってほしい。毎年 1 名は入組者

を、個性がほしい」、「あまり意識せず」

「普通」など 4 件

次に、「愛大卒生の特徴」について

1967 年

「仕事に常に真剣」、「名門、伝統ある大

学と競い合う精神有」、「真面目に努力

するタイプ」、「よく言えば「おとなし

い」、悪くいえば、「覇気に欠ける」、「あ

まり自己主張せず、協調性あり」、「前向

き、明るい学風」、「他大学卒業生の九

大、熊大、同志社大、立命大、慶大、明

大、早大らといっしょだったが、大学に

起因する特徴というよりも個人に起因

する特徴が目立ち、その人の進む方向

を示していた」、「私大は大体同じレベ

ル」「とくになし」、「わからない」など

6 件

1968 年

「東京の勤務先では薬師岳遭難大学と

して知られていた」、「入社した世界企

業は同一のスタートなので、愛大卒の

ガッツでがんばるのみ」、「まじめ、紳士

的」、「度量が大きく、心のまま動く自由

闊達な人物が多い」、「文系大量合格者

を出した大学の卒業生は無気力、意欲

ない社員が多い」、「地味」「型にはまら

ない人が多い」、「活動力、言動力賀強

い」、「どちらかと言えば、真面目」、「良

しにつけ、悪しきにつけ「骨」（信念）

あり」、「特になし」8 件

1969 年

「学業ができる」、「学業に真面目」、「真

面目」、「控えめだが、粘り強い、そして

人間性が良い」、「ややのんびりタイプ

が多い」、「優秀な諸先輩が数多く見え

た」、「比較できなかった」「特になし」

動が気になった」、「同期に他大学生が 1

人いた」、「愛知県庁には、愛大卒生の中

に上級、初級、その他などの派があった」

以上、「愛大卒生の愛大意識あり」につい

て年次ごとに追った。共通項は、この時期に

就職した職場には愛大の先輩がどんどん増

えていたという状況が伝わってくる。愛大

生卒の拡大期といえそうである。しかも、ま

じめに愛大や後輩に迷惑をかけないように

頑張るという親心が見える。

次に「意識しない派」についてみてみる。

1967 年

「文系新卒入社第 1 号であったためか

手厚く対応してもらったので」、「愛大

はあまり有名ではなかったから」、「教

職では愛教大が主流になっていた。」

1968 年

「会社訪問の時、担当者からは学閥で

はなく、実力主義の会社だといわれた」

1969 年

「学歴は気にせず、会社に貢献できて

こそと思っていた」、「自力で行動して

いたから」、「取材や記事作成に出身大

学が影響することはありません」（大手

新聞記者）

1970 年

（なし）

以上のような環境、条件の中で、決定した

就職先の回答は以下の表のようになる。対

象年度を一括して示した。

表 3－D-5 は、決定した就職先の一覧であ

る。メーカー中心の一般企業、公務員関係、

金融関係とグルーピング化して示した。就

職地は地元愛知を中心に東海地方が多いが、

かなり全国にも広がっており、愛大生の発

展機運は広がっているとも言えそうである、

表 3－D-8 は、転職分を示した。高度経済

成長期に入っていた日本経済は景気変動や

業種転換などの動きもみられ、回答者につ

いていえば、当初の半分ほどの卒業生が転

職し、時代の変化の中で交通運輸などが増

えている。

また表 3－D-9 は、多くは定年後の再就職

先の状況を示した。高齢化もあり、第 3 次

産業、サービス業への就職が目立つ。時代の

変化に対応した流れだということができる。

ところで、以上の就職活動やその後の経

過の中で、愛大生は他の大学生と比べてど

のように評価されたのか、またそこから浮

かび上がる愛大生の特徴はあるのかについ

て年次別に回答から追った。

まずは、「愛大生は他の大学生と比べてど

のように評価されたのか」について

1967 年

「真面目、質実剛健」、「時に応じて、自

信のある人は強い」、「真面目で粘り強

い。控えめなところも」、「後輩たちは可

成り優秀」、「営業分野は前向き、積極

的」、「岐阜市消防本部内では高い評価、

「大学は関係なく、本人の努力次第」、

「教職では教育系大学に比べ専門科目

で努力必要」、「先輩、後輩に愛大卒がい

ないのでわからない」2 件、「文系のた

め、比較したことなし」、「やや良」、「わ

からない」

1968 年

「中京地区では知名度もあり、評価さ

れている」、「先輩がいなかったのです

べて挑戦だったが、評価されてきた」、

「個人差もあるので一概には言えない。
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分で責任をもって行動してきた」、「知

を愛する研究心を受け継いでいる。マ

ルクス研究も継続中」、「特にはなし」5

件

1969 年

「地域社会への貢献を実践している」、

「困ったときに多くの先輩に相談して

もらえる」、「地域差破壊への貢献。わが

町の発展に貢献したい」、「大変高邁な

思想」、「町内、地域へ貢献。少年のスポ

ーツ、文化へ」、「なかなかむつかしい」、

「豊橋の「自由、受難の鐘」とても懐か

しい。建学の精神が長く続いてほしい」、

「大きな人間になりたいと思ったが、

余裕がなくて・・・」、「特には考えなか

った」5 件

1970 年

「韓国、中国の人達と交流ができた」、

「会社でも、地域社会でも設定した目

標は遂行。努力してきた」、「協働の理念

を探究し、農業振興に寄与したい」、

「我々の時代の卒業生は、ある程度影

響している」、「自然を愛し、普通を心掛

け、友人、先輩、後輩を大切にしてきた」、

「地域社会文化に貢献できた」、「受験

勉強から解放され、色々な本を自由に

ランダムに読んできた自由がうれしか

った」、「自分の人生に似ている」、「特に

はなし」4 件

以上、愛大の設立趣旨、建学の精神に対す

る卒業生の受け取りの回答を見た。ほぼ 20

年後の卒業生の各年次とも半数近くが趣旨

と精神を理解し、実践もしていたことが明

らかになった。そこに愛大精神が流れてい

るのだなと実感できたし、特に実践も自然

体でやっていることにも感銘を受けた。国

立大ではまずこのようなことはないし、私

学でも宗教系の学部以外では見られないか

もしれない。愛大のまさに誇るべき設立精

神と学生及び卒業生魂だと思われる。この

点こそもっと広く知られてよい点であろう。

1970 年は全国の流れの中で愛大もその先

走りの学園紛争が生じた。そんな中で、この

大学設立の趣旨はつぶされたり、無視され

たりしないか気になった。しかし、その心配

はとりあえず杞憂に終わった。卒業生たち

は、愛大精神を胸の中で育てていた。

（２）東亜同文書院の認知について

愛大設立趣旨にも多少絡むところがある

が、愛大の前身校ともいえる「東亜同文書

院」の認知レベルの回答である。前述もした

ように、愛大はまさに東亜同文書院の存在

がなければ誕生できなかった。戦後、東亜同

文書院は富山県の呉羽校舎の分校で書院を

永らえたが、近衛文麿公の自殺で経営基盤

がなくなり、消失の運命にさらされた。その

時、上海にいた東亜同文書院大学最後の学

長である本間学長からの、「すぐに新キャン

パスを探せ」との指令で、呉羽分校の神谷教

授が、豊橋の旧陸軍 15 師団（のち、陸軍予

備士官学校）跡を確保し、分校教授会の新大

学構想と帰国してきた本間学長一行が、豊

橋市の歓迎を受けて準備計画した「愛知大

学」を設立するにいたった。文部省も外地か

ら引き揚げてくる学生たちの収容が早急に

必要だったのである。こうして当時の 6 大

都市以外にできた初めての旧制大学として

の「愛知大学」が豊橋の地に誕生したのであ

る。中部地方では最初の法文系旧制大学と

なった。東亜同文書院からは 450 人の学生

など 6 件

1970 年

「自分の主義主張をはっきり言える人

が多いと思う」、「地元に密着しており、

諸先輩方も他大学にくらべ、貢献して

いる」、「後輩が数多く入社し、優秀な

方々が多く、やはり愛知県では優れて

いる」、「素朴」、「心の範囲が広い」、「派

手さがない」、「わからない」、「とくにな

し」、「不明」など 3 件。

以上、愛大生の社会へ出てからの評価、特

徴の回答を紹介したが、少しかぶさる内容

であり、答えにくかった面もあったかと思

う。そのような中、この時期の愛大卒生の基

調とその上での多様性を持つようになった

特性をうかがい知ることができる。開学か

らほぼ 20 年、大学設立期に 450 人もの編入

東亜同文書院生の他、外地から帰国した引

揚げ学生たちが作った学生生活とその精神

は、その後国内の各地域からの入学生も受

け入れる中で、内外ともに激動の歴史の中

で、どのように変容し、変容しなかったかと

いう点は興味深い。今回の対象時期は、愛大

精神がどのように継承されどのように展開

してきたかの基礎部分が形成された時期で

あるといえると思われるが、この後もう一

つ、全国の大学紛争が愛大にも影響を与え

るその直前の時期に直面する。それがその

後の愛大生にどのように影響したかは、こ

の時期をベースとして検討する課題にした

い。

．愛知大学の卒業生として

（１）愛大設立趣旨の回答者への影響

まずは、「世界平和と日本文化への寄与を

ベースに国際人の養成と、地域文化への貢

献」を、「自由受難」とともに「知を愛す真

理の探究」により目指すという「愛大設立主

旨」の理解とそれへの対応についてである。

1967 年

「勤め先や地域社会で自分の意見をは

っきりいえる」、「仕事中の根底で役立

った」、「戦後、地方都市に誕生した大学

の凄さ」、「まじめに努力、自由な生き方

の尊重、学歴をひけらかさない」、「地域

社会への貢献」、「人生のバックボーン

として」、「ハローワークでの職業指導、

鳥栖市の自治会長として地域貢献」、

「自ら学び、真理を子供たちに伝える

べく努力してきたつもり」、「学生時代

自由に過ごせた」、「学生時代は無縁だ

ったが同窓会へ出るようになって考え

るようになった」、「わからない」5 件

1968 年

「主旨、理念は今も反映しているが、愛

大そのものが相対的に委縮しているよ

うに見える」、「先生や先輩とこれにつ

いて話す機会が多く、多少実践できた」、

設立趣旨は学生歌に。卒業後 50 年たっ

ても人生の生き方としている」「設立趣

旨通り生きてきた」、「そのためにはク

リエイティブにいきることを社会生活

でも目指してきた」、「母校への誇り」、

「中国関係に強い」、「リベラルな考え

方」、「人を扱う時は平等、公平を貫いて

きた」、「海外事業に着手し、外国人と友

人になれた」、「福祉活動に中心を置き、

日本レクリエーション協会インストラ

クターの資格を取り、県のボランティ

ア登録し、ワールドラグビーやオリン

ピックに協力してきた、「自由ゆえ、自
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分で責任をもって行動してきた」、「知

を愛する研究心を受け継いでいる。マ

ルクス研究も継続中」、「特にはなし」5

件

1969 年

「地域社会への貢献を実践している」、

「困ったときに多くの先輩に相談して

もらえる」、「地域差破壊への貢献。わが

町の発展に貢献したい」、「大変高邁な

思想」、「町内、地域へ貢献。少年のスポ

ーツ、文化へ」、「なかなかむつかしい」、

「豊橋の「自由、受難の鐘」とても懐か

しい。建学の精神が長く続いてほしい」、

「大きな人間になりたいと思ったが、

余裕がなくて・・・」、「特には考えなか

った」5 件

1970 年

「韓国、中国の人達と交流ができた」、

「会社でも、地域社会でも設定した目

標は遂行。努力してきた」、「協働の理念

を探究し、農業振興に寄与したい」、

「我々の時代の卒業生は、ある程度影

響している」、「自然を愛し、普通を心掛

け、友人、先輩、後輩を大切にしてきた」、

「地域社会文化に貢献できた」、「受験

勉強から解放され、色々な本を自由に

ランダムに読んできた自由がうれしか

った」、「自分の人生に似ている」、「特に

はなし」4 件

以上、愛大の設立趣旨、建学の精神に対す

る卒業生の受け取りの回答を見た。ほぼ 20

年後の卒業生の各年次とも半数近くが趣旨

と精神を理解し、実践もしていたことが明

らかになった。そこに愛大精神が流れてい

るのだなと実感できたし、特に実践も自然

体でやっていることにも感銘を受けた。国

立大ではまずこのようなことはないし、私

学でも宗教系の学部以外では見られないか

もしれない。愛大のまさに誇るべき設立精

神と学生及び卒業生魂だと思われる。この

点こそもっと広く知られてよい点であろう。

1970 年は全国の流れの中で愛大もその先

走りの学園紛争が生じた。そんな中で、この

大学設立の趣旨はつぶされたり、無視され

たりしないか気になった。しかし、その心配

はとりあえず杞憂に終わった。卒業生たち

は、愛大精神を胸の中で育てていた。

（２）東亜同文書院の認知について

愛大設立趣旨にも多少絡むところがある

が、愛大の前身校ともいえる「東亜同文書

院」の認知レベルの回答である。前述もした

ように、愛大はまさに東亜同文書院の存在

がなければ誕生できなかった。戦後、東亜同

文書院は富山県の呉羽校舎の分校で書院を

永らえたが、近衛文麿公の自殺で経営基盤

がなくなり、消失の運命にさらされた。その

時、上海にいた東亜同文書院大学最後の学

長である本間学長からの、「すぐに新キャン

パスを探せ」との指令で、呉羽分校の神谷教

授が、豊橋の旧陸軍 15 師団（のち、陸軍予

備士官学校）跡を確保し、分校教授会の新大

学構想と帰国してきた本間学長一行が、豊

橋市の歓迎を受けて準備計画した「愛知大

学」を設立するにいたった。文部省も外地か

ら引き揚げてくる学生たちの収容が早急に

必要だったのである。こうして当時の 6 大

都市以外にできた初めての旧制大学として

の「愛知大学」が豊橋の地に誕生したのであ

る。中部地方では最初の法文系旧制大学と

なった。東亜同文書院からは 450 人の学生

など 6 件

1970 年

「自分の主義主張をはっきり言える人

が多いと思う」、「地元に密着しており、

諸先輩方も他大学にくらべ、貢献して

いる」、「後輩が数多く入社し、優秀な

方々が多く、やはり愛知県では優れて

いる」、「素朴」、「心の範囲が広い」、「派

手さがない」、「わからない」、「とくにな

し」、「不明」など 3 件。

以上、愛大生の社会へ出てからの評価、特

徴の回答を紹介したが、少しかぶさる内容

であり、答えにくかった面もあったかと思

う。そのような中、この時期の愛大卒生の基

調とその上での多様性を持つようになった

特性をうかがい知ることができる。開学か

らほぼ 20 年、大学設立期に 450 人もの編入

東亜同文書院生の他、外地から帰国した引

揚げ学生たちが作った学生生活とその精神

は、その後国内の各地域からの入学生も受

け入れる中で、内外ともに激動の歴史の中

で、どのように変容し、変容しなかったかと

いう点は興味深い。今回の対象時期は、愛大

精神がどのように継承されどのように展開

してきたかの基礎部分が形成された時期で

あるといえると思われるが、この後もう一

つ、全国の大学紛争が愛大にも影響を与え

るその直前の時期に直面する。それがその

後の愛大生にどのように影響したかは、こ

の時期をベースとして検討する課題にした

い。

．愛知大学の卒業生として

（１）愛大設立趣旨の回答者への影響

まずは、「世界平和と日本文化への寄与を

ベースに国際人の養成と、地域文化への貢

献」を、「自由受難」とともに「知を愛す真

理の探究」により目指すという「愛大設立主

旨」の理解とそれへの対応についてである。

1967 年

「勤め先や地域社会で自分の意見をは

っきりいえる」、「仕事中の根底で役立

った」、「戦後、地方都市に誕生した大学

の凄さ」、「まじめに努力、自由な生き方

の尊重、学歴をひけらかさない」、「地域

社会への貢献」、「人生のバックボーン

として」、「ハローワークでの職業指導、

鳥栖市の自治会長として地域貢献」、

「自ら学び、真理を子供たちに伝える

べく努力してきたつもり」、「学生時代

自由に過ごせた」、「学生時代は無縁だ

ったが同窓会へ出るようになって考え

るようになった」、「わからない」5 件

1968 年

「主旨、理念は今も反映しているが、愛

大そのものが相対的に委縮しているよ

うに見える」、「先生や先輩とこれにつ

いて話す機会が多く、多少実践できた」、

設立趣旨は学生歌に。卒業後 50 年たっ

ても人生の生き方としている」「設立趣

旨通り生きてきた」、「そのためにはク

リエイティブにいきることを社会生活

でも目指してきた」、「母校への誇り」、

「中国関係に強い」、「リベラルな考え

方」、「人を扱う時は平等、公平を貫いて

きた」、「海外事業に着手し、外国人と友

人になれた」、「福祉活動に中心を置き、

日本レクリエーション協会インストラ

クターの資格を取り、県のボランティ

ア登録し、ワールドラグビーやオリン

ピックに協力してきた、「自由ゆえ、自

143

同文書院記念報　Vol. 32（2024.03.31）



「同窓会で」、「学内広報で」、「図書館資

料から」「大学案内から」2 件、「愛大広

報から」、「入社した会社で」、「入学して

から」、「「北帰行」の歌にその面影があ

る」、「生まれた年と愛大誕生が同じ年

なので愛大に愛着。資料から」、「高校の

先生から」、「卒業生及び文献から」、「叔

父が入っていた戦時中の豊橋予備士官

学校にご縁で（叔父は中尉として戦

死）」、「同窓会と愛大史」

1970 年

「中学の時から愛大を進学先に決めて

いたので情報入手」「先輩から」「父親か

ら」、「在学中の同窓会の役員をしてい

たから」、「愛大先輩の兄から」、「記念セ

ンターを見学して」、「入学時のガイダ

ンス」、「書物」、「先輩より」

以上のように①、②レベルとも卒業生が、

かなり好奇心を以て情報にアクセスして書

院の認知を得ていたことがわかる。

（３）愛大事件の認知について

以上のような、東亜同文書院の伝統も吸

収しつつ、愛知大学は物資不足の時代なが

ら順調にすすみ始めたが、1952 年にいわゆ

る「愛大事件」が発生した。この件はすでに

前述したので、繰りかえさないが、本間学長

は警察を信用せず、最後まで学生を擁護し、

無罪とし、学生たちからの信頼を得た。愛知

大学にとっては色々な面で県警捜査に足止

めされた事件であった。

ここで対象とした卒業生たちはこの「愛

大事件」から 20 年近く後になる。ここで対

象とした卒業生たちはこの「愛大事件」をど

のように認知していたかが、ここでのテー

マである。その認知レベルでまとめると、表

3－E-3 のようになる。「少し以上知っている」

レベルは 75％も占めており、高い認知率を

示している。しかし、そのうちさらに「よく

知っている」というレベルは、18％にとどま

っており、「知らない」卒業生は 22％を占め、

風化の始まりをも予想させる。以下、①と②

のレベルごとのにその反応を見てみる。

①「よく知っている」

1967 年

「自由に対する姿勢」、「時代背景から

当然では」「警察官との構内でのトラブ

ル？」、「同窓会活動で、当時学生であっ

た諸先輩も多くみえ、話も聞き、愛大史

を知るうえで知っている」

1968 年

「適切な対応、評価もされて、誇りに思

っている」、「大学の自由、自治を侵害さ

れることは防ぐべきと感じた」、「愛大

の自由、闊達な思想がまだ受け入れら

れない時代だったかな？」

1969 年

「本間学長の学生に対するも気合が素

晴らしい。真の教育者だと思う」、「大学

自治の大切さと勉学の大切さを感じた」

1970 年

「寮生だったので伝聞している」、「愛

大の自由受難の意思に、学長の学生を

思う忍耐と希望を感じた」、「大学は赤

だという感じ」、「学長が学生を守る。日

大の例を見ても愛大は立派である」

②「少し知っている」

1967 年

「本間学長の考えに敬服」、「学生時代

に教えられた」、「自学の学生を心から

守るという姿勢に感動していた」、「学

が、各学年合計 6 学年に分かれて編入して

きた。何と一度に予科 3 年、学部 3 年の 6

学年が一斉にオープンしたのである。珍し

いことであった。

早速 1947 年には開講となり、書院から編

入した最高学年の学部 3 年生がリードし、

同年 5 月には、「豊橋市民との文化交流祭」

が実質書院生中心の手によって企画され、1

週間の祭りに、まだ焼け野原の残る市街地

から沢山の市民が会場となった愛大キャン

パスと空襲を免れた豊橋公会堂へ押しかけ

た。その最終日、一昨年、NHK の朝ドラ「エ

ール」の主人公であった古関裕二とコロン

ビアオーケストラによる「愛大音楽祭」が開

催され、最後に公会堂最上段の階段から挨

拶した、のちの外国大使を担った小崎昌業

学生自治会長は、市民へのこの挨拶時に、公

会堂前に数千人の市民が集まってくれたと

いう。書院生の実行力に皆敬服した。

書院生は、こうして愛大と豊橋市民との

つながりを実現し、愛大学生を早くも軌道

に乗せ、書院生以外ばらばらに入学してき

た愛大学生たちをまとめ上げた。

これは当然、愛大史の中でも語り草にな

ったし、多くの市民も愛大に注目すること

になった。では、それから 20 年後、愛大学

生にどの程度書院生たちの記憶が伝えられ

ていたのであろうか。

表3－E-2はそれをまとめて示したもので

ある。それによれば、何らかの形で知ってい

るのは、回答者の 87％を占めており、「よく

知っている」も 30％を占めている。全体と

しては愛大を開いた書院生たちをほとんど

の回答者が認知していたということがわか

る。

以下、認知レベルごとに認知理由を示す。

①「よく知っている」

1967 年

「現地訪問」、「入学後の教授の話」、「父

から」、「愛大予科から九大へ入学卒業

され、九大教養部の教授になった先輩

から」、「同窓会への出席から」、「先輩か

ら」

1968 年

「愛大越知先輩から」、「愛大同窓会、ク

ラブあいちから」「先生や先輩、図書館

資料から」、「OB 会、記念センター訪問」、

「記念センター訪問」、「実兄の大学」、

「古書出書院史を読んだ」、「愛大史を

読んで」、「寮での話」

1969 年

「同窓会活動を通して」、「山岳遭難を

通して」

1970 年

「叔父が豊橋校舎に住んでいた」、「寮

生でした」、「恩師がその関係者」、「創業

誌」、「同窓会活動で」、「先輩からの話」

②「少し知っている」

1967 年

「学生時代にハルピン学院出身の父お

よびその同級生（当時愛大職員）」、「先

輩とマスコミ情報」、「雑誌など」、「大学

の機関誌」、「パンフと書物」、「卒業後の

大学同窓会報」、「豊橋の歴史から」、「入

学後の教授の話」、「友人及び友人から」、

「卒業生の活躍」、「書面から」

1968 年

「先輩や先生方から」、「新聞、広報誌」、

「父親から」、「岡山支部の後輩からの

史料送付から」、「入学案内から」、「大学

で」、「ゼミと男声合唱団の合宿で」

1969 年
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「同窓会で」、「学内広報で」、「図書館資

料から」「大学案内から」2 件、「愛大広

報から」、「入社した会社で」、「入学して

から」、「「北帰行」の歌にその面影があ

る」、「生まれた年と愛大誕生が同じ年

なので愛大に愛着。資料から」、「高校の

先生から」、「卒業生及び文献から」、「叔

父が入っていた戦時中の豊橋予備士官

学校にご縁で（叔父は中尉として戦

死）」、「同窓会と愛大史」

1970 年

「中学の時から愛大を進学先に決めて

いたので情報入手」「先輩から」「父親か

ら」、「在学中の同窓会の役員をしてい

たから」、「愛大先輩の兄から」、「記念セ

ンターを見学して」、「入学時のガイダ

ンス」、「書物」、「先輩より」

以上のように①、②レベルとも卒業生が、

かなり好奇心を以て情報にアクセスして書

院の認知を得ていたことがわかる。

（３）愛大事件の認知について

以上のような、東亜同文書院の伝統も吸

収しつつ、愛知大学は物資不足の時代なが

ら順調にすすみ始めたが、1952 年にいわゆ

る「愛大事件」が発生した。この件はすでに

前述したので、繰りかえさないが、本間学長

は警察を信用せず、最後まで学生を擁護し、

無罪とし、学生たちからの信頼を得た。愛知

大学にとっては色々な面で県警捜査に足止

めされた事件であった。

ここで対象とした卒業生たちはこの「愛

大事件」から 20 年近く後になる。ここで対

象とした卒業生たちはこの「愛大事件」をど

のように認知していたかが、ここでのテー

マである。その認知レベルでまとめると、表

3－E-3 のようになる。「少し以上知っている」

レベルは 75％も占めており、高い認知率を

示している。しかし、そのうちさらに「よく

知っている」というレベルは、18％にとどま

っており、「知らない」卒業生は 22％を占め、

風化の始まりをも予想させる。以下、①と②

のレベルごとのにその反応を見てみる。

①「よく知っている」

1967 年

「自由に対する姿勢」、「時代背景から

当然では」「警察官との構内でのトラブ

ル？」、「同窓会活動で、当時学生であっ

た諸先輩も多くみえ、話も聞き、愛大史

を知るうえで知っている」

1968 年

「適切な対応、評価もされて、誇りに思

っている」、「大学の自由、自治を侵害さ

れることは防ぐべきと感じた」、「愛大

の自由、闊達な思想がまだ受け入れら

れない時代だったかな？」

1969 年

「本間学長の学生に対するも気合が素

晴らしい。真の教育者だと思う」、「大学

自治の大切さと勉学の大切さを感じた」

1970 年

「寮生だったので伝聞している」、「愛

大の自由受難の意思に、学長の学生を

思う忍耐と希望を感じた」、「大学は赤

だという感じ」、「学長が学生を守る。日

大の例を見ても愛大は立派である」

②「少し知っている」

1967 年

「本間学長の考えに敬服」、「学生時代

に教えられた」、「自学の学生を心から

守るという姿勢に感動していた」、「学

が、各学年合計 6 学年に分かれて編入して

きた。何と一度に予科 3 年、学部 3 年の 6

学年が一斉にオープンしたのである。珍し

いことであった。

早速 1947 年には開講となり、書院から編

入した最高学年の学部 3 年生がリードし、

同年 5 月には、「豊橋市民との文化交流祭」

が実質書院生中心の手によって企画され、1

週間の祭りに、まだ焼け野原の残る市街地

から沢山の市民が会場となった愛大キャン

パスと空襲を免れた豊橋公会堂へ押しかけ

た。その最終日、一昨年、NHK の朝ドラ「エ

ール」の主人公であった古関裕二とコロン

ビアオーケストラによる「愛大音楽祭」が開

催され、最後に公会堂最上段の階段から挨

拶した、のちの外国大使を担った小崎昌業

学生自治会長は、市民へのこの挨拶時に、公

会堂前に数千人の市民が集まってくれたと

いう。書院生の実行力に皆敬服した。

書院生は、こうして愛大と豊橋市民との

つながりを実現し、愛大学生を早くも軌道

に乗せ、書院生以外ばらばらに入学してき

た愛大学生たちをまとめ上げた。

これは当然、愛大史の中でも語り草にな

ったし、多くの市民も愛大に注目すること

になった。では、それから 20 年後、愛大学

生にどの程度書院生たちの記憶が伝えられ

ていたのであろうか。

表3－E-2はそれをまとめて示したもので

ある。それによれば、何らかの形で知ってい

るのは、回答者の 87％を占めており、「よく

知っている」も 30％を占めている。全体と

しては愛大を開いた書院生たちをほとんど

の回答者が認知していたということがわか

る。

以下、認知レベルごとに認知理由を示す。

①「よく知っている」

1967 年

「現地訪問」、「入学後の教授の話」、「父

から」、「愛大予科から九大へ入学卒業

され、九大教養部の教授になった先輩

から」、「同窓会への出席から」、「先輩か

ら」

1968 年

「愛大越知先輩から」、「愛大同窓会、ク

ラブあいちから」「先生や先輩、図書館

資料から」、「OB 会、記念センター訪問」、

「記念センター訪問」、「実兄の大学」、

「古書出書院史を読んだ」、「愛大史を

読んで」、「寮での話」

1969 年

「同窓会活動を通して」、「山岳遭難を

通して」

1970 年

「叔父が豊橋校舎に住んでいた」、「寮

生でした」、「恩師がその関係者」、「創業

誌」、「同窓会活動で」、「先輩からの話」

②「少し知っている」

1967 年

「学生時代にハルピン学院出身の父お

よびその同級生（当時愛大職員）」、「先

輩とマスコミ情報」、「雑誌など」、「大学

の機関誌」、「パンフと書物」、「卒業後の

大学同窓会報」、「豊橋の歴史から」、「入

学後の教授の話」、「友人及び友人から」、

「卒業生の活躍」、「書面から」

1968 年

「先輩や先生方から」、「新聞、広報誌」、

「父親から」、「岡山支部の後輩からの

史料送付から」、「入学案内から」、「大学

で」、「ゼミと男声合唱団の合宿で」

1969 年
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（４）母校愛大への関心とその理由

では、まず、「母校愛大」への関心度はど

の程度であるかについて関心レベル別に示

した。それが表 3－E-4 である。それによる

と、4 レベルの内、①「最も関心がある」は

全体の 35％を占め、それに②「多少関心あ

り」を加えると 85％と圧倒的な高さになる。

③「普通」は 15％、④「関心なし」は 1 名

となっている。

以下、それらの理由を年次別にみてみる。

①「大変関心」派

1967 年

「愛大で培った人間関係、知識が人生

で役に立っている」、「地方出発展する

大学の雄だから」、「出身大学の存続は

卒業生として喜ばしい」、「職場に後輩

が入ってきて、一緒に仕事ができたか

ら」、「一つ寂しいのは豊橋の学部減少。

やはり農学部を設立してほしい」、「卒

業後、同窓会活動でおおくの先輩に接

したこと」、「少林寺拳法を大きなクラ

ブにしたいから」

1968 年

「入学当時より相対的に評価が下がっ

ていること、大いに心配だ」、「娘もお世

話になり、出版の 2 冊も女性、同窓会

奨励賞を受け、切っても切れない縁を

かんじている」、「成長してほしい」、「後

輩がさらに良い環境で学び、社会へ雄

飛してほしい」、「母校愛」、「今日、私が

あるのは、4 年間愛大でのすべての経験

があったから」、「戦後の歴史、愛大事

件、マッカーサー、全共闘」、「○○学園

といった創設者の名前のつかないとこ

ろがよい。みんなの大学というニュア

ンス」、「青春の豊橋時代。多くの友人を

得たから、今の学生はどうしているか

と」、「理事がしっかりしている。学生を

大切にし、教授会、同窓会、府警、ネッ

ト界が学校を作っている」、「愛知とい

う名が好き」

1969 年

「設立趣意書がいい」、「青春時代の心

燃やした時代、場所だから」、「今後の大

学の方向性に関心」、「母校である」、「中

国との動静見ると愛大の存在は大き

い」、「愛情がある」

1970 年

「後輩の卒業生が社会で活躍している

のがたのもしい」、「少子化の中でどう

存続していくか」、「卒業した大学だか

ら」2 件

②「多少関心」派

1967 年

「母校だから、卒業生だから」2 件、「豊

橋校舎を大切にしてほしい」、「スポー

ツでの後輩の活躍を」、「叔父さんの出

身地」、「当時私大は、南山と愛大時代だ

った」、「名古屋の愛大」

1968 年

「建学の歴史」、「愛大の卒業生、そして

母校だから」3 件、「4 年間、翠嵐寮に

お世話になった。大石巌先生、小幡清金

先生、佐野エンネ先生の授業を受けた」、

「OB に関心」

1969 年

「かなりのレベルの卒業生が多い」、

「会社に多数の後輩が来たから」、「新

聞紙上に乗る数々の愛大の名前」、「先

輩後輩、弁護士登録」、「母校だから」2

件、「少しでも皆様に良い大学ですねと

思ってもらいたい」

長が最後まで頑張ったことのみ記憶し

ている」、「いやなレッテルをはられた」、

「世間の評判は良くなかった」、「本間

学長の対応」、「寮の落書きにびっくり

した」、「警察はマークしていたのでは」

1968 年

「先輩や先生方から聞いた」、「真理を

貫き、学生を弁護し続けた先生に敬服」、

「本間学長に部全体がついていった」、

「気概」、「当時は多くの他大学でもあ

ったことなので不思議ではなかった」、

「窃盗犯の偶然の事件から学生運動、

暴力事件に発展。就職難」、「その時代の

反映」、「少数の革マル思想に影響され

たが、意味はなかった」

1969 年

「学長は大変頑張ったので大変だった

と思う頭が下がる」、「学校側は、学生、

学校を大切にしていると感じた」、

「1952 年 5 月の警察によるキャンパス

侵入に対し、学生が徹底抵抗した」、「本

間学長の名声は知っているものの、事

件の内容は知らなかった」、「地域の新

聞、左翼活動と思われた」、「学校愛を感

じる」、「有名な話として何度も聞いて

いた。学校の姿勢は立派だ」、「聞いた事

が有っただけ」

1970 年

「若い純な気持ちと、正義感は必要」、

「学問の自由は守るべき」、「最近では

当然のような事案が当時は厳しく扱わ

れていたようだ」、「少し聞いた覚えが

ある」、「大学の自治は必要」、「学生が浅

はかではなかったか？」、「当時として

は一般的」

以上、「愛大事件」後、ほぼ 20 年の卒業

生の「愛大事件」に対する認知状況を見た。

戦後 7 年目に発生したこの事件は、東西冷

戦下の国際状況の中、直前に生じた東大ポ

ポロ事件や同様なタイプの事件がほかの大

学でもでも生じた。しかし、東大は大事件と

はならず、愛大を見せしめに使ったような

感がある。なぜなら、愛大は書院をベースと

したとはいえ、誕生したばかりの地方の大

学であり、簡単につぶせると踏んだのだろ

う。しかし、これを事件化した当局に誤算が

生じたのは、戦後の最高裁事務総長をつと

め、愛大へ戻ってきたばかりの本間学長を

相手にすることになったことであった。ま

ずは学生を信じ、大学を守った本間学長の

態度は、本間学長が常々モットーとしてき

た「正義」そして「真理」を貫くものであっ

た。また、この事件の発生をまだ戦前の臭い

の残る警察やメディアが過激に報道し、愛

大に一方的な色付けをし、地域へも影響を

与えたことに、当時の学生たちやそれを伝

承した多くの卒業生たちは同調しなかった。

事件の事実の場の展開を目の前で見て、さ

らに本間学長の対応を肌で感じたからであ

る。回答の多くはそれらを伝え、にじませて

いる。

この、戦後の誕生間もない愛知大学を揺

らした大事件を、風化させず、今後とも正し

くどう伝えていくかは、愛知大学の大きな

課題でもある。

しかし、本間学長はこのあとに発生した

薬師岳遭難事故で、その責任を取って辞任

し、本間学長が計画しつつあった農学部、水

産学部、医学部、附属高校設立の新設を目指

した愛知大学発展構想も泡と化した面もあ

った。
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（４）母校愛大への関心とその理由

では、まず、「母校愛大」への関心度はど

の程度であるかについて関心レベル別に示

した。それが表 3－E-4 である。それによる

と、4 レベルの内、①「最も関心がある」は

全体の 35％を占め、それに②「多少関心あ

り」を加えると 85％と圧倒的な高さになる。

③「普通」は 15％、④「関心なし」は 1 名

となっている。

以下、それらの理由を年次別にみてみる。

①「大変関心」派

1967 年

「愛大で培った人間関係、知識が人生

で役に立っている」、「地方出発展する

大学の雄だから」、「出身大学の存続は

卒業生として喜ばしい」、「職場に後輩

が入ってきて、一緒に仕事ができたか

ら」、「一つ寂しいのは豊橋の学部減少。

やはり農学部を設立してほしい」、「卒

業後、同窓会活動でおおくの先輩に接

したこと」、「少林寺拳法を大きなクラ

ブにしたいから」

1968 年

「入学当時より相対的に評価が下がっ

ていること、大いに心配だ」、「娘もお世

話になり、出版の 2 冊も女性、同窓会

奨励賞を受け、切っても切れない縁を

かんじている」、「成長してほしい」、「後

輩がさらに良い環境で学び、社会へ雄

飛してほしい」、「母校愛」、「今日、私が

あるのは、4 年間愛大でのすべての経験

があったから」、「戦後の歴史、愛大事

件、マッカーサー、全共闘」、「○○学園

といった創設者の名前のつかないとこ

ろがよい。みんなの大学というニュア

ンス」、「青春の豊橋時代。多くの友人を

得たから、今の学生はどうしているか

と」、「理事がしっかりしている。学生を

大切にし、教授会、同窓会、府警、ネッ

ト界が学校を作っている」、「愛知とい

う名が好き」

1969 年

「設立趣意書がいい」、「青春時代の心

燃やした時代、場所だから」、「今後の大

学の方向性に関心」、「母校である」、「中

国との動静見ると愛大の存在は大き

い」、「愛情がある」

1970 年

「後輩の卒業生が社会で活躍している

のがたのもしい」、「少子化の中でどう

存続していくか」、「卒業した大学だか

ら」2 件

②「多少関心」派

1967 年

「母校だから、卒業生だから」2 件、「豊

橋校舎を大切にしてほしい」、「スポー

ツでの後輩の活躍を」、「叔父さんの出

身地」、「当時私大は、南山と愛大時代だ

った」、「名古屋の愛大」

1968 年

「建学の歴史」、「愛大の卒業生、そして

母校だから」3 件、「4 年間、翠嵐寮に

お世話になった。大石巌先生、小幡清金

先生、佐野エンネ先生の授業を受けた」、

「OB に関心」

1969 年

「かなりのレベルの卒業生が多い」、

「会社に多数の後輩が来たから」、「新

聞紙上に乗る数々の愛大の名前」、「先

輩後輩、弁護士登録」、「母校だから」2

件、「少しでも皆様に良い大学ですねと

思ってもらいたい」

長が最後まで頑張ったことのみ記憶し

ている」、「いやなレッテルをはられた」、

「世間の評判は良くなかった」、「本間

学長の対応」、「寮の落書きにびっくり

した」、「警察はマークしていたのでは」

1968 年

「先輩や先生方から聞いた」、「真理を

貫き、学生を弁護し続けた先生に敬服」、

「本間学長に部全体がついていった」、

「気概」、「当時は多くの他大学でもあ

ったことなので不思議ではなかった」、

「窃盗犯の偶然の事件から学生運動、

暴力事件に発展。就職難」、「その時代の

反映」、「少数の革マル思想に影響され

たが、意味はなかった」

1969 年

「学長は大変頑張ったので大変だった

と思う頭が下がる」、「学校側は、学生、

学校を大切にしていると感じた」、

「1952 年 5 月の警察によるキャンパス

侵入に対し、学生が徹底抵抗した」、「本

間学長の名声は知っているものの、事

件の内容は知らなかった」、「地域の新

聞、左翼活動と思われた」、「学校愛を感

じる」、「有名な話として何度も聞いて

いた。学校の姿勢は立派だ」、「聞いた事

が有っただけ」

1970 年

「若い純な気持ちと、正義感は必要」、

「学問の自由は守るべき」、「最近では

当然のような事案が当時は厳しく扱わ

れていたようだ」、「少し聞いた覚えが

ある」、「大学の自治は必要」、「学生が浅

はかではなかったか？」、「当時として

は一般的」

以上、「愛大事件」後、ほぼ 20 年の卒業

生の「愛大事件」に対する認知状況を見た。

戦後 7 年目に発生したこの事件は、東西冷

戦下の国際状況の中、直前に生じた東大ポ

ポロ事件や同様なタイプの事件がほかの大

学でもでも生じた。しかし、東大は大事件と

はならず、愛大を見せしめに使ったような

感がある。なぜなら、愛大は書院をベースと

したとはいえ、誕生したばかりの地方の大

学であり、簡単につぶせると踏んだのだろ

う。しかし、これを事件化した当局に誤算が

生じたのは、戦後の最高裁事務総長をつと

め、愛大へ戻ってきたばかりの本間学長を

相手にすることになったことであった。ま

ずは学生を信じ、大学を守った本間学長の

態度は、本間学長が常々モットーとしてき

た「正義」そして「真理」を貫くものであっ

た。また、この事件の発生をまだ戦前の臭い

の残る警察やメディアが過激に報道し、愛

大に一方的な色付けをし、地域へも影響を

与えたことに、当時の学生たちやそれを伝

承した多くの卒業生たちは同調しなかった。

事件の事実の場の展開を目の前で見て、さ

らに本間学長の対応を肌で感じたからであ

る。回答の多くはそれらを伝え、にじませて

いる。

この、戦後の誕生間もない愛知大学を揺

らした大事件を、風化させず、今後とも正し

くどう伝えていくかは、愛知大学の大きな

課題でもある。

しかし、本間学長はこのあとに発生した

薬師岳遭難事故で、その責任を取って辞任

し、本間学長が計画しつつあった農学部、水

産学部、医学部、附属高校設立の新設を目指

した愛知大学発展構想も泡と化した面もあ

った。

147

同文書院記念報　Vol. 32（2024.03.31）



られたが、大学への要望はレベルアップ化

を軸に多面的に要望がみられ、卒業生の大

学への関心は強く大きいといえる。

（６）大学紛争について

「大学紛争」については、前章のうち、豊橋

校舎法学科で状況説明を行ったので、ここ

では、①「紛争契機」、②「紛争把握」、③「そ

の影響」について年次別に回答を示す。

①「紛争契機」

1967 年

「大学紛争は卒業後なので契機は不明」

「1963 年～1967 年は、学内の紛争はな

かった。ただ授業料値上げの話はあっ

た」、「授業料値上げ・・・か」5 件、「時

代の流れ」（変革、都会から地方へ、佐々

木全学連副委員長の力）4 件、「関心な

し」2 件、「よくわからなかった」2 件、

「忘却」、「目的わからず」、「代々木系と

反代々木系の主導権争い。早く収まっ

てほしいと」

1968 年

「よくわからない」5 件、「流れ」2 件、

「当時他大学も同じだった」、「他大学

の左翼系分子の介入」、「授業料値上げ」

（早稲田が委員長、愛大が副委員長）3

件、「社会構造ではなく、思想の違いと

思っていた」、「1963 年当時、本館裏に

各マル派の看板があり覚えているが、

紛争には無関心」、「流れ」2 件、「委員

長など一部の人たち」、「国家が教育に

介入し、学問の自由が損なわれるから」、

「学校の秩序化のために、寮生は学生

運動を止めに行ったように思う」

1969 年

「わからない」6 件（興味なし、ノンポ

リ、世の風潮か）、「授業料値上げ」、「安

保反対」2 件、「大学自治への干渉」、「同

級生で、立命や同支社の連中が卒業で

きるかどうか心配していた」

1970 年

「学費値上げ問題が学内で浮上してい

たように思い出す」4 件、「授業料値上

げ。革マルのプロパガンだ」、「教員が学

生、社会へ関心を持った結果の運動で

あった。安保、ベトナム専反対、学費、

学問の自由」、「エンタープライズの寄

港問題も」、「世界的、全国的な雰囲気」

2 件、「わからない」2 件、「学生にとっ

て自由であったことは大きい」、「授業

料値上げ。大学の管理運営がらみ」、「授

業料値上げ」、「全国的な反政府運動の

はたらきかけ」、「学生は浅はかだ」、「大

学紛争をどう把握」

②「紛争把握」

1967 年

「把握せず。興味なし」9 件、「一部学

生の赤あぶれ」、「一部学生の暴発」「自

治会の一部」、「麻疹のようなもの」2 件、

「部活重視で関心なし」2 件、「紛争は

権力闘争のようで、関心なし」

1968 年

「無関心」、「わからない」8 件、「貧乏

学生な私は授業料値上げには反対し、

政治闘争には不参加」、「紛争を手段化

してよいか」、「部活動の一員として参

加」、「暴力だけは反対」、「反体制派の友

人からの情報」、「集会は何回も繰り返

され、当時の大学はどこでも同じであ

った」、「民青と全共闘各マルからの要

請。私学助成金」、「時代の反映」、「流れ

で参加した」、「学費値上げには関心が

1970 年

「卒業生としていつまでも変わらずに

いてほしい」、「愛大で中国関係の催し

があると必ず参加する」、「愛大のレベ

ルアップに関心」、「地元であり、良い情

報に接するとうれしい」、「地域の経済

社会へさらなる活躍に期待」、「卒業生

として応援します」、「就職時に優遇さ

れました」、「名古屋に本部が移り、親し

みがなくなりました」

以上、いずれの卒業生も、レベルを超え

て、愛大の発展とレベルアップを強く期待

していることと、それを支えるベースにあ

る母校愛が伝わってくる。

（５）愛大情報の入手源

では、愛大情報の入手源はなになのかの

回答である。表 3－E-5 はそれをまとめて示

した。それによると、同窓会が発行している

年 1 回の「同窓会報」で、次いで大学が発

行している年 4 回の「愛大通信」となって

いる。しかし、大学が常時提供している「大

学のホームページ」利用は少ない。これには

パソコンやスマホが必要で、この世代では

まだ不慣れな手段かと思われる。大学外の

情報源では「テレビ、新聞」が第 3 位を占

める「同窓生同士」、つまり友人同士の情報

も第 4 位を示し、重要な情報源となってい

る。

ところで従来のこの回答では、「愛大新聞」

は常時低位である。かつては書店などでも

売られ、市民などにも読まれていたが、いま

は学内の学生用で、内容的には豊橋と名古

屋で方針が多分に異なっている。豊橋校舎

の「愛大新聞」は開学以来の歴史をもち、学

生新聞として優れ、今日でも愛大史を検討

する際、かつての記事を歴史的な情報とし

て取り上げる価値は十分ある。かつての「愛

大新聞」に負けない独立的な組織の確立と

そこでの優れた人材の要請もできるように、

その発展を期待したい。

その際、どのような情報を期待するかの

回答も寄せられたので、それらを挙げる。

1967 年

「いつも地味なので、もっとメディア

を使ったらどうか」、「卒業生の活躍ニ

ュース」3 件、「在籍学生情報」

1968 年

「司法試験合格情報」、「教員の研究状

況」、「政財界、企業での愛大卒生の活躍

情報」、「中国語の活用」、「北陸での愛大

のランクは下がっている。もとの姿に

アップを」、「スポーツの活躍情報を」

1969 年

「とにかくレベルアップを」、「時代を

見据えた感覚を」、「社会に貢献してい

る学生の貢献をもっとアピール」、「今

後の方向性と関東地区へのアピール

を」、「スポーツ、特に野球と柔道情報

を」、「現状、設備計画、出身校情報」、

「政治ももっと学びの中へ」、「学生活

動や、教員の研究活動を広く情報発信

して一般人にも伝わるように」

1970 年

「地域と一体化連携情報、就職情報」、

「大学の近況と就職情報」、「もっと産

学協同を積極的に進め、その情報を」、

「有名人の講演記録を」、「OB にも利益

参考になる情報を」

尚、今のままでよいという意見も複数見
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られたが、大学への要望はレベルアップ化

を軸に多面的に要望がみられ、卒業生の大

学への関心は強く大きいといえる。

（６）大学紛争について

「大学紛争」については、前章のうち、豊橋

校舎法学科で状況説明を行ったので、ここ

では、①「紛争契機」、②「紛争把握」、③「そ

の影響」について年次別に回答を示す。

①「紛争契機」

1967 年

「大学紛争は卒業後なので契機は不明」

「1963 年～1967 年は、学内の紛争はな

かった。ただ授業料値上げの話はあっ

た」、「授業料値上げ・・・か」5 件、「時

代の流れ」（変革、都会から地方へ、佐々

木全学連副委員長の力）4 件、「関心な

し」2 件、「よくわからなかった」2 件、

「忘却」、「目的わからず」、「代々木系と

反代々木系の主導権争い。早く収まっ

てほしいと」

1968 年

「よくわからない」5 件、「流れ」2 件、

「当時他大学も同じだった」、「他大学

の左翼系分子の介入」、「授業料値上げ」

（早稲田が委員長、愛大が副委員長）3

件、「社会構造ではなく、思想の違いと

思っていた」、「1963 年当時、本館裏に

各マル派の看板があり覚えているが、

紛争には無関心」、「流れ」2 件、「委員

長など一部の人たち」、「国家が教育に

介入し、学問の自由が損なわれるから」、

「学校の秩序化のために、寮生は学生

運動を止めに行ったように思う」

1969 年

「わからない」6 件（興味なし、ノンポ

リ、世の風潮か）、「授業料値上げ」、「安

保反対」2 件、「大学自治への干渉」、「同

級生で、立命や同支社の連中が卒業で

きるかどうか心配していた」

1970 年

「学費値上げ問題が学内で浮上してい

たように思い出す」4 件、「授業料値上

げ。革マルのプロパガンだ」、「教員が学

生、社会へ関心を持った結果の運動で

あった。安保、ベトナム専反対、学費、

学問の自由」、「エンタープライズの寄

港問題も」、「世界的、全国的な雰囲気」

2 件、「わからない」2 件、「学生にとっ

て自由であったことは大きい」、「授業

料値上げ。大学の管理運営がらみ」、「授

業料値上げ」、「全国的な反政府運動の

はたらきかけ」、「学生は浅はかだ」、「大

学紛争をどう把握」

②「紛争把握」

1967 年

「把握せず。興味なし」9 件、「一部学

生の赤あぶれ」、「一部学生の暴発」「自

治会の一部」、「麻疹のようなもの」2 件、

「部活重視で関心なし」2 件、「紛争は

権力闘争のようで、関心なし」

1968 年

「無関心」、「わからない」8 件、「貧乏

学生な私は授業料値上げには反対し、

政治闘争には不参加」、「紛争を手段化

してよいか」、「部活動の一員として参

加」、「暴力だけは反対」、「反体制派の友

人からの情報」、「集会は何回も繰り返

され、当時の大学はどこでも同じであ

った」、「民青と全共闘各マルからの要

請。私学助成金」、「時代の反映」、「流れ

で参加した」、「学費値上げには関心が

1970 年

「卒業生としていつまでも変わらずに

いてほしい」、「愛大で中国関係の催し

があると必ず参加する」、「愛大のレベ

ルアップに関心」、「地元であり、良い情

報に接するとうれしい」、「地域の経済

社会へさらなる活躍に期待」、「卒業生

として応援します」、「就職時に優遇さ

れました」、「名古屋に本部が移り、親し

みがなくなりました」

以上、いずれの卒業生も、レベルを超え

て、愛大の発展とレベルアップを強く期待

していることと、それを支えるベースにあ

る母校愛が伝わってくる。

（５）愛大情報の入手源

では、愛大情報の入手源はなになのかの

回答である。表 3－E-5 はそれをまとめて示

した。それによると、同窓会が発行している

年 1 回の「同窓会報」で、次いで大学が発

行している年 4 回の「愛大通信」となって

いる。しかし、大学が常時提供している「大

学のホームページ」利用は少ない。これには

パソコンやスマホが必要で、この世代では

まだ不慣れな手段かと思われる。大学外の

情報源では「テレビ、新聞」が第 3 位を占

める「同窓生同士」、つまり友人同士の情報

も第 4 位を示し、重要な情報源となってい

る。

ところで従来のこの回答では、「愛大新聞」

は常時低位である。かつては書店などでも

売られ、市民などにも読まれていたが、いま

は学内の学生用で、内容的には豊橋と名古

屋で方針が多分に異なっている。豊橋校舎

の「愛大新聞」は開学以来の歴史をもち、学

生新聞として優れ、今日でも愛大史を検討

する際、かつての記事を歴史的な情報とし

て取り上げる価値は十分ある。かつての「愛

大新聞」に負けない独立的な組織の確立と

そこでの優れた人材の要請もできるように、

その発展を期待したい。

その際、どのような情報を期待するかの

回答も寄せられたので、それらを挙げる。

1967 年

「いつも地味なので、もっとメディア

を使ったらどうか」、「卒業生の活躍ニ

ュース」3 件、「在籍学生情報」

1968 年

「司法試験合格情報」、「教員の研究状

況」、「政財界、企業での愛大卒生の活躍

情報」、「中国語の活用」、「北陸での愛大

のランクは下がっている。もとの姿に

アップを」、「スポーツの活躍情報を」

1969 年

「とにかくレベルアップを」、「時代を

見据えた感覚を」、「社会に貢献してい

る学生の貢献をもっとアピール」、「今

後の方向性と関東地区へのアピール

を」、「スポーツ、特に野球と柔道情報

を」、「現状、設備計画、出身校情報」、

「政治ももっと学びの中へ」、「学生活

動や、教員の研究活動を広く情報発信

して一般人にも伝わるように」

1970 年

「地域と一体化連携情報、就職情報」、

「大学の近況と就職情報」、「もっと産

学協同を積極的に進め、その情報を」、

「有名人の講演記録を」、「OB にも利益

参考になる情報を」

尚、今のままでよいという意見も複数見
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ける愛大生の活動と対応についての回答を

紹介した。今日から見れば、すでに 50 年前

のことであるが、変動期であり、記憶に生々

しく残されてきたものを吐き出していただ

いた感がある。このような記録は、多分他で

はないように思われる。それだけにこの記

録は、貴重な歴史の素材としての証人にな

るように思われ、愛大史の中でも特筆され

る価値を持っているように思われる。今後

の研究テーマの素材としてもこの直後に続

く時期調査分と他校舎各学部分と合わせて

検討していくことができるだろう。

（７）同窓会とのつながり

次は、同窓会とのつながりについての回

答である。愛大の同窓生は 15 万人を超え、

物故者などを除くと、ほぼ 10 万人が同窓会

の会員である。各支部の多くは東北などの

遠隔地は広域のところもあるが、都府県単

位に分けられ、校舎のある東海地方では市

町郡単位のきめ細かさで支部が設けられ、

支部活動も行われている。その活動は東海

地方の国公私立の大学の中では、歴史も古

く、活動も知恵を生み出しつつ活発である。

まずは、表 3－E-10 は、同窓会への支部

活動も踏まえた回答である。それによると

「時々」以上の参加レベルは、全体の半数に

達しており、活動も含めた出席状況から、ま

ずは活発に行われているといえる。その積

極的に出席する「はい」の活発な回答者のグ

ループの理由を年次別にみると次の通りと

なる。

1967 年

「ゼミ、クラブ、地域でのつながりがあ

る」、「現役で勤務していたころは複億

の支部長を経験していたので出席。退

任後は欠席」、「愛大の門をくぐった人

が、年度こそ違っても親睦を深めるこ

とができる団体はいいものです。何度

か会うと、どんなことでも相談できる

ようになり、同級会とは違う魅力があ

ります」

1968 年

「懇親会中心。持ち回りで幹事をした

ことが有る」、「総会に出て情報交換を

して広く人脈を作れる」、「ゼミ、クラブ

愛知、クラブ OB 会活動で年中忙しい

です」、「西尾幡豆会の一員として参加」、

「学部長などがこられ、大学の現状な

どを聞き、良い方向に発展しているよ

うに感じた」、「年代を超えてのお付き

合いはたのしい」、「入学時の仲間で 39

の会に参加。最近はコロナで開かれて

いない」、「寮にいた人も多く、知らない

先輩、後輩であっても学校の話をすれ

ば懐かしい」

1969 年

「クラブの仲間」、「大いにありました。

人生の生きがい。人とのつながりの大

切さを実感しています」、「近くに先輩

がいなくて、仕事もつながりがなく、そ

のつながりを求めて参加した。すこし

はあったが、現役時代はあまりメリッ

トはなかった」、「役員として参加して

いる」、「年 1～2 回参加（千葉県）

1970 年

「同窓生と億知り合えたこと」、「同士

として腕を組んでいきたい」、「地元の

先輩諸氏と交流。異業種との交流で大

いに役立つ」

次は参加に「いいえ」の回答である。

1967 年

あり参加したが、全共闘と民青の闘争

に疑問を持ち、離れた」

1969 年

「授業料値上げ」2 件、（寮生の中にも）、

「安保反対」、「大学自治への干渉」、「無

関心」4 件、「入学時には下火」、「1、2

年は学生運動に参加したが、3 年のゼミ

に入ったら機運は消えた」、「授業が突

然中止、迷惑だった」、「時の流れ」、「レ

ッドパージということで「赤」とか反主

流とか決めたこと。愛大へも偏見」、「寮

生の中にも運動家がいたが、近づかな

かった」

1970 年

「日常的風景であり、時には集会へ参

加」、「少し横を向いていた」、「学内の立

看、大学封鎖、少林寺の 5～6 人で立看

板を壊したり、封鎖された校舎の封鎖

破りを行なった」、「時に友人に誘われ

デモへ」、「他の大学に追随していた感

もあったが、セクトの数が増えると、

物々しさと、行動しすぎの感あり」、「社

会に対して大きな迷惑をかけずに済み

良かったと思う」、「ノンポリ、中核、革

マル、民青など多くの意見や考え方が

存在した結果だと思う。理論と行動は

どの時代でも必要だと思う」、「興味は

あったが、第三者的立場で対応」、「でき

るだけ関心を持ちたい」、「体育会系と

して、大学側を支援した。紛争は、周囲

に迷惑をかけず、対話と議論で解決を」、

「友人から」、「無関心」4 件

③「その影響」

1967 年

「友人からかなり影響。第 2 希望の就

職へ」、「一切なし」10 件、「面接者と言

い争いになりました」

1968 年

「なし」16 件、「寮が 62 年の老朽化で、

建て替え検討の時、寮が学生運動の巣

窟となっていて廃止となり、建て替え

ができなくなったと聞いた時、私たち

は、学生運動をつぶしに行ったのに、寮

での人間形成ができなくて残念でし

た」、「当時、愛大は赤だといわれまし

た」、「ベトナム戦争反対、授業料値上げ

阻止で、就職府下となった」、「特に気に

はならなかったが、愛大は赤だといわ

れたことが有る」、「寮生は学校秩序を

乱す学生運動を止めに行っていたよう

に思う」

1969 年

「影響なし」12 件、「社会人になったと

きに、人との出会いの中で、出身校を聞

かれた時に、愛知大学は盛んでしたね、

といわれた」、「運動部は学校側の考え

だった」、「なぜ学生運動をやるのか不

思議だった」、「在学中はまだ紛争まで

に至っていなかった。左翼学生のこと

は知っていた」、「愛大は赤か。でも自分

は愛大で野球をやりたかった」、「マル

経に参加していた女学生が入水自殺し

た。結果、興味を失った」

1970 年

「影響なし」14 件、「学生として意思表

示できたことは、社会での意思表示主

張につながっている」、「物事をまっす

ぐにみる訓練をした」、「就職面接で紛

争について聞かれたことはある」、「友

人は就職に影響したと」

以上、1970 年代の大学紛争期の初期にお
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ける愛大生の活動と対応についての回答を

紹介した。今日から見れば、すでに 50 年前

のことであるが、変動期であり、記憶に生々

しく残されてきたものを吐き出していただ

いた感がある。このような記録は、多分他で

はないように思われる。それだけにこの記

録は、貴重な歴史の素材としての証人にな

るように思われ、愛大史の中でも特筆され

る価値を持っているように思われる。今後

の研究テーマの素材としてもこの直後に続

く時期調査分と他校舎各学部分と合わせて

検討していくことができるだろう。

（７）同窓会とのつながり

次は、同窓会とのつながりについての回

答である。愛大の同窓生は 15 万人を超え、

物故者などを除くと、ほぼ 10 万人が同窓会

の会員である。各支部の多くは東北などの

遠隔地は広域のところもあるが、都府県単

位に分けられ、校舎のある東海地方では市

町郡単位のきめ細かさで支部が設けられ、

支部活動も行われている。その活動は東海

地方の国公私立の大学の中では、歴史も古

く、活動も知恵を生み出しつつ活発である。

まずは、表 3－E-10 は、同窓会への支部

活動も踏まえた回答である。それによると

「時々」以上の参加レベルは、全体の半数に

達しており、活動も含めた出席状況から、ま

ずは活発に行われているといえる。その積

極的に出席する「はい」の活発な回答者のグ

ループの理由を年次別にみると次の通りと

なる。

1967 年

「ゼミ、クラブ、地域でのつながりがあ

る」、「現役で勤務していたころは複億

の支部長を経験していたので出席。退

任後は欠席」、「愛大の門をくぐった人

が、年度こそ違っても親睦を深めるこ

とができる団体はいいものです。何度

か会うと、どんなことでも相談できる

ようになり、同級会とは違う魅力があ

ります」

1968 年

「懇親会中心。持ち回りで幹事をした

ことが有る」、「総会に出て情報交換を

して広く人脈を作れる」、「ゼミ、クラブ

愛知、クラブ OB 会活動で年中忙しい

です」、「西尾幡豆会の一員として参加」、

「学部長などがこられ、大学の現状な

どを聞き、良い方向に発展しているよ

うに感じた」、「年代を超えてのお付き

合いはたのしい」、「入学時の仲間で 39

の会に参加。最近はコロナで開かれて

いない」、「寮にいた人も多く、知らない

先輩、後輩であっても学校の話をすれ

ば懐かしい」

1969 年

「クラブの仲間」、「大いにありました。

人生の生きがい。人とのつながりの大

切さを実感しています」、「近くに先輩

がいなくて、仕事もつながりがなく、そ

のつながりを求めて参加した。すこし

はあったが、現役時代はあまりメリッ

トはなかった」、「役員として参加して

いる」、「年 1～2 回参加（千葉県）

1970 年

「同窓生と億知り合えたこと」、「同士

として腕を組んでいきたい」、「地元の

先輩諸氏と交流。異業種との交流で大

いに役立つ」

次は参加に「いいえ」の回答である。

1967 年

あり参加したが、全共闘と民青の闘争

に疑問を持ち、離れた」

1969 年

「授業料値上げ」2 件、（寮生の中にも）、

「安保反対」、「大学自治への干渉」、「無

関心」4 件、「入学時には下火」、「1、2

年は学生運動に参加したが、3 年のゼミ

に入ったら機運は消えた」、「授業が突

然中止、迷惑だった」、「時の流れ」、「レ

ッドパージということで「赤」とか反主

流とか決めたこと。愛大へも偏見」、「寮

生の中にも運動家がいたが、近づかな

かった」

1970 年

「日常的風景であり、時には集会へ参

加」、「少し横を向いていた」、「学内の立

看、大学封鎖、少林寺の 5～6 人で立看

板を壊したり、封鎖された校舎の封鎖

破りを行なった」、「時に友人に誘われ

デモへ」、「他の大学に追随していた感

もあったが、セクトの数が増えると、

物々しさと、行動しすぎの感あり」、「社

会に対して大きな迷惑をかけずに済み

良かったと思う」、「ノンポリ、中核、革

マル、民青など多くの意見や考え方が

存在した結果だと思う。理論と行動は

どの時代でも必要だと思う」、「興味は

あったが、第三者的立場で対応」、「でき

るだけ関心を持ちたい」、「体育会系と

して、大学側を支援した。紛争は、周囲

に迷惑をかけず、対話と議論で解決を」、

「友人から」、「無関心」4 件

③「その影響」

1967 年

「友人からかなり影響。第 2 希望の就

職へ」、「一切なし」10 件、「面接者と言

い争いになりました」

1968 年

「なし」16 件、「寮が 62 年の老朽化で、

建て替え検討の時、寮が学生運動の巣

窟となっていて廃止となり、建て替え

ができなくなったと聞いた時、私たち

は、学生運動をつぶしに行ったのに、寮

での人間形成ができなくて残念でし

た」、「当時、愛大は赤だといわれまし

た」、「ベトナム戦争反対、授業料値上げ

阻止で、就職府下となった」、「特に気に

はならなかったが、愛大は赤だといわ

れたことが有る」、「寮生は学校秩序を

乱す学生運動を止めに行っていたよう

に思う」

1969 年

「影響なし」12 件、「社会人になったと

きに、人との出会いの中で、出身校を聞

かれた時に、愛知大学は盛んでしたね、

といわれた」、「運動部は学校側の考え

だった」、「なぜ学生運動をやるのか不

思議だった」、「在学中はまだ紛争まで

に至っていなかった。左翼学生のこと

は知っていた」、「愛大は赤か。でも自分

は愛大で野球をやりたかった」、「マル

経に参加していた女学生が入水自殺し

た。結果、興味を失った」

1970 年

「影響なし」14 件、「学生として意思表

示できたことは、社会での意思表示主

張につながっている」、「物事をまっす

ぐにみる訓練をした」、「就職面接で紛

争について聞かれたことはある」、「友

人は就職に影響したと」

以上、1970 年代の大学紛争期の初期にお
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術でも協議でも評判の高い人を呼べば

それにより一体感が高まり、参加者も

増えるのでは」

1970 年

「小集団の会もよいとおもわれる」、

「コロナで中断中、残念」、「大きくなり

すぎて、参加しがたい雰囲気です」、「非

常に難しい時代にはいっているとおも

います」、「小グル－プによるイベント

などへのお手伝い、現役学生とのささ

やかな交流、愛大祭への参加など」

以上、色々な提案が出されています。それ

らも考慮し、発展していけばと思います。

（８）大学への要望、提案

次は本体の愛大への見方、要望、提案を回

答いただいた。次に紹介する。

1967 年

「自由な校風のまま進めばいい。運動

部を強くして愛校心を奮い立たせてほ

しい」、「スポーツ、文化とも元気がな

い」、「こぢんまりとした一地方大学に

なってしまった。カステラの人間が多

いのでは」、「名古屋中心となり、少々離

れてしまう」、「豊橋の再整備、学生増を

望んでいる」、「X 大は AI、Y 大は情報

工学、愛大は数理ファイナンス・・・」、

「我々の時代よりは相当にレベルアッ

プしていると思う」、「かなり◎◎（ママ、

読めない）している」、「やはり、身近に

感じ、愛着があります」、「司法試験の合

格率や公務員の合格者数を見ると、レ

ベルの高い大学になっていると思いま

す。東京では青学あたり、愛知県内では

某大学の評価が高いとききますが・・・」、

「私にとっては素晴らしい大学で、誇

りに思っています。大学に入学し、考え

方が実に勉強になりました」、「九州で

は愛知大学の情報は会報のみでしか知

りえませんが、学生の部活動情報が会

報に掲載されれば、卒業生としても生

の現状を知ることができて、親近感を

持続できるのではないかと思っており

ます」

1968 年

「近年愛大の偏差値が下がってきてお

り、どこまで下がるか危惧して入りま

す」、「他の大学に比べ、アピールが少な

いと思う」、「もう少し愛大の良さをア

ピールした方が良い」、「社会で役立つ

優秀な人材を育てて、産業界へ送り込

み、活躍してもらう（後輩のためにも）、

「豊橋校舎の充実と発展を望みます」、

「攻めの大学運営を。良いアイデアを

生かして」、「よく頑張っているが、もう

少し部活に力を入れてほしい」、「笹島

をもっと前面に」、「中部地区私学のナ

ンバーワン」、「某大学では、新聞でも報

道されているように、理事会が権限を

集中して、問題になっています。あくま

で教授と学生の大学であってほしい」、

「私の学生時代は石川県から毎年 20

人ほどが愛大へ入学し、富山からも多

く、さらに北海道、九州、四国の出身者

も多数在学していました。今、石川では

かつて愛大へ来ていた高校はみな Q 大

へ行くケースが多く、愛大へは見当た

りません。地方にも力を入れてほしい

です」、「私立大の中で愛大はどのレベ

ルにあるか知りたいです」、「愛大には

理系の新学部を作ること、総合大学に

「必要がなかった」、「卒業後数年は参

加していたが、昔話に興味がないので」

1968 年

「現在はコロナで中止しているが、毎

年サークルの OB 会をひらいている」、

「1～2 度出席。＜提案＞学生時代から

支部活動に参画していたら以後続くの

かな」

1969 年

「東京の時代は組織があったが、札幌

にはない」、「知人がいないのと、昔の思

い出ばかりがつまらない」、「興味なし

（東京に就職する同期生は少ない）、

「仕事で地元を離れ、また日比野生活

に忙殺されて、余裕がなく、先輩、後輩、

同期の人たちと全くつながりがありま

せん」、「部活動で少々」

1970 年

「親しい友人がいないため」、「話題が

違うので」、「後輩の集まりにはよく参

加したが、」同窓会には参加しなかっ

た」、「今まで 2 回参加。クラブのつな

がりが主です」、「活動の内容がわから

ない」、「サークルの OG 会しか親しみ

がない」

以上「はい」と「いいえ」のみ示した。「は

い」の方は積極的に会を楽しんでいるよう

だ。「いいえ」の方は全くつながりを持って

いないわけではなく、クラブなどとのつな

がりもある。また同窓会の内容がわからな

いとか、会が地元にないということもある。

同窓会が情報を積極的に出し、他の地方か

らの出張時にも歓迎といった方法で、同窓

会のない地区の同窓生の来訪を歓迎するシ

ステムも作ったらどうだろうか。

次に「同窓会の魅力アップ」の方法の回答

である。多くの回答をいただいた。

1967 年

「若い世代の参加を」、「九州大学にお

いても同窓会に出席する方は現役で働

いている方が多いようです」、「やはり、

卒業後 10 年以内の若手に積極的に参

加を」、「魅力の PR は難しいです。同窓

会の魅力は入会して活動に参加するう

ちにわかります。入会するまでのハー

ドルは年齢差（20～80 代）です。若い

人は躊躇してしまうのです」

1968 年

「視点を変えて、例えば論文を載せる

とか」、「中日やマスコミに早急にアッ

プを」、「若い人たちをどう集めるか」、

「卒業生に卒業後の支部入会をすすめ

てもらう」、「もう少し、活発に知らせて

ほしい」、「学生時代に戻って若返った

ような気分になりますよ」、「地域支部

情報を積極的に機関誌で紹介したらど

うか」、「支部活動に学生を無料で招待

したら。お金は社会人がもつ」、「若い人

は安い料金で参加を」

1969 年

「会員の関心事をテーマにした講演会

も」、「これからの人生に付き合う人と

して」、「母校の教員、学生が頑張ってい

る姿を伝える」、「時代の交流を通じて

つながりを持ち、相互に助け合えるよ

うに組織化を。特に関東地区で」、「後輩

に託したい思いを」、「定期的な情報収

集。同期や上、下の情報も。参加しやす

い環境も」、「社会貢献している同窓の

人たちを、只の自慢話にせず、紹介を。

サークルの輪の拡大を」、「全国的に学
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術でも協議でも評判の高い人を呼べば

それにより一体感が高まり、参加者も

増えるのでは」

1970 年

「小集団の会もよいとおもわれる」、

「コロナで中断中、残念」、「大きくなり

すぎて、参加しがたい雰囲気です」、「非

常に難しい時代にはいっているとおも

います」、「小グル－プによるイベント

などへのお手伝い、現役学生とのささ

やかな交流、愛大祭への参加など」

以上、色々な提案が出されています。それ

らも考慮し、発展していけばと思います。

（８）大学への要望、提案

次は本体の愛大への見方、要望、提案を回

答いただいた。次に紹介する。

1967 年

「自由な校風のまま進めばいい。運動

部を強くして愛校心を奮い立たせてほ

しい」、「スポーツ、文化とも元気がな

い」、「こぢんまりとした一地方大学に

なってしまった。カステラの人間が多

いのでは」、「名古屋中心となり、少々離

れてしまう」、「豊橋の再整備、学生増を

望んでいる」、「X 大は AI、Y 大は情報

工学、愛大は数理ファイナンス・・・」、

「我々の時代よりは相当にレベルアッ

プしていると思う」、「かなり◎◎（ママ、

読めない）している」、「やはり、身近に

感じ、愛着があります」、「司法試験の合

格率や公務員の合格者数を見ると、レ

ベルの高い大学になっていると思いま

す。東京では青学あたり、愛知県内では

某大学の評価が高いとききますが・・・」、

「私にとっては素晴らしい大学で、誇

りに思っています。大学に入学し、考え

方が実に勉強になりました」、「九州で

は愛知大学の情報は会報のみでしか知

りえませんが、学生の部活動情報が会

報に掲載されれば、卒業生としても生

の現状を知ることができて、親近感を

持続できるのではないかと思っており

ます」

1968 年

「近年愛大の偏差値が下がってきてお

り、どこまで下がるか危惧して入りま

す」、「他の大学に比べ、アピールが少な

いと思う」、「もう少し愛大の良さをア

ピールした方が良い」、「社会で役立つ

優秀な人材を育てて、産業界へ送り込

み、活躍してもらう（後輩のためにも）、

「豊橋校舎の充実と発展を望みます」、

「攻めの大学運営を。良いアイデアを

生かして」、「よく頑張っているが、もう

少し部活に力を入れてほしい」、「笹島

をもっと前面に」、「中部地区私学のナ

ンバーワン」、「某大学では、新聞でも報

道されているように、理事会が権限を

集中して、問題になっています。あくま

で教授と学生の大学であってほしい」、

「私の学生時代は石川県から毎年 20

人ほどが愛大へ入学し、富山からも多

く、さらに北海道、九州、四国の出身者

も多数在学していました。今、石川では

かつて愛大へ来ていた高校はみな Q 大

へ行くケースが多く、愛大へは見当た

りません。地方にも力を入れてほしい

です」、「私立大の中で愛大はどのレベ

ルにあるか知りたいです」、「愛大には

理系の新学部を作ること、総合大学に
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「愛大卒の誇りを胸に。しかし、決して

大卒の学歴をひけらかさないように」、

「何事も他大学に勝るように。自分た

ちは写真部で他大学をリードしてき

た」、「素晴らしい環境での学生生活を

満喫してほしい」、「大学の PR をしてほ

しい」、「責任のある行動を」、「学生時代

にしかできないこと、たとえば、海外留

学、特に外を見ること」、「自分の努力で

成し遂げることはとても立派ですが、

人間関係、人脈も重要です。その一つと

して同じ門をくぐった卒業生が組織し

ている同窓会に参加してください」、

「若い時は、名古屋で」

1968 年

「「ピンチがチャンスだ」といつも心が

けています。コロナの今こそチャンス

です」、「4 年は長いようで短い」「日々

を大切に」「知を愛する探究を目指して

ほしい」、「バイトもいいが、もっと学生

生活を充実してほしい」、「愛大の卒業

生であることに誇りを持つこと」、「名

声を高めて」、「やればやれる。学業、サ

ークルに集中。愛知大学の魅力を自分

のものとし、4 年間を燃焼してほしい」、

「小さくまとまらず、大きく活躍して

ほしい」、「小生は就職してから 42 年間

働かせていただいた。何でも努力して

ほしい」、「なんでもチャレンジ。失敗を

恐れるな。グローバル思考を」、「文武両

道」、「社会で大いに活躍してほしい」、

「多様化するこれからの社会。強い信

念。何事もやり遂げる精神力。人脈を作

る」、「国内外に多くの友人を持つ」、「コ

ロナ下で難しいとは思いますが、まず、

仲間づくりと地域を好きになることだ

と思います」、「東亜同文書院は大阪大

学ほどの学力があったと聞いています、

伝統もあり、健全経営の学校であり、誇

りをもって学んで活躍してください」、

「知と自由を学んでほしい」

1969 年

「中国の実態をよく学ぶ」、「こぢんま

りにならないように」、「未経験のこと

に積極的にチャレンジし、自らの可能

性を見極めてほしい」、「関東、関西への

進出を進めてほしい」、「北海道 OB の

組織化ができればうれしい」、「もっと、

勉学にスポーツに励めよ。給付金で悪

いことをするなよ」、「プライドと向学

精神をやしなう」、「他大学には負けな

い気質を持つ」、「先輩たちを利用する

ように（先陣を切って一流企業に入社

できたのに、後輩を入社させることが

できず、申し訳ない）」、何か一つ頑張っ

て」、「自分が最も興味を示した分野に

は一層深くまで追究してほしい」、「努

力は大切です」

1970 年

「愛大と自信をもって行動してほし

い」、「地域政策学部が設立した未来塾

に参加した。地域政策学部の学生を受

け入れたい。旧制大学である愛知大学

の歴史を自負して頑張ってほしい」、

「「主体性の確立」を特に身につけても

らいたい」「数多くの友人を作る努力を

惜しまずに精進ください。女性の友人

も大切です」、「自主独立」

以上、それぞれの卒業生が長い人生を経

ながらの、珠玉の言葉です。それぞれの卒業

生の人生がつまっており、ドラマもあった

することが必要だ」

1969 年

「少し元気がないが、名古屋校舎は立

派」、「特徴がもう少し欲しい」、「大学経

営に対し、絶えず消極的、中途半端だ。

同窓生を含め外部の意見を聞くべき

だ」、「重点が東海地方だけにあり、他の

地方への展開が弱い。PR 活動も弱い」、

「質量ともに進化、拡大してほしい。一

層の内部充実を期待します」、「もっと

自由を。大学の方向が見えない」、「諸先

輩方の中で、活躍してこられた方々の

話を聞く会があればよい」、「もともと

の仕事柄新聞はじめニュースには関心

がありますが、愛知大学のニュースは

あまり目にしません。「発信心」を高め

てください」、「全国的に地方出身者を

優遇するが、愛大は中部 3～4 県が大部

分である。入学者がいなくなるから、地

方同窓会もなくなるのでは」、「中部地

方の基幹大学として、今後も活躍して

ほしい」、「笹島のキャンパスは素晴ら

しい。見学にも行った」、「大変頑張って

いるなあ」

1970 年

「豊橋から主要学部が移転してしまっ

たことは残念」、「普通の大学になって

しまった感がある。建学の精神は流れ

ていますか」、「知名度が低くなった。全

国から学生が集まらない」、「名古屋の 1

等地に立地したものの、世間の評価は

高くなっていない」、「地道にレベルア

ップを図り、周囲が推薦する学校を目

指してほしい」、「地域に根差した活動

を多くしてほしい」、「豊橋の校舎が、本

当の勉学の場になればよい」、「豊橋キ

ャンパスを大事にし、地域の皆さんと

の交流を増やしてほしい」、「工学部の

設立、総合大学化を期待したい」、「知名

度の上昇、質の良い学生を輩出して、ま

すます学業の実績と社会貢献度が上昇

していると思っている」、「自分が在学

した頃と比較すると、学生の学力は上

昇したとみている」、「中堅大学の地位

を獲得し、信頼を得ている。地域社会と

の連携を」

以上、かなり厳しい意見や提案も含め、多

数の回答をいただいた。これまでのアンケ

ート調査で、最も多くの御意見と提案を回

答していただいた。確かに、コロナ前から、

愛大を見る眼には厳しいところがあり、愛

大に檄を飛ばしてくれた卒業生は多い。か

つてはこの地域のリーダーであった愛大が、

すっかり目立たなくなってしまったという

卒業生からの反応である。十分考慮してい

く問題であり、こういう声を上げて向けて

くれる愛大の歴史的な層の厚さとそれを愛

してくれる卒業生たちの信頼の強さを改め

て認識している。

（９）後輩の学生たちへ伝えたいこと

愛知大学を卒業し、50 年、半世紀を実社

会で生きてきた今回の卒業生は、国内経済

だけでもバブル期やオイルショック、さら

なるバブル期、そして長期化したでデフレ

期と、ダイナミックな変動の中で対応しつ

つ生き抜いてきた。多くの経験を積み、それ

を後輩たちへ伝えともらおうという「回答」

である。

1967 年

「卒業してからの努力が大切です」、
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「愛大卒の誇りを胸に。しかし、決して

大卒の学歴をひけらかさないように」、

「何事も他大学に勝るように。自分た

ちは写真部で他大学をリードしてき

た」、「素晴らしい環境での学生生活を

満喫してほしい」、「大学の PR をしてほ

しい」、「責任のある行動を」、「学生時代

にしかできないこと、たとえば、海外留

学、特に外を見ること」、「自分の努力で

成し遂げることはとても立派ですが、

人間関係、人脈も重要です。その一つと

して同じ門をくぐった卒業生が組織し

ている同窓会に参加してください」、

「若い時は、名古屋で」

1968 年

「「ピンチがチャンスだ」といつも心が

けています。コロナの今こそチャンス

です」、「4 年は長いようで短い」「日々

を大切に」「知を愛する探究を目指して

ほしい」、「バイトもいいが、もっと学生

生活を充実してほしい」、「愛大の卒業

生であることに誇りを持つこと」、「名

声を高めて」、「やればやれる。学業、サ

ークルに集中。愛知大学の魅力を自分

のものとし、4 年間を燃焼してほしい」、

「小さくまとまらず、大きく活躍して

ほしい」、「小生は就職してから 42 年間

働かせていただいた。何でも努力して

ほしい」、「なんでもチャレンジ。失敗を

恐れるな。グローバル思考を」、「文武両

道」、「社会で大いに活躍してほしい」、

「多様化するこれからの社会。強い信

念。何事もやり遂げる精神力。人脈を作

る」、「国内外に多くの友人を持つ」、「コ

ロナ下で難しいとは思いますが、まず、

仲間づくりと地域を好きになることだ

と思います」、「東亜同文書院は大阪大

学ほどの学力があったと聞いています、

伝統もあり、健全経営の学校であり、誇

りをもって学んで活躍してください」、

「知と自由を学んでほしい」

1969 年

「中国の実態をよく学ぶ」、「こぢんま

りにならないように」、「未経験のこと

に積極的にチャレンジし、自らの可能

性を見極めてほしい」、「関東、関西への

進出を進めてほしい」、「北海道 OB の

組織化ができればうれしい」、「もっと、

勉学にスポーツに励めよ。給付金で悪

いことをするなよ」、「プライドと向学

精神をやしなう」、「他大学には負けな

い気質を持つ」、「先輩たちを利用する

ように（先陣を切って一流企業に入社

できたのに、後輩を入社させることが

できず、申し訳ない）」、何か一つ頑張っ

て」、「自分が最も興味を示した分野に

は一層深くまで追究してほしい」、「努

力は大切です」

1970 年

「愛大と自信をもって行動してほし

い」、「地域政策学部が設立した未来塾

に参加した。地域政策学部の学生を受

け入れたい。旧制大学である愛知大学

の歴史を自負して頑張ってほしい」、

「「主体性の確立」を特に身につけても

らいたい」「数多くの友人を作る努力を

惜しまずに精進ください。女性の友人

も大切です」、「自主独立」

以上、それぞれの卒業生が長い人生を経

ながらの、珠玉の言葉です。それぞれの卒業

生の人生がつまっており、ドラマもあった

することが必要だ」

1969 年

「少し元気がないが、名古屋校舎は立

派」、「特徴がもう少し欲しい」、「大学経

営に対し、絶えず消極的、中途半端だ。
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輩方の中で、活躍してこられた方々の

話を聞く会があればよい」、「もともと

の仕事柄新聞はじめニュースには関心

がありますが、愛知大学のニュースは
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てください」、「全国的に地方出身者を
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ほしい」、「笹島のキャンパスは素晴ら
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いるなあ」

1970 年

「豊橋から主要学部が移転してしまっ

たことは残念」、「普通の大学になって

しまった感がある。建学の精神は流れ

ていますか」、「知名度が低くなった。全

国から学生が集まらない」、「名古屋の 1

等地に立地したものの、世間の評価は

高くなっていない」、「地道にレベルア

ップを図り、周囲が推薦する学校を目

指してほしい」、「地域に根差した活動

を多くしてほしい」、「豊橋の校舎が、本

当の勉学の場になればよい」、「豊橋キ

ャンパスを大事にし、地域の皆さんと
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数の回答をいただいた。これまでのアンケ

ート調査で、最も多くの御意見と提案を回

答していただいた。確かに、コロナ前から、

愛大を見る眼には厳しいところがあり、愛

大に檄を飛ばしてくれた卒業生は多い。か

つてはこの地域のリーダーであった愛大が、

すっかり目立たなくなってしまったという

卒業生からの反応である。十分考慮してい

く問題であり、こういう声を上げて向けて

くれる愛大の歴史的な層の厚さとそれを愛

してくれる卒業生たちの信頼の強さを改め

て認識している。

（９）後輩の学生たちへ伝えたいこと

愛知大学を卒業し、50 年、半世紀を実社

会で生きてきた今回の卒業生は、国内経済

だけでもバブル期やオイルショック、さら

なるバブル期、そして長期化したでデフレ

期と、ダイナミックな変動の中で対応しつ

つ生き抜いてきた。多くの経験を積み、それ

を後輩たちへ伝えともらおうという「回答」

である。

1967 年

「卒業してからの努力が大切です」、
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偏形成」、「人間関係の大切さ」、「学生時

代の頑張りがその後の人生を支えてく

れたように思う。―「大悲無倦常照我」

（親鸞の「正信偈」の一部）」、「常に正

義を愛し、何事も実践出来得る人間に」、

「友人」、「スクラップ アンド ビル

ド」、「友達が良かった。多くの良い友

達」

1970 年

「自由の大切さ」、「主体性の確立」座右

銘「今が旬」、「平等の精神」、「クラブと

授業で忙しく楽しい 4 年間でした。道

着姿で授業に出席し、学生食堂でカレ

ーライスを食べ、隣の床屋で丸刈りに

したり（東海リーグで負けた時）。その

すべてを思い出として得たものです。

座右銘「青春は良き哉」」、「県庁の採用

試験で高校から名大法学部へ進学した

同級生が、「採用試験受かるのは・・・」

と言った。彼は不合格で、自分は合格し

たこと」、「恩師との関係は大切に」、「4

年生の時、「日本学生経済ゼミナール」

の大会が愛大で行われ、私は実行委員

として活動しました。この大会を迎え

るにあたり、第 15 回大会が福岡大学で

行われ下見もしましたし、中部地区大

会もあったように思います」、「誠意」、

「学生生活は人生の中で一番楽しかっ

た」、「常に学ぼうとする心を持つこと」、

「個性豊かな友達と接することができ、

自分の世界が広がりました」

以上、回答者の多くが、学生時代に多くの

ものを得、こよなく愛大生活を愛していた

ことが浮かび上がってきます。

（１１）刊行物など

1967 年

太田昌利：「ただいま自分史作成中」

安田守彦：「月間経済史へ寄稿（相続対

策）」

1968 年

加古文雄：「幡豆町（現西尾市）の戦後

史」、「年表でたどる一色町

（現西尾市）」、「吉良家 800

年・元禄事件の真相・創作さ

れ続けた忠臣蔵」

土屋和夫：「不動産仮差押の活用、法的

回収の色々」

藤岡延也：「12 年前から愛大 OB の仲間

と絵画サークル展を開催。

「あいび展」、愛知大学 OB、」

OG 絵画展」

1969 年

菊池 等：「茨木健時代の業界誌の編纂

と新潟東ロータリーでの地

域社会への貢献」

（１２）愛大時代の思い出

（次ページ参照）

はずです。それだけにその普遍性にも触れ

ながら卒業生の人生も構想し、在校生には

参考にしてほしいです。

（１０）愛知大学から得たもの

まず、表 3－E-14 は、「人生をふりかえっ

た時の満足度」の回答をまとめたものであ

る。それによると、「大いに満足」は約 25％、

「まずまず満足」を加えると約 75％が満足

していると回答している。「不満だ」とする

回答者は 4 人で 5％ほどである。

では、次に、表 3－E-15 で、その満足度

と「愛大卒業生である」ことの関係を見る

と、「大いに関係」あり、は人生の満足度と

同じ 25％、「多少関係あり」とする回答も加

えると、52％となり、ほぼ半数は「愛大卒」

と関係があると評価している。一方、「関係

があまりない」に「全く関係ない」を加える

と、約 20％を占める。完全に違う分野へ向

かい、その中で自力でがんばった、などの人

生であったということであろう。

全体としては、人生にほぼ満足し、うち半

分は愛大卒に満足しているということにな

る。

では、「愛知大学」から得たもの、そして

座右の銘があればその回答の回答を年次別

にみてみる。

1967 年

「ゼミ活動」、「近代経済学に対する知

識」座右の銘「我事に於いて後悔せず」、

「旧帝大をおもわせる緑豊かで木造校

舎との調和。教授陣は旧帝大出身者が

大半。そして女子短大があり、男女共学

のような学風。そういった下でクラブ

活動に没頭し、学問を厳かにして最高

学府の称号をいただいた。恥ずかしい

限りで得たものは？よくわかりませ

ん」、「温厚な人間関係かな。人の嫌が

ることはしない」、「日々是好日。感謝」、

「自由」、「人の悪口は言わない」、「学

生寮の集団生活」「学生食堂の運営」「教

職員の皆様の思いやり」、「自由な生き

方の大切さ」座右の銘「愛大生よ、鈍重

な「おの」であれ」、「自由と仏事に対す

る興味」、「座右銘「「鶏口となるも牛後

となるなかれ」、「良い先生に出会えた

こと。現在も交流」、「自分の信じたこ

とに向かって努力」、「人間関係、前身」

1968 年

「4 年間友人もでき、すべてに集中でき

たこと。その環境が大学「にはあった」、

「座右銘「忍耐、努力、精神、そして人

生は楽園なり」」、「質素、質実剛健」、

「寮生活で学んだ。上は建てる、下はか

わいがる、で、上は引きあげてくれる。

下は支えてくれる、「知と自由」、「この

ようにアンケートを書く悦びと絆です。

ピンチがチャンス」、「OB 会との絆」、

「謙譲の美」、「授業料も他大学より安

く、勉学に努めることができた」、「自由

な勉強と発想。探究心と死ぬまでの勉

強」、「優秀な先輩の存在と友達」、「一期

一会」、「絵画クラブで仲間と趣味を継

続」、「直な心と今を大切にする心」

1969 年

「人とのつながり。座右銘「誠心誠意」」、

「寮生活の仲間。19 人会を作り、年 1

回集まっている」、「人とのつながり」、

「継続性。知を愛する」、「筆と書」、「知

を愛する。いくつになっても勉強。人と

の付き合い」、「やればできる」、「人生の

良き友を得た」、「思いやりを持った人
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偏形成」、「人間関係の大切さ」、「学生時

代の頑張りがその後の人生を支えてく

れたように思う。―「大悲無倦常照我」

（親鸞の「正信偈」の一部）」、「常に正

義を愛し、何事も実践出来得る人間に」、

「友人」、「スクラップ アンド ビル

ド」、「友達が良かった。多くの良い友

達」
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「自由の大切さ」、「主体性の確立」座右

銘「今が旬」、「平等の精神」、「クラブと

授業で忙しく楽しい 4 年間でした。道

着姿で授業に出席し、学生食堂でカレ

ーライスを食べ、隣の床屋で丸刈りに

したり（東海リーグで負けた時）。その

すべてを思い出として得たものです。

座右銘「青春は良き哉」」、「県庁の採用

試験で高校から名大法学部へ進学した

同級生が、「採用試験受かるのは・・・」

と言った。彼は不合格で、自分は合格し

たこと」、「恩師との関係は大切に」、「4

年生の時、「日本学生経済ゼミナール」

の大会が愛大で行われ、私は実行委員

として活動しました。この大会を迎え

るにあたり、第 15 回大会が福岡大学で

行われ下見もしましたし、中部地区大

会もあったように思います」、「誠意」、

「学生生活は人生の中で一番楽しかっ

た」、「常に学ぼうとする心を持つこと」、

「個性豊かな友達と接することができ、

自分の世界が広がりました」

以上、回答者の多くが、学生時代に多くの

ものを得、こよなく愛大生活を愛していた

ことが浮かび上がってきます。

（１１）刊行物など

1967 年

太田昌利：「ただいま自分史作成中」

安田守彦：「月間経済史へ寄稿（相続対

策）」

1968 年

加古文雄：「幡豆町（現西尾市）の戦後

史」、「年表でたどる一色町

（現西尾市）」、「吉良家 800

年・元禄事件の真相・創作さ

れ続けた忠臣蔵」

土屋和夫：「不動産仮差押の活用、法的

回収の色々」

藤岡延也：「12 年前から愛大 OB の仲間

と絵画サークル展を開催。

「あいび展」、愛知大学 OB、」

OG 絵画展」

1969 年

菊池 等：「茨木健時代の業界誌の編纂

と新潟東ロータリーでの地

域社会への貢献」

（１２）愛大時代の思い出

（次ページ参照）

はずです。それだけにその普遍性にも触れ

ながら卒業生の人生も構想し、在校生には

参考にしてほしいです。

（１０）愛知大学から得たもの

まず、表 3－E-14 は、「人生をふりかえっ

た時の満足度」の回答をまとめたものであ

る。それによると、「大いに満足」は約 25％、

「まずまず満足」を加えると約 75％が満足

していると回答している。「不満だ」とする

回答者は 4 人で 5％ほどである。

では、次に、表 3－E-15 で、その満足度

と「愛大卒業生である」ことの関係を見る

と、「大いに関係」あり、は人生の満足度と

同じ 25％、「多少関係あり」とする回答も加

えると、52％となり、ほぼ半数は「愛大卒」

と関係があると評価している。一方、「関係

があまりない」に「全く関係ない」を加える

と、約 20％を占める。完全に違う分野へ向

かい、その中で自力でがんばった、などの人

生であったということであろう。

全体としては、人生にほぼ満足し、うち半

分は愛大卒に満足しているということにな

る。

では、「愛知大学」から得たもの、そして

座右の銘があればその回答の回答を年次別

にみてみる。

1967 年

「ゼミ活動」、「近代経済学に対する知

識」座右の銘「我事に於いて後悔せず」、

「旧帝大をおもわせる緑豊かで木造校

舎との調和。教授陣は旧帝大出身者が

大半。そして女子短大があり、男女共学

のような学風。そういった下でクラブ

活動に没頭し、学問を厳かにして最高

学府の称号をいただいた。恥ずかしい

限りで得たものは？よくわかりませ

ん」、「温厚な人間関係かな。人の嫌が

ることはしない」、「日々是好日。感謝」、

「自由」、「人の悪口は言わない」、「学

生寮の集団生活」「学生食堂の運営」「教

職員の皆様の思いやり」、「自由な生き

方の大切さ」座右の銘「愛大生よ、鈍重

な「おの」であれ」、「自由と仏事に対す

る興味」、「座右銘「「鶏口となるも牛後

となるなかれ」、「良い先生に出会えた

こと。現在も交流」、「自分の信じたこ

とに向かって努力」、「人間関係、前身」

1968 年

「4 年間友人もでき、すべてに集中でき

たこと。その環境が大学「にはあった」、

「座右銘「忍耐、努力、精神、そして人

生は楽園なり」」、「質素、質実剛健」、

「寮生活で学んだ。上は建てる、下はか

わいがる、で、上は引きあげてくれる。

下は支えてくれる、「知と自由」、「この
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強」、「優秀な先輩の存在と友達」、「一期

一会」、「絵画クラブで仲間と趣味を継

続」、「直な心と今を大切にする心」

1969 年

「人とのつながり。座右銘「誠心誠意」」、

「寮生活の仲間。19 人会を作り、年 1

回集まっている」、「人とのつながり」、
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良き友を得た」、「思いやりを持った人
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n: 

1967 
アルバイトでろうあ奮の中学

生の家庭教師をした事があ

下罹先での言“な醐Ill、仲閾
とのふれあい、楽しい。

り、人に教える事の難しさを
1

ゼミナールで屋外で勉学 した
知 りましたe従って、 教師に

1
こと。他校（名古塵市立大

は絶対にならない、なれない 学）へ訪問したこと。
事を悟りました． l自動車部で、・1 ・ 2年はいつも

ゼミナー）い中心その中にア

: J
ア

レI:；:;：庭教
師

）タイ II 
夏期、北アルプス単独全山縦

I 

走（テント泊、17泊）に成 |I 
功！ 濠＄祖年山岳部の冬山 ・

薬師岳遭●事件のことを終始
意識しながら、 安全畳山で完
畳しました。

暉（本辞書持込可）で力

洗当養、スク ールバスの車
掌。友人として今でも交流が

あります。4名。
坪生になった書フォ ー クダ

ンスクラプの顧問の森国太郎 l
先生に呼ばれ、今年から女子

短人が今青の授稟で社名ダン
スをす ることになったので私
の助手として授集に出てほし
いと順まれ2年間授婁に出た。
学生から私の事を知らないの
で先生と言われたのには悪い

気はしなかった。 （当時は

I 

1968 
鯨彊をしない不良学生であ.., •I :：2‘

活：；；：；；？、国
たが、それでも卒●証書をく

． 経漬学史サ ー クルにて参加し
れたことは、今となれば大麦、． ， たこと。発表は穿年の方が中
ありがたいことです。これま
でまずまず 生きてこられたの
も愛大あってこそだと思う。

理論経済学のゼミで中部学生
ゼミ大会で発表したこと。

心になって行って頂いたが、

ここに愛知大学在りの榛な発
表会となった．

良くも悪くも空手部での四年

間。

当地方の大学をみても地味な

大学である。それが為に小生

も42年間の長期に渡り働くこ

心祭て喉装して市中をパ

I 

とが できた。実兄、私と2代に

レードしたこと。経済学研究 渡り学ぶことが出来、 現在に

会で、全国経済学研究大会 — -亘ることとは愛大卒であり感

（横浜）へ行ったこと。県内 謝しております。

の大学の証券研究会で発表し

たこと。 ゼミ生で牢m行し
1

1クラプはユ ー スホステル部で

たこと。学術研究連合会の委 全国を旅したことです．
員長にな り、愛大祭、研究会

ンニングと認定され、必死で
無実を証明した事です。

フォークダンス部員で唯一、 1 対抗ソフトポ＿ル大会、総会11

関係。）その撞、女子鯰生
I

ど）行ったこと。入学式で学長が愛知大学は 愛
知県にあるからではなく、智

（知）を愛 す る大学である
と。かつ愛大生はカステラ的
な人生ではない活動を！ ！ 
畳欅校舎でのサッカー リ ー グ

載に、応柵団がエー ルをお
くってくれた事（当時の応援
団は野球部か柔道部への応援
が主？）．
下宿生活と蓄の隆上の教官が
近くにいましな載死したお
じさんの話と写真を見せて涙
してくれました。

学祭．

学生食堂の利用は賽生のみな

らず、大学の近くが住む下畜

の学生、 平日は通学の学生な
ども利用しておりましたが、
食堂の運営にあたって、甑格
の決定、衛生管理、栄養管運
等について大学の●員の方に
ご指導いただいたことを忘れ

ることができません。

私が社交ダンスを少々踊れた I I （研究会への予算割り当てな

I
' 学圃祭、ESSデイベートコン

，
テスト。

より社交ダンスクラプを作っ
て欲しいと璽望があり愛好会
として発足した。

寮祭、学●祭。先輩、同璽、
筆●との 人間閾係を鯨強させ
-u員いた。御告労縁でございi
ます。ありがとうございまし
た．

泊りがけのゼミ、研究会。各
ゼミ生宅を泊まり歩いたこと

（全国）。

1現在の榛にアルパイトもな
＇ ＜ 、 自分で収入を得ることは

麓しく、畢の仕送りを大事に
； 生活をしたと思う。

部活動で、 仲間が多いに でき 1i
な協力しあった．

賽生活について。入学鵬ー幸
生は全員、夜中に起こされ、

グランlド慣の地面に正座させ
られ、高校迄出て、人に対す
る挨拶、言葉遣い、 礼量が

なっていないと長時間説教さ
れ、グランドに向かって大声

で挨拶の練詈をさせられた。
次の日からは先慶と会う毎に1
日何百回と挨拶をす る生活が
始まりました。又、焦礼鵬と
いう日がたまに有り、その日
は先置は賽に寄り付かなかっ

＇土•一賽は自治賽であり、 食算

「全共闘運動」を横目(‘見・(.
1いたが、 参加していればよ
：かったと董膏しています。

寮（思草寮）での集団生活。
今でも便りを交換してい る。

授婁には積極的に参加しませ
んでしたが、 田舎奮の私は愛
大畳欄校舎の雰囲気が好きで
した。いつまでも残したいで
すね。

豊橋校舎「法経学部　経済学科」（１２）思い出
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豊橋校舎「法経学部 経済学科」1968年卒業生

（１２）思い出

寮寮生生活活ににつついいてて

入学時一年生は全員、夜中に起こされ、グランド横の地面に正座させられ、高校迄出て、人に対する挨

拶、言葉遣い、礼儀がなっていないと長時間説教され、グランドに向かって大声で挨拶の練習をさせられ

た。次の日からは先輩と会う毎に 1日何百回と挨拶をする生活が始まりました。又、無礼講という日がた

まに有り、その日は先輩は寮に寄り付かなかった。寮は自治寮であり、食堂におばさんを雇い、食券代を

決め、寮食堂を運営していた。麦めし、赤だし、とおかずが付いた食事で、私達の頃は一食 45円、又 25

円出せば別のおかずが追加出来ました。当時は学食が平均 70円位で、夜食等外食すれば 100円位だった。

寮費は月 500 円で、親が年額 6000 円を先払いしていたので、1 万円有れば、寮での生活が出来ました。

寮は元士官候補生の宿舎で一つの寮で 25室位両側に有り、入口は前面に二つ、左右に一つずつ有りまし

た。部屋は二人部屋で天井が高く、10 畳以上あって左右にロッカー、ベッド、本棚と机が有り、大きな

窓が一つ付いていました。寮の規律は厳しく、寮祭、寮運動会（全国ブロック別対抗）、小旅行等が行な

われ、マラソン等の同好会も作られていました。全寮長、寮長、各係が選出され、厳格に運営されていま

した。勉強する人は部屋にこもっていたが、武道部（空手、□武道、剣道、少林寺拳法等）の人も多く、

寮生はバンカラで、近くに柔道部合宿所（一年中）も有り、大声で挨拶し、着物等で居たりするので、女

子学生は北門から入って来なかった。寮での共同生活、規律は社会に出て大いに役立ったと思いますし、

一生の友人とも出会いました。

ククララブブ活活動動ににつついいてて

昭和 38年、39年に豊橋校舎で軽音楽部（ロック、プレチャーズ）とモダンジャズ研究会（ジャム、グ

ルービーズ）が同好会として発足しました。当時、コカコーラ主催で、全国大学対抗バンド合戦というも

のが行なわれており、関東、関西、中部で予選が行なわれ、各地区でベスト 8が公開演奏により、中から

ベスト 5が決まり、決勝大会となり、優勝、準優勝チームが全国優勝を決めるものでした。昭和 41年の

中部地区大会に、（各々天才が居て）二つのバンド共にベスト 5に入り、プレチャーズは準優勝し、全国

大会でも優秀バンドとして日本一の学生ロックバンドとなりました。この事が有ったので、昭和 42年 12

月 23日（土）ブルースターズ、ジャズオーケストラを加え、金沢で愛大軽音学部演奏会を開催しました。

当時ロックは不良の音楽とみなされる事も有り、金沢市の観光会館（24 人収容）では演奏禁止となって

いました。しかし日本一のロックバンドがメインである為、ブルースターズをバックに付け、間奏や合い

の手を入れてもらい、無事終了しました。会場には千人近く入れる事が出来ました。名古屋から普通タイ

ヤのバスで雪の降り始めた、福井の峠を越えて来たと聞いてビックリしました。モダンジャズ研究会で

は、ダンスパーティ、演奏会等がよく有りましたが、昭和 41年の夏休み 1ヶ月間は、島原市の南風楼ホ

テルの海に面した庭園のビアガーデンで演奏するアルバイトが入り、6人で行きました。ギャラは部に入

りましたが、ホテルの大部屋で素泊まり、食事も良く、夕方から 3時間演奏するだけで、日中は客が帰っ

た後、夕方入る迄合宿練習が出来、途中名古屋で演奏会が有った時は、旅費を出してもらい、又部員の誕

生会もしてもらい、日曜日は観光に連れて行ってもらったりして、夢の様な楽しい生活を体験しました。

卒業后、当時のクラブのメンバーとは、豊橋のジャズバーで同窓会を行い演奏をして来ました。寮、クラ

ブの人達とは、年賀状、電話、同窓会等で交流が続いています。
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表 3系 

 
  

A-1

A-5

A-9・10昭和16年
昭和17年
昭和18年
昭和19年
昭和20年
昭和21年
昭和22年
昭和23年
未回答

計

法経学部経済学科　豊橋校舎（昭和42～45年卒）

生年
卒業年

授業料 生活費
1. 親から
2. 親戚・縁者から
3. 奨学金から
4. アルバイトから
5. 給料から

合計

授業料・生活費の工面　※回答者のみ集計、複数回答あり

人数 内訳
地元、以前から知っていた 地域、地域住民、入学前より承知、地元大学、愛知県在住
自宅や高校に近い 近くの大学
唯一通学可能な大学
親
兄 兄の勧め、実兄が愛大卒
従兄弟 在学中
おじ
親戚
友人
知人
地元の同級生が受験するから
先輩
高校教員 担任の紹介、学校からの紹介、高校のすすめ
高校 学校、高校内、高校の情報
大学案内、進学資料 高校へ来ていた入学案内、全国大学案内、募集案内、私大一覧
雑誌、本 大学受験雑誌、大学案内雑誌、受験本、蛍雪時代
永井道雄の全国の大学に関する著作
新聞 スポーツ欄（愛知大学野球）
私大見学会 読売新聞社主催、名古屋の私大ツアー
県内大学を調べた
入学金、授業料が安い
二次試験があるから
歴史のある大学だから

本学を知った理由　　　※回答者のみ集計、複数回答あり
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表 3系 

  
A-7

人数
受験に合格
受験に失敗
二次試験があったから
地方受験ができたから
自宅通学が可能、通学に便利
学費が安い、経済的理由
親戚が大学の近くに住んでいた
地元だから
高校教員
先輩
同級生、友人
父
兄
従兄弟
身内
愛大に家族や同級生が勤務
経済学に興味
経営学に興味
中国語に興味
英語の修得
教職課程
設立趣意書、建学の精神
環境、緑の多いキャンパス
自由な校風
教授と学生だけで設立し運営されている
個性のある教授陣
スポーツ、学生生活
入りたい学部があったから
大卒の資格が欲しかったから
編入希望
地元で働きたかったから
学業と家業が両立できる
私学では比較的有名
永井道雄の著書に記載
県名がついた大学
安定、信用がある
父がハルピン学院卒
家族から書院のことを聞いて
旧制大学
父が衛生兵として豊橋勤務
なんとなく

入学理由　　　 　※回答者のみ集計、複数回答あり

自由受難の鐘 

表 3系 

A-3 ①A-2

東三河 豊橋
豊川
田原
渥美町
蒲郡
新城
設楽町

西三河 豊田
小原村
西尾
一色町
岡崎
刈谷
安城
碧南

尾張・ 名古屋
知多 一宮

犬山
大府
半田

静岡県 袋井
浜北
磐田
天竜
三ヶ日町

岐阜県 岐阜
大垣
関
輪之内町
垂井町

三重県 津
四日市
桑名
尾鷲
明和町

その他 石川県
岡山県
鳥取県
北海道
福島県
富山県
福井県
滋賀県
兵庫県
島根県
広島県
山口県
福岡県
徳島県

合計

出身地
東三河 成章

桜丘
時習館
豊橋東
豊丘
豊橋商業
豊橋工業
新城
国府
蒲郡

西三河 豊田西
西尾
一色
岡崎北
刈谷
刈谷商業家庭
安城
碧南

尾張・ 中村
知多 名古屋西

明和
市立中央
東邦
享栄商業
大同工業
一宮商業
犬山
滝
大府
半田商業

静岡県 袋井商業
磐田商業
浜松北
浜松南

岐阜県 長良
大垣南
岐阜商業
羽島
不破
岐阜県立高校

三重県 桑名
四日市商業
松阪
尾鷲
高田

出身高校

その他 金沢（石川）
金沢二水（石川）
実践商業（石川）
新見（岡山）
天城（岡山）
鳥取東（鳥取）
米子西（鳥取）
旭川北（北海道）
福島（福島）
新湊（富山）
武生（福井）
虎姫（滋賀）
市立琴ヶ丘（兵庫）
大社（島根）
神辺（広島）
柳井（山口）
大牟田南（福岡）
徳島商業（徳島）

未回答

合計

出身高校
A-3 ②
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表 3系 

  
A-7

人数
受験に合格
受験に失敗
二次試験があったから
地方受験ができたから
自宅通学が可能、通学に便利
学費が安い、経済的理由
親戚が大学の近くに住んでいた
地元だから
高校教員
先輩
同級生、友人
父
兄
従兄弟
身内
愛大に家族や同級生が勤務
経済学に興味
経営学に興味
中国語に興味
英語の修得
教職課程
設立趣意書、建学の精神
環境、緑の多いキャンパス
自由な校風
教授と学生だけで設立し運営されている
個性のある教授陣
スポーツ、学生生活
入りたい学部があったから
大卒の資格が欲しかったから
編入希望
地元で働きたかったから
学業と家業が両立できる
私学では比較的有名
永井道雄の著書に記載
県名がついた大学
安定、信用がある
父がハルピン学院卒
家族から書院のことを聞いて
旧制大学
父が衛生兵として豊橋勤務
なんとなく

入学理由　　　 　※回答者のみ集計、複数回答あり

自由受難の鐘 

表 3系 

A-3 ①A-2

東三河 豊橋
豊川
田原
渥美町
蒲郡
新城
設楽町

西三河 豊田
小原村
西尾
一色町
岡崎
刈谷
安城
碧南

尾張・ 名古屋
知多 一宮

犬山
大府
半田

静岡県 袋井
浜北
磐田
天竜
三ヶ日町

岐阜県 岐阜
大垣
関
輪之内町
垂井町

三重県 津
四日市
桑名
尾鷲
明和町

その他 石川県
岡山県
鳥取県
北海道
福島県
富山県
福井県
滋賀県
兵庫県
島根県
広島県
山口県
福岡県
徳島県

合計

出身地
東三河 成章

桜丘
時習館
豊橋東
豊丘
豊橋商業
豊橋工業
新城
国府
蒲郡

西三河 豊田西
西尾
一色
岡崎北
刈谷
刈谷商業家庭
安城
碧南

尾張・ 中村
知多 名古屋西

明和
市立中央
東邦
享栄商業
大同工業
一宮商業
犬山
滝
大府
半田商業

静岡県 袋井商業
磐田商業
浜松北
浜松南

岐阜県 長良
大垣南
岐阜商業
羽島
不破
岐阜県立高校

三重県 桑名
四日市商業
松阪
尾鷲
高田

出身高校

その他 金沢（石川）
金沢二水（石川）
実践商業（石川）
新見（岡山）
天城（岡山）
鳥取東（鳥取）
米子西（鳥取）
旭川北（北海道）
福島（福島）
新湊（富山）
武生（福井）
虎姫（滋賀）
市立琴ヶ丘（兵庫）
大社（島根）
神辺（広島）
柳井（山口）
大牟田南（福岡）
徳島商業（徳島）

未回答

合計

出身高校
A-3 ②
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表 3系 

  
B-2 B-3 B-4

人数
ゼミ（花村）
ゼミ（木村）
ゼミ（村上）
ゼミ（安藤）
ゼミ（紺野）
ゼミ（山田）

近代経済学
マルクス経済学
経済原論、経済原論2部
経営学
金融論
経済史
財政学、財政論
貨幣論
経済政策
経済地理学
計量経済学
ロシア経済論
アメリカ経済論
会計学
経営学概論
経営学総論
経営理論
計画経済
経済学史
交通経済学
中国経済
統計学
日本経済
理論経済学

中国語
英語、英語会話、英文科
ドイツ語、ドイツ文学科
フランス語
ロシア語

哲学
文学、文学一部
自然科学概論
社会学
宗教学
物理学
倫理学

興味　　　　　　　　　※複数回答
人数

木村憲二
村上雅子
大石岩雄
久曽神昇
内田（内田良平の兄）
花村芳樹
山本二三丸
安藤万寿男
今泉潤太郎
金子敬生
佐野エンネ
鈴木拓郎
細迫朝夫
山田文雄
吉尾
大島国雄
胡麻本
高桑幹夫
野間清
堀井
山田（経済政策）
ロシア語の先生
池上貞一
歌川
大内
岡崎
小木曽
小此木
門屋
桑島
紺野
玉城肇
張禄沢
富岡裕
中西
西田耕三
野崎
野村
林要
藤田
本間喜一
松木
松村一隆
山下
若江
英語の先生
近代経済学の先生

印象に残った先生　　　※複数回答
人数

村上（近代経済学、ケインズ経済学）
山田（福祉国家論）
紺野（会計学、財務会計）
安藤（経済地理、地域経済）
金子（計量経済学、近代経済学）
木村（近代経済学、理論経済学）
花村（商業学）
山本（資本論）
吉尾（金融論、金融理論）
大石（経営計画）
大島（ソ連経済学）
小幡（財政学）
木村（日本福祉国家論）
玉城（経済史）
林（金融資本論）
山田（経済原論、経済政策）
一条、花村（現代の経済学）
今泉（中国語の発音）
富岡（社会主義経済論）
野崎（中国の生産管理システム）
野間（中国経済）
野村
正木（国際貿易）
村松（日本経済論）
村長（農業経済）
山下（統計学）
原2の先生
能楽に詳しい初老の先生（観光論）
（社会主義経済学）
（税務）
（ソビエト経済）
（地元商業の調査）
（理論経済）

ゼミ　　　　　　　　　　　　　　　※複数回答

表 3系 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

B-1

B-8 B-9

人数
大いに満足
まずまず満足
まあまあ
あまり満足していない
無回答

在学中の満足度
人数

大いに影響
まずまず
まあまあ
あまり
無回答

学業の成果が人生に与えた影響

人数
学業が主
どちらかといえば学業
学業はまずまず
学業は従
どちかかといえば、まずまず
無回答

学業の位置
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表 3系 

  
B-2 B-3 B-4

人数
ゼミ（花村）
ゼミ（木村）
ゼミ（村上）
ゼミ（安藤）
ゼミ（紺野）
ゼミ（山田）

近代経済学
マルクス経済学
経済原論、経済原論2部
経営学
金融論
経済史
財政学、財政論
貨幣論
経済政策
経済地理学
計量経済学
ロシア経済論
アメリカ経済論
会計学
経営学概論
経営学総論
経営理論
計画経済
経済学史
交通経済学
中国経済
統計学
日本経済
理論経済学

中国語
英語、英語会話、英文科
ドイツ語、ドイツ文学科
フランス語
ロシア語

哲学
文学、文学一部
自然科学概論
社会学
宗教学
物理学
倫理学

興味　　　　　　　　　※複数回答
人数

木村憲二
村上雅子
大石岩雄
久曽神昇
内田（内田良平の兄）
花村芳樹
山本二三丸
安藤万寿男
今泉潤太郎
金子敬生
佐野エンネ
鈴木拓郎
細迫朝夫
山田文雄
吉尾
大島国雄
胡麻本
高桑幹夫
野間清
堀井
山田（経済政策）
ロシア語の先生
池上貞一
歌川
大内
岡崎
小木曽
小此木
門屋
桑島
紺野
玉城肇
張禄沢
富岡裕
中西
西田耕三
野崎
野村
林要
藤田
本間喜一
松木
松村一隆
山下
若江
英語の先生
近代経済学の先生

印象に残った先生　　　※複数回答
人数

村上（近代経済学、ケインズ経済学）
山田（福祉国家論）
紺野（会計学、財務会計）
安藤（経済地理、地域経済）
金子（計量経済学、近代経済学）
木村（近代経済学、理論経済学）
花村（商業学）
山本（資本論）
吉尾（金融論、金融理論）
大石（経営計画）
大島（ソ連経済学）
小幡（財政学）
木村（日本福祉国家論）
玉城（経済史）
林（金融資本論）
山田（経済原論、経済政策）
一条、花村（現代の経済学）
今泉（中国語の発音）
富岡（社会主義経済論）
野崎（中国の生産管理システム）
野間（中国経済）
野村
正木（国際貿易）
村松（日本経済論）
村長（農業経済）
山下（統計学）
原2の先生
能楽に詳しい初老の先生（観光論）
（社会主義経済学）
（税務）
（ソビエト経済）
（地元商業の調査）
（理論経済）

ゼミ　　　　　　　　　　　　　　　※複数回答

表 3系 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

B-1

B-8 B-9

人数
大いに満足
まずまず満足
まあまあ
あまり満足していない
無回答

在学中の満足度
人数

大いに影響
まずまず
まあまあ
あまり
無回答

学業の成果が人生に与えた影響

人数
学業が主
どちらかといえば学業
学業はまずまず
学業は従
どちかかといえば、まずまず
無回答

学業の位置
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表 3系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

D-4

D-2D-1

D-6

D-7
人数

はい
なんとか
意識せず
意に反して
無回答

希望した分野への就職

人数
かなり厳しい
やや厳しい
普通
あまり厳しくない
全く厳しくない
無回答

卒業時の就職環境
人数

かなり積極的
やや積極的
普通に
あまりしない
全くしない
無回答

卒業時の就職活動

人数
大学就職課
愛大卒業生
知人、友人
自力
就職先

無回答

就職でお世話になった人　　　　　※複数回答あり

ほか（親、身内、教授、野球部関係者、
取引先、試験、なし）

人数
はい
少し
特になし
無回答

愛大卒業生の経歴を意識

表 3系 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

C-1
C-2

C-4

人数
応援団
剣道部
弓道部
空手部
少林寺拳法部

サッカー部
硬式野球部
準硬式野球部
野球部
バレーボール部

硬式テニス部
卓球部
ゴルフ部

ワンダーフォーゲル部
フォークダンス（F.O.C）
社交ダンス部
ダンス部
馬術部
ボート部
自動車部

軽音楽部
ギターアンサンブル
モダンジャズ研究会
ジャム グルービーズ
男声合唱団（グリークラブ）
詩吟部
ユースホステルクラブ
写真研究会
吹奏楽部
邦楽研究会
絵画クラブ
将棋クラブ

会計学研究会
金融理論研究会・サークル
経済学研究会
理論経済学研究会
広告研究会
中国語会話同好会・クラブ
経営学研究会
経営学史研究会
金融資本研究会
証券研究会
国際問題研究会
文学研究会
聖書研究会
ハワイアン研究会

参加していたクラブ・サークル名　※複数回答あり

人数
大いにあった
まずまず
まあまあ
あまりなかった
無回答

クラブ・サークル活動の影響

人数
よく参加した
まずまず
あまり参加しなかった
無回答

クラブ・サークル活動の参加
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表 3系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

D-4

D-2D-1

D-6

D-7
人数

はい
なんとか
意識せず
意に反して
無回答

希望した分野への就職

人数
かなり厳しい
やや厳しい
普通
あまり厳しくない
全く厳しくない
無回答

卒業時の就職環境
人数

かなり積極的
やや積極的
普通に
あまりしない
全くしない
無回答

卒業時の就職活動

人数
大学就職課
愛大卒業生
知人、友人
自力
就職先

無回答

就職でお世話になった人　　　　　※複数回答あり

ほか（親、身内、教授、野球部関係者、
取引先、試験、なし）

人数
はい
少し
特になし
無回答

愛大卒業生の経歴を意識

表 3系 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

C-1
C-2

C-4

人数
応援団
剣道部
弓道部
空手部
少林寺拳法部

サッカー部
硬式野球部
準硬式野球部
野球部
バレーボール部

硬式テニス部
卓球部
ゴルフ部

ワンダーフォーゲル部
フォークダンス（F.O.C）
社交ダンス部
ダンス部
馬術部
ボート部
自動車部

軽音楽部
ギターアンサンブル
モダンジャズ研究会
ジャム グルービーズ
男声合唱団（グリークラブ）
詩吟部
ユースホステルクラブ
写真研究会
吹奏楽部
邦楽研究会
絵画クラブ
将棋クラブ

会計学研究会
金融理論研究会・サークル
経済学研究会
理論経済学研究会
広告研究会
中国語会話同好会・クラブ
経営学研究会
経営学史研究会
金融資本研究会
証券研究会
国際問題研究会
文学研究会
聖書研究会
ハワイアン研究会

参加していたクラブ・サークル名　※複数回答あり

人数
大いにあった
まずまず
まあまあ
あまりなかった
無回答

クラブ・サークル活動の影響

人数
よく参加した
まずまず
あまり参加しなかった
無回答

クラブ・サークル活動の参加
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表 3系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

D-5 ① D-5 ②

名称 所在地 （人）
アイホン 名古屋市
アサノポール 東京都
アトラスピアノ 浜松市
石原ニット 豊橋市
大塚製薬 東京都
小原建設 岡崎市
加藤建設 蟹江町
岐阜トラック 岐阜（本社）、東京都
キャタピラー三菱 相模原市
協豊製作所 豊田市
啓明交易 東京都
酒井会計事務所 名古屋市
三工商事 名古屋市
三乗工業 岡山県総社市
三友工業 小牧市
三洋電機空調 群馬（本社）、名古屋（支店）
三和化学研究所 名古屋市
スズキ 浜松市
総合開発機構 東京都（本社）
第一パッケージング 東京都
ダイエー 神戸市（本社）、東京都
大日本印刷 東京都
高木産業 富士市
中京コカコーラ 名古屋市
津田工業 刈谷市
東海テレビ事業 名古屋市
東京スリーボンド 八王子市
トピー工業 東京都
豊橋グランドホテル 豊橋市
豊橋□□ 豊橋市
中日本印刷 名古屋市
長□虎紡績 羽島市
日産サニー岐阜販売 岐阜市、大垣市
日産自動車関係
日本オリベッティ 東京（本社）、名古屋（支社）
日本コロムビア 東京都、名古屋市
日本事務器 名古屋市
日本新□運輸 東京都
パロマ 名古屋市
姫路□□□□ 姫路市
福田勘産業 富山市
プラス　日立事業部 東京都
ホイテクノ物流 蒲郡市
ほていや 名古屋市
ホーユ 名古屋市
松下電機 蒲郡市
郵船トラベル 東京都
読売新聞 東京都
ワンビシ産業 東京都

就職先
名称 所在地 （人）
警視庁 東京都
静岡県警察 静岡県
岐阜県庁 岐阜市
豊橋市役所 豊橋市
大府市役所 大府市
豊川市役所 豊川市
豊田市役所 豊田市
地元役場

愛知県教育委員会 名古屋市
田原市教育委員会（小学校） 田原市
滋賀県小中学校 滋賀県
桜丘高等学校 豊橋市
九州大学事務局 福岡市

中央信託銀行 東京都
東海銀行 名古屋市
岐阜相互銀行 岐阜市
十六銀行 岐阜市
北國銀行 金沢市
碧海信用金庫 安城市
浜松信用金庫 浜松市
興亜火災海上保険 東京都
JA共済愛知 名古屋市
日本生命保険相互会社 東京都
三菱UFJ証券 東京都
金融業 山口県柳井市

就職先
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表 3系 

  

D-8 D-9

名称 業種 所在地
旭商工社 専門商社 横浜市
アペックス 自販機オペレーター 大府市
カツデン 建築資材製造 東京都
菊水化学工業 製造業 犬山市
菊吉運輸 運輸業 犬山市
共豊エポック 建築・不動産 豊橋市
グンゼ産業 貿易業 東京都
GEコンシューマーファイナンス 金融 大阪、東京
篠田 建設 岐阜市
繊維工業 繊維 大阪府
第一パッケージング 牛乳キャップほか 東京都
大洋商事 商社 大阪市
中経計算センター コンピュータ 名古屋市
中部ガス 都市ガス 豊橋市
中部ガス不動産 不動産業務 豊橋市
東京海上日動 保険 名古屋市
東京ファブリック工業 工業用ゴム 東京都
新見ガス ガス販売 岡山県新見市
西美濃農業協同組合 農協事業全般 大垣市
ニッシンハウス工業 建設業 東京都
日成ビルド工業 建設業 金沢市
日本音楽出版 映像音響システム販売 名古屋市
日本聖印 営業 名古屋市
野村不動産パートナーズ 建物、ビル、学校管理
兵庫県貿易 日中貿易専業 神戸市
平和コンクリート工業 製造部 四日市市
北海道航空 航空運送業 札幌市
三重造船 造船 四日市市
ヤナゲン百貨店 小売業 大垣市
山九 物流業 東京都
アマダ 機械 神奈川県
（家業） 旅館ほか 鳥取県米子市
（自由業） 運送 豊橋市

公正取引委員会本庁事務局 東京都
公正取引委員会福岡地方事務所 福岡市
愛知県警察 警察 名古屋市
岐阜市消防本部 消防 岐阜市
岐阜市役所 公務員 岐阜市

転職　　（各1）
名称 業種 所在地
愛知大学東京事務所 東京都
アイテック 建設 関市
アペックス 自販機オペレーター 大府市
MH1保険サービス 保険 東京都
大府市鉄工団地 工業 大府市
カーマホームセンター （渉外担当） 愛知県
亀屋商事 配合飼料の生産販売 岐南町
共豊エポック 建築・不動産 豊橋市
三友工業 建築資材製造 栃木県足利市
三友トラベル 旅行業 小牧市
タナベ塗装 自動車部品塗装 豊田市
蔦井 駐輪場管理 豊橋市
東海ファシリティサービス ビル管理ほか 名古屋市
東京海上日動 保険 名古屋市
都日テクノパーク 事務一般 浜松市
西美濃農業協同組合 （役員） 大垣市
北國ジェイシービーカード カード会社 金沢市
八千代病院 医療 安城市
りそな銀行 アドバイザー
（自営） 建設業

名称 業種 所在地
横浜家裁 司法 横浜市
簡易裁判所 千葉県
自警会 警視庁職員家族の支援など 東京都
鳥栖公共職業安定所 職業相談員 佐賀県鳥栖市
雇用安定センター 求人開拓推進員 佐賀県鳥栖市
自治会長 佐賀県鳥栖市
豊田市役所 行政職 豊田市
教育委員会委員長 教育公務員 東栄町
名古屋市役所住宅供給公社 名古屋市団地 名古屋市
岐阜観光コンベンション協会 観光業 岐阜市
（館長） 西尾市

再就職　　（各1）
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表 3系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

E-2 E-3

E-4

E-5

E-10

E-14

E-15

人数
はい
よく
時々
いいえ
はい、よく
無回答

同窓会に参加しているか
人数

大変関心
多少関心
普通
あまり関心ない

母校・愛知大学への関心

人数
よく知っている
少し知っている
知らない
無回答

愛大事件
人数

よく知っている
少し知っている
知らない
無回答

東亜同文書院

人数
大いに関係
多少関係
普通
あまり関係ない
全くない
多少関係、普通
無回答

満足度と愛大卒業生との関係

人数
大いに満足
まずまず満足
普通
少し不満
大変不満足
無回答

人生をふりかえって人数
1. テレビ、新聞
2. 大学のホームページ
3. 「愛大通信」
4. さまざまな会合
5. 受験雑誌
6. 同窓生
7. 愛大新聞（名・豊）

無回答

愛知大学の情報　　　　　　　　　　　※複数回答あり

8. ほか（ネット、サークルOB会、ほぼ皆無、
実兄が愛大卒）
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第 章 名古屋校舎「法経学部 経済学科」卒業生の場合

はじめに

この章は経済学科名古屋校舎（車道校舎）

の場合。前章でもふれたように当初、専門課

程はすべて豊橋校舎で行われていたが、名

古屋校舎での開設要求もあり、名古屋校舎

にも専門課程が設けられた。しかし、この時

期も豊橋校舎の専門課程で従来通り経済学

を学ぶ学生は多かった。以下、回答について

順にみていくことにする。組織の外接につ

いては、前章の豊橋校舎の場合を参考にさ

れたい。

．生年、卒業年、出身校など

表 4－A-1 は、名古屋校舎経済学科への入

学生の生年（縦軸）と同学科の卒業年（横軸）

をしめした。それによると、生年は昭和 18

年（1943）から昭和 23 年（1948）の戦争末

期から終戦直後にかけての時期で、卒業年

は、昭和 42 年（1967）から昭和 45 年（1970）

で、戦後の経済成長がはじまりかけたころ

である。回答数は 40 名である。この時期豊

橋校舎が 90 名の回答があったので、その半

数ほどの回答である。すでに高齢化により、

亡くなられた卒業生や体調不良の方、そし

て卒業後の転居などがあり、郵送方式では

住所不明が多かった。それゆえ、この実施時

期が 10 年遅かったと反省している。しかし、

回答をお寄せいただいた方々は丁寧にご返

事をいただき、ありがたくお礼申し上げた

い。

表 4－A-2 は、出身地の回答を示した。当

然、地元名古屋地区が最も多く、岐阜や三重

の隣接県にも広がっている。全体としては

ほぼ通学圏域である。したがって、出身高校

もそれに対応している。名古屋校舎は戦後

の焼け跡地で学問を渇望していた勤労青年

への学びを提供する夜間部がベースになっ

ており、授業料も安くして、教育の拡大に寄

与する目的であった。出身高校にもその特

徴が見られ、実業系の高校からも入学が見

られる。まだいわゆる受験戦争を引き起こ

すベビーブーム世代の前であり、本来学び

たい学生が進学、入学してくる時期で、この

時代でも、上海にあった旧制の東亜同文書

院大学をベースとし、戦後の旧制大学とし

て設立された愛知大学への希望者は多かっ

た。

表 4－A-5 は、愛知大学を知った理由の回

答で、「蛍雪時代」などの受験雑誌、大学案

内誌などが最も多いが、高校教員や高校指

導室、そしてすでに愛大を卒業し、社会人に

なっていた卒業生からの情報、そして地元

だからとあるという回答である。

では、実際に入学した理由は表 4－A-7 に

回答がある。それによると、通学の利便性、

学費の安さなど、生活派が多いが、次いで学

びたい学問や、大学の教授陣などの質がそ

の理由に挙げられている学究派が多い。生

活派と学究派が入学したことがわかる。

こうして入学して、授業料や生活費はど

のように工面したかである。表 4－A-9、10

それをまとめて示した。それによると、両方

とも親が工面したケースが 75％を占め、ア

ルバイトや奨学金で工面したのは、授業料

で 27％、生活費では 33％を占める。約 3 割

の入学生は自力で工面していたことがわか

る。それだけに愛大の安い授業料は、学びた

い学生には価値があったといえる。
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済地理学で現地調査（フィールドワーク）で

立地や地域開発など地域経済を明らかにす

る新鮮さや学生たちの興味を引き付けたの

であろう。伝統的なマル経に近経が加わり、

計量分析など新たな領域に学生たちが食い

ついていった状況が伝わってくる。

また、ゼミについては、回答者のゼミであ

り、各ゼミに広がっている。下方の村上は村

上雅子先生にまとめる必要がある。各回答

者の村上評は国民所得論で丁寧で熱心とい

う点で一致しており、人気があったように

思われる。

（３）卒業論文

1967 年

「マクロ経済学の展開」、「日本経済の

現状」、「インフレーションと財政」（財

政に興味）、「日中貿易」（将来の中国の

成長を予想していた）、「乗数理論」（近

代経済）、「資本論からレーニン「帝国主

義論」への発展」

1968 年

「マルクスの思想過程」、「戦後の私鉄

経営」、「圧縮記帳についての一考察」

（税務会計の仕組みを理解しようとし

た）、「厚生経済学」、「近代経済学」（学

会賞）、「奥志摩における観光開発の実

態と動向」（奥志摩への近鉄乗り入れ問

題に関心）

1969 年

「新日本製鐵の公害発生による社会的

費用の増大について」、「貨幣価値変動

会計」（インフレと会計の表現方法に必

要性を感じて）「計量経済」（経済に計画

性があるか否か、に関心）、「レーニンの

帝国主義論」、「（財閥関係で）」、「経済成

長と時間」

1970 年

「近代経済学」、「福井における絹織物

業の生成」（出身地の経済発展を知りた

いと）」、「貨幣供給の基礎原理」（貨幣が

通貨主義から銀行主義へ移行する原理

を説明したかった）

以上、回答いただいた卒業論文を年次別

に示した。なぜそのようなテーマを選んだ

かという説明が付記されている分について

は、（ ）内に示した。また、テーマを失念

したという回答もあり、それらの方々のテ

ーマは取り上げられなかった。

（４）先生との交流

では、学生生活のなかで、先生たちとの交

流はどのようであったのか。その回答であ

る。

1967 年

「あまりなかったが、先生の京都のお

宅へ招待されたことが有りました」、

「杉本教授宅（教員宿舎）にて、手作り

の餃子をいただいたことあり」、「ゼミ

生で、上、下の学年もあわせ、年 1～2

度集まりました」

1968 年

「10 年位前までお会いしていたが、今

は年賀状で」、「ゼミはもちろん、合宿や

先生宅での談笑有」、「先生の自宅で奥

様やお子さんたちとの交流は多く、ゼ

ミ生は世話になった」、「ゼミでは先生

との交流、卒論の指導もいただいた。卒

業時、努力賞をいただいた」

1969 年

「ゼミの夏合宿、飲食、麻雀」、「ゼミを

．学生生活と満足度

（１）学業のウェイト

では、こうして入学した愛大での学業生

活と満足度はどうであったか。①学業が主、

②どちらかと言えば学業、③学業はまずま

ず、④学業は従 のレベルに従い、それをま

とめてみると、表 4－B-1 のようになる。そ

の回答内容を、以下に年次別にみてみる。

1967 年

①学業が主 5 名

「卒業後の進路を考えると学業中心に

ならざるを得ない」、「優を 20 以上取り

たかったから」、「専門知識の吸収と就

職先の決定に有利。4 年の時 1 科目で

卒業できることになり、アルバイトも

やった」

②どちらかと言えば学業 3 名

「自宅から通学のため、家の仕事も手

伝った」、「はっきりわからない」

③学業はまずまず 1 名

「学費をアルバイトで稼ぐため」、「ア

ルバイトをしないと学業が続かない」

1968 年

①学業が主 4 名

「学生はまず学業が大切」

②どちらかと言えば学業 2 名

「学生の本文と授業料の入手」、「旅行

及びアルバイト」

④学業は従 3 名

「クラブ活動で活躍」、「アルバイトが

主」、「貧しかったため、学費をまかなう

ため」

1969 年

①学業が主 7 名

「学ぶことの幸せを知った」、「入学し

たからにはストレートの卒業を」、「知

識を高めるため」

②どちらかと言えば学業 1 名

「勉学により社会での基礎知識向上と

自信の人間性の向上を」

③学業はまずまず 3 名

④学業は従 1 名

「軟式庭球部活動の時間、家事、アルバ

イトで生活のすべてに」

1970 年

①学業が主 2 名

「授業料を工面してくれた長兄と居候

させてくれた次男の兄の考えによる」、

「経済学全体を知りたかった」

②どちらかと言えば学業 2 名

「近代経済学はゼミに入り、真剣に勉

強しました。アルバイトも」、「学業のほ

かにアルバイトをやり、遊興費に」

③学業はまずまず 1 名

「クラブ活動に比重が高かった」

（２）印象に残った先生たちや講義、ゼミ

ではどんな学業分野に興味を持ったのか

である。それを表 4－B-2 に示した。それに

よると経済学科の分野が科目とも重なる形

で回答されている。経済学の当時活発であ

ったマルクス経済学とそれに対する近代経

済学がそれぞれ並び、それに会計学など経

営学に関わる科目も並んで、幅が広い。また

哲学、語学にも関心があったことがわかる。

次いでそれに関わる「印象に残った先生

たち」をまとめたのが表 4－B-3 であり、さ

らにゼミについては表 4－B-4 に示した。

まず、表 4－B-3 では、自論の講義内容が

面白いと評判であったマル経の山本二三丸

教授と戦後浮上してきた近経で計量経済学

の岡崎教授が二分している。安藤教授は経
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済地理学で現地調査（フィールドワーク）で

立地や地域開発など地域経済を明らかにす

る新鮮さや学生たちの興味を引き付けたの

であろう。伝統的なマル経に近経が加わり、

計量分析など新たな領域に学生たちが食い

ついていった状況が伝わってくる。

また、ゼミについては、回答者のゼミであ

り、各ゼミに広がっている。下方の村上は村

上雅子先生にまとめる必要がある。各回答

者の村上評は国民所得論で丁寧で熱心とい

う点で一致しており、人気があったように

思われる。

（３）卒業論文

1967 年

「マクロ経済学の展開」、「日本経済の

現状」、「インフレーションと財政」（財

政に興味）、「日中貿易」（将来の中国の

成長を予想していた）、「乗数理論」（近

代経済）、「資本論からレーニン「帝国主

義論」への発展」

1968 年

「マルクスの思想過程」、「戦後の私鉄

経営」、「圧縮記帳についての一考察」

（税務会計の仕組みを理解しようとし

た）、「厚生経済学」、「近代経済学」（学

会賞）、「奥志摩における観光開発の実

態と動向」（奥志摩への近鉄乗り入れ問

題に関心）

1969 年

「新日本製鐵の公害発生による社会的

費用の増大について」、「貨幣価値変動

会計」（インフレと会計の表現方法に必

要性を感じて）「計量経済」（経済に計画

性があるか否か、に関心）、「レーニンの

帝国主義論」、「（財閥関係で）」、「経済成

長と時間」

1970 年

「近代経済学」、「福井における絹織物

業の生成」（出身地の経済発展を知りた

いと）」、「貨幣供給の基礎原理」（貨幣が

通貨主義から銀行主義へ移行する原理

を説明したかった）

以上、回答いただいた卒業論文を年次別

に示した。なぜそのようなテーマを選んだ

かという説明が付記されている分について

は、（ ）内に示した。また、テーマを失念

したという回答もあり、それらの方々のテ

ーマは取り上げられなかった。

（４）先生との交流

では、学生生活のなかで、先生たちとの交

流はどのようであったのか。その回答であ

る。

1967 年

「あまりなかったが、先生の京都のお

宅へ招待されたことが有りました」、

「杉本教授宅（教員宿舎）にて、手作り

の餃子をいただいたことあり」、「ゼミ

生で、上、下の学年もあわせ、年 1～2

度集まりました」

1968 年

「10 年位前までお会いしていたが、今

は年賀状で」、「ゼミはもちろん、合宿や

先生宅での談笑有」、「先生の自宅で奥

様やお子さんたちとの交流は多く、ゼ

ミ生は世話になった」、「ゼミでは先生

との交流、卒論の指導もいただいた。卒

業時、努力賞をいただいた」

1969 年

「ゼミの夏合宿、飲食、麻雀」、「ゼミを

．学生生活と満足度

（１）学業のウェイト

では、こうして入学した愛大での学業生

活と満足度はどうであったか。①学業が主、

②どちらかと言えば学業、③学業はまずま

ず、④学業は従 のレベルに従い、それをま

とめてみると、表 4－B-1 のようになる。そ

の回答内容を、以下に年次別にみてみる。

1967 年

①学業が主 5 名

「卒業後の進路を考えると学業中心に

ならざるを得ない」、「優を 20 以上取り

たかったから」、「専門知識の吸収と就

職先の決定に有利。4 年の時 1 科目で

卒業できることになり、アルバイトも

やった」

②どちらかと言えば学業 3 名

「自宅から通学のため、家の仕事も手

伝った」、「はっきりわからない」

③学業はまずまず 1 名

「学費をアルバイトで稼ぐため」、「ア

ルバイトをしないと学業が続かない」

1968 年

①学業が主 4 名

「学生はまず学業が大切」

②どちらかと言えば学業 2 名

「学生の本文と授業料の入手」、「旅行

及びアルバイト」

④学業は従 3 名

「クラブ活動で活躍」、「アルバイトが

主」、「貧しかったため、学費をまかなう

ため」

1969 年

①学業が主 7 名

「学ぶことの幸せを知った」、「入学し

たからにはストレートの卒業を」、「知

識を高めるため」

②どちらかと言えば学業 1 名

「勉学により社会での基礎知識向上と

自信の人間性の向上を」

③学業はまずまず 3 名

④学業は従 1 名

「軟式庭球部活動の時間、家事、アルバ

イトで生活のすべてに」

1970 年

①学業が主 2 名

「授業料を工面してくれた長兄と居候

させてくれた次男の兄の考えによる」、

「経済学全体を知りたかった」

②どちらかと言えば学業 2 名

「近代経済学はゼミに入り、真剣に勉

強しました。アルバイトも」、「学業のほ

かにアルバイトをやり、遊興費に」

③学業はまずまず 1 名

「クラブ活動に比重が高かった」

（２）印象に残った先生たちや講義、ゼミ

ではどんな学業分野に興味を持ったのか

である。それを表 4－B-2 に示した。それに

よると経済学科の分野が科目とも重なる形

で回答されている。経済学の当時活発であ

ったマルクス経済学とそれに対する近代経

済学がそれぞれ並び、それに会計学など経

営学に関わる科目も並んで、幅が広い。また

哲学、語学にも関心があったことがわかる。

次いでそれに関わる「印象に残った先生

たち」をまとめたのが表 4－B-3 であり、さ

らにゼミについては表 4－B-4 に示した。

まず、表 4－B-3 では、自論の講義内容が

面白いと評判であったマル経の山本二三丸

教授と戦後浮上してきた近経で計量経済学

の岡崎教授が二分している。安藤教授は経
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①まずまず満足

「会計学と経済の流れを理解できた」、

「のびのびとした学生生活が送れた」、

「教養は 1 年生で全取得、専門は 3 年

生で大半を取得できた」、「ゼミとワン

ゲル活動」、「体育会の部活動で得たも

のが大きかった。ゼミも希望通り」

④あまり満足していない

「名古屋キャンパスが狭く、本校は豊

橋にあり、部活も参加できなかった」

1970 年

①大いに満足

「学業に対する取り組みがしっかりし

ている学生が多かった」

②まずまず満足

「ゼミ生と業種を超えてお付き合いが

長く続いている」

（７）人生への影響

次に学業の成果が、これまでの人生につ

いての影響について、その回答は表 4－B-9

に示した。それによれば、①大いに影響、②

まずまず、③まあまあ④あまり の 4 レベ

ルから選択し、その理由の回答も上げても

らった。以下、回答分を年次別、レベル別に

示す。

1967 年

①大いに影響

「教員採用試験に合格できたこと。力

をつけていただいたと感謝」、「組織に

縛られないで自由な生き方ができる素

養を得た」、「卒業直後より中国問題が

時代の流れをつくった」

②まずまず

「会計、簿記が得意だったので、経理課

に配属され、総務、人事も経験」

④あまり

「あまりない」

1968 年

①大いに影響

「学校推薦で入社。大変私にあった企

業である」、「自分に自信がつき、就職し

た会社で役員になり、70 歳まで働くこ

とができた」、「経済の見方に役立った。

ただ、社会は法律に基づいていること

から、もっと法律にも力を入れたらよ

かったと思います」、「もっと学業に専

念すべきであった」

②まずまず

「考え方が広くなった」

③まあまあ

「自分というものがどれほどのものか

を知りました」

④あまり

「反省。勉強しなかった。就職のときに

苦労した。学校推薦が取れない。自力不

足」

1969 年

①大いに影響

「対人関係を保つことを学んだ」、「大

学卒業後、4 年弱ですが、製薬メーカー

の営業を経験。その後浪人して税理士

資格を取得した」

②まずまず

「資格取得に役立った」、「卒業成績は、

友人の中やクラスの中でもトップだっ

たし、まず誇りを持てた。優の数もトッ

プクラスだった」

③まあまあ

「東海市役所への就職で、公害問題、社

会的費用関係を勉強が一自治体を見る

ことにつながった」、「所得に伸び（経済

通じての交流のみです」、「人生訓です。

卒業後は年に 2 回ほどゴルフを教えて

いた」、「年に数回、夜に宴会を行ってい

た」、「先生のゼミでは、応援団員が受講

するのは初めてだということで、話を

してくれた」、「山本ゼミ、夏休みに、北

アルプス登頂、4 年間」、「経済学研究会

長野県白馬村出毎年夏合宿」、「ゼミ先

輩との交流。村上先生を囲んで懇談と

飲み物会」

1970 年

「卒論の助言指導。ゼミ生先生との懇

親会」、「旅行、先生宅訪問」、「卒業後、

金融論先生を交えて 10 回ほど懇親会

を行った」

以上、回答を寄せていただいた分だけで

あるが、バラエティーに富んでいたことが

わかる。先生の方も可成り積極的に学生た

ちを受け入れていたことがうかがわれ、イ

ギリスのカレッジ風な雰囲気がうかがわれ

る」

（５）図書館利用

1967 年

「よく利用した。狭い書館の雰囲気を

今でも思い出します。卒論の時にはフ

ル利用」、「あまり利用しなかった」2 件、

「鶴舞図書館を利用した」、「県立書館

を利用した」、「本が買えないのでよく

利用した」、「利用できなかった」

1968 年

「利用した。調査も」、「利用せず」4 件、

「卒論作成時は毎日利用」、「必要な時

に利用」

1969 年

「関連書物を利用した」、「あまり利用

しなかった」4 件、「卒論時に利用」

1970 年

「勉学、ゼミ合宿準備で」、「利用した」

「自習時間に利用」、「時々」、「利用せ

ず」2 件

以上、この時期、車道校舎では図書館の規

模は小さく、利用しにくい面があったかと

思われるが、それでも卒論作成には可成り

利用した様子わかる。愛大全体の図書館整

備は 70 代後半からである。

（６）在学中の満足度

では、愛大在学中の満足度はどうであっ

たか。①大いに満足、②まずまず満足、③ま

あまあ、④あまり満足していない の 4 レ

ベルから選択の回答を見ると、表 4－B-8 の

ようになる。それによると、①は 25％、②

も加えると、87％がほぼ満足以上であった。

④は 1 名だけであり、全体としては、愛大

の生活にほぼ満足していたといえる。以下、

その理由について見てみる。

1967 年

②まずまず満足

「通学が便利」、「単位制の規制を気に

せず、自由に学生生活を送れた」

1968 年

①大いに満足

「クラブ活動で楽しい生活ができた」、

「学友に恵まれた」、「ゼミ、クラブ友仲

間と交流」

②まずまず満足

「学業と両面、満足でした」、「視野が広

くなった」

1969 年
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①まずまず満足

「会計学と経済の流れを理解できた」、

「のびのびとした学生生活が送れた」、

「教養は 1 年生で全取得、専門は 3 年

生で大半を取得できた」、「ゼミとワン

ゲル活動」、「体育会の部活動で得たも

のが大きかった。ゼミも希望通り」

④あまり満足していない

「名古屋キャンパスが狭く、本校は豊

橋にあり、部活も参加できなかった」

1970 年

①大いに満足

「学業に対する取り組みがしっかりし

ている学生が多かった」

②まずまず満足

「ゼミ生と業種を超えてお付き合いが

長く続いている」

（７）人生への影響

次に学業の成果が、これまでの人生につ

いての影響について、その回答は表 4－B-9

に示した。それによれば、①大いに影響、②

まずまず、③まあまあ④あまり の 4 レベ

ルから選択し、その理由の回答も上げても

らった。以下、回答分を年次別、レベル別に

示す。

1967 年

①大いに影響

「教員採用試験に合格できたこと。力

をつけていただいたと感謝」、「組織に

縛られないで自由な生き方ができる素

養を得た」、「卒業直後より中国問題が

時代の流れをつくった」

②まずまず

「会計、簿記が得意だったので、経理課

に配属され、総務、人事も経験」

④あまり

「あまりない」

1968 年

①大いに影響

「学校推薦で入社。大変私にあった企

業である」、「自分に自信がつき、就職し

た会社で役員になり、70 歳まで働くこ

とができた」、「経済の見方に役立った。

ただ、社会は法律に基づいていること

から、もっと法律にも力を入れたらよ

かったと思います」、「もっと学業に専

念すべきであった」

②まずまず

「考え方が広くなった」

③まあまあ

「自分というものがどれほどのものか

を知りました」

④あまり

「反省。勉強しなかった。就職のときに

苦労した。学校推薦が取れない。自力不

足」

1969 年

①大いに影響

「対人関係を保つことを学んだ」、「大

学卒業後、4 年弱ですが、製薬メーカー

の営業を経験。その後浪人して税理士

資格を取得した」

②まずまず

「資格取得に役立った」、「卒業成績は、

友人の中やクラスの中でもトップだっ

たし、まず誇りを持てた。優の数もトッ

プクラスだった」

③まあまあ

「東海市役所への就職で、公害問題、社

会的費用関係を勉強が一自治体を見る

ことにつながった」、「所得に伸び（経済

通じての交流のみです」、「人生訓です。

卒業後は年に 2 回ほどゴルフを教えて

いた」、「年に数回、夜に宴会を行ってい

た」、「先生のゼミでは、応援団員が受講

するのは初めてだということで、話を

してくれた」、「山本ゼミ、夏休みに、北

アルプス登頂、4 年間」、「経済学研究会

長野県白馬村出毎年夏合宿」、「ゼミ先

輩との交流。村上先生を囲んで懇談と

飲み物会」

1970 年

「卒論の助言指導。ゼミ生先生との懇

親会」、「旅行、先生宅訪問」、「卒業後、

金融論先生を交えて 10 回ほど懇親会

を行った」

以上、回答を寄せていただいた分だけで

あるが、バラエティーに富んでいたことが

わかる。先生の方も可成り積極的に学生た

ちを受け入れていたことがうかがわれ、イ

ギリスのカレッジ風な雰囲気がうかがわれ

る」

（５）図書館利用

1967 年

「よく利用した。狭い書館の雰囲気を

今でも思い出します。卒論の時にはフ

ル利用」、「あまり利用しなかった」2 件、

「鶴舞図書館を利用した」、「県立書館

を利用した」、「本が買えないのでよく

利用した」、「利用できなかった」

1968 年

「利用した。調査も」、「利用せず」4 件、

「卒論作成時は毎日利用」、「必要な時

に利用」

1969 年

「関連書物を利用した」、「あまり利用

しなかった」4 件、「卒論時に利用」

1970 年

「勉学、ゼミ合宿準備で」、「利用した」

「自習時間に利用」、「時々」、「利用せ

ず」2 件

以上、この時期、車道校舎では図書館の規

模は小さく、利用しにくい面があったかと

思われるが、それでも卒論作成には可成り

利用した様子わかる。愛大全体の図書館整

備は 70 代後半からである。

（６）在学中の満足度

では、愛大在学中の満足度はどうであっ

たか。①大いに満足、②まずまず満足、③ま

あまあ、④あまり満足していない の 4 レ

ベルから選択の回答を見ると、表 4－B-8 の

ようになる。それによると、①は 25％、②

も加えると、87％がほぼ満足以上であった。

④は 1 名だけであり、全体としては、愛大

の生活にほぼ満足していたといえる。以下、

その理由について見てみる。

1967 年

②まずまず満足

「通学が便利」、「単位制の規制を気に

せず、自由に学生生活を送れた」

1968 年

①大いに満足

「クラブ活動で楽しい生活ができた」、

「学友に恵まれた」、「ゼミ、クラブ友仲

間と交流」

②まずまず満足

「学業と両面、満足でした」、「視野が広

くなった」

1969 年
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聞が広まった、チームワーク（ポリネシア）、

他大学との交流（会計、茶道）、衣食住を共

にし、山河をともに歩けた」（ワンゲル）、

「学年の役割」（軟式庭球）、「団体運営」（ユ

ースホステル）、「友人や社会をみる眼の広

がり」（応援団）、「先輩に恵まれ、愛大への

誇り」（経済学）、「体育会系できつかったが

有意義」（自動車）など。しかし、「直前に親

が病気になり、自分が働くことになって、部

活ができなかった。残念」という回答もみら

れた。

また、「部活の人生への影響」は、「信頼で

きる友人や多くの人との交流」がかなり共

通し、「礼儀作法」（茶道）、「生き方が決まっ

た」（新聞部）、「自信」（会計、茶会）、「マー

ケティングの手法、展開を職場で（広告研）」、

「組織のなかの役割と事務処理」（軟式庭）、

「団訓義務、責任、礼儀、誇り、節度、闘志

を胸に、苦しい人生を乗り越えた（応援団）」、

「指的が役立つ」などがあげられた。

さらに、「学外での活動」については「日

中友好協会青年部、「他大学との茶道連盟」、

「CBC 主催で九重佑三子、田辺靖男のバッ

クバンド、ハワイアン演奏（ポリネシア）」、

「中川区消防団連絡会顧問（ワンゲル）」、

「自動車ラリーや協議会に各地へ遠征（自

動車）」、「連盟合同茶会、機関誌編集（茶道）」

などがあげられ、部活の延長、発展活動も見

られる。

また、「社会参加」としては、「原水禁世界

大会（新聞部）」、「ピンポン外交での中国選

手団との交流（間違ってアメリカ選手団の

バスに乗車）（経済学研）」、「町内会相談役

（ワンダーフォーゲル）」、「地元東海市の体

育協会でテニスの振興（軟式庭）」、「社会人

サークルづくり（ユースホステル）」なども

見られた。

．就業状況と人生

次は、いよいよ学外へ飛び立つ就職に関

するアンケートへの回答である。4－表 D-1

は、卒業時の就職運動についてどのように

取り組んだかである。

それによると、「普通」を最多として、積

極派と消極派が大きく二分される形となっ

ている。これは前述の豊橋校舎の経済学科

とほぼ同様である。当時は戦後の経済成長

期の入口であり、従来型の地縁者や関係議

員、親戚などの多様なツテによる親縁故採

用が多く、大学側も今日のように、入学とと

もに就職問題で学生に迫るというようなこ

とはなかった。確かに、教員や公務員などの

ように資格と公募のあるところは競争があ

ったが、一般の就職にはのんびり構える風

潮が多分に残っていた。大学の就職斡旋も

少し「大学推薦枠」が設定された程度で、学

生はそれも選択肢の一つ程度であった。こ

の表にみられる「普通」というレベルが最も

多いのは、そのことを示している。学生も例

えば大企業など、強く職種にこだわる場合

は、自ら積極的に動き「自力」で対応した。

それは、表 4－D-2 の「就職環境」の状況

にも対応している。やはり「普通」が最も多

く、経済学部はつぶしがきくとされ、職種に

こだわらない就職希望状況もあった。しか

し、特定の職種を狙う積極派にとっては「き

びしい」という環境になる。例えば、①かな

り厳しい②やや厳しい と回答した回答者

の回答を見ると、次のようになる。

1967 年

①かなり厳しい

「今後期待できる銀行志望」、「自分に

成長との相関関係）、分配が適切か。同

ゼミや学内で知り合った学生と現在も

交流している」

1970 年

①大いに影響

「経済学以外の科目を意識して受講し

たので、得た知識分野が広がった」

②まずまず

「三重県庁に入り、農水商工部長、副知

事を歴任しました」、「人間努力が大事」

以上、学業が人生に与えた影響について

の回答を見ると、回答者それぞれが卒業後

に様々な形で影響したことを実感として表

明している。特に経済の実務部分は仕事に

直結するところがあり、それらが指摘され

ている。併せて考え方の広がりなど人生の

価値観などにも影響がありそうな効用も指

摘され、もっと学ぶべきだったとの反省も

見られ、新たな世界への好奇心も生み出さ

れてされていく学業の無限さもうかがわせ

てくれ、愛大での学業が価値を持っていた

ことが伝わってくる。

．クラブ、サークル活動

以上、すでにクラブ、サークル活動ヘの言

及もあったが、ここでは改めてその両者と

の関わりについての回答を紹介する。

まずは、加入参加していたクラブ、サーク

ルの所属名である。表 4－C-1 はそれをまと

めて示したものである。回答のあった分だ

けであり、そのすべてではないが、豊橋校舎

に比べるとその種類は少ない。名古屋車道

校舎の場合は、夜間部からスタートした歴

史があり、特に夜間部学生にとっては、参加

したくてもアルバイトなどの時間的制約が

あり、簡単ではなかったところもある。

一方、法曹界を目指す場合には、夜間に籍

を置き、昼間は受験用の勉学に徹するとい

う方法もあり、それが中間部の在籍者より

も合格者が多く出る結果にもなっていく面

もあった。全体としては、回答者の分だけに

限られるが、豊橋校舎の広いグランドや旧

軍隊時代の講堂・体育場の利用に比べると、

室内型で文科系のクラブ、サークルが多い。

しかし、それだけに前述の回答にもあるよ

うに、そこで力を入れ、大会にも出場した

り、発表会に出場したりして、活躍も見られ

た。

表 4－C-2 は、その「参加状況」で、無回

答者は参加・加入していないとみなすと、参

加率は、回答者の 40％代で、いずれも積極

的な参加者とみなすことができる。

特に、熱心だったのは「ポリネシアン民俗

音楽研究会」で定期演奏会、全国大学バンド

コンクール出場、各大学や一般会社のダン

スパーティ演奏、ハワイアン演奏などで活

躍し、まだ民間では楽団も少ない時それを

埋める形で、ギャラも得ていたという。ま

た、ワンゲルも全国学生ワンゲルの東海支

部代表で出席するなど、昭和 40 年代は最盛

期であったとしている。また、応援団もスポ

ーツの応援、学園祭での演舞、各種イベン

ト、熱田神宮でのお奉納などその後の伝統

を作っている。自動車部は豊橋と合同で実

施した。研究会グループでは、合宿、発表を

行っていて、会計学研究会や経済学研究会

などが活発であった。

しかし、1970 年卒生は、大学紛争が始ま

ったせいか、回答数は少なくなっている。

なお「部活で得たもの」は、各部とも「先

輩、後輩を含め、友人を得た」が多く、「見

176

同文書院記念報　Vol. 32（2024.03.31）



聞が広まった、チームワーク（ポリネシア）、

他大学との交流（会計、茶道）、衣食住を共

にし、山河をともに歩けた」（ワンゲル）、

「学年の役割」（軟式庭球）、「団体運営」（ユ

ースホステル）、「友人や社会をみる眼の広

がり」（応援団）、「先輩に恵まれ、愛大への

誇り」（経済学）、「体育会系できつかったが

有意義」（自動車）など。しかし、「直前に親

が病気になり、自分が働くことになって、部

活ができなかった。残念」という回答もみら

れた。

また、「部活の人生への影響」は、「信頼で

きる友人や多くの人との交流」がかなり共

通し、「礼儀作法」（茶道）、「生き方が決まっ

た」（新聞部）、「自信」（会計、茶会）、「マー

ケティングの手法、展開を職場で（広告研）」、

「組織のなかの役割と事務処理」（軟式庭）、

「団訓義務、責任、礼儀、誇り、節度、闘志

を胸に、苦しい人生を乗り越えた（応援団）」、

「指的が役立つ」などがあげられた。

さらに、「学外での活動」については「日

中友好協会青年部、「他大学との茶道連盟」、

「CBC 主催で九重佑三子、田辺靖男のバッ

クバンド、ハワイアン演奏（ポリネシア）」、

「中川区消防団連絡会顧問（ワンゲル）」、

「自動車ラリーや協議会に各地へ遠征（自

動車）」、「連盟合同茶会、機関誌編集（茶道）」

などがあげられ、部活の延長、発展活動も見

られる。

また、「社会参加」としては、「原水禁世界

大会（新聞部）」、「ピンポン外交での中国選

手団との交流（間違ってアメリカ選手団の

バスに乗車）（経済学研）」、「町内会相談役

（ワンダーフォーゲル）」、「地元東海市の体

育協会でテニスの振興（軟式庭）」、「社会人

サークルづくり（ユースホステル）」なども

見られた。

．就業状況と人生

次は、いよいよ学外へ飛び立つ就職に関

するアンケートへの回答である。4－表 D-1

は、卒業時の就職運動についてどのように

取り組んだかである。

それによると、「普通」を最多として、積

極派と消極派が大きく二分される形となっ

ている。これは前述の豊橋校舎の経済学科

とほぼ同様である。当時は戦後の経済成長

期の入口であり、従来型の地縁者や関係議

員、親戚などの多様なツテによる親縁故採

用が多く、大学側も今日のように、入学とと

もに就職問題で学生に迫るというようなこ

とはなかった。確かに、教員や公務員などの

ように資格と公募のあるところは競争があ

ったが、一般の就職にはのんびり構える風

潮が多分に残っていた。大学の就職斡旋も

少し「大学推薦枠」が設定された程度で、学

生はそれも選択肢の一つ程度であった。こ

の表にみられる「普通」というレベルが最も

多いのは、そのことを示している。学生も例

えば大企業など、強く職種にこだわる場合

は、自ら積極的に動き「自力」で対応した。

それは、表 4－D-2 の「就職環境」の状況

にも対応している。やはり「普通」が最も多

く、経済学部はつぶしがきくとされ、職種に

こだわらない就職希望状況もあった。しか

し、特定の職種を狙う積極派にとっては「き

びしい」という環境になる。例えば、①かな

り厳しい②やや厳しい と回答した回答者

の回答を見ると、次のようになる。

1967 年

①かなり厳しい

「今後期待できる銀行志望」、「自分に

成長との相関関係）、分配が適切か。同

ゼミや学内で知り合った学生と現在も

交流している」

1970 年

①大いに影響

「経済学以外の科目を意識して受講し

たので、得た知識分野が広がった」

②まずまず

「三重県庁に入り、農水商工部長、副知

事を歴任しました」、「人間努力が大事」

以上、学業が人生に与えた影響について

の回答を見ると、回答者それぞれが卒業後

に様々な形で影響したことを実感として表

明している。特に経済の実務部分は仕事に

直結するところがあり、それらが指摘され

ている。併せて考え方の広がりなど人生の

価値観などにも影響がありそうな効用も指

摘され、もっと学ぶべきだったとの反省も

見られ、新たな世界への好奇心も生み出さ

れてされていく学業の無限さもうかがわせ

てくれ、愛大での学業が価値を持っていた

ことが伝わってくる。

．クラブ、サークル活動

以上、すでにクラブ、サークル活動ヘの言

及もあったが、ここでは改めてその両者と

の関わりについての回答を紹介する。

まずは、加入参加していたクラブ、サーク

ルの所属名である。表 4－C-1 はそれをまと

めて示したものである。回答のあった分だ

けであり、そのすべてではないが、豊橋校舎

に比べるとその種類は少ない。名古屋車道

校舎の場合は、夜間部からスタートした歴

史があり、特に夜間部学生にとっては、参加

したくてもアルバイトなどの時間的制約が

あり、簡単ではなかったところもある。

一方、法曹界を目指す場合には、夜間に籍

を置き、昼間は受験用の勉学に徹するとい

う方法もあり、それが中間部の在籍者より

も合格者が多く出る結果にもなっていく面

もあった。全体としては、回答者の分だけに

限られるが、豊橋校舎の広いグランドや旧

軍隊時代の講堂・体育場の利用に比べると、

室内型で文科系のクラブ、サークルが多い。

しかし、それだけに前述の回答にもあるよ

うに、そこで力を入れ、大会にも出場した

り、発表会に出場したりして、活躍も見られ

た。

表 4－C-2 は、その「参加状況」で、無回

答者は参加・加入していないとみなすと、参

加率は、回答者の 40％代で、いずれも積極

的な参加者とみなすことができる。

特に、熱心だったのは「ポリネシアン民俗

音楽研究会」で定期演奏会、全国大学バンド

コンクール出場、各大学や一般会社のダン

スパーティ演奏、ハワイアン演奏などで活

躍し、まだ民間では楽団も少ない時それを

埋める形で、ギャラも得ていたという。ま

た、ワンゲルも全国学生ワンゲルの東海支

部代表で出席するなど、昭和 40 年代は最盛

期であったとしている。また、応援団もスポ

ーツの応援、学園祭での演舞、各種イベン

ト、熱田神宮でのお奉納などその後の伝統

を作っている。自動車部は豊橋と合同で実

施した。研究会グループでは、合宿、発表を

行っていて、会計学研究会や経済学研究会

などが活発であった。

しかし、1970 年卒生は、大学紛争が始ま

ったせいか、回答数は少なくなっている。

なお「部活で得たもの」は、各部とも「先

輩、後輩を含め、友人を得た」が多く、「見
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で優秀な人材が多かった」、「当時はま

ずまず評価していただいていたと思

う」、「比較的自己の確立した人が多い」、

「当時自主性がありました。最近はわ

かりません」、「並」

1968 年

「大変真面目。仕事に対し真剣に向き

合っている」、「粘り強い。特に強み弱み

なし」、「同年代で役員になった卒業生

3 人、後輩にも現在役員がいる」

1969 年

「個人次第。私大としては上級」、「違い

を感じたことなし」、「仕事に対しての

積極性あり」、「中程度」、「真面目で誠実

に何事にも取り組んでいる」、「関係な

い。教員試験を受けるから」、「他大学に

負けない能力を持っていたと思いま

す」、「少し図々しい」、「その会社によっ

て上級職がどの大学が多いかによって

変わるが、ユニー（株）は、当時から愛

大卒生が多く、進級も早かった」

1970 年

「全国の私学のトップブランドではな

いが、名古屋圏では優位な位置にある」、

「物事への取り組み方が真面目であ

る」、「愛大卒業生は自分一人だけ、比較

の機会なし」、「堅実」、「仕事で実務はで

きるが、昇任試験では劣る」

②愛大卒業生を他大学卒業生と比較して

どのような特徴があるのか について

1967 年

「真面目な学生、卒業生多い」、「真面目

で活力あり」、「粘り強さがある」、「私の

周りの卒業生は自由な生き方をしてい

る」、「変わらない」、「わかりません」

1968 年

「浮いたところがなく、芯がしっかり

している」、「大阪、京都、兵庫などの同

窓会に出たが、地方はプライドのある

人が多い」、「真面目、努力家、人間味」、

「特になし」

1969 年

「個人次第。クラブ活動をしていたか

どうかで判断」、「自己実現、自己主張の

強さが際立つ反面、従順なタイプと

半々のように感じている」、「地元です

ので、愛大生として仲間意識を感じま

した」、「普通で堅い感じ」、「私の勤務先

には愛大生がほとんどいなかったので、

つながりがありません」、「やはり、有名

大学や国立大学の方が上級職になりや

すかった」、「考えがしっかりし、大学の

誇りをもって公務員就職を求める人が

多かった」

1970 年

「一般に真面目な学生が多いようだ。

学風だと思う」、「取扱方に差があると

思う」、「開拓精神より、中庸タイプが多

いか」、「よく動く方だと思っている」、

「応用力があり、柔軟性がある」

．愛知大学卒業生として

（１）愛大設立趣旨の回答者への影響

愛知大学は、1946 年 11 月 15 日に天皇の

裁可により旧制大学として、豊橋の陸軍 15

師団、豊橋予備士官学校跡に開設された。上

海にあった同じく旧制の東亜同文書院大学

をベースに、大陸からの引揚げ学生の受け

入れ大学として出発した。それゆえその設

立趣意書は、戦後の「新たな国際平和」と、

「国際人の養成」、それに地方都市に初めて

の旧制大学開設ということで「地方文化へ

適した分野を決めていた」、「決めてな

いが、資本論理の強い会社または関係

の薄い会社」

②やや厳しい

「高校教員へ強い志望」、「流通革命の

兆しを。しかし、優秀な学生は、流通を

目指さなかった」

1968 年

①かなり厳しい

「学校推薦」、「議員推薦」

②やや厳しい

「良い会社」、「大企業で親に恩返しを」、

「地元企業を優先的に」

1969 年

①かなり厳しい

「外国への思いが強く、航空会社のス

チュワードを」、「経済女子は少数だっ

たので、自分で各社を回った。決める余

裕なし」、「公務員か銀行を」

②やや厳しい

「自宅から通える就職先。家業も手伝

える条件」

1970 年

①かなり厳しい

「早く就職先を決めたかった」

②やや厳しい

「出身地への就職をめざしたが、結果

的に他県へ」

表 4－D-4 は、「希望した分野へ就職でき

たか」の回答である。それによると、「はい」

が最も多く、「なんとか」を加えると、過半

数以上はほぼ希望通りに決まったといえる。

一方「意に反して」と無回答も加えると約

30％が、希望通りではないと思われる。出身

地元に希望就職先が見つからなかったり、

親との意見が合わなかったりとか、大学推

薦がもらえなかったり、などがその理由と

思われる。

また表 4－D-6 は、就職でお世話になった

人や組織を回答からまとめた。それによる

と、最多は自力であり、大学の就職課は 2 位。

そしてそのほかは、ほとんど縁故で、それを

まとめると、僅少差で第 1 位になる。当時

はそういう時代であった。

こうして決定した就職先が、表 4－D-5①

と表 4－D-5②である。表 4－D-5①は、民間

企業で、折からの経済成長の始まりの中で、

有力企業にかなり就職していることがわか

る。また表 4－D-5②は、役所及び教員の公

務員で、公務員は愛大の特徴にもなった。さ

らに、表 4－D-8 は、その後の転職先で、当

初の就職先からほぼ半分の人数が転職し、

自分人生設計の適性を生かせる職場へ転職

したことがわかる。そして表 4－D-9 は、回

答者の多くがその後定年を迎えた後の職場

であり、定年後も頑張って仕事を継続して

いる卒業生が多い。現役時代の仕事が評価

され、なお体力に余裕のある卒業生の健康

生活の良き人生設計の姿であると思われる。

ところで、このような職場で①愛大卒生

は他大学卒生と比べ、どのように評価され

たのか また、②愛大卒業生を他大学卒業

生と比較してどのような特徴があるのか

についての少しダブりがちなアンケートを

行い、回答を得た。それを意か、年次別にみ

てみる。

①愛大卒生は他大学卒業生と比べ、どの

ように評価されたのか について

1967 年

「比較的良かったと思う」、「社会性、学

力も身に着けていると思う」、「営業面
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で優秀な人材が多かった」、「当時はま

ずまず評価していただいていたと思

う」、「比較的自己の確立した人が多い」、

「当時自主性がありました。最近はわ

かりません」、「並」

1968 年

「大変真面目。仕事に対し真剣に向き

合っている」、「粘り強い。特に強み弱み

なし」、「同年代で役員になった卒業生

3 人、後輩にも現在役員がいる」

1969 年

「個人次第。私大としては上級」、「違い

を感じたことなし」、「仕事に対しての

積極性あり」、「中程度」、「真面目で誠実

に何事にも取り組んでいる」、「関係な

い。教員試験を受けるから」、「他大学に

負けない能力を持っていたと思いま

す」、「少し図々しい」、「その会社によっ

て上級職がどの大学が多いかによって

変わるが、ユニー（株）は、当時から愛

大卒生が多く、進級も早かった」

1970 年

「全国の私学のトップブランドではな

いが、名古屋圏では優位な位置にある」、

「物事への取り組み方が真面目であ

る」、「愛大卒業生は自分一人だけ、比較

の機会なし」、「堅実」、「仕事で実務はで

きるが、昇任試験では劣る」

②愛大卒業生を他大学卒業生と比較して

どのような特徴があるのか について

1967 年

「真面目な学生、卒業生多い」、「真面目

で活力あり」、「粘り強さがある」、「私の

周りの卒業生は自由な生き方をしてい

る」、「変わらない」、「わかりません」

1968 年

「浮いたところがなく、芯がしっかり

している」、「大阪、京都、兵庫などの同

窓会に出たが、地方はプライドのある

人が多い」、「真面目、努力家、人間味」、

「特になし」

1969 年

「個人次第。クラブ活動をしていたか

どうかで判断」、「自己実現、自己主張の

強さが際立つ反面、従順なタイプと

半々のように感じている」、「地元です

ので、愛大生として仲間意識を感じま

した」、「普通で堅い感じ」、「私の勤務先

には愛大生がほとんどいなかったので、

つながりがありません」、「やはり、有名

大学や国立大学の方が上級職になりや

すかった」、「考えがしっかりし、大学の

誇りをもって公務員就職を求める人が

多かった」

1970 年

「一般に真面目な学生が多いようだ。

学風だと思う」、「取扱方に差があると

思う」、「開拓精神より、中庸タイプが多

いか」、「よく動く方だと思っている」、

「応用力があり、柔軟性がある」

．愛知大学卒業生として

（１）愛大設立趣旨の回答者への影響

愛知大学は、1946 年 11 月 15 日に天皇の

裁可により旧制大学として、豊橋の陸軍 15

師団、豊橋予備士官学校跡に開設された。上

海にあった同じく旧制の東亜同文書院大学

をベースに、大陸からの引揚げ学生の受け

入れ大学として出発した。それゆえその設

立趣意書は、戦後の「新たな国際平和」と、

「国際人の養成」、それに地方都市に初めて

の旧制大学開設ということで「地方文化へ

適した分野を決めていた」、「決めてな

いが、資本論理の強い会社または関係

の薄い会社」

②やや厳しい

「高校教員へ強い志望」、「流通革命の

兆しを。しかし、優秀な学生は、流通を

目指さなかった」

1968 年

①かなり厳しい

「学校推薦」、「議員推薦」

②やや厳しい

「良い会社」、「大企業で親に恩返しを」、

「地元企業を優先的に」

1969 年

①かなり厳しい

「外国への思いが強く、航空会社のス

チュワードを」、「経済女子は少数だっ

たので、自分で各社を回った。決める余

裕なし」、「公務員か銀行を」

②やや厳しい

「自宅から通える就職先。家業も手伝

える条件」

1970 年

①かなり厳しい

「早く就職先を決めたかった」

②やや厳しい

「出身地への就職をめざしたが、結果

的に他県へ」

表 4－D-4 は、「希望した分野へ就職でき

たか」の回答である。それによると、「はい」

が最も多く、「なんとか」を加えると、過半

数以上はほぼ希望通りに決まったといえる。

一方「意に反して」と無回答も加えると約

30％が、希望通りではないと思われる。出身

地元に希望就職先が見つからなかったり、

親との意見が合わなかったりとか、大学推

薦がもらえなかったり、などがその理由と

思われる。

また表 4－D-6 は、就職でお世話になった

人や組織を回答からまとめた。それによる

と、最多は自力であり、大学の就職課は 2 位。

そしてそのほかは、ほとんど縁故で、それを

まとめると、僅少差で第 1 位になる。当時

はそういう時代であった。

こうして決定した就職先が、表 4－D-5①

と表 4－D-5②である。表 4－D-5①は、民間

企業で、折からの経済成長の始まりの中で、

有力企業にかなり就職していることがわか

る。また表 4－D-5②は、役所及び教員の公

務員で、公務員は愛大の特徴にもなった。さ

らに、表 4－D-8 は、その後の転職先で、当

初の就職先からほぼ半分の人数が転職し、

自分人生設計の適性を生かせる職場へ転職

したことがわかる。そして表 4－D-9 は、回

答者の多くがその後定年を迎えた後の職場

であり、定年後も頑張って仕事を継続して

いる卒業生が多い。現役時代の仕事が評価

され、なお体力に余裕のある卒業生の健康

生活の良き人生設計の姿であると思われる。

ところで、このような職場で①愛大卒生

は他大学卒生と比べ、どのように評価され

たのか また、②愛大卒業生を他大学卒業

生と比較してどのような特徴があるのか

についての少しダブりがちなアンケートを

行い、回答を得た。それを意か、年次別にみ

てみる。

①愛大卒生は他大学卒業生と比べ、どの

ように評価されたのか について

1967 年

「比較的良かったと思う」、「社会性、学

力も身に着けていると思う」、「営業面
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の同窓会で知る。荒尾、鐘崎三郎位の碑

に年 1 回参拝。京都若王子神社へ毎年

20 人ほどが全国から参集する」、「学校

案内から」、「同窓会では翌同文書院の

話がでました。「北帰行」は同文書院の

歌だと教えられました」、「先輩と知人

から教えられた」

1969 年

「父親と恩師からききました」、「河合

先生から聞いています」、「教授からの

話で知った」、「同窓会へ参加すること

で知った」、「大学へ入学してその歴史

を知った」、「学校からの新聞や先輩か

らの教示、学内掲示板より」

1970 年

「当時は旧制東京大学にも負けないレ

ベルにあったと聞いている、「本学在学

中の兄（5 男）の史料から」、「大学中の

史料から」、「大学からの史料」、「ゼミと

会議で」、「書籍「愛知大学創世記の権

蔵」から」

以上、書院の認知はかなり広がっていた

といえる。

（３）「愛大事件」の認知について

「愛大事件」については、前章、前前章で

触れたのでそちらを参照されたい。以下、そ

の認知レベルについては表4－E-3に示した。

同表からは「多少知っている」というレベル

以上が 60％代を占めるが、一方「知らない」

層が 30％台へと増えている。それについて

年次別にその回答を紹介する。

1967 年

「本間学長の教育姿勢に感動した。学

生第一の考え方は小生の教員生活の柱

になったように思う」、「当然の帰結だ

と思う。当時の学生は時の政治状況に

はしっかりと対応していた。大学の自

治を侵す警察官の大学への立ち入りは

許してはいけない。権力の介入は、大学

の設立趣旨から本間学長の弁護は肝要

である。言論の自由が守られてこそ大

学の存在意義がある」、「誇りに思う」

1968 年

「愛大の毅然たる態度が印象に残って

いる」、「行内に警察入れず、学内の自

治、学生を守った学長」、「本間学長はえ

らい」、「愛大事件は知っていますが、本

間先生が弁護したことは知りませんで

した」、「あまり関心はなかった」

1969 年

「今に比べれば若者にエネルギーがあ

ったと思う」、「本間学長が信頼した大

学生を保護する姿勢、行動力を評価し

たい。時代が時代だっただけに大きな

権力に立ち向かった学校当局の苦労が

しのばれる」、「利益主義と非利益主義

のバランスのとり方のむつかしさを感

じた」、「事件名は記憶になるが、内容に

於いては、ほとんどしらない」、「戦後の

学生運動を警戒していた時期の事件。

あまり事件を起こすようなことではな

いと感じていた」

1970 年

「個人の思想的部分もあるので、深く

関心がなかったと思う」

（４）母校愛大への関心とその理由

これも年次別に回答を紹介する。

①大変関心、②多少関心、③普通、④あまり

関心ない というレベルをまとめると、表 4

の貢献」を掲げた。戦後の日本を占領し、日

本人を狭い日本列島にとじこめる政策をめ

ざした GHQ に対して、堂々と「国際人の養

成」を掲げた反骨精神は、東亜同文書院を歴

史的ベースにした自信の表れであったよう

に思われる。そして地元東海地域からの学

生や空襲で焼け出された東京などの学生な

どの受け入れも行い、この設立趣意書をい

わば愛大憲法として進めることになった。

そこで愛大入学生は、この設立趣意書の

内容をどのように受け取り、自分のものに

したのかという点のアンケートを行った。

その回答は以下の通り。

1967 年

「在学中、これを語る教授はいなかっ

たが、卒業後、「愛大通信」で学んだ」、

「人材養成の研修や人間形成に役立っ

た」、「国際情勢を考えながら、地域社会

へ貢献した」、「比較的自分に正直に生

きることができた」、「1970 以降、中国

問題が追い風になり、大変恵まれた人

生だった」

1968 年

「これは自分にとっての目標でありま

した」、「この年齢になり、真理の探究と

いう言葉の重みを感じます」、「入社以

来、労務、人事部、そして新規事業部で

働けた」、「社会における事象について

深く考えることができるようになった」

1969 年

「学生生活を謳歌した。政治的活動も

多くあったが」、「真実こそが正義とい

える。人はそれを裏切ってはならない」、

「批判的精神を常に持って、「ななめ」

から見るようにしています」、「日本の

安定と世界の平和を探求していく」、

「あまり考えてない」、「教員試験の時

いつも思っていた」、「地域社会への貢

献を強く持ちました」「心の支えになっ

ている。常に構成であれ」、「常に誇りに

思っていた」

1970 年

「三重県勢の発展に寄与している」、

「理念は良いが、当時は左寄り思想が

多く自分には合わなかった」

（２）東亜同文書院の認知について

愛大開設時には約 450 人もの書院生やほ

かの引揚げ編入生も各学年に編入し、授業

開始 2 か月後には「豊橋市民との文化交流

祭」を書院生のリードの下で盛大に行い、そ

の最終日にはコロンビアレコードの古関裕

而の一行が「愛大音楽祭」を豊橋公会堂で開

催した。まさに書院生が各出自の学生たち

をこの行事でまとめ上げた。ではその認知

度はどうか。そのレベルを表4－E-2に示し、

その理由を次に年次別に示す。表からは、ほ

とんどの回答者が書院を認知していたこと

がわかる。

1967 年

「「愛大小史」を読んだ」、「愛大の名前

を出すと、多くの人は「東亜同文書院」

の話をした」、「国際的知識のある人材

がかなりいた」、「愛大の沿革を書物で

読んだ」、「入学後大学で習った」、「関係

文書で調べた。杉本出雲先生が開学以

来かかわっていたから」、「在学時代各

方面から聞くことができた」

1968 年

「チラシや本で知りました」、「在学中

にいろいろと」、「入学後の諸先輩や教

授から、「学校の歴史として」、「卒業後
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の同窓会で知る。荒尾、鐘崎三郎位の碑

に年 1 回参拝。京都若王子神社へ毎年

20 人ほどが全国から参集する」、「学校

案内から」、「同窓会では翌同文書院の

話がでました。「北帰行」は同文書院の

歌だと教えられました」、「先輩と知人

から教えられた」

1969 年

「父親と恩師からききました」、「河合

先生から聞いています」、「教授からの

話で知った」、「同窓会へ参加すること

で知った」、「大学へ入学してその歴史

を知った」、「学校からの新聞や先輩か

らの教示、学内掲示板より」

1970 年

「当時は旧制東京大学にも負けないレ

ベルにあったと聞いている、「本学在学

中の兄（5 男）の史料から」、「大学中の

史料から」、「大学からの史料」、「ゼミと

会議で」、「書籍「愛知大学創世記の権

蔵」から」

以上、書院の認知はかなり広がっていた

といえる。

（３）「愛大事件」の認知について

「愛大事件」については、前章、前前章で

触れたのでそちらを参照されたい。以下、そ

の認知レベルについては表4－E-3に示した。

同表からは「多少知っている」というレベル

以上が 60％代を占めるが、一方「知らない」

層が 30％台へと増えている。それについて

年次別にその回答を紹介する。

1967 年

「本間学長の教育姿勢に感動した。学

生第一の考え方は小生の教員生活の柱

になったように思う」、「当然の帰結だ

と思う。当時の学生は時の政治状況に

はしっかりと対応していた。大学の自

治を侵す警察官の大学への立ち入りは

許してはいけない。権力の介入は、大学

の設立趣旨から本間学長の弁護は肝要

である。言論の自由が守られてこそ大

学の存在意義がある」、「誇りに思う」

1968 年

「愛大の毅然たる態度が印象に残って

いる」、「行内に警察入れず、学内の自

治、学生を守った学長」、「本間学長はえ

らい」、「愛大事件は知っていますが、本

間先生が弁護したことは知りませんで

した」、「あまり関心はなかった」

1969 年

「今に比べれば若者にエネルギーがあ

ったと思う」、「本間学長が信頼した大

学生を保護する姿勢、行動力を評価し

たい。時代が時代だっただけに大きな

権力に立ち向かった学校当局の苦労が

しのばれる」、「利益主義と非利益主義

のバランスのとり方のむつかしさを感

じた」、「事件名は記憶になるが、内容に

於いては、ほとんどしらない」、「戦後の

学生運動を警戒していた時期の事件。

あまり事件を起こすようなことではな

いと感じていた」

1970 年

「個人の思想的部分もあるので、深く

関心がなかったと思う」

（４）母校愛大への関心とその理由

これも年次別に回答を紹介する。

①大変関心、②多少関心、③普通、④あまり

関心ない というレベルをまとめると、表 4

の貢献」を掲げた。戦後の日本を占領し、日

本人を狭い日本列島にとじこめる政策をめ

ざした GHQ に対して、堂々と「国際人の養

成」を掲げた反骨精神は、東亜同文書院を歴

史的ベースにした自信の表れであったよう

に思われる。そして地元東海地域からの学

生や空襲で焼け出された東京などの学生な

どの受け入れも行い、この設立趣意書をい

わば愛大憲法として進めることになった。

そこで愛大入学生は、この設立趣意書の

内容をどのように受け取り、自分のものに

したのかという点のアンケートを行った。

その回答は以下の通り。

1967 年

「在学中、これを語る教授はいなかっ

たが、卒業後、「愛大通信」で学んだ」、

「人材養成の研修や人間形成に役立っ

た」、「国際情勢を考えながら、地域社会

へ貢献した」、「比較的自分に正直に生

きることができた」、「1970 以降、中国

問題が追い風になり、大変恵まれた人

生だった」

1968 年

「これは自分にとっての目標でありま

した」、「この年齢になり、真理の探究と

いう言葉の重みを感じます」、「入社以

来、労務、人事部、そして新規事業部で

働けた」、「社会における事象について

深く考えることができるようになった」

1969 年

「学生生活を謳歌した。政治的活動も

多くあったが」、「真実こそが正義とい

える。人はそれを裏切ってはならない」、

「批判的精神を常に持って、「ななめ」

から見るようにしています」、「日本の

安定と世界の平和を探求していく」、

「あまり考えてない」、「教員試験の時

いつも思っていた」、「地域社会への貢

献を強く持ちました」「心の支えになっ

ている。常に構成であれ」、「常に誇りに

思っていた」

1970 年

「三重県勢の発展に寄与している」、

「理念は良いが、当時は左寄り思想が

多く自分には合わなかった」

（２）東亜同文書院の認知について

愛大開設時には約 450 人もの書院生やほ

かの引揚げ編入生も各学年に編入し、授業

開始 2 か月後には「豊橋市民との文化交流

祭」を書院生のリードの下で盛大に行い、そ

の最終日にはコロンビアレコードの古関裕

而の一行が「愛大音楽祭」を豊橋公会堂で開

催した。まさに書院生が各出自の学生たち

をこの行事でまとめ上げた。ではその認知

度はどうか。そのレベルを表4－E-2に示し、

その理由を次に年次別に示す。表からは、ほ

とんどの回答者が書院を認知していたこと

がわかる。

1967 年

「「愛大小史」を読んだ」、「愛大の名前

を出すと、多くの人は「東亜同文書院」

の話をした」、「国際的知識のある人材

がかなりいた」、「愛大の沿革を書物で

読んだ」、「入学後大学で習った」、「関係

文書で調べた。杉本出雲先生が開学以

来かかわっていたから」、「在学時代各

方面から聞くことができた」

1968 年

「チラシや本で知りました」、「在学中

にいろいろと」、「入学後の諸先輩や教

授から、「学校の歴史として」、「卒業後
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学科、新設学科などで、今何を学び、社

会とどのように結びついているかの情

報」、「卒業生の活躍情報」、「どのような

分野の企業に就職し、幹部になってい

るかの情報」、「社会での活躍などの情

報」、「今後 10 年位の大学の計画、あり

方について」、「就職情報」

1970 年

「卒業生情報だけでなく、現在の大学

情報も」

（６）大学紛争について

1970 年代から愛大も他大学と同様に「大

学紛争に巻き込まれてゆく。その経過は、前

章などで紹介したので、そちらを参照され

たし。以下 3 点のアンケートの回答を見て

みる。

①その契機について

1967 年

「当時吹き荒れた大学民主化の嵐は、

どの大学にも及んだ。他大学からの影

響を受けたのかと思う。何を改革すべ

きかよくわからなかった」、「他の大学

の友人たちの情報」、「学費値上げ、マス

プロ教育の反対」、「授業料値上げ」（脇

坂学長時代）

1968 年

「授業料の値上げ？」、「社会正義では

なかったのですか」、「よくわからない」

4 件

1969 年

「若者のエネルギー。最近の学生、若者

は、欲、夢、やる気の 3 無である」、「2

年制のころ、校門は正門も裏門も閉じ

られ、学内は色々張り紙があったが、ま

ったく覚えていない。当時自分として

はまた別世界ととらえていたが、その

無関心さは今恥ずかしい」、「マルクス

経済に偏った主張をしているように感

じた」、「他大学からの影響を多大に受

けたのではないかと」、「デモに参加」、

「学生の考え方と違いと言動（他大学

からの影響もあったのでは）、「よくわ

からない」2 件、「紛争自体を知らなか

った」

1970 年

「大学がロックアウトされ、休校が多

かった」、「自分はクラブ活動に注力し

ていたので、周りの紛争参加者はクラ

ブかと堂参加者と感じた」

②その把握

1967 年

「小生はいわゆるノンポリで大学紛争

とは距離を置いてきた。当時の愛大は

大きな混乱もなかったと記憶してい

る」、「高校生がよくクラブ室に出入り

していた」、「卒業後に起きた紛争であ

り、仕事に夢中であった」、「当時も今も

表面的に理解している人が多い」、「積

極的に参加」

1968 年

「立て看板を目にするていどでした」、

「〇〇に対する抵抗」、「特になし、わか

らない」2 件

1979 年

「色々な社会を知ることに関心をもっ

ている故の活動」、「学生の主張の仕方

が礼儀正しくない。先生と対等に話し

合う方法を知らないと思った」、「昭和

21 年生まれから出生数が急上昇し、大

学もその影響を受けたと思う」、「自分

の思想を考えると生きられるかどうか

－E-4 のようになる。それによると「多少以

上」の関心は 75％を占める。無関心は 1 名

だけであり、全体としては関心ありという

ことになる。

1967 年

①大変関心

「自分の母校だから」、「年をとるにつ

れ、母校への関心は深まると思う」、「自

分たちを教育してくれた大学だから」、

将来、卒業生がどのように変えていく

か期待している」、「出身大学だから」、

「長男も愛知大学を卒業しました」、

「やっぱり母校です。同窓生が近くに

いればと思います」

②多少関心

「愛知大学が好きだから」

1968 年、1969 年

①大変関心

「就職先では、多種多様な職種の人た

ちの人事を担当。愛大生には一人の先

輩として関心も強かった」、「最近のレ

ベル向上。今なら入学できないと思う」、

「これからも知名度と名誉ある大学で

あってほしい」、「卒業生として誇りを

もっているため」、「校舎移転など名古

屋地区へ移転」

②多少関心

「社会貢献できる学生への指導と教授

の資質が良好であることを」、「理由は

と言われても困るが、当時は高卒者も

多かったから誇りは常にあった」

③普通

「当時、「建学の精神」「自由受難の鐘」

などは豊橋校舎にあったが、名古屋校

舎にこれといったものはなかった」

1970 年

①大変関心

「大学として目覚ましい発展をしてい

る。多くの有能な人材を輩出」、「中部圏

の私大としての地位が高い」、「愛知県

内では歴史ある大学であり、私大の中

では司法試験の合格者多いため」

②多少関心

「卒業生、愛大不動産会にかかわるも

のとして」、「もっと個性のある大学（学

力、スポーツ等々）になってほしい」

（５）愛大情報の入手源

以上のように愛大に関心ある卒業生の多

いことがわかったが、では、卒業生は情報を

どこから手に入れているかである。その回

答を可能性のある選択肢の中から選んでも

らった。その結果は表 4－E-5 である。それ

によれば、最も多いのは「同窓会報」で、次

いで「愛大通信」である。「同窓会報」は年

1 回、同窓生に配布されている。故人も含め

15 万人の卒業生のうち、10 万人には配布さ

れており、大学としても重要な情報源を同

窓会とともに提供している。この 10 万人を

マーケットとして考えるならば、各支部か

らの情報提供はもちろん、さらに同窓生側

からも様々な組織や個人、グループからの

情報提供が工夫されてもよいだろう。

なお、この同窓会報に希望する情報とし

て以下のような要望があった。

1967 年

「現役生の活動状況、卒業生の進路」

1968 年

「マスコミなどへのさらなる PR」、「伝

統と調和、新規分野への開拓」

1969 年

「現在得ている情報の維持」、「現在の
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学科、新設学科などで、今何を学び、社

会とどのように結びついているかの情

報」、「卒業生の活躍情報」、「どのような

分野の企業に就職し、幹部になってい

るかの情報」、「社会での活躍などの情

報」、「今後 10 年位の大学の計画、あり

方について」、「就職情報」

1970 年

「卒業生情報だけでなく、現在の大学

情報も」

（６）大学紛争について

1970 年代から愛大も他大学と同様に「大

学紛争に巻き込まれてゆく。その経過は、前

章などで紹介したので、そちらを参照され

たし。以下 3 点のアンケートの回答を見て

みる。

①その契機について

1967 年

「当時吹き荒れた大学民主化の嵐は、

どの大学にも及んだ。他大学からの影

響を受けたのかと思う。何を改革すべ
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の友人たちの情報」、「学費値上げ、マス
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1968 年
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4 件

1969 年
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経済に偏った主張をしているように感
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からの影響もあったのでは）、「よくわ

からない」2 件、「紛争自体を知らなか

った」
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15 万人の卒業生のうち、10 万人には配布さ

れており、大学としても重要な情報源を同

窓会とともに提供している。この 10 万人を

マーケットとして考えるならば、各支部か

らの情報提供はもちろん、さらに同窓生側

からも様々な組織や個人、グループからの

情報提供が工夫されてもよいだろう。

なお、この同窓会報に希望する情報とし

て以下のような要望があった。

1967 年

「現役生の活動状況、卒業生の進路」

1968 年

「マスコミなどへのさらなる PR」、「伝

統と調和、新規分野への開拓」

1969 年

「現在得ている情報の維持」、「現在の
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いるが集まらない。30～76 年までの 46

年間」、「汽車通学の仲間。愛大ポッポ会

結成」「入社中はいろいろな企業の人と

交流が持てる。視野が広がること」

1969 年

「クラブ活動の同輩とのつながりは今

でも続いています。先輩、後輩とのつな

がりは今はもう途絶えてしまいました

が、昭和 44 年卒から 30 年ぐらい続い

ていました」、「三重県の同窓会。このご

ろは連絡がない」、

1970 年

「仕事、遊交、67 歳、定年時まで」

以上、この回答者の場合は、各クラブ活動

とか通学仲間が同窓会の役割を担っている

ように思われます。

では、同窓会をどのように魅力あるもの

にするかというお尋ねへの回答です。

1967 年

「卒業後の進路保証が卒業生や周りの

人たちの関心事です。進路を PR して、

力を伝えたらどうでしょう」、「卒業年

ごとの開催案はどうでしょう」、「最高

学府としての自覚を持つ大学生を育成

する支援をしてほしい」

1968 年

「今のままでよい」、「同窓生を知らな

い卒業生が多い。同窓会の存在を学生

時代から知らせてほしい」、同窓生の所

在がわかりません。多数の同窓生が近

くにいると思いますが、把握していま

せん。まず、把握から」

1969 年

「現役の様子を映像で見ることができ

れば、それだけで話も盛り上がると思

います。年重ねてきた昨今では、回想法

で元気がでることを実感する年齢にな

りました」、「色々な分野で活躍してい

る方を報告してほしい」、「中部地区だ

けでなく、全国に知名度のある学校に

してほしい」、「ラインでのつながりか

ら互いを知ればよいとおもう」、「後期

高齢者になった今、体も不自由になり、

余裕がなくなった」

1970 年

「仕事、各種情報プラスになること」

（８）大学への要望、提案

では、愛大をどう見ているか、併せて愛大

へはどのような要望を持っているかについ

ての回答を見てみる。これも年次別に示し

た。

1967 年

「スポーツに特化した大学でもなく学

び中心になっている大学だと思う」、

「世界と日本を結び付けられるような

大学になってほしい」、「県内の私学で

の知名度が低下している」、「時流に流

されている。不平等な日米安保を改定

する論壇の先達になってほしい」

1968 年

「笹島キャンパスで愛大のイメージア

ップ」2 件、「中国との関係を強くする

ことはできないか。わたくしたち当時

の京滋支部の同窓会は、大津市のお寺

に、上海の大学教授 5 人を招き、交流

したことなつかしい」、「高校生の進学

志望で某大学などの人気が非常に高く

なっている。もっと愛大を PR したらど

うか」、「中国での名を高めてほしい。笹

島校舎は少子化の中でよかったとおも

迷った」、「デモなどの紛争に参加して

いるものに腹が立ってしかたがなかっ

た」、「休講になりました。紛争には参加

せず」、「学内に乱闘事件があったこと

を後で知った」、「人それぞれ」

1970 年

「なし」

③その影響

1967 年

「小生は関わりを持たなかったので、

影響はなかった。全共闘などの主張に

は耳をかたむけるようになった」、「敗

北感が染み付いた。就職後も何回も関

わりを聞かれた。愛大卒だからチェッ

クされたと思われる。同僚は聞かれて

いないようだった」、「大変良い状態に

なりました」

1968 年

「同僚が就職試験時に愛大は共産党か

と聞かれたという」、「自治会の執行部

もやった」

1969 年

「社会に対して関心を維持しているこ

と」、「就職試験では聞かれると思った

が、全くありませんでした」、「影響はな

かった」、「学内ストもあり、危険もあっ

たが、大多数は落ち着いていた」、「赤の

学校だと思われたこと」、「特になし」6

件

1970 年

「会計学研究会の部室が荒らされてい

たことがある」、「影響はなかった」

（７）同窓会とのつながり

次は「同窓会」との関わりである。愛大同

窓会は全学挙げての同窓会で、戦後の旧制

大学開設の発展の初期、1952 年（昭和 27 年）

2 月 10 日に、初代金丸和夫会長の下で発足

した。すでに長い歴史を持ち、東海地方はも

ちろん、中部地方でも最も進んだ同窓会を

展開してきた。

表4－E-7は、その参加状況の回答である。

会への出席を通して関わりを持つ卒業生は

35％で、その多くが関わりを持っていない。

その「関わりを持っていない」理由を見る。

1967 年

「地理的に参加しづらい」、「自ら出世

や栄達を断った私に生き方に、組織は

必要ないと思っている。私の周りの先

輩も同窓会へ参加しない人が多い」、

「自分は引きこもりだから」

1969 年

「仕事のつながりはあった」、「つなが

れるようなつながりもなかった。機会

はあったが参加できなかった」、「何度

か自動車部の会合や部員だった人たち

の葬儀で会い、お茶を飲みながら話し

た」

1970 年

「クラブの先輩、後輩とのつながりが

あるので」

このように、個人的信条や人間環境が背

景にありそうで、当時の必ずしも十分でな

かった名古屋校舎の環境が、クラブ活動な

どのつながりを弱めていたのかもしれない。

一方、かかわりを持っている卒業生の理

由は以下の通り。

1968 年

「三重中南支部の活動。上野先生のお

力をお借りしていた時はよく活動も行

われました。今は携帯です」、「努力して
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いるが集まらない。30～76 年までの 46

年間」、「汽車通学の仲間。愛大ポッポ会

結成」「入社中はいろいろな企業の人と

交流が持てる。視野が広がること」

1969 年

「クラブ活動の同輩とのつながりは今

でも続いています。先輩、後輩とのつな

がりは今はもう途絶えてしまいました

が、昭和 44 年卒から 30 年ぐらい続い

ていました」、「三重県の同窓会。このご

ろは連絡がない」、

1970 年

「仕事、遊交、67 歳、定年時まで」

以上、この回答者の場合は、各クラブ活動

とか通学仲間が同窓会の役割を担っている

ように思われます。

では、同窓会をどのように魅力あるもの

にするかというお尋ねへの回答です。

1967 年

「卒業後の進路保証が卒業生や周りの

人たちの関心事です。進路を PR して、

力を伝えたらどうでしょう」、「卒業年

ごとの開催案はどうでしょう」、「最高

学府としての自覚を持つ大学生を育成

する支援をしてほしい」

1968 年

「今のままでよい」、「同窓生を知らな

い卒業生が多い。同窓会の存在を学生

時代から知らせてほしい」、同窓生の所

在がわかりません。多数の同窓生が近

くにいると思いますが、把握していま

せん。まず、把握から」

1969 年

「現役の様子を映像で見ることができ

れば、それだけで話も盛り上がると思

います。年重ねてきた昨今では、回想法

で元気がでることを実感する年齢にな

りました」、「色々な分野で活躍してい

る方を報告してほしい」、「中部地区だ

けでなく、全国に知名度のある学校に

してほしい」、「ラインでのつながりか

ら互いを知ればよいとおもう」、「後期

高齢者になった今、体も不自由になり、

余裕がなくなった」

1970 年

「仕事、各種情報プラスになること」

（８）大学への要望、提案

では、愛大をどう見ているか、併せて愛大

へはどのような要望を持っているかについ

ての回答を見てみる。これも年次別に示し

た。

1967 年

「スポーツに特化した大学でもなく学

び中心になっている大学だと思う」、

「世界と日本を結び付けられるような

大学になってほしい」、「県内の私学で

の知名度が低下している」、「時流に流

されている。不平等な日米安保を改定

する論壇の先達になってほしい」

1968 年

「笹島キャンパスで愛大のイメージア

ップ」2 件、「中国との関係を強くする

ことはできないか。わたくしたち当時

の京滋支部の同窓会は、大津市のお寺

に、上海の大学教授 5 人を招き、交流

したことなつかしい」、「高校生の進学

志望で某大学などの人気が非常に高く

なっている。もっと愛大を PR したらど

うか」、「中国での名を高めてほしい。笹

島校舎は少子化の中でよかったとおも

迷った」、「デモなどの紛争に参加して

いるものに腹が立ってしかたがなかっ

た」、「休講になりました。紛争には参加

せず」、「学内に乱闘事件があったこと

を後で知った」、「人それぞれ」

1970 年

「なし」

③その影響

1967 年

「小生は関わりを持たなかったので、

影響はなかった。全共闘などの主張に

は耳をかたむけるようになった」、「敗

北感が染み付いた。就職後も何回も関

わりを聞かれた。愛大卒だからチェッ

クされたと思われる。同僚は聞かれて

いないようだった」、「大変良い状態に

なりました」

1968 年

「同僚が就職試験時に愛大は共産党か

と聞かれたという」、「自治会の執行部

もやった」

1969 年

「社会に対して関心を維持しているこ

と」、「就職試験では聞かれると思った

が、全くありませんでした」、「影響はな

かった」、「学内ストもあり、危険もあっ

たが、大多数は落ち着いていた」、「赤の

学校だと思われたこと」、「特になし」6

件

1970 年

「会計学研究会の部室が荒らされてい

たことがある」、「影響はなかった」

（７）同窓会とのつながり

次は「同窓会」との関わりである。愛大同

窓会は全学挙げての同窓会で、戦後の旧制

大学開設の発展の初期、1952 年（昭和 27 年）

2 月 10 日に、初代金丸和夫会長の下で発足

した。すでに長い歴史を持ち、東海地方はも

ちろん、中部地方でも最も進んだ同窓会を

展開してきた。

表4－E-7は、その参加状況の回答である。

会への出席を通して関わりを持つ卒業生は

35％で、その多くが関わりを持っていない。

その「関わりを持っていない」理由を見る。

1967 年

「地理的に参加しづらい」、「自ら出世

や栄達を断った私に生き方に、組織は

必要ないと思っている。私の周りの先

輩も同窓会へ参加しない人が多い」、

「自分は引きこもりだから」

1969 年

「仕事のつながりはあった」、「つなが

れるようなつながりもなかった。機会

はあったが参加できなかった」、「何度

か自動車部の会合や部員だった人たち

の葬儀で会い、お茶を飲みながら話し

た」

1970 年

「クラブの先輩、後輩とのつながりが

あるので」

このように、個人的信条や人間環境が背

景にありそうで、当時の必ずしも十分でな

かった名古屋校舎の環境が、クラブ活動な

どのつながりを弱めていたのかもしれない。

一方、かかわりを持っている卒業生の理

由は以下の通り。

1968 年

「三重中南支部の活動。上野先生のお

力をお借りしていた時はよく活動も行

われました。今は携帯です」、「努力して
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であり、その他は「普通」だとしている。戦

後の高度経済成長期とともにその大半の人

生を歩んできた卒業生たちの姿であり、し

かし、決して与えられたものではなく、様々

な環境の中で自ら道を切り開いてきた満足

であろうと思われる。大学進学率もまだ

10％代の始まりの時代は経済発展と社会変

容の中で、学卒者の需要は高まり、それぞれ

が確たる人生を実現したということであろ

う。

愛知大学の役割はそこにもあったと思わ

れるが、表 4－E-15 で示した、その満足度

と愛知大学卒業生であったこととの関係を

見ると、「大いに関係と多少関係」の合計は、

70％を示し、それなりに愛知大学とのかか

わりが高い満足度に寄与しているといえる

が、人生の満足度の 80％よりは 10％低い。

「あまり関係ない、全く関係ない」という回

答が 23％を占めており、1969 年までの各年

度に数人ずつ、その回答者がいる。

一方、1970 年には大学紛争で半年近く授

業に影響したが、この学年には該当者はみ

られず、逆になっていたように見える。安定

期と不安定期の中では、安定期の学生の対

応の一部のベクトルが逆になっていたよう

に思われる。不安定期こそ学生はそれらに

状況の中で工夫をしたということかもしれ

ないし、その分が大学と強くつながってい

たとも言えそうである。

では、さらに掘り下げて「愛知大学から得

たもの」を挙げてもらった。そして、「座右

の銘」も。その回答を次に年次別に示す。

1967 年

「大学で講義だけ出る学生も優秀でし

たが、自力で生活しつつアナウンサー

や勤務先を目指して頑張っている学生

に感銘した」、「もっと知識、論理力を高

める。「転石苔をはえず」のこころを大

切にする」、「継続は力なり」、「人生、仕

事の結果＝考え方×熱意×能力である。

考え方はマイナス 100 からプラス 100

まである。考え方で人生が変わる。熱意

はだれにも負けない努力。これは自分

の意思で変えることができる（稲盛和

夫）」、「人生観の基礎を作ることができ

たと思う」

1968 年

「生きることに対し、真摯に向き合え

ることができた」、「勤勉、常にチャレン

ジせよ」、「学ぶことの大切さをおしえ

られたとおもいます」、「我以外皆師な

り」、「温故知新」、「一生努力」

1969 年

「友を選べず。去る者は去れ」、「アーサ

ーキング牧師の「私には夢がある」。私

には十分夢はかなわなかったが、充実

していた」、「半ばは自分のために、半ば

は他人のために」、「堅実で向上心を常

に持って行動すること」、「温故知新」、

「会計学を勉強し、税理士試験を受け

ようとしたこと」、「建学の精神」、「友人

を多く得たこと」、「友達です。クラブで

同じ汗を流したもの同士」、「情熱」

1970 年

「二部、昼間と一緒に学んでいた同級

生・先輩の学業への真剣さを直接感じ

たこと」、「大学 4 年間でいろいろ経験

しました。人生の礎をつくってくれた

と思っている」、「絆の大切さ」、「努力す

ること」、「4 年間のステップアップ期間。

多くの経験」

う」

1969 年

「若者としての若さを発揮する講義の

強化で、3 無をなくす」、「卒業生が社会

の各方面で活躍していることは素晴ら

しく。誇りに思っています」、「立地条件

は問題なし。教授が論文を多く出し、資

質を高めてほしい」、「特色ある大学づ

くりを」、「今でも誇りに思っている、校

歌はよく歌う」、「当時と比較して、授業

料、入学金とも非常に高くなった。もっ

と安くして質の高い教育と交流を」、

「一人でも優秀な人材をより多く余の

中へ送り出していただきたい」

1970 年

「今の状況はよく知らない」

以上、大学への要望は、最近の状況を踏ま

え、かなり大学間競争も意識して愛大への

強い要望や建設的意見が出されている。愛

大を愛しているが故であろう。特に 1969 年

以前の卒業生に多く、1970 年の卒業生は反

応が弱い。この年から大学紛争が発生し、愛

大と言えども愛大を相対化してみる状況が

生まれたためかと思われる。しかし、多くの

卒業生は愛大を愛するがゆえに、愛大に暖

かいエールを送ってくれている。それに大

学がどうこたえていくかである。

（９）後輩の学生たちへ伝えたいこと

次に「後輩たちへの伝言」である。

1967 年

「バイトはほどほどにして、学業に専

念すること。資格取得、語学力をつける

ことが今の時代には大切です」、「私た

ちの先輩たちは優秀であったし、教授

たちも戦後の混乱期に尽力された」、

「真面目に勉学に励むこと」、「愛知大

学の創学時の先輩の苦労や歴史を知ら

ない後輩が多くなっている」

1968 年

「自由奔放に生きよ」、「たくさん本を

読むこと。ジャンルを問わず乱読する

くらいがよい。知識が増え、人生観もか

わる」、「なんでもよいから資格を取れ。

4 年間もある」、「良く学び、よく遊ぶ」

1969 年

「夢を実現できる自分を信じて。道が

開ける」、「社会勉強と仲間づくりは必

要ですが、まずは勉強すること」、「もっ

と関東にも目を向けて活躍してもらい

たい」、「誇りを持ち、今しなくてはいけ

ないことに自信を」、「常に公明公正に、

ひとを愛せ」、「なまえを汚すことなく、

一人でも多く日本を引っ張っていける

人材になってほしい」

1970 年

「若い時に様々な経験をすること。ど

んどん失敗してもチャレンジしてほし

い」、「よく絆を築く絶好の場」、「とにか

く勉学に励んで、知識を習得してほし

い」

（１０）人生の満足度と愛大卒業との関係

最後に人生と愛知大学との関係について

のアンケートの回答を示す。

まず、表 4－E-14 自らの人生を振り返っ

た時の満足度についての回答である。それ

によると、「大いに、そしてまずまず」満足

の回答者が 80％を占めており、うち「大い

に満足」の回答者は全体の 30％を占めてい

る。「不満や大変不満」とする回答者はゼロ
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であり、その他は「普通」だとしている。戦

後の高度経済成長期とともにその大半の人

生を歩んできた卒業生たちの姿であり、し

かし、決して与えられたものではなく、様々

な環境の中で自ら道を切り開いてきた満足

であろうと思われる。大学進学率もまだ

10％代の始まりの時代は経済発展と社会変

容の中で、学卒者の需要は高まり、それぞれ

が確たる人生を実現したということであろ

う。

愛知大学の役割はそこにもあったと思わ

れるが、表 4－E-15 で示した、その満足度

と愛知大学卒業生であったこととの関係を

見ると、「大いに関係と多少関係」の合計は、

70％を示し、それなりに愛知大学とのかか

わりが高い満足度に寄与しているといえる

が、人生の満足度の 80％よりは 10％低い。

「あまり関係ない、全く関係ない」という回

答が 23％を占めており、1969 年までの各年

度に数人ずつ、その回答者がいる。

一方、1970 年には大学紛争で半年近く授

業に影響したが、この学年には該当者はみ

られず、逆になっていたように見える。安定

期と不安定期の中では、安定期の学生の対

応の一部のベクトルが逆になっていたよう

に思われる。不安定期こそ学生はそれらに

状況の中で工夫をしたということかもしれ

ないし、その分が大学と強くつながってい

たとも言えそうである。

では、さらに掘り下げて「愛知大学から得

たもの」を挙げてもらった。そして、「座右

の銘」も。その回答を次に年次別に示す。

1967 年

「大学で講義だけ出る学生も優秀でし

たが、自力で生活しつつアナウンサー

や勤務先を目指して頑張っている学生

に感銘した」、「もっと知識、論理力を高

める。「転石苔をはえず」のこころを大

切にする」、「継続は力なり」、「人生、仕

事の結果＝考え方×熱意×能力である。

考え方はマイナス 100 からプラス 100

まである。考え方で人生が変わる。熱意

はだれにも負けない努力。これは自分

の意思で変えることができる（稲盛和

夫）」、「人生観の基礎を作ることができ

たと思う」

1968 年

「生きることに対し、真摯に向き合え

ることができた」、「勤勉、常にチャレン

ジせよ」、「学ぶことの大切さをおしえ

られたとおもいます」、「我以外皆師な

り」、「温故知新」、「一生努力」

1969 年

「友を選べず。去る者は去れ」、「アーサ

ーキング牧師の「私には夢がある」。私

には十分夢はかなわなかったが、充実

していた」、「半ばは自分のために、半ば

は他人のために」、「堅実で向上心を常

に持って行動すること」、「温故知新」、

「会計学を勉強し、税理士試験を受け

ようとしたこと」、「建学の精神」、「友人

を多く得たこと」、「友達です。クラブで

同じ汗を流したもの同士」、「情熱」

1970 年

「二部、昼間と一緒に学んでいた同級

生・先輩の学業への真剣さを直接感じ

たこと」、「大学 4 年間でいろいろ経験

しました。人生の礎をつくってくれた

と思っている」、「絆の大切さ」、「努力す

ること」、「4 年間のステップアップ期間。

多くの経験」

う」

1969 年

「若者としての若さを発揮する講義の

強化で、3 無をなくす」、「卒業生が社会

の各方面で活躍していることは素晴ら

しく。誇りに思っています」、「立地条件

は問題なし。教授が論文を多く出し、資

質を高めてほしい」、「特色ある大学づ

くりを」、「今でも誇りに思っている、校

歌はよく歌う」、「当時と比較して、授業

料、入学金とも非常に高くなった。もっ

と安くして質の高い教育と交流を」、

「一人でも優秀な人材をより多く余の

中へ送り出していただきたい」

1970 年

「今の状況はよく知らない」

以上、大学への要望は、最近の状況を踏ま

え、かなり大学間競争も意識して愛大への

強い要望や建設的意見が出されている。愛

大を愛しているが故であろう。特に 1969 年

以前の卒業生に多く、1970 年の卒業生は反

応が弱い。この年から大学紛争が発生し、愛

大と言えども愛大を相対化してみる状況が

生まれたためかと思われる。しかし、多くの

卒業生は愛大を愛するがゆえに、愛大に暖

かいエールを送ってくれている。それに大

学がどうこたえていくかである。

（９）後輩の学生たちへ伝えたいこと

次に「後輩たちへの伝言」である。

1967 年

「バイトはほどほどにして、学業に専

念すること。資格取得、語学力をつける

ことが今の時代には大切です」、「私た

ちの先輩たちは優秀であったし、教授

たちも戦後の混乱期に尽力された」、

「真面目に勉学に励むこと」、「愛知大

学の創学時の先輩の苦労や歴史を知ら

ない後輩が多くなっている」

1968 年

「自由奔放に生きよ」、「たくさん本を

読むこと。ジャンルを問わず乱読する

くらいがよい。知識が増え、人生観もか

わる」、「なんでもよいから資格を取れ。

4 年間もある」、「良く学び、よく遊ぶ」

1969 年

「夢を実現できる自分を信じて。道が

開ける」、「社会勉強と仲間づくりは必

要ですが、まずは勉強すること」、「もっ

と関東にも目を向けて活躍してもらい

たい」、「誇りを持ち、今しなくてはいけ

ないことに自信を」、「常に公明公正に、

ひとを愛せ」、「なまえを汚すことなく、

一人でも多く日本を引っ張っていける

人材になってほしい」

1970 年

「若い時に様々な経験をすること。ど

んどん失敗してもチャレンジしてほし

い」、「よく絆を築く絶好の場」、「とにか

く勉学に励んで、知識を習得してほし

い」

（１０）人生の満足度と愛大卒業との関係

最後に人生と愛知大学との関係について

のアンケートの回答を示す。

まず、表 4－E-14 自らの人生を振り返っ

た時の満足度についての回答である。それ

によると、「大いに、そしてまずまず」満足

の回答者が 80％を占めており、うち「大い

に満足」の回答者は全体の 30％を占めてい

る。「不満や大変不満」とする回答者はゼロ
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以上、それぞれの人生から伝わってくる

言葉をかみしめたくなります。ありがとう

ございました。

（１１）刊行物など

1969 年

和田文子「愛知の白馬、イザヤいざいざ、

の校歌」

（１２）愛大時代の思い出

（次ページ参照）
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名古屋校舎「法経学部　経済学科」（１２）思い出
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表 4系 

 
  

A-1

A-5

A-7

A-9・10

授業料 生活費
1. 親から
2. 親戚・縁者から
3. 奨学金から
4. アルバイトから
5. 給料から
5. ほか

合計

授業料・生活費の工面　※回答者のみ集計、複数回答あり
昭和15年
昭和16年
昭和17年
昭和18年
昭和19年
昭和20年
昭和21年
昭和22年
昭和23年
昭和24年
昭和25年
未回答

計

法経学部経済学科　名古屋校舎（昭和42～45年卒）

生年

卒業年

人数 内訳
大学案内、進学資料 大学受験雑誌、情報誌、入学案内、大学案内
先輩 知り合いが卒業生
兄 兄が卒業した大学
中学・高校教員 恩師、クラス担当教師
高校 進学指導、進路指導室の資料
地元 名古屋では有名、中学校の近くにあった
その他

本学を知った理由　　　※回答者のみ集計、複数回答あり

なんとなく、記憶にない、経済学を勉強したい、友人

人数 内訳
自宅通学が可能、通学に便利
他私大より学費が安い
地元の知名度、レベルが高い 希望大学
自分に合っている 学力のレベルに合っている、合格した
経済を学びたい
恩師の勧め
家族、友人の影響 兄が在学、友人の勧め
校風
大学受験の失敗、学力不足
試験科目
その他 父が逝去、夜間から編入
特になし

入学理由　　　※回答者のみ集計、複数回答あり

大学のスローガン「よく学び而してよく遊べ」に共感

表 4系 

  
A-3A-2

三河 愛知県立豊田西

名古屋 愛知県立松陰
愛知県立中村
愛知県立愛知商業
愛知県立瑞陵
愛知県立千種
愛知県立熱田
名古屋市立桜台

名古屋市立北高校
愛知
東海
尾張
名古屋

尾張 愛知県立横須賀
愛知県立瀬戸
愛知県立窯業
愛知県立一宮商業
愛知県立津島

岐阜県 岐阜県立加茂
岐阜県立恵那
岐阜県立大垣北
岐阜県立大垣南

三重県 三重県立亀山
三重県立四日市
三重県立桑名商業

その他 滋賀県立虎姫
北陸（福井）

未回答

合計

名古屋市立西陵商
（定時制課程）

出身高校
三河 三好町

尾張 名古屋
一宮
稲沢
瀬戸
春日井
東海
尾張旭
佐織町
春日村

知多 知多

岐阜 岐阜
恵那
垂井町
揖斐川町

三重 津
亀山
東員町
長島町

その他 滋賀県
福井県

合計

出身地
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表 4系 

 
  

A-1

A-5

A-7

A-9・10

授業料 生活費
1. 親から
2. 親戚・縁者から
3. 奨学金から
4. アルバイトから
5. 給料から
5. ほか

合計

授業料・生活費の工面　※回答者のみ集計、複数回答あり
昭和15年
昭和16年
昭和17年
昭和18年
昭和19年
昭和20年
昭和21年
昭和22年
昭和23年
昭和24年
昭和25年
未回答

計

法経学部経済学科　名古屋校舎（昭和42～45年卒）

生年

卒業年

人数 内訳
大学案内、進学資料 大学受験雑誌、情報誌、入学案内、大学案内
先輩 知り合いが卒業生
兄 兄が卒業した大学
中学・高校教員 恩師、クラス担当教師
高校 進学指導、進路指導室の資料
地元 名古屋では有名、中学校の近くにあった
その他

本学を知った理由　　　※回答者のみ集計、複数回答あり

なんとなく、記憶にない、経済学を勉強したい、友人

人数 内訳
自宅通学が可能、通学に便利
他私大より学費が安い
地元の知名度、レベルが高い 希望大学
自分に合っている 学力のレベルに合っている、合格した
経済を学びたい
恩師の勧め
家族、友人の影響 兄が在学、友人の勧め
校風
大学受験の失敗、学力不足
試験科目
その他 父が逝去、夜間から編入
特になし

入学理由　　　※回答者のみ集計、複数回答あり

大学のスローガン「よく学び而してよく遊べ」に共感

表 4系 

  
A-3A-2

三河 愛知県立豊田西

名古屋 愛知県立松陰
愛知県立中村
愛知県立愛知商業
愛知県立瑞陵
愛知県立千種
愛知県立熱田
名古屋市立桜台

名古屋市立北高校
愛知
東海
尾張
名古屋

尾張 愛知県立横須賀
愛知県立瀬戸
愛知県立窯業
愛知県立一宮商業
愛知県立津島

岐阜県 岐阜県立加茂
岐阜県立恵那
岐阜県立大垣北
岐阜県立大垣南

三重県 三重県立亀山
三重県立四日市
三重県立桑名商業

その他 滋賀県立虎姫
北陸（福井）

未回答

合計

名古屋市立西陵商
（定時制課程）

出身高校
三河 三好町

尾張 名古屋
一宮
稲沢
瀬戸
春日井
東海
尾張旭
佐織町
春日村

知多 知多

岐阜 岐阜
恵那
垂井町
揖斐川町

三重 津
亀山
東員町
長島町

その他 滋賀県
福井県

合計

出身地
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表 4系 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

B-1

B-2

B-8 B-9

B-3 B-4

人数
大いに影響
まずまず
まあまあ
あまり

学業の成果が人生に与えた影響
人数

大いに満足
まずまず満足
まあまあ
あまり満足していない

在学中の満足度

人数
学業が主
どちらかといえば学業
学業はまずまず
学業は従

学業の位置　　　　 ※複数回答あり

人数
河合ゼミ（税務）
安藤万寿男ゼミ
木村ゼミ（近経）

会計学
計量経済学
マルクス経済学
近代経済学
簿記
資本論
ケインズ経済学
金融論
経済原論
経営学
経済地理学
財政学
社会政策
政治学
税務会計
地域経済学
日本経済史
職能給

フランス語
ドイツ語

哲学

教職課程
世界の政治方向性

ゴルフ部

興味　　　　　　　※複数回答
人数

山本二三丸
岡崎不二男（近代経済学）
安藤万寿男
河合優
岡崎（経済原論Ⅱ部）
杉本
村上雅子
木村憲二
髙桑
山﨑研治
松江
河合秀敏
久曽神
村上（教養経済学）
岩瀬
鈴木正四
浅井
三好
黒木三郎
村長
渡辺文夫（経営史）
副島
花村芳樹（英語）
仏語の先生

印象に残った先生　　　　※複数回答
人数

山本二三丸（マルクス経済学）
河合優（税務会計）
河合秀敏（会計学）
岡崎富士男（計量経済）
安藤万寿男（経済地理学）
山田文雄（福祉国家経済）
杉本出雲
副島種典
木村憲二（金材経済学）
村長（マルクス経済学）
角谷
郡（観光論）
山﨑研治（金融論）
渡辺文夫（経済史）
小幡清金（財政学）
村上（近代経済）
村上
村上雅子（マクロ経済学）
中西弘次（アメリカ経済史）
岩瀬

ゼミ　　　　　　　　　　　  ※複数回答

表 4系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
C-1

C-2 C-4

人数
大いにあった
まずまず
まあまあ
あまりなかった
無回答

クラブ・サークル活動の影響　※複数回答あり

人数
ワンダーフォーゲル部
社交ダンスクラブ
自動車部
軟式庭球部
洋弓部

茶道研究会
自治会
新聞会
応援団
ユースホステルクラブ
ポリネシアン民族音楽研究会
映画研究会
能楽研究会
軽音楽
広告研究会

会計学研究会
経済学研究会
哲学研究会
岡﨑ゼミ

参加していたクラブ・サークル名　※複数回答あり

人数
よく参加した
まずまず
あまり参加しなかった
無回答

クラブ・サークル活動の参加
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表 4系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
C-1

C-2 C-4

人数
大いにあった
まずまず
まあまあ
あまりなかった
無回答

クラブ・サークル活動の影響　※複数回答あり

人数
ワンダーフォーゲル部
社交ダンスクラブ
自動車部
軟式庭球部
洋弓部

茶道研究会
自治会
新聞会
応援団
ユースホステルクラブ
ポリネシアン民族音楽研究会
映画研究会
能楽研究会
軽音楽
広告研究会

会計学研究会
経済学研究会
哲学研究会
岡﨑ゼミ

参加していたクラブ・サークル名　※複数回答あり

人数
よく参加した
まずまず
あまり参加しなかった
無回答

クラブ・サークル活動の参加
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表 4系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

D-4D-2D-1

D-6

D-7

D-5 ① D-5 ②

人数
大学就職課
愛大卒業生
知人、友人
自力
就職先（地元の人が在職）
ほか（高校恩師、親など）
無回答

就職でお世話になった人　※複数回答あり

人数
はい
少し
特になし
無回答

愛大卒業生の経歴を意識

人数
はい
なんとか
意識せず
意に反して
無回答

希望した分野への就職
人数

かなり厳しい
やや厳しい
普通
あまり厳しくない
全く厳しくない
無回答

卒業時の就職環境
人数

かなり積極的
やや積極的
普通に
あまりしない
全くしない
無回答

卒業時の就職活動

名称 所在地 （人）
三重県庁
名古屋市役所
岩倉市役所
東海市役所
名古屋市中学校
岐阜県立高校教員
長野県立高校教諭

就職先
名称 所在地 （人）
愛知日産自動車株式会社 名古屋市
大塚製薬（株） 徳島県鳴門市
敷島製パン(株) 名古屋
日本電信電話公社
中京銀行 名古屋市

名古屋本社
協和交易（株） 中村区
丸協青果 熱田区川並町
名古屋トヨペット（株） 名古屋市
(株)竹中工務店
(株)エスライン 岐阜県羽島郡岐南町
三重県労働金庫
大和グラビア 名古屋市北区
東海染工(株) 愛知県他

名古屋支店

日本ケミファ(株)

日東肥料(株) 名古屋市中区
第一證券(株) 東京都
中京コカ・コーラボトラーズ 名古屋
モリテックスチール株式会社 大阪市
八千代証券 東京　日本橋
ユニー(株) 愛知県

静岡県菊川市

（株）毎日映像音響システム

丸万証券(株) 名古屋
岡崎信用金庫 愛知県岡崎市

本社：大阪
名古屋：商工会議所ビル

就職先

（株）ほていや（のちのユニー）

旧：中日本海運(株)、
現在マースクジャパン支社、
デンマークの船社

東京本社ですが名古
屋支店に勤務

旭テック（旧旭可鍛鉄）株式会社

表 4系 

  D-8

D-9

名称 業種 所在地
大府紡績 大府
豊橋市役所 豊橋市
日産部品 自動車の部品 瑞穂区滝子
凸版印刷（株） 印刷
新東工業（株） 営業 名古屋市
中部〇〇ハウス 不動産 中区
(株)ロ〇ー 繊維商社 大阪、東京、名古屋
遠藤会計事務所 税務会計 名古屋市
(株)アイティーオー 事務用品卸 名古屋市中村区
三和化成 合成樹脂加工 名古屋市
谷川泰一事務所 測量登記 名古屋市
丸新舎 新聞発送 中村区名駅
(株)プラス 事務機器製造 東京都
(株)箕浦不動産 不動産 名古屋市

転職　　（各1）

名称 業種 所在地
教育事務所 教育相談員 長野県
市の運営する施設
（株）アットイン ウィークリーマンション 名古屋市
渡辺新聞店 新聞配達 熱田区日比野
〇〇○○住宅 不動産 名古屋市北区
三菱倉庫 船社代理店業務 名古屋
魚太郎／海鮮もの販売 ちた歯科医院／歯科 愛知県南知多町
日本ト―レックス 高速道路管理 横浜市
日本証券代行（現NTTデータ） 証券事務・通信 東京都
野村不動産パートナーズ 不動産管理 東京都
(株)ライフポート西洋 不動産管理 名古屋市
岡崎信用金庫 金融業 岡崎市

再就職　　（各1）
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表 4系 

  D-8

D-9

名称 業種 所在地
大府紡績 大府
豊橋市役所 豊橋市
日産部品 自動車の部品 瑞穂区滝子
凸版印刷（株） 印刷
新東工業（株） 営業 名古屋市
中部〇〇ハウス 不動産 中区
(株)ロ〇ー 繊維商社 大阪、東京、名古屋
遠藤会計事務所 税務会計 名古屋市
(株)アイティーオー 事務用品卸 名古屋市中村区
三和化成 合成樹脂加工 名古屋市
谷川泰一事務所 測量登記 名古屋市
丸新舎 新聞発送 中村区名駅
(株)プラス 事務機器製造 東京都
(株)箕浦不動産 不動産 名古屋市

転職　　（各1）

名称 業種 所在地
教育事務所 教育相談員 長野県
市の運営する施設
（株）アットイン ウィークリーマンション 名古屋市
渡辺新聞店 新聞配達 熱田区日比野
〇〇○○住宅 不動産 名古屋市北区
三菱倉庫 船社代理店業務 名古屋
魚太郎／海鮮もの販売 ちた歯科医院／歯科 愛知県南知多町
日本ト―レックス 高速道路管理 横浜市
日本証券代行（現NTTデータ） 証券事務・通信 東京都
野村不動産パートナーズ 不動産管理 東京都
(株)ライフポート西洋 不動産管理 名古屋市
岡崎信用金庫 金融業 岡崎市

再就職　　（各1）
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表 4系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

E-2

E-3

E-4

E-5

E-10

E-14

E-15

人数
1. テレビ、新聞
2. 大学のホームページ
3. 「愛大通信」
4. さまざまな会合
5. 受験雑誌
6. 同窓生
7. 同窓会報
8. 愛大新聞（名・豊）
ほか
無回答

愛知大学の情報　　　　　※複数回答あり

人数
大いに関係
多少関係
普通
あまり関係ない
全くない
無回答

満足度と愛大卒業生との関係

人数
大いに満足
まずまず満足
普通
少し不満
大変不満足
無回答

人生をふりかえって

人数
はい
よく
時々
いいえ
無回答

同窓会に参加しているか

人数
大変関心
多少関心
普通
あまり関心ない
無回答

母校・愛知大学への関心

人数
よく知っている
少し知っている
知らない
無回答

愛大事件

人数
よく知っている
少し知っている
知らない
無回答

東亜同文書院
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【愛知大学卒業生アンケート調査報告特集（4）

「愛知大学 1960 年代後半期（1967～1970）における法経学部 法学科、経済学科

（豊橋校舎、名古屋校舎）卒業生の在学状況とその後の軌跡（前編）」】

．おわりに

愛知大学名誉教授（地理学）、愛知大学東亜同文書院大学記念センター元センター長 藤田 佳久

以上、第 4 回目となった愛知大学卒業生

へのアンケート調査の紹介を終わりました。

今回は、1967 年から 1970 年の卒業生た

ちからの回答を得ました。対象は法経学部

の法学科と経済学科の豊橋校舎と名古屋校

舎分である。残念ながら法経学部内に誕生

した経営学部、新生で発足した文学部、二

部、大学院、専攻科についてはスペースの関

係で、次号へ「後編」として詳記させていた

だきます。

ところで、今回のこの 4 年間のアンケー

トとその回答は、愛大が、愛大事件や薬師岳

遭難事故で揺れ動いた後の、ようやく落ち

着きを示し始めた時期であったといえそう

です。1960 年代に始まる高度経済成長期の

じわじわと響き始まる日本の発展の予感の

中で、まだそれまでの雰囲気も持ちつつ階

段をのぼりはじめ、しかし、落ち着いて学び

やクラブ活動に夢中になっていった愛大生

の在学時代と社会人時代の状況が伝わって

きます。いわば、愛大のさらなる基礎固めの

時期にあたっていたと思われ、発展の予感

に対応するように、大学側は経営学科の新

設もおこないましたし、愛大生もそれに答

えたと思います。

しかし、一方 1970 年は、全国的な大学紛

争の初波が愛知大学へも波及し、1970 年の

卒業生の回答の出方やその内容に影響をう

かがわせるところもあり、今後の展開が気

になるところでもあります。

最期に、今回、この調査にご協力いただい

た方々には心より厚くお礼申し上げます。

スペースの関係で、前回実施したアンケー

トを掲載できなかったことをお詫びし、御

覧いただいた方々からの御意見、ご批評、ご

希望などがあればお寄せくだされば幸いで

す。

なお、本報告の編集には当記念センター

の西川直恵氏と河合京子氏にたいへんご尽

力をいただいた。また、豊橋印刷社の市川幸

泰氏にも最後までご協力いただいた。あわ

せて厚くお礼申し上げる。
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